
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2025-07-03

古典語における時に関わる文法形式の意味・機能—
体系変遷記述に向けたキ・ケリ・ツ・ヌのモデル化
—

(Degree)
博士（文学）

(Date of Degree)
2021-03-25

(Date of Publication)
2022-03-01

(Resource Type)
doctoral thesis

(Report Number)
甲第7943号

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/D1007943

※ 当コンテンツは神戸大学の学術成果です。無断複製・不正使用等を禁じます。著作権法で認められている範囲内で、適切にご利用ください。

井上, 高輔



博 

士 

論 

文 

令
和
二
年
一
二
月
一
〇
日 

   

古
典
語
に
お
け
る
時
に
関
わ
る
文
法
形
式
の
意
味
・
機
能 

 
 
―
―

体
系
変
遷
記
述
に
向
け
た
キ
・
ケ
リ
・
ツ
・
ヌ
の
モ
デ
ル
化―

―
 

    

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
文
化
構
造
専
攻 

 

井 

上 

高 

輔 

 
 



目
次 

は
じ
め
に .................................................................................................................................. 1

 

本
研
究
の
背
景 ....................................................................................................................... 1

 

本
研
究
の
対
象
・
記
述
方
針
・
目
的 .......................................................................................... 4

 

「
は
じ
め
に
」
の
参
考
文
献 ......................................................................................................... 5

 

第
一
章 

テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・〈
基
本
形
〉.............................................................................. 6

 

一
．
一 

本
章
の
目
的 ............................................................................................................ 6

 

一
．
二 

テ
ン
ス
の
内
実
及
び
テ
ン
ス
と
〈
基
本
形
〉
の
関
係
に
つ
い
て ....................................... 7

 

一
．
三 

テ
ン
ス
が
見
え
や
す
い
時
・
見
え
に
く
い
時 ............................................................... 1

5
 

一
．
四 

「
は
な
し
あ
い
」
と
「
か
た
り
」
と
タ
ク
シ
ス ........................................................... 1

9
 

一
．
五 

古
典
語
の
〈
基
本
形
〉
と
テ
ン
ス
の
関
係 .................................................................. 2

0
 

第
一
章
の
ま
と
め ..................................................................................................................... 2

7
 

第
一
章
の
参
考
文
献 .................................................................................................................. 2

9
 

第
二
章 

キ
・
ケ
リ .................................................................................................................. 3

2
 

二
．
一 

本
章
の
目
的 .......................................................................................................... 3

2
 

二
．
二 

キ
に
関
す
る
問
題
の
導
出 ........................................................................................ 3

3
 

二
．
三 

キ
の
モ
デ
ル
化 ....................................................................................................... 3

9
 

二
．
四 

ケ
リ
に
関
す
る
問
題
の
導
出 ..................................................................................... 4

4
 

二
．
五 

ケ
リ
の
モ
デ
ル
化 ................................................................................................... 4

9
 

二
．
五
．
一 

「
あ
な
た
な
る
場
」
と
本
モ
デ
ル
と
の
関
係 .................................................... 5

2
 

第
二
章
の
ま
と
め ..................................................................................................................... 5

6
 

第
二
章
の
参
考
文
献 .................................................................................................................. 5

7
 

第
三
章 

ツ
、
ヌ ..................................................................................................................... 6

0
 

三
．
一 

本
章
の
目
的 .......................................................................................................... 6

0
 

三
．
二 

ツ
、
ヌ
の
意
味
・
機
能
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
概
観 .................................................... 6

0
 

三
．
三 

井
島
モ
デ
ル
に
至
る
ま
で
の
先
行
研
究 ...................................................................... 6

5
 

三
．
三
．
一 

中
西
モ
デ
ル
か
ら
井
島
モ
デ
ル
へ .................................................................. 6

5
 

三
．
三
．
二 

井
島
（
二
〇
一
一
）
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
事
態
の
内
的
時
間
展
開
モ
デ
ル ............... 7

0
 

三
．
四 

本
研
究
の
モ
デ
ル ................................................................................................... 7

7
 

三
．
五 

テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
機
能
す
る
ツ ................................................................................. 8

4
 

三
．
六 

形
容
詞
に
対
す
る
本
研
究
の
モ
デ
ル .......................................................................... 9

2
 

三
．
七 

ツ
、
ヌ
の
接
続
語
彙
の
偏
り
に
つ
い
て .................................................................... 1

0
1

 

三
．
七
．
一 

ツ
、
ヌ
の
接
続
す
る
語
彙
の
偏
り
に
つ
い
て
の
先
行
研
究 ................................ 1

0
1

 

三
．
七
．
二 

ヌ
の
承
接
が
起
こ
り
に
く
い
こ
と
の
背
景 ..................................................... 1

0
1

 

三
．
七
．
三 

ツ
の
承
接
が
起
こ
り
に
く
い
こ
と
の
背
景 ..................................................... 1

0
6

 



第
三
章
の
ま
と
め ................................................................................................................... 1

1
2

 

第
三
章
の
参
考
文
献 ................................................................................................................ 1

1
3

 

お
わ
り
に .............................................................................................................................. 1

1
6

 

本
研
究
の
ま
と
め ................................................................................................................ 1

1
6

 

「
は
じ
め
に
」
に
こ
た
え
て ................................................................................................. 1

1
7

 

今
後
の
課
題 ....................................................................................................................... 1

1
9

 

   



1 

 

は
じ
め
に 

本
研
究
の
背
景 

 

日
本
語
は
古
典
語
に
お
い
て
、
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
、
タ
リ
、
リ
と
い
っ
た
時
に
関
わ
る
文
法
形
式
が
存

在
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
ご
く
一
部
の
慣
用
的
な
表
現
あ
る
い
は
方
言
を
除
い
て
消
滅
し
、
現
代
語
に
お

い
て
、
タ
や
テ
イ
ル
な
ど
の
形
式
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て

は
、
各
形
式
の
意
味
や
機
能
、
構
文
的
特
徴
に
つ
い
て
調
査
・
記
述
が
行
わ
れ
、
各
形
式
の
消
長
に
つ
い
て

の
説
明
も
試
み
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
形
式
が
成
す
体
系
の
通
時
的
変
遷
を
説
明
し
よ
う
と
試
み

た
も
の
は
少
な
く
、
対
象
と
さ
れ
る
時
代
も
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
容
の
解
明
に
は
至
っ
て
い
な
い
。 

本
研
究
が
持
つ
、
本
研
究
で
負
い
き
れ
な
い
レ
ベ
ル
の
関
心
は
、「
文
法
形
式
は
な
ぜ
・
ど
の
よ
う
に
通

時
的
に
変
化
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
法
形
式
と
い
う
の
は
、
生
産
性
が
あ
る
の
で
、
何
ら
か
の

新
し
い
事
態
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
現
状
あ
る
形
式
で
事
足
り
る
は
ず
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想

に
立
て
ば
、
文
法
形
式
が
生
ま
れ
た
り
消
え
た
り
す
る
こ
と
は
、
理
解
し
が
た
い
奇
妙
な
現
象
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
こ
れ
よ
り
下
の
、
よ
り
具
体
的
な
レ
ベ
ル
に
あ
る
関
心
と
し
て
、「
古
代
語
か
ら
現
代
語
に
わ

た
っ
て
、
時
に
関
わ
る
文
法
形
式
と
そ
の
体
系
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
」
と
い
う
問
い
が
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
「
時
に
関
わ
る
文
法
形
式
」
と
は
、
述
語
部
分
に
現
れ
て 

時
の
様
子
を
言
い
分
け
る
要
素
（
ト

ル
）
の
こ
と
で
、
古
代
語
に
お
い
て
は
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
、
タ
リ
、
リ
が
挙
げ
ら
れ
、
現
代
語
に
お
い
て

は
タ
、
テ
イ
ル
が
挙
げ
ら
れ
る
（
詳
し
く
い
え
ば
、
ヲ
リ
、
テ
ア
ル
、
テ
オ
ル
、
ハ
ジ
メ
ル
、
ツ
ヅ
ケ
ル
、

オ
ワ
ル
、
テ
シ
マ
ウ
、
ダ
ス
等
の
形
式
や
、
各
形
式
の
複
合
形
式
も
含
ま
れ
る
）。 

次
に
、
本
研
究
の
よ
り
直
接
的
・
具
体
的
な
背
景
を
述
べ
る
。 

言
語
形
式
の
消
失
や
収
斂
、
交
替
に
つ
い
て
説
明
す
る
理
論
と
し
て
は
、
小
柳
（
二
〇
一
八
）
が
あ
る
。

ま
ず
、
言
語
消
失
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
形
式
の
使
用
頻
度
が
低
下
す
る
「
抑
制
」
の
段
階
と
、
形
式
を
完

全
に
使
用
し
な
く
な
る
「
廃
棄
」
の
段
階
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
う
ち
、「
抑
制
」
に
は
大
き
く
分

け
て
「
積
極
的
な
抑
制
」
と
「
消
極
的
な
抑
制
」
の
二
種
類
あ
る
と
す
る
。「
積
極
的
な
抑
制
」
は
、「
機
能

的
利
便
性
」
や
「
評
価
的
社
会
性
」
が
低
い
た
め
に
、
当
該
言
語
表
現
を
意
図
的
に
選
択
し
な
い
と
い
う
も

の
で
、
同
音
衝
突
の
回
避
な
ど
が
当
た
る
と
い
う
。「
消
極
的
な
抑
制
」
は
、
当
該
言
語
形
式
自
体
に
理
由

が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
他
の
理
由
に
よ
っ
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
も
の
で
、
言
語
表
現
の
指
示
対
象

が
社
会
か
ら
姿
を
消
す
場
合
や
、
あ
る
形
式
が
他
の
形
式
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
場
合
が
当
た
る
と
い
う
。 
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言
語
消
失
に
つ
い
て
、
他
の
形
式
の
発
生
や
機
能
変
化
が
絡
ん
で
く
る
場
合
と
し
て
は
、「
統
合
」
と
「
交

替
」
と
い
う
二
つ
の
場
合
を
提
示
し
て
い
る
。「
統
合
」
と
は
、 

 

形
式A

が
意
味α
を
表
し
、
形
式B

が
意
味β

を
表
し
て
併
存
し
て
い
た
の
が
、
形
式B

が
意
味

β

の
ほ
か
に
意
味α
も
合
わ
せ
て
表
す
よ
う
に
な
る
変
化
で
あ
る
。
途
中
に
は
、
形
式B

が
意
味

α

を
表
す
よ
う
に
な
っ
て
、
意
味α

に
関
し
て
形
式A

・B

が
競
合
す
る
段
階
が
考
え
ら
れ
る
。（
二

四
四
頁
） 

 

と
し
、
最
終
的
に
意
味α

・β

を
持
つ
形
式B

だ
け
が
残
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
交
替
」

と
は
、
形
式A

が
意
味α

を
表
し
、
形
式B

が
意
味β
を
表
し
て
併
存
し
て
い
た
状
態
か
ら
、 

 

あ
る
意
味α

を
表
す
形
式
がA

か
らB

に
代
わ
る
変
化
で
あ
る
。
こ
の
途
中
に
は
、
や
は
り
形
式B

が
意
味α

も
表
す
よ
う
に
な
り
、
意
味α

に
関
し
て
形
式A

・B
が
競
合
す
る
段
階
が
想
定
さ
れ

る
。（
二
四
五
頁
） 

 

と
し
、
最
終
的
に
意
味α

を
持
つ
形
式B

だ
け
が
残
る
と
し
て
い
る
。 

以
上
が
、
小
柳
（
二
〇
一
八
）
の
考
え
る
言
語
消
失
、
収
斂
、
交
替
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
キ
、
ケ
リ
、

ツ
、
ヌ
、
タ
リ
、
リ
は
、
こ
の
モ
デ
ル
の
中
の
ど
こ
で
解
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
従
来
よ
く
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
（
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
、
タ
リ
、
リ
は
、
タ
リ
由
来
の
タ
へ
収
斂
し
た
と
い
う
考
え
や
、
そ
れ
に
は
タ

リ
・
タ
の
機
能
変
化
が
付
随
し
て
い
る
と
い
う
考
え
、
補
助
動
詞
・
副
詞
の
発
達
に
よ
っ
て
も
キ
、
ケ
リ
、

ツ
、
ヌ
、
タ
リ
、
リ
の
機
能
の
一
部
が
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
考
え
）
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、

「
消
極
的
な
抑
制
」
の
「
統
合
」
に
解
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、
こ
の
モ
デ
ル
内
で
十
分
に
解
消
さ
れ
切
る
の
だ
ろ
う
か
。
古
典
語
と
現
代
語
と
で
は
、「
体
質
」

そ
の
も
の
が
変
わ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、「
意
味α

、β

、γ

、…

を
担

う
形
式
が
そ
れ
ぞ
れA

、B

、C

、…

だ
っ
た
の
が
、A

だ
け
に
代
わ
っ
た
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
意
味

α

、β

、γ

、…

を
担
う
形
式
が
そ
れ
ぞ
れA

、B

、C

、…

だ
っ
た
の
が
、
意
味α

、β

を
担
うA

だ
け

が
残
り
、
意
味γ

、…

は
消
失
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
小
柳
（
二
〇
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一
八
）
は
、
同
研
究
内
で
提
示
し
て
い
る
言
語
消
失
の
モ
デ
ル
が
完
璧
な
も
の
だ
と
強
調
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
は
付
言
し
て
お
く
。 

 

ま
た
、
本
研
究
が
関
心
を
持
つ
、
形
式
の
消
失
に
関
し
て
は
、
鈴
木
（
一
九
九
三
・
二
）
の
言
及
が
あ
る
。

鈴
木
（
一
九
九
三
・
二
）
は
、
ツ
、
ヌ
の
通
時
的
消
失
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

そ
れ
が
現
代
日
本
語
の
過
去
形
式
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
の
は
、
ツ
は
動
作
動
詞
に
つ
き
、
ヌ
は
変
化

動
詞
に
つ
く
と
い
う
、
一
種
の
動
詞
語
尾
的
性
格
か
ら
完
全
に
は
抜
け
出
せ
ず
、
つ
い
に
動
詞
全
般
に

わ
た
る
文
法
形
式
た
り
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。（
六
一
～
六
二
頁
） 

 

「
動
詞
全
般
に
わ
た
る
文
法
形
式
で
な
け
れ
ば
、
消
失
す
る
」
と
い
う
発
想
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
小
柳
（
二
〇
一
八
）
の
モ
デ
ル
か
ら
言
え
ば
、
形
式
の
消
え
方
、
実
像
の
話
で
あ
っ
て
、
消
失
の

理
由
に
は
な
ら
な
い
。
小
柳
（
二
〇
一
八
）
は
、
形
式
が
生
ま
れ
て
、
定
着
し
て
い
く
様
を
以
下
の
モ
デ
ル

で
説
明
し
て
い
る
。
言
語
表
現
が
生
ま
れ
て
く
る
「
案
出
」「
試
行
」「
採
用
」
と
絡
み
合
わ
せ
て
把
握
す
る

と
、「
案
出
」
か
ら
「
試
行
」
の
間
で
使
わ
れ
な
く
な
れ
ば
（
定
着
の
方
向
へ
進
ま
な
く
な
れ
ば
）、「
廃
棄
」

さ
れ
る
と
す
る
。「
試
行
」
か
ら
「
採
用
」
の
間
や
、「
採
用
」
後
に
消
失
の
方
向
に
進
む
場
合
は
、「
抑
制
」

の
段
階
に
至
り
、
最
終
的
に
「
忘
却
」（
言
語
使
用
集
団
が
当
該
言
語
形
式
を
使
用
し
な
い
時
期
が
続
い
た

た
め
に
、
忘
れ
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
）
に
至
れ
ば
、
そ
れ
即
ち
「
廃
棄
」
と
な
る
と
し
て
い
る
。 

 

少
な
く
と
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
（
一
九
九
三
・
二
）
の
言
及
よ
り
も
小
柳
（
二
〇
一
八
）
の
モ

デ
ル
が
よ
り
自
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ツ
、
ヌ
が
生
き
残
ら
な
か
っ
た
理
由
を
考
え
る
な

ら
ば
、
別
の
点
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

時
に
関
わ
る
文
法
形
式
群
の
変
遷
自
体
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
の
中
に
は
、
体
系
的
観
点
か
ら
説
明
し

よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
山
口
堯
二
（
一
九
九
七
）
は
、
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
、
タ
リ
、
リ
が

タ
に
置
き
換
わ
っ
て
い
っ
た
と
見
て
、
機
能
分
担
の
置
き
換
わ
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
追
い
、
変
遷
の
要
因

を
検
討
し
て
い
る
。
し
か
し
、
山
口
堯
二
（
一
九
九
七
）
は
、
主
に
中
世
以
降
の
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
、
タ

リ
が
タ
リ
の
後
続
た
る
タ
に
収
斂
し
て
い
く
様
子
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
形
式
群
の
変
遷
が
起
こ
る

準
備
的
段
階
と
し
て
、
上
代
・
中
古
に
ど
の
よ
う
な
環
境
が
整
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
は
焦
点
を
置
い

て
い
な
い
。 
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以
上
、
先
行
研
究
に
触
れ
な
が
ら
紹
介
し
た
本
研
究
の
背
景
と
な
る
関
心
・
問
題
意
識
を
ま
と
め
て
お
け

ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

  

本
研
究
は
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
関
心
・
問
題
意
識
を
背
負
っ
て
、
次
に
述
べ
る
「
本
研
究
の
目
的
」

に
取
り
組
む
。 

 

本
研
究
の
対
象
・
記
述
方
針
・
目
的 

 

本
研
究
で
は
、
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
を
対
象
形
式
と
す
る
。
対
象
範
囲
は
、
お
よ
そ
上
代
・
中
古
に
あ
た

る
。
な
お
、
資
料
は
基
本
的
に
小
学
館
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
っ
た
が
、
先
行
研
究
上
で
得
ら
れ

た
用
例
は
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
場
合
が
あ
る
。 

 

本
研
究
で
用
例
番
号
を
用
い
る
場
合
は
、
各
章
ご
と
で
番
号
を
区
切
り
、
章
を
越
え
て
続
け
る
こ
と
は
し

な
い
。
図
表
番
号
を
用
い
る
場
合
は
、
各
章
を
ま
た
が
っ
て
通
し
番
号
と
す
る
。
ま
た
、
参
考
文
献
に
つ
い

て
は
、
各
章
の
最
後
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。
注
番
号
に
つ
い
て
は
、
各
章
に
ま
た
が
っ
て
通
し
番
号
と
し
、

注
に
つ
い
て
は
、
論
文
本
体
の
最
後
に
ま
と
め
て
掲
載
す
る
。 

 

本
研
究
は
、
古
典
語
の
時
に
関
わ
る
文
法
形
式
で
あ
る
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
が
、
ご
く
限
ら
れ
た
慣
用
的

表
現
を
除
い
て
、
な
ぜ
消
え
た
か
、
そ
の
理
由
な
い
し
背
景
を
究
明
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
の
意

味
・
機
能
を
モ
デ
ル
化
し
、
競
合
関
係
を
見
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
。 

比
較
的
小
さ
く
近
い
背
景 

○
古
典
語
と
現
代
語
と
で
は
、「
体
質
」
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。 

○
形
式
群
の
変
遷
が
起
こ
る
準
備
的
段
階
と
し
て
、
上
代
・
中
古
に
ど
の
よ
う
な
環
境
が
整
っ
て
い
た
か
。 

や
や
大
き
く
遠
い
背
景 

○
古
代
語
か
ら
現
代
語
に
わ
た
っ
て
、
時
に
関
わ
る
文
法
形
式
と
そ
の
体
系
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

き
た
か
。 

大
き
く
遠
い
背
景 

○
文
法
形
式
は
な
ぜ
・
ど
の
よ
う
に
通
時
的
に
変
化
す
る
か
。 
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そ
の
た
め
に
ま
ず
、〈
基
本
形
〉（
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
、
タ
リ
、
リ
が
接
続
し
て
い
な
い
動
詞
・
形
容
詞
）

に
つ
い
て
、
テ
ン
ス
と
の
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
テ
ン
ス
そ
の
も
の
の
範
疇
を
ど
う
扱
う
か
、
立
場
を

明
ら
か
に
す
る
（
第
一
章
）。
そ
の
後
、
キ
、
ケ
リ
（
第
二
章
）
と
ツ
、
ヌ
（
第
三
章
）
を
時
に
関
わ
る
側

面
か
ら
把
握
し
、
モ
デ
ル
化
を
行
う
。
な
お
、
こ
れ
に
付
随
し
て
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
キ
、
ケ

リ
、
ツ
、
ヌ
の
特
殊
な
ふ
る
ま
い
や
、
モ
デ
ル
と
の
関
連
付
け
も
行
う
。 

 

な
お
、
本
研
究
の
モ
デ
ル
化
の
対
象
で
あ
る
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
と
は
別
に
、
第
一
章
で
〈
基
本
形
〉
の

こ
と
を
考
え
る
と
い
う
の
は
、
目
的
と
行
為
に
飛
躍
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
説
明
し
て
お
き
た
い
。
時
に
関

わ
る
文
法
形
式
は
、「
キ
対
ケ
リ
」、「
ツ
対
ヌ
」「
タ
リ
対
リ
」
の
よ
う
に
、
有
標
形
式
同
士
の
違
い
が
議
論

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
研
究
で
は
、
無
標
形
式
た
る
〈
基
本
形
〉
の
位
置
付
け
を
考
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
有
標
形
式
同
士
の
違
い
が
よ
く
議
論
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
形
式
同
士
に

似
た
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
解
明
に
向
け
た
動
き
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
対
し
て
、〈
基
本
形
〉
の
位
置
付

け
に
つ
い
て
の
議
論
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、〈
基
本
形
〉
が
体
系
内
で
役
割
を
果
た
し
て
い
る
場
合
と
果
た

し
て
い
な
い
場
合
を
分
け
、
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
に
果
た
し
て
い
る
か
・
果
た
し
て
い
な
い
か
、
用
法
を

分
類
す
る
研
究
で
あ
る
と
言
え
る
。 

本
研
究
で
は
、
時
に
関
わ
る
文
法
形
式
の
変
遷
記
述
を
先
に
見
据
え
て
い
る
と
い
う
事
情
か
ら
、
そ
し
て
、

〈
基
本
形
〉
の
位
置
付
け
が
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
範
疇
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
、
論
の

立
脚
点
と
関
わ
る
こ
と
か
ら
、〈
基
本
形
〉
に
つ
い
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

「
は
じ
め
に
」
の
参
考
文
献 

小
柳
智
一
（
二
〇
一
八
）『
文
法
変
化
の
研
究
』
く
ろ
し
お
出
版 

鈴
木
泰
（
一
九
九
三
・
二
）「
時
間
表
現
の
変
遷
」『
月
刊
言
語
』
第
二
二
巻
第
二
号
、
大
修
館
書
店 

山
口
堯
二
（
一
九
九
七
）「
完
了
辞
・
過
去
辞
の
通
時
的
統
合―

―

「
た
り

∨

た
」
へ
の
収
斂―

―

」
山
口

堯
二
（
二
〇
〇
三
）『
助
動
詞
史
を
探
る
』
和
泉
書
院 
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第
一
章 

テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・〈
基
本
形
〉 

一
．
一 
本
章
の
目
的 

 

本
章
で
は
、
日
本
語
の
文
に
お
け
る
テ
ン
ス
の
位
置
付
け
と
、〈
基
本
形
〉
と
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の

関
係
性
を
把
握
す
る
た
め
に
、
関
連
す
る
先
行
研
究
を
検
討
す
る
。
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
体
系
や
そ
の
変

遷
を
把
握
す
る
と
い
う
点
か
ら
、〈
基
本
形
〉
の
体
系
内
で
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

こ
の
立
場
を
決
め
て
お
く
こ
と
は
、
後
の
議
論
を
進
め
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
本
研
究
の

主
眼
は
、「
古
典
語
の
時
に
関
わ
る
文
法
形
式
で
あ
る
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
が
、
ご
く
限
ら
れ
た
慣
用
的
表

現
を
除
い
て
、
な
ぜ
消
え
た
か
、
そ
の
理
由
な
い
し
背
景
を
究
明
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
の
意
味
・

機
能
を
モ
デ
ル
化
し
、
競
合
関
係
を
見
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
一
見
、〈
基
本
形
〉
の
動
向
に
触
れ
る

必
要
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
主
眼
と
し
て
い
る
課
題
を
究
明
す
る
た
め
に
は
、
テ
ン
ス
、
ア

ス
ペ
ク
ト
を
ど
う
扱
う
か
、
立
場
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
〈
基
本
形
〉
の
位
置

付
け
を
考
え
る
必
要
が
出
て
く
る
。
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
（
今
後
の
課
題
の
こ
と
を
言
え
ば
、
タ
リ
、
リ
、

存
在
詞
等
の
形
式
）
だ
け
を
観
察
対
象
と
す
る
だ
け
で
は
、
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

〈
基
本
形
〉
そ
の
も
の
の
体
系
内
で
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
時
に
関
わ
る
文
法
形

式
の
体
系
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
そ
の
も
の
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。 

〈
基
本
形
〉
自
体
は
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
の
、
少
な
く
と
も
積
極
的
な
形
式
と
は
言
え
な
い
が
、
消

極
的
に
で
も
意
味
・
機
能
を
担
う
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
古
典
語
か
現
代
語
か
に
関
わ
ら
ず
、
テ

ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
に
関
す
る
議
論
で
は
、〈
基
本
形
〉
が
意
味
・
機
能
を
持
つ
か
、
持
つ
と
す
れ
ば
ど
の

よ
う
な
意
味
・
機
能
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
各
形
式
の
意
味
・
機
能
の
み
を
見
る
議
論
を

す
る
な
ら
ば
、〈
基
本
形
〉
の
位
置
付
け
の
問
題
は
顕
在
化
し
に
く
い
。
し
か
し
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト

が
述
語
の
体
系
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、〈
基
本
形
〉
は
、
消
極
的
に
で
も
意
味
・
機
能
を
持
ち
う

る
と
い
う
可
能
性
を
無
視
で
き
な
い
。 

 

本
章
の
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
本
研
究
は
次
の
立
場
を
取
る
。
ま
ず
、
テ
ン
ス
と
は
時
間
軸
と
基

準
時
、
事
態
で
構
成
さ
れ
る
主
体
的
な
範
疇
で
あ
る
が
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
（
現
実
的
）
な
場
合
と
非
ア
ク
チ

ュ
ア
ル
（
非
現
実
的
）
な
場
合
が
あ
り
、
あ
る
文
や
形
式
が
テ
ン
ス
で
あ
る
か
ど
う
か
は
曖
昧
な
場
合
が
あ

る
。
そ
し
て
、〈
基
本
形
〉
は
、
も
と
も
と
素
材
的
・
概
念
的
で
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
な
い
状
態
だ
が
、
場
合

に
よ
っ
て
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
意
味
・
機
能
を
発
揮
す
る
。
た
だ
し
、
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
至
る
か
ど
う
か
は
、

や
は
り
曖
昧
で
あ
る
。
こ
れ
ら
〈
基
本
形
〉
の
事
情
は
、
古
典
語
で
も
確
認
さ
れ
た
。
更
に
、〈
基
本
形
〉
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の
時
間
的
意
味
・
機
能
が
不
完
成
相
か
ら
完
成
相
に
変
化
し
た
と
見
る
べ
き
か
、
素
材
的
・
概
念
的
に
提
示

し
が
ち
だ
っ
た
の
が
そ
う
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
「
か
た
り
」
方
の
癖
が
変
化
し
た
と
見
る
べ
き

か
と
考
え
た
場
合
に
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
後
者
の
方
が
無
理
が
な
い
と
考
え
つ
つ
、
断
言
は
保
留
す
る
。

な
お
、「
は
な
し
あ
い
」
と
「
か
た
り
」
の
違
い
と
関
係
性
及
び
タ
ク
シ
ス
に
つ
い
て
踏
ま
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
従
来
、
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
と
し
て
の
意
味
・
機
能
が
記
述
さ
れ
て
き
て
お
り
、

か
つ
、
テ
ン
ス
と
し
て
の
機
能
も
一
部
に
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
ツ
、
ヌ
に
つ
い
て
も
、「
テ
ン
ス
か
否

か
」
と
い
う
よ
り
、「
テ
ン
ス
ら
し
く
振
舞
う
の
は
ど
ん
な
時
か
」
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
。
こ
の
問
題
は
、
第
三
章
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。 

 

一
．
二 

テ
ン
ス
の
内
実
及
び
テ
ン
ス
と
〈
基
本
形
〉
の
関
係
に
つ
い
て 

本
節
で
は
、
先
行
研
究
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
テ
ン
ス
の
内
実
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
本
研
究
の
立

場
を
決
め
る
と
と
も
に
、
テ
ン
ス
と
〈
基
本
形
〉
の
関
係
性
に
つ
い
て
ど
う
見
る
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て

も
本
研
究
の
立
場
を
決
め
る
。 

 

ま
ず
、
議
論
を
始
め
る
た
め
に
、
テ
ン
ス
に
関
す
る
基
本
的
な
モ
デ
ル
を
導
入
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

テ
ン
ス
の
基
本
的
な
モ
デ
ル
は
、
コ
ム
リ
ー
（
一
九
八
五
）
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

議
論
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
、
時
間
は
直
線
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
仮
定
し
た
い
。
慣
例
に

従
っ
て
、
過
去
を
左
、
そ
し
て
未
来
を
右
に
置
く
。
そ
の
線
上
に
現
在
点
が
点
と
し
て
表
さ
れ
、
０
で

印
さ
れ
る
。
こ
の
表
記
法
を
使
う
と
、
通
常
の
言
語
で
の
時
間
に
関
す
る
言
明
を
図
上
に
表
す
こ
と
が

で
き
る
。
た
と
え
ば
、
過
去
に
起
こ
っ
た
事
象
は
図
上
で
０
の
左
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
つ

の
事
象
が
も
う
一
つ
の
事
象
の
後
に
起
こ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
は
図
上
で
も
う
一
つ
の
事
象
の
右

に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
あ
る
事
象
が
あ
る
過
程
の
間
に
起
こ
っ
た
と
す
る
と
、
こ
の
事
象
の
位

置
は
図
上
で
こ
の
過
程
に
割
り
振
ら
れ
た
時
間
幅
の
中
に
示
さ
れ
る
。（
三
頁
） 

  

コ
ム
リ
ー
（
一
九
八
五
）
は
、
こ
う
述
べ
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
図
を
掲
載
し
て
い
る
。 
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コ
ム
リ
ー
（
一
九
八
五
：
三
頁
）
よ
り
、
本
研
究
掲
載
に
あ
た
っ
て
筆
者
作
図
。 

  

テ
ン
ス
と
い
う
枠
組
み
を
最
も
原
義
的
に
、
個
別
言
語
か
ら
離
れ
て
考
え
た
場
合
、「
あ
る
時
間
軸
上
に

あ
る
基
準
時
か
ら
見
て
、
事
態
が
時
間
的
に
ど
こ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
を
表
わ
し
わ
け
る
文
法
範
疇
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
要
素
と
し
て
は
、「
時
間
軸
」「
基
準
時
」「
事
態
」
の
三

つ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
三
要
素
の
性
質
と
関
係
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
テ
ン
ス
を
把
握
す
る
こ
と
と
同
じ
こ

と
に
な
る
。 

 

こ
の
枠
組
み
を
テ
ン
ス
の
基
本
的
・
抽
象
的
な
モ
デ
ル
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
具
体
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、

テ
ン
ス
に
関
わ
る
各
形
式
の
モ
デ
ル
化
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
本
研
究
で
は
、
便
宜
的
に
「
０
」
を

「
基
準
時
」
と
呼
び
か
え
る
こ
と
に
す
る
。 

ま
ず
、
テ
ン
ス
は
、「
時
制
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
そ
れ
が
言
語
使
用
者
に
と
っ
て
主
体
的
な
も
の
で
あ

る
か
客
体
的
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

木
枝
（
一
九
二
九
）
は
、「
ア
ス
ペ
ク
ト
」「
テ
ン
ス
」
と
い
う
術
語
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
ア
ス
ペ
ク
ト
」「
テ
ン
ス
」
で
表
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
概
念
を
取
り
上
げ
、「
ア
ス
ペ
ク
ト
」
に
あ
た
る
も

の
は
客
体
的
な
も
の
で
あ
り
、「
テ
ン
ス
」
に
あ
た
る
も
の
は
主
体
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
既

に
気
付
い
て
い
る
。
木
枝
（
一
九
二
九
）
は
、
時
に
関
わ
る
文
法
形
式
に
関
し
て
、「
客
観
的
に
見
た
動
作

過去     ０     未来 

 

図 1 
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の
完
了
、
之
を
主
観
に
移
せ
ば
す
な
わ
ち
過
去
で
あ
る
」
と
述
べ
、
形
式
自
体
の
機
能
レ
ベ
ル
と
述
定
す
る

こ
と
の
レ
ベ
ル
の
違
い
を
指
摘
し
て
い
る
。 

 

い
わ
ゆ
る
「
陳
述
」
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
考
え
方
に
よ
れ
ば1

、
主
体

的
で
な
い
＝
客
体
的
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
素
材
的
・
概
念
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
言
語
使
用
者

の
「
イ
マ
、
コ
コ
、
ワ
タ
シ
」
と
関
係
を
結
ば
ず
し
て
存
在
し
う
る
言
葉
の
姿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

主
体
的
で
あ
る
＝
客
体
的
で
な
い
と
い
う
の
は
、
素
材
的
・
概
念
的
な
も
の
が
言
語
使
用
者
の
「
イ
マ
、
コ

コ
、
ワ
タ
シ
」2

と
関
係
を
結
ん
で
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

事
態
そ
の
も
の
と
い
う
の
は
概
念
で
あ
り
客
体
的
で
あ
る
が
、
仮
定
的
な
世
界
で
あ
れ
、
現
実
的
な
世
界

で
あ
れ
、
あ
る
時
間
軸
上
に
事
態
を
定
位
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
観
を
持
つ
主
体
に
よ
る
営
み
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
仮
定
的
で
あ
れ
現
実
的
で
あ
れ
、
時
間
の
流
れ
を
持
つ
一
つ
の
世
界
を
設
定
す
る
と
い
う

の
は
、
主
体
の
判
断
に
依
拠
し
て
い
る
。 

 

以
上
の
考
え
か
ら
、
テ
ン
ス
は
主
体
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
導
出
さ
れ
た
。
本
研
究
は
、
こ
の

考
え
に
従
っ
て
議
論
を
進
め
る
。 

 

次
に
テ
ン
ス
範
疇
が
カ
バ
ー
す
る
範
囲
に
つ
い
て
、
確
認
し
た
い
。 

ま
ず
、
言
語
上
、
テ
ン
ス
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
考
え
ら
れ
な
い
レ
ベ
ル
と
考
え
ら
れ
る
レ
ベ
ル
が
あ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
、
三
矢
（
一
九
三
二
）
の
時
点
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
三
矢
（
一
九
三
二
）
は
、
言
語
上

の
「
時
」
を
「
定
時
」
と
「
不
定
時
」
に
分
け
た
。「
定
時
」
に
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
「
三
態
」
が

あ
り
、「
不
定
時
」
に
は
、「
三
態
」
が
な
く
諺
や
習
慣
、
一
般
的
な
も
の
等
を
言
う
際
の
姿
で
あ
る
と
考
え

て
い
る3

。 

殊
、〈
基
本
形
〉
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
松
尾
（
一
九
三
六
）
が
〈
基
本
形
〉
が
様
々
な
時
間
的
意
味
に

用
い
ら
れ
た
り
、
時
間
的
意
味
範
疇
か
ら
離
れ
た
り
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
松
尾
（
一
九
三
六
）
は
、 

 

雪
は
白
い
。 

人
は
死
す
。 

地
球
は
西
よ
り
東
に
回
転
す
。 

な
ど
と
い
ふ
の
は
、
現
在
に
於
て
と
か
、
過
去
に
於
て
と
か
、
未
来
に
於
て
と
か
、
云
ふ
や
う
な
こ
と

は
至
く
思
惟
の
外
に
置
い
て
あ
り
、
又
何
等
之
を
表
現
し
て
居
な
い
。
此
は
即
ち
時
を
超
越
し
て
居
る

の
で
あ
る
。
之
を
不
定
時
と
名
け
る
人
も
あ
る
が
、
其
で
は
不
定
時
と
い
ふ
一
種
の
時
の
や
う
な
感
が
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あ
つ
て
少
し
く
物
足
ら
な
い
。
超
時
又
は
超
越
時
と
呼
び
た
い
や
う
に
も
思
ふ
が
、
そ
れ
も
考
へ
様
に

よ
つ
て
は
一
種
の
時
と
考
へ
ら
れ
る
恐
が
あ
る
か
ら
、
所
詮
、
時
を
超
越
す
る
と
い
ふ
の
が
妥
当
で
あ

る
。（
六
六
七
～
六
五
八
頁
） 

 

と
述
べ
、
い
わ
ゆ
る
「
現
在
形
」、
本
研
究
で
言
う
〈
基
本
形
〉
に
「
時
を
超
越
し
た
も
の
」
、「
有
限
の
時

間
の
範
囲
の
事
象
を
指
す
も
の
」「
過
去
を
指
す
も
の
（
竹
取
物
語
地
の
文
の
基
本
形
を
例
と
し
て
）」「
未

来
を
指
す
も
の
」
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る4

。 

加
え
て
、
糸
井
（
一
九
三
七
）
は
、〈
基
本
形
〉
は
本
質
的
に
は
素
材
的
・
概
念
的
な
も
の
で
あ
り
、
テ

ン
ス
範
疇
に
い
つ
で
も
置
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
。
糸
井
（
一
九
三
七
）
は
、「
時

の
基
準
点
」
を
時
に
対
す
る
話
者
の
「
立
脚
点
」
の
こ
と
で
あ
る
と
し
、「
来
る
」
同
様
、
ダ
イ
ク
シ
ス
的

な
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

 

イ 

吾
・
東
京
へ
行
く
。 

こ
の
如
き
語
例
は
何
の
考
慮
を
も
加
へ
る
こ
と
な
し
に
、
直
ち
に
現
在
時
を
現
は
し
て
る
も
の
と
す

る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
果
し
て
現
在
時
を
現
は
し
て
ゐ
る
か
否
か
は
、
改
め
て
考
へ
る
必
要
が
あ
る
。

と
い
ふ
の
は
、
か
ゝ
る
言
葉
が
実
際
上
ど
ん
な
場
合
に
使
は
れ
る
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
私
は
こ
れ

に
つ
い
て
考
へ
得
ら
れ
る
種
々
の
場
合
を
想
像
し
て
見
た
。 

イ
甲 

こ
れ
を
独
語
の
場
合
と
し
て
見
る
。「
私
は
何
所
へ
行
く
の
で
も
な
い
。
私
は
今
東
京
へ
行
く

の
だ
。
そ
れ
は
あ
る
責
務
を
履
行
す
る
た
め
だ
」
の
意
。 

イ
乙 

出
懸
け
の
途
中
友
人
な
ど
に
「
ど
ち
ら
へ
」
と
聞
か
れ
た
場
合
、「
は
、
東
京
へ
」
と
答
へ
る

程
の
も
の
。 

イ
丙 

人
に
遊
覧
場
所
と
し
て
は
京
都
と
東
京
と
い
づ
れ
が
よ
い
か
と
問
は
れ
た
時
の
返
事
。 

先
づ
こ
ん
な
場
合
が
想
像
さ
れ
る
。
然
し
そ
れ
程
沢
山
な
場
合
は
な
い
。
大
抵
は
こ
の
何
れ
へ
か
編
入

さ
れ
る
。
さ
て
こ
れ
ら
が
ど
れ
程
の
現
実
味
を
示
し
て
ゐ
る
か
を
見
る
こ
と
に
し
や
う
。
先
づ
（
イ
甲
）

は
自
ら
「
東
京
へ
行
く
の
だ
」
と
云
つ
て
ゐ
る
の
で
、
こ
れ
に
は
現
実
感
が
全
く
な
い
。
た
ゞ
の
観
念

し
か
な
い
こ
と
が
知
れ
る
。（
三
九
九
頁
） 
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糸
井
（
一
九
三
七
）
は
、
助
動
詞
の
付
い
て
い
な
い
動
詞
を
「
単
一
動
詞
」
と
表
現
し
、「
時
格
」
が
な

い
と
い
う
。「
単
一
動
詞
」
で
表
現
さ
れ
る
の
は
、
観
念
の
み
で
あ
っ
て
、
現
実
感
・「
時
格
」
を
も
つ
た
め

に
は
、
助
動
詞
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
性
格
に
つ
い
て
は
、「
単
一
動
詞
」
と
形
容
詞
は
同

じ
で
あ
る
と
い
う
。 

〈
基
本
形
〉
あ
る
い
は
形
容
詞
が
い
つ
で
も
観
念
の
み
で
「
時
格
」
が
な
い
と
い
う
の
は
、〈
基
本
形
〉

に
消
極
的
な
テ
ン
ス
と
し
て
の
は
た
ら
き
を
認
め
る
と
い
う
立
場
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
現
在
の
考
え

方
か
ら
す
れ
ば
、
言
い
過
ぎ
て
い
る
主
張
に
思
わ
れ
る
が
、〈
基
本
形
〉
の
本
質
が
テ
ン
ス
範
疇
の
レ
ベ
ル

に
な
い
と
い
う
指
摘
は
、
本
研
究
が
従
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
山
口
佳
紀
（
一
九
八
五
）
も
、
言
語
上
に
テ
ン
ス
が
現
れ
て
い
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
山
口
佳
紀
（
一
九
八
五
）
は
、
テ
ン
ス
、
ア
ス
ペ
ク
ト
、
ム
ー
ド
の
関
わ
り
を

考
え
て
い
る
が
、
特
に
テ
ン
ス
と
ム
ー
ド
に
つ
い
て
上
代
語
の
動
詞
の
終
止
法
を
見
、「
叙
実
法
」
な
る
も

の
と
「
叙
想
法
」
な
る
も
の
を
提
示
し
て
い
る
。「
叙
実
法
」
と
は
、「
事
態
を
表
現
主
体
が
現
実
に
生
起
す

る
こ
と
と
し
て
捉
え
て
い
る
」
も
の
で
あ
り
、「
叙
想
法
」
と
は
、「
飽
く
ま
で
も
想
像
上
の
事
態
と
し
て
捉

え
て
い
る
」
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
叙
実
法
」
の
中
に
「
確
言
法
」（
終
止
形
（
上
代
で
は
＋
ミ
ユ
、

＋
ナ
リ
））「
推
量
法
」（
未
然
形
＋
ム
、
終
止
形
＋
ラ
シ
）
を
分
類
し
、「
叙
想
法
」
の
中
に
「
仮
想
法
」（
未

然
形
＋
マ
シ
）、「
志
向
法
」（
未
然
形
＋
ム
、
未
然
形
＋
ナ
・
ネ
・
ナ
ム
、
連
用
形
＋
テ
シ
カ
（
モ
）
、
命
令

形
）
を
分
類
し
、「
叙
想
法
」
に
は
テ
ン
ス
は
な
い
と
し
て
い
る
。 

テ
ン
ス
が
い
つ
で
も
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
発
想
に
は
従
う
が
、
た
だ
、「
叙
想
法
」
的
な
も
の
に

テ
ン
ス
が
な
い
と
い
う
考
え
に
は
従
え
な
い
。
本
研
究
は
、
後
に
議
論
す
る
よ
う
に
、
仮
定
的
な
表
現
に
は

仮
定
的
な
世
界
の
時
間
軸
が
あ
る
と
想
定
し
、
テ
ン
ス
を
認
め
る
。 

 

加
え
て
、
𠮷
田
（
一
九
八
九
）
は
、
時
制
を
考
え
る
上
で
、
文
を
「
状
態
な
ど
を
表
現
す
る
文
」
と
「
個

別
的
な
出
来
事
を
表
現
す
る
文
」
に
分
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
ち
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

「
状
態
な
ど
を
表
現
す
る
文
」
で
は
時
制
と
い
う
範
疇
が
積
極
的
な
意
味
で
は
問
題
に
な
ら
ず
、
時
制

辞
を
下
接
さ
せ
な
い
そ
の
ま
ま
の
形
で
〈
超
時
〉〈（
即
時
的
な
）
現
在
〉
と
い
う
消
極
的
な
時
制
を
（
結

果
的
に
は
）
表
現
す
る
こ
と
に
な
る
。 
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前
提
と
し
て
、
本
研
究
は
、
𠮷
田
（
一
九
八
九
）
の
こ
の
発
想
の
方
向
性
は
正
し
い
と
考
え
る
し
、
本
研

究
で
も
、
立
つ
必
要
が
あ
る
立
場
で
あ
る
と
考
え
、
採
用
す
る
。
た
だ
し
、
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

が
あ
る
と
も
考
え
る
。
微
妙
な
言
い
方
の
話
に
な
る
が
、〈
超
時
〉
は
、「
消
極
的
な
時
制
」
で
す
ら
な
い
は

ず
で
あ
る
。
よ
り
厳
密
に
は
、「
時
制
を
持
っ
て
い
な
い
状
態
」
の
文
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
本
研
究

で
は
こ
の
よ
う
な
状
態
を
「
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
な
い
」
と
表
現
す
る
。 

な
お
、
本
研
究
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
明
言
し
て
お
く
が
、〈
（
即
時
的
な
）
現
在
〉
と
い
う
「
消

極
的
な
」
時
制
は
、
あ
く
ま
で
時
制
な
の
で
あ
る
か
ら
、
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

𠮷
田
（
一
九
八
九
）
は
、
現
代
語
の
「（
右
手
に
鉛
を
左
手
に
錫
を
持
ち
比
べ
て
）
鉛
が
重
い
。」
と
い
う
表

現
を
「
個
別
的
な
出
来
事
を
表
現
す
る
文
」
で
は
な
く
「
状
態
な
ど
を
表
現
す
る
文
」
で
あ
る
と
し
つ
つ
、

そ
の
テ
ン
ス
に
関
わ
る
意
味
合
い
を
〈（
即
時
的
な
）
現
在
〉
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
例
文
は
テ

ン
ス
レ
ベ
ル
で
意
味
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
お
き
た
い
。 

更
に
、
𠮷
田
（
一
九
九
一
）
で
は
、
先
の
𠮷
田
（
一
九
八
九
）
と
同
じ
発
想
に
立
ち
、
議
論
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
動
詞
の
〈
基
本
形
〉
は
、
時
制
的
に
「
無
色
」
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
次
に
挙
げ
る
《
状

態
表
現
用
法
》
に
お
い
て
、「
現
在
」
と
い
う
意
味
が
立
ち
現
れ
た
り
現
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
の
背
景

を
説
明
し
て
い
る
。 

 

〈
超
時
〉
こ
の
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
は
三
瓶
山
が
見
え
る
。 

〈
現
在
時
〉（〈
実
然
的
現
在
時
〉）
お
い
で
よ
！ 

三
瓶
山
が
見
え
る
。 

 

一
方
、《
状
態
表
現
用
法
の
ル
形
》
に
〈
現
在
時
〉
の
意
味
が
生
じ
る
の
は
、［
基
体―

属
性
］
関
係
の

現
実
へ
の
対
応
と
い
う
局
面
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
現
に
眼
前
に
あ
る
そ
の
基
体

・

・

に
そ
の
性
質

・

・

が
た
し
か
に
帰
属
し
て
い
る
と
き
、
“
他
の
時
点
の
こ
と
は
知
ら
ず
今
は
そ
の
帰
属
関
係
が
成
り
立

っ
て
い
る
”
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
の
時
点
に
対
す
る
関
心
を
持
た
な
い
と
い
う
点
で
、
そ
れ
は

明
ら
か
に
〈
現
在
時
〉
の
表
現
だ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

  

も
の
ご
と
の
関
係
を
意
味
す
る
文
が
「
現
実
へ
の
対
応
」
に
至
っ
て
〈
現
在
時
〉
の
意
味
が
生
じ
る
と
い

う
の
は
、
素
材
的
・
概
念
的
な
文
が
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
機
能
す
る
場
合
に
何
ら
か
の
テ
ン
ス
的
意
味
合
い
が

出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
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以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
に
従
い
、
本
研
究
で
は
、
文
は
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
な
い
も
の
と
あ
る
も
の
が
あ

る
と
い
う
こ
と
、〈
基
本
形
〉
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
素
材
的
・
概
念
的
で
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
な
い
状
態
を
想

定
し
、
場
合
に
よ
っ
て
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
意
味
・
機
能
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
。 

 

次
に
、
テ
ン
ス
の
時
間
軸
の
種
類
に
関
す
る
先
行
研
究
を
見
、
本
研
究
で
使
用
す
る
「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
ー
」
と
い
う
術
語
を
導
出
し
た
い
。
三
矢
（
一
九
三
二
）
は
、
言
語
上
の
「
時
」
を
「
定
時
」
と
「
不
定

時
」
に
分
け
、「
定
時
」
に
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
「
三
態
」
が
あ
る
と
し
た
と
い
う
の
は
先
に
紹
介

し
た
が
、
三
矢
（
一
九
三
二
）
は
更
に
、「
定
時
」
を
「
事
実
と
一
致
す
る
者
」
と
「
事
実
と
一
致
せ
ざ
る

者
」
に
分
け
て
い
る
。
こ
こ
に
既
に
、
次
に
紹
介
す
る
「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
と
同
様
の
発
想
が
見
ら

れ
る
。 

奥
田
（
一
九
七
七
）
は
、
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
チ
ュ
ア
ル
な
性
格
と
「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
概

念
で
、
現
代
語
の
動
詞
〈
基
本
形
〉
が
文
終
止
の
位
置
で
「
現
在
」
の
意
味
を
表
わ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
に

次
の
よ
う
な
説
明
を
与
え
て
い
る
。 

 

su
ru

 

と
い
う
ア
ス
ペ
ク
チ
ュ
ア
ル
な
か
た
ち
が
表
現
す
る
ア
ス
ペ
ク
チ
ュ
ア
ル
な
意
味
は
、
基
本
的

に
は
、《
分
割
を
ゆ
る
さ
な
い g

lo
b

ality 

の
な
か
に
動
作
を
さ
し
だ
す
》
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、su

ru

と
い
う
完
成
相
の
動
詞
は
、
そ

の
現
在
形
に
お
い
て
、《
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
現
在
》
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
実
に
あ

る
。
は
な
し
の
モ
メ
ン
ト
に
進
行
す
る
動
作
は
、 

動
作
を
過
程
と
し
て
と
ら
え
る
継
続
相 site-iru

 

の
現
在
形
を
も
ち
い
な
け
れ
ば
、
さ
し
し
め
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
動
詞
の
テ
ン
ス
と
し
て
の
《
ア
ク

チ
ュ
ア
ル
な
現
在
》
は
、
は
な
し
の
モ
メ
ン
ト
に
進
行
す
る
動
作
を
さ
し
し
め
す
わ
け
だ
が
、
完
成
相

の
動
詞
は
過
程
を
表
現
す
る
能
力
が
か
け
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
動
作
を
さ
し
し
め
す
こ
と
が

で
き
な
い
。（
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
） 

 

ま
た
、
鈴
木
重
幸
（
一
九
七
九
）
も
、
次
の
よ
う
に
現
代
日
本
語
の
テ
ン
ス
に
つ
い
て
説
明
す
る
所
で
、

「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
術
語
を
使
用
し
て
い
る
。 

 

テ
ン
ス
形
式
は
現
在
未
来
形
と
過
去
形
の
二
つ
で
あ
る
。
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
叙
述
法
の
テ
ン
ス

形
式
に
お
け
る
完
成
相
の
基
本
的
な
意
味
は
、
動
詞
の
あ
ら
わ
す
動
き
や
変
化
を
分
割
を
ゆ
る
さ
な
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い
ひ
と
ま
と
ま
り
の
も
の
と
し
て
現
実
の
特
定
の
時
間
に
関
係
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ

の
二
つ
の
形
の
う
ち
、
過
去
形
は
過
去
の
特
定
の
（
一
つ
の
）
時
間
に
関
係
づ
け
る
し
、
現
在
未
来
形

は
未
来
の
特
定
の
（
一
つ
の
）
時
間
に
関
係
づ
け
る
。
こ
れ
ら
が
、
こ
の
二
つ
の
形
の
基
本
的
な
テ
ン

ス
的
な
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
過
去
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
未
来
と
よ
ぶ
。 

完
成
相
の
現
在
未
来
形
は
現
在
進
行
中
の
動
き
や
変
化
（
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
現
在
）
を
あ
ら
わ
す
こ
と

が
で
き
な
い
。（
一
五
頁
） 

 

「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
と
は
、
現
実
世
界
に
定
位
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
言
い

分
け
る
概
念
の
事
で
あ
り
、
例
え
ば
、
事
態
を
現
実
世
界
の
時
間
軸
に
お
け
る
過
去
に
定
位
す
る
の
で
あ
れ

ば
、「
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
過
去
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
、
現
実
世
界
の
時
間
軸
に
お
け
る
未
来
に
定
位
す
る

の
で
あ
れ
ば
、「
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
未
来
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。
反
対
に
非
現
実
世
界
の
時
間
軸
に
お
け

る
過
去
で
あ
れ
ば
、「
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
過
去
」、
未
来
で
あ
れ
ば
、「
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
未
来
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
な
る
。 

本
研
究
で
は
、
テ
ン
ス
の
時
間
軸
に
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
（
現
実
世
界
の
も
の
）
と
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル

な
も
の
（
非
現
実
世
界
の
も
の
）
が
あ
る
と
認
め
、「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
術
語
を
使
用
す
る
。 

 

以
上
、
先
行
研
究
を
概
観
し
、
適
宜
検
討
し
た
が
、
本
研
究
は
こ
れ
ら
と
立
場
を
基
本
的
に
同
じ
く
し
、

次
の
よ
う
な
立
場
を
取
る
。 

 

○
テ
ン
ス
と
は
時
間
軸
と
「
基
準
時
」
と
事
態
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 

○
テ
ン
ス
は
主
体
的
な
範
疇
で
あ
る
と
考
え
る
。 

○
文
は
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
な
い
も
の
と
あ
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。 

○
〈
基
本
形
〉
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
素
材
的
・
概
念
的
で
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
な
い
状
態
を
想
定
し
、
場
合
に

よ
っ
て
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
意
味
・
機
能
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 

○
テ
ン
ス
に
は
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
と
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。 

  

以
上
の
立
場
に
立
ち
つ
つ
、
以
下
、
議
論
を
進
め
て
い
く
。 
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一
．
三 

テ
ン
ス
が
見
え
や
す
い
時
・
見
え
に
く
い
時 

 

本
節
で
は
、
テ
ン
ス
と
い
う
範
疇
は
見
え
や
す
い
時
と
見
え
に
く
い
時
が
あ
り
、
曖
昧
さ
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
本
研
究
の
立
場
を
示
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
本
章
内
の
次
節
以
降
や
第
三
章
の
ツ
に
関
す
る
議
論

の
土
台
を
作
り
、
考
え
る
べ
き
問
題
の
導
出
を
行
う
。 

ラ
イ
オ
ン
ズ
（
一
九
六
八
）
は
、
テ
ン
ス
、
ア
ス
ペ
ク
ト
、
ム
ー
ド
は
、
副
詞
的
成
分
と
の
関
係
に
よ
っ

て
、
は
っ
き
り
と
立
ち
現
れ
た
り
、
曖
昧
に
な
っ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
（
一

九
六
八
）
は
、「
時
制
範
疇
の
本
質
的
特
徴
は
、
文
中
に
お
い
て
示
さ
れ
る
行
動
（actio

n

）
、
出
来
事
（even

t

）

あ
る
い
は
事
態
（state o

f affairs

）
の
時
を
発
話
の
時
（
発
話
の
時
間
は
「
今
」（n

o
w

）
で
あ
る
が
）
と

関
連
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、
テ
ン
ス
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
、
ム
ー
ド
と
関
係
の
深
い
存
在
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。 

尾
上
（
二
〇
〇
一
）
は
、
現
代
語
の
形
態
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
を
想
定
す

る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
用
法
分
類
か
ら
、
テ
ン
ス
と
い
う
範
疇
に
は
見

え
や
す
い
時
と
見
え
に
く
い
時
が
あ
り
曖
昧
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
尾
上
（
二
〇
〇
一
）
は
、

現
代
語
の
〈
基
本
形
〉
に
あ
た
る
ス
ル
形
の
用
法
を
次
の
よ
う
に
詳
し
く
整
理
し
て
い
る5

。
傍
線
や
一
部

の
用
例
は
省
く
な
ど
、
意
味
が
変
わ
ら
な
い
程
度
に
適
宜
改
め
て
示
す
。 

 

ス
ル
形
の
用
法
と
叙
法
論
的
性
格 

（

1

）
ス
ル
形
の
用
法
：
主
文
述
語
終
止
法
の
場
合 

◎
ス
ル
形
終
止
法
は
非
常
に
少
な
い
。
運
動
動
詞
は
も
ち
ろ
ん
、
状
態
動
詞
で
も
（
動
詞
の
種
類
が
） 

限
ら
れ
る
。 

（A

）
時
間
性
を
持
つ
用
法 

１
状
態
動
詞
が
現
在
を
あ
ら
わ
す 

「
～
ガ
～
ス
ル
」：
イ
マ
・
コ
コ
の
状
態 

「
～
ハ
～
ス
ル
」：
超
時
（
運
動
動
詞
で
も
こ
れ
は
あ
る
。
た
だ
し
、
状
態
動
詞
の
方
が
多
い
。） 

２
運
動
動
詞
が
現
在
を
あ
ら
わ
す
（
あ
え
て
時
間
性
を
認
め
る
な
ら
、
現
在
と
言
え
る
） 

 
 

・「
思
う
」「
信
じ
る
」「
感
じ
る
」「
考
え
る
」「
言
う
」「
主
張
す
る
」
な
ど
認
識
を
あ
ら
わ
す
動 

詞
の
あ
る
用
法…

…

内
容
が
前
面
に
で
て
き
た
と
き
は
時
間
を
問
題
に
せ
ず
、
ス
ル
形
で
現

在
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。 
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・「
約
束
す
る
」「
命
令
す
る
」
な
ど
の
遂
行
動
詞
の
あ
る
用
法 

 
 

・「
～
て
い
く
」「
～
て
く
る
」
が
現
在
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
退
す
る
学
生
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
。 

 
 

（
以
下
は
動
詞
語
彙
に
よ
ら
な
い
） 

 
 

・
眼
前
描
写 

 
ほ
ら
ほ
ら
、
鳥
が
飛
ぶ
。 

 
 

・
真
理
・
習
慣
・
習
性
・
傾
向 

 

ア
ル
コ
ー
ル
は
水
に
溶
け
る
。 

３
運
動
動
詞
、
状
態
動
詞
が
未
来
（
予
定
、
確
か
な
予
測
、
自
分
の
意
志
・
意
向
）
を
あ
ら
わ
す 

例 

船
は
あ
す
午
後
神
戸
に
つ
く
。（
予
定
） 

あ
い
つ
は
き
っ
と
偉
く
な
る
。（
確
か
な
予
測
） 

わ
し
は
一
人
で
行
く
。（
自
分
の
意
志
、
意
向
） 

４
物
語
中
の
歴
史
的
現
在 

５
日
記
、
記
録
の
中
で
の
過
去
の
事
態 

（B

）
時
間
性
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
用
法 

６
問
い
返
し 

 

例 

金
魚
が
ミ
ル
ク
を
飲
む
？ 

（
も
ち
ろ
ん
、
時
間
性
を
帯
び
た
ま
ま
シ
タ
形
な
ど
他
の
形
で
問
い
返
す
場
合
も
あ
る
） 

７
提
示 

 

列 

ず
う
ず
う
し
い
奴
が
得
を
す
る
。
そ
れ
は
人
間
の
世
界
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。 

８
前
提
提
出 

 

例 

六
十
蔵
の
人
が
ひ
っ
た
く
り
に
会
う
。「
六
十
蔵
の
老
人
が
～
」
と
新
聞
に
書

く
と
当
人
か
ら
「
老
人
と
は
何
事
」
と
抗
議
が
来
た
り
す
る
。 

９
ト
書
き 

 

例 

忠
治
が
中
央
に
歩
み
出
る
。 

１
０
発
見
驚
嘆 

 

例 

わ
、
人
形
が
動
く
！ 

出
会
っ
た
事
態
を
そ
の
ま
ま
こ
と
ば
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
見
、
驚
き
の
気
持
ち
を
表
す
。 

遭
遇
対
象
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
遭
遇
に
よ
る
急
激
な
心
の
動
き
を
表
す
の
は
感
動
喚
体
（
感

動
喚
体
は
本
来
時
間
性
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
）。 

１
１
眼
前
描
写 

 

例 

ご
ら
ん
、
朝
日
が
の
ぼ
る
。 

今
、
飛
び
立
と
う
と
し
て
い
る
鳥
を
さ
し
て
「
ほ
ら
、
鳥
が
と
ぶ
！
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
眼
前 

描
写
と
は
異
な
り
、
（
予
測
と
い
う
よ
り
も
）
予
定
の
変
種
で
、
未
来
（A

の
３
）。 

運
動
動
詞
ス
ル
形
が
未
来
を
表
す
タ
イ
プ
の
四
つ
目
と
し
て
「
将
前
」（
今
ま
さ
に
そ
う
し
よ
う

と
し
て
い
る
）
を
設
定
し
て
も
よ
い
。 
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１
２
詠
嘆
的
描
写 

 

例 

は
る
か
ク
ナ
シ
リ
に
白
夜
は
明
け
る 

（
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け

る
） 

感
動
喚
体
の
一
種
。 

話
し
手
が
一
つ
の
情
景
を
額
縁
に
入
れ
て
、
異
次
元
に
た
っ
て
眺
め
て
い
る
表
現
で
、
額
縁
の
中 

身
は
時
間
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

１
３
詠
嘆
的
承
認 

 

例 
愛
は
地
球
を
す
く
う
。 

１
２
と
１
３
の
違
い
を
み
る
と
、
１
２
は
必
ず
「A

はB

す
る
」
の
形
だ
が
、
１
３
は
「A

はB
 

す
る
」「A

がB

す
る
」
の
両
方
あ
る
。 

根
の
深
い
違
い
が
右
の
よ
う
な
点
に
あ
ら
わ
れ
る
。 

１
４
真
理
・
習
慣
・
習
性
・
傾
向 

１
５
要
求 

 

例 

さ
っ
さ
と
す
わ
る
！ 

な
す
べ
き
行
為
を
指
定
す
る
。 

指
定
内
容
の
み
が
こ
と
ば
に
な
る
。 

１
６
メ
モ 

 

例 

歯
ブ
ラ
シ
を
買
う
。
履
修
届
を
出
す
。 

１
７
受
理 

 

例 

飛
車
を
捨
て
て
、
角
道
を
あ
け
る
。
な
る
ほ
ど
ね
。 

こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
こ
と
ば
に
し
て
受
け
止
め
る
。 

１
８
列
記 

 

例 

サ
イ
フ
を
お
と
す
。
足
を
踏
ま
れ
る
。
会
社
に
遅
れ
る
。
今
朝
は
さ
ん
ざ
ん
だ
っ 

た
。 

１
９
表
題 

 

例 

武
村
氏
調
整
に
動
く
。 

新
聞
の
見
出
し
、
映
画
の
題
、
辞
書
の
項
目 

な
ど
。 

 

１
～
１
５
は
表
現
、
伝
達
の
た
め
の
こ
と
ば
、
１
６
～
１
９
は
事
態
内
容
把
屋
（
内
容
認
識
）
の
た

め
の
こ
と
ば
。
言
語
の
用
法
が
異
質
。 

  

以
上
、
尾
上
（
二
〇
〇
一
）
の
〈
基
本
形
〉
の
用
法
整
理
で
あ
る
。 

 

「
２
運
動
動
詞
が
現
在
を
あ
ら
わ
す
（
あ
え
て
時
間
性
を
認
め
る
な
ら
、
現
在
と
言
え
る
）」
は
時
間
性

を
持
つ
用
法
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
私
は
乙
案
の
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
、
会

話
の
中
で
発
言
し
た
場
合
、
自
身
の
思
考
内
容
を
提
示
す
る
と
い
う
機
能
面
だ
け
を
見
る
な
ら
ば
、
時
制
＝
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テ
ン
ス
に
お
け
る
区
分
は
見
な
い
で
お
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
が
、「
私
は
乙
案
の
方
が
い
い
と
思
い
ま

し
た
。」
と
い
う
文
と
の
対
立
の
中
に
置
け
ば
、
テ
ン
ス
区
分
が
際
立
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。 

こ
れ
に
加
え
て
、「（B
）
時
間
性
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
用
法
」
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。
ま
ず
、
こ
こ

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
用
法
は
、
全
て
、「
素
材
的
・
概
念
的
」
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
１
～

１
５
は
表
現
、
伝
達
の
た
め
の
こ
と
ば
、
１
６
～
１
９
は
事
態
内
容
把
屋
（
内
容
認
識
）
の
た
め
の
こ
と
ば
。

言
語
の
用
法
が
異
質
。」
と
い
う
メ
モ
に
従
い
つ
つ
、
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
、
１
～
１
５
は
、「
喚
体
」
的
な

述
語
文
で
あ
り
、
１
６
～
１
９
は
、
単
な
る
概
念
表
出
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、「
６
問
い
返
し
」
に

つ
い
て
、「
も
ち
ろ
ん
、
時
間
性
を
帯
び
た
ま
ま
シ
タ
形
な
ど
他
の
形
で
問
い
返
す
場
合
も
あ
る
」
と
但
し

書
き
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
、「
１
６
メ
モ
」
で
、「
歯
ブ
ラ
シ
は
も
う
買
っ
た
。」
と
表
現
で
き
る
よ

う
に
、
明
ら
か
に
テ
ン
ス
に
関
係
す
る
領
域
に
〈
基
本
形
〉
が
入
り
こ
み
、
対
立
を
成
す
と
い
う
こ
と
も
あ

る
。 こ

こ
か
ら
、
テ
ン
ス
と
い
う
範
疇
は
、
そ
れ
が
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
認
識
さ
れ
う
る
場
合
と
、
そ
れ
が
後

景
化
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
消
失
し
、
認
識
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
と
、
よ
り
具
体
的
に
わ
か
る
（
工
藤
一
九

九
五
は
、【
広
義
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
】
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
か
ら
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
か
け
て
の
段
階
を
認
め
て
お

り
、
そ
こ
で
言
う
「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」
の
段
階
が
テ
ン
ス
対
立
消
失
の
段
階
で
あ
る
）。 

 

こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
少
な
く
と
も
〈
基
本
形
〉
に
お
い
て
は
、
テ
ン
ス
が
際
立
つ
場
合
と
そ
う
で
な

い
場
合
が
あ
り
う
る
、
す
な
わ
ち
、〈
基
本
形
〉
の
テ
ン
ス
的
意
味
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
曖
昧
さ
が
あ

り
、
は
っ
き
り
と
決
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
節
以
降
で
は
、
こ
の
立
場
に
立
ち

つ
つ
、〈
基
本
形
〉
と
テ
ン
ス
の
関
係
性
を
議
論
す
る
。 

そ
し
て
、
観
点
を
別
に
移
せ
ば
、
従
来
、
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
と
し
て
の
意
味
・
機
能
が
記
述
さ
れ
て
き
て

お
り
、
か
つ
、
テ
ン
ス
と
し
て
の
機
能
も
一
部
に
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
ツ
、
ヌ
に
つ
い
て
も
、「
テ
ン

ス
か
否
か
」
と
い
う
よ
り
、「
テ
ン
ス
ら
し
く
振
舞
う
の
は
ど
ん
な
時
か
」
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
整
理
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
考
え
る
。 
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一
．
四 

「
は
な
し
あ
い
」
と
「
か
た
り
」
と
タ
ク
シ
ス 

 

本
節
で
は
、「
は
な
し
あ
い
」
と
「
か
た
り
」
と
「
タ
ク
シ
ス
」
と
い
う
先
行
研
究
で
用
い
ら
れ
て
い
る

術
語
を
導
出
し
、
後
の
議
論
の
前
提
と
す
る
。
先
に
尾
上
（
二
〇
〇
一
）
の
〈
基
本
形
〉
分
類
を
見
た
が
、

「
４
物
語
中
の
歴
史
的
現
在
」6

、「
５
日
記
、
記
録
の
中
で
の
過
去
の
事
態
」
も
時
間
性
を
持
つ
用
法
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
時
間
性
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
以
外
の
用
法
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
「
時

間
性
」
と
は
別
の
も
の
と
見
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
故
、
特
別
に
立
項
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
用
法
は
、
工
藤
（
一
九
九
五
）
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
は
な
し
あ
い
」
と
「
か
た
り
」
と
い

う
テ
ク
ス
ト
タ
イ
プ
の
違
い
の
中
に
お
け
る
、「
か
た
り
」
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
ダ
イ
ク
シ
ス
「
イ
マ
・
コ
コ
・
ワ
タ
シ
」
か
ら
直
接
発
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
「
か
た
り
」

中
に
あ
る
「
タ
ク
シ
ス
」
と
い
う
範
疇
で
機
能
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る7

。
す
な
わ
ち
、〈
基
本
形
〉

で
見
る
な
ら
ば
、〈
基
本
形
〉
が
、「
タ
ク
シ
ス
」
と
い
う
出
来
事
間
の
時
間
関
係
表
示
機
能
に
使
用
さ
れ
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
従
来
か
ら
指
摘
の
あ
る
「
視
点
」
の
問
題
と
し
て
見
た
と
き
、「
か

た
り
」
の
中
に
設
定
さ
れ
た
「
歴
史
的
な
」
世
界
の
時
間
軸
上
を
流
れ
る
「
今
」
に
合
わ
せ
て
〈
基
本
形
〉

が
表
出
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
本
研
究
の
テ
ン
ス
モ
デ
ル
で
考
え
れ
ば
、
時
間
軸
は
語

ら
れ
る
対
象
の
世
界
の
時
間
軸
と
し
て
、「
基
準
時
」
は
語
ら
れ
る
対
象
の
世
界
の
「
今
」
と
し
て
、
解
釈

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
に
加
え
て
、「
は
な
し
あ
い
」
と
「
か
た
り
」
に
は
、
二
重
に
と
ど
ま
ら
な
い
構
造
を
成
し
え
る
と

い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
か
た
り
」
の
中
の
「
は
な
し
あ
い
」
の
中
の
「
か

た
り
」
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
井
島
（
二
〇
一
一
）
で
は
、「
物
語
世
界
」
と
「
表
現
世
界
」
と
い
う
「
か

た
り
」
の
基
本
的
な
想
定
と
、「
二
次
的
」
な
世
界
で
あ
る
草
子
地
の
想
定
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

文
体
論
的
研
究
と
い
う
側
面
も
あ
る
が
、
各
形
式
が
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
と
い
う
問
題
と
も
関
連
し

て
い
る
。 

 

「
は
な
し
あ
い
」
と
「
か
た
り
」
の
違
い
と
関
係
性
及
び
タ
ク
シ
ス
は
、〈
基
本
形
〉
だ
け
で
な
く
、
キ
、

ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
に
つ
い
て
考
え
る
際
も
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 
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一
．
五 

古
典
語
の
〈
基
本
形
〉
と
テ
ン
ス
の
関
係 

 

本
節
で
は
、
よ
り
具
体
的
に
、
古
典
語
の
〈
基
本
形
〉
が
ど
の
よ
う
な
テ
ン
ス
的
意
味
・
機
能
を
持
っ
て

い
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
先
行
研
究
を
概
観
し
、
本
研
究
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
。 

山
口
佳
紀
（
一
九
八
八
）
は
、
万
葉
集
を
対
象
と
し
た
研
究
で
、
終
止
法
の
動
詞
〈
基
本
形
〉
の
時
間
的

意
味
を 

 ・
動
作
動
詞
で
も
変
化
動
詞
で
も
現
在
の
状
態
を
示
し
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。 

・
未
来
の
例
は
、
移
動
動
詞
で
あ
り
、
動
作
動
詞
で
も
二
例
の
引
用
句
で
あ
る
。 

 

と
し
て
い
る
。
山
口
佳
紀
（
一
九
九
七
）
は
、
万
葉
集
の
動
詞
〈
基
本
形
〉
は
基
本
的
に
「
現
在
」
を
意
味

す
る
と
い
う
前
提
で
、
未
来
を
表
す
と
思
し
い
も
の
を
検
討
し
て
い
る
。
結
果
、「
未
来
」
の
意
味
で
あ
る

と
解
釈
す
べ
き
次
の
よ
う
な
例
は
か
な
り
稀
で
、
祈
願
の
対
象
で
あ
る
等
、
特
別
な
事
情
が
は
た
ら
い
た
の

で
は
と
考
察
し
て
い
る
。 

 

○
大
船
に
ま
梶
し
じ
貫
き
こ
の
我
子
を
唐
国
へ
遣
る
（
遣
）
斎
へ
神
た
ち
（
万
葉
集
・
巻
第
一
九
・
四
二
四

〇
） 

○
足
柄
の
み
坂
賜
り
顧
み
ず
我
は
越
え
行
く
（
久
江
由
久
）
荒
し
男
も
立
し
や
は
ば
か
る
不
破
の
関
越
え
て

我
は
行
く
（
由
久
）
馬
の
爪
筑
紫
の
崎
に
留
ま
り
居
て
我
は
斎
は
む
諸
は
幸
く
と
申
す
（
麻
乎
須
）
帰
り
来

ま
で
に
（
万
葉
集
・
巻
第
二
〇
・
四
三
七
二
） 

 

山
口
佳
紀
（
二
〇
〇
〇
）
で
も
、
〈
基
本
形
〉
は
「
現
在
」
を
表
わ
す
と
い
う
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。 

ま
た
、
黒
田
（
一
九
九
二
、
一
九
九
三
）
は
、『
万
葉
集
』
の
用
例
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
出

し
て
い
る
。 

 

○
万
葉
集
で
は
、「
～
す
」
は
、
現
在
の
状
態
を
叙
述
す
る
の
に
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
。「
～
す
」
が
現
在
時

を
表
す
の
は
、
広
い
意
味
で
言
う
現
象
を
叙
述
す
る
場
合
で
あ
る
。 

○
万
葉
集
で
は
、
稀
に
で
は
あ
る
が
、「
～
す
」
は
、
未
来
の
事
柄
の
叙
述
に
も
用
い
ら
れ
る
。「
～
す
」
が

未
来
時
を
表
す
の
は
、
人
間
の
確
実
に
、
か
つ
意
志
的
に
実
現
す
る
動
作
を
叙
述
す
る
場
合
で
あ
る
。 
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そ
し
て
、
現
代
語
の
〈
基
本
形
〉
と
は
性
質
が
異
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

 

加
え
て
、
加
藤
康
秀
（
一
九
九
三
）
は
、『
古
今
和
歌
集
』
を
対
象
と
し
た
研
究
で
〈
基
本
形
〉
は
基
本

的
に
「
現
在
」
を
表
わ
し
、「
未
来
」
を
表
わ
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
と
し
、
あ
っ
て
も
特

殊
な
事
情
が
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
山
口
佳
紀
（
一
九
八
八
、
一
九
九
七
、
二
〇
〇
〇
）、
黒
田
（
一
九
九
二
、
一
九
九
三
）、
加
藤
康

秀
（
一
九
九
三
）
の
研
究
は
、
対
象
を
歌
に
絞
っ
て
い
る
た
め
、〈
基
本
形
〉
の
時
に
関
わ
る
意
味
・
機
能

の
用
例
を
拾
い
き
れ
て
い
な
い
。
結
果
と
し
て
、〈
基
本
形
〉
の
意
味
・
機
能
の
内
、「
現
在
」
を
表
わ
す
と

い
う
部
分
だ
け
が
見
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

 

対
し
て
、
土
岐
（
二
〇
〇
三
、
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
四
）
の
研
究
対
象
は
歌
に
絞
ら
れ
て
お
ら
ず
、
結
果

的
に
、
〈
基
本
形
〉
で
過
去
・
未
来
・
現
在
の
例
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
る
。
土
岐
（
二
〇
〇
三
、

二
〇
一
〇
）
は
、
肯
定
平
叙
文
終
止
法
限
定
で
、
平
安
時
代
の
物
語
を
対
象
に
、〈
基
本
形
〉
の
用
法
を
分

類
し
て
い
る
。
以
下
が
土
岐
（
二
〇
一
〇
）
で
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

Ⅰ 

事
態
の
具
体
性
・
個
別
性
が
な
く
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
対
立
か
ら
自
由
な
も
の 

A
. 

恒
常 

a

1 

肯
定
的
（
中
立
的
）
評
価
事
実 a

2 

否
定
的
評
価
事
実 a

3

体
言
的
用
法 

Ⅱ 

事
態
の
具
体
性
個
別
性
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
テ
ン
ス
的
対
立
を
有
す
る
も
の 

（C
. 

現
在
の c

4 

習
慣
や c

5

複
数
主
体
行
為
で
は
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
は
中
和
す
る
） 

B
. 

未
来 

b

1 

意
志 b

2 

単
純
未
来 b

3 

命
令 

C
. 

現
在 

c

1 

遂
行 c

2

挨
拶 c

3

行
為
説
明 c

4

習
慣 c

5

複
数
主
体
行
為 c

6

現
在
状
況 

D
. 

過
去 

d

1 

物
語
現
在 d

2

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
的
過
去 

Ⅲ 

本
来
は
事
態
の
具
体
性
・
個
別
性
が
あ
る
が
、
発
話
時
現
在
で
の
話
者
の
評
価
や
解
説
を
行
う
こ

と
を
主
目
的
と
す
る
た
め
、
結
果
的
に
事
態
の
具
体
性
・
個
別
性
が
失
わ
れ
、
テ
ン
ス
ア
ス
ペ
ク
ト
対

立
が
中
和
し
た
も
の 

E
. 

評
価
・
解
説 

 
e

1

評
価 

e

2

解
説 
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こ
れ
ら
の
内
、「
未
来
」「
過
去
」
用
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
歌
集
で

は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
用
法
を
得
ら
れ
て
い
る
。 

 

「B
. 

未
来
」
用
法 

○
〈
さ
り
と
も
消
息
し
て
あ
る
や
う
言
ひ
て
む
〉
と
待
ち
て
、
物
も
言
は
ざ
り
つ
る
に
、『
明
日
渡
る
』
と

な
む
聞
く
。（
落
窪
物
語
） 

 

「D
. 

過
去
」
用
法 

○
一
昨
々
年
の
二
月
の
十
日
ご
ろ
に
、
難
波
よ
り
船
に
乗
り
て
、
海
の
中
に
い
で
て
、
行
か
む
方
も
知
ら
ず

お
ぼ
え
し
か
ど
、
思
ふ
こ
と
成
ら
で
世
の
中
に
生
き
て
何
か
せ
む
と
思
ひ
し
か
ば
、
た
だ
、
む
な
し
き
風
に

ま
か
せ
て
歩
く
。（
竹
取
物
語
） 

  

以
上
、
概
観
す
れ
ば
、
よ
り
広
範
に
わ
た
っ
て
調
査
し
て
い
る
土
岐
（
二
〇
〇
三
、
二
〇
一
〇
、
二
〇
一

四
）
の
古
典
語
〈
基
本
形
〉
の
用
法
分
類
が
、
よ
り
優
れ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
本
研
究
で
は
、
土
岐
（
二

〇
〇
三
、
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
四
）
に
従
い
、
古
典
語
の
〈
基
本
形
〉
も
「
現
在
」
以
外
の
テ
ン
ス
的
意
味

合
い
を
持
ち
得
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
テ
ン
ス
的
範
疇
か
ら
離
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
立
場
を
取
る
。 

な
お
、
土
岐
（
二
〇
〇
三
、
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
四
）
と
同
じ
く
広
範
な
対
象
で
古
典
語
の
〈
基
本
形
〉

の
時
に
関
わ
る
用
法
分
類
を
詳
細
に
行
っ
て
い
る
研
究
と
し
て
は
、
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）8

が
あ
り
、
無
視

で
き
な
い
。
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
の
〈
基
本
形
〉
の
扱
い
及
び
テ
ン
ス
の
扱
い
に
つ
い
て
、
本
研
究
が
ど
う

い
う
立
場
を
取
る
か
、
示
し
て
お
き
た
い
。 

鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
の
議
論
は
、
先
に
見
た
山
口
佳
紀
（
一
九
八
八
、
一
九
九
七
、
二
〇
〇
〇
）、
黒
田

（
一
九
九
二
、
一
九
九
三
）、
加
藤
康
秀
（
一
九
九
三
）
と
対
象
範
囲
は
異
な
る
が
、〈
基
本
形
〉
に
「
現
在
」

の
用
法
が
多
い
こ
と
を
見
出
す
姿
勢
は
共
通
し
て
い
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
は
、〈
基

本
形
〉
に
ア
ス
ペ
ク
ト
の
「
不
完
成
相
」
と
し
て
の
意
味
を
見
出
し
て
お
り
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
基
本
と
し

て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
現
代
語
の
〈
基
本
形
〉
と
比
し
て
、
古
典
語
の
〈
基
本
形
〉

に
は
よ
り
多
く
の
「
現
在
」
用
法
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
見
方
に
繋
が
っ
て
い
る
。 

こ
こ
で
の
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
が
「
運
動
動
詞
」
の
〈
基
本
形
〉
に
、「
現

在
」
の
用
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、
そ
う
と
は
認
め
る
べ
き
で
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
ま
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ず
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、（
行
為
動
詞
の
）〈
基
本
形
〉
＝
「
不
完
成
相
」
と
い
う
見
方
だ
け
で
は
な
く
、〈
基

本
形
〉
の
用
例
に
対
し
て
、
素
材
的
・
概
念
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
脱
時
間
的
な
用
法
で
あ
る

と
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
提
示
す
る
。
こ
れ
は
、
古
典
語
と
現
代
語
と

で
の
「
か
た
り
」
の
癖
の
違
い
を
認
め
る
と
い
う
立
場
に
繋
が
る
。
た
だ
し
、
本
研
究
内
で
、〈
基
本
形
〉

＝
「
不
完
成
相
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
完
全
否
定
す
る
こ
と
は
避
け
て
お
く
。 

 

鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
は
、
前
提
と
し
て
、
終
止
法
的
な
〈
基
本
形
〉
の
意
味
に
、
大
き
く
分
け
て
〈
具
体

的
過
程
の
意
味
〉、〈
く
り
か
え
し
の
意
味
〉、〈
潜
在
的
質
的
意
味
〉、〈
一
般
事
実
の
意
味
〉、〈
叙
事
的
意
味
〉

の
五
つ
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
内
、
本
研
究
で
は
、「
不
完
成
相
」
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、〈
具

体
的
過
程
の
意
味
〉
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
参
考
に
す
る
用
例
は
、
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
で
挙
げ

ら
れ
て
い
る
現
代
語
訳
付
き
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
。
そ
れ
は
、
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
の
解
釈
を
把

握
し
、
検
討
す
る
た
め
で
あ
る
。 

 

〈
具
体
的
過
程
の
意
味
〉
は
、
そ
の
バ
リ
ア
ン
ト
と
し
て
、〈
継
続
的
意
味
〉、〈
志
向
的
意
味
〉、〈
遂
行

的
意
味
〉
を
持
つ
と
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
は
言
う
。 

 

〈
継
続
的
意
味
〉 

①
「
儺
や
ら
ふ
と
て
、
犬
君
が
こ
れ
を
こ
ぼ
ち
は
べ
り
に
け
れ
ば
、
つ
く
ろ
ひ
は
べ
る
ぞ
」
と
て
、
い
と
大

事
と
思
い
た
り
。（
源
氏
・
紅
葉
賀
）〔
姫
君
が
人
形
を
忙
し
そ
う
に
並
べ
な
が
ら
、「
追
儺
を
す
る
と
い
っ

て
、
犬
君
が
こ
れ
を
こ
わ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
つ
く
ろ
っ
て
お
り
ま
す
」
と
言
う
〕 

②
「
桂
の
院
と
い
ふ
所
、
に
は
か
に
造
ら
せ
た
ま
ふ
」
と
聞
く
は
、
そ
こ
に
据
ゑ
た
ま
へ
る
に
や
と
思
す
に
、

心
づ
き
な
け
れ
ば
、（
源
氏
・
松
風
）〔
紫
の
上
は
、「
桂
の
院
と
い
う
と
こ
ろ
を
に
わ
か
に
お
つ
く
ら
せ
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
そ
こ
に
明
石
の
上
を
お
置
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
お
思
い
に
な
る

に
つ
け
て
、
お
も
し
ろ
く
な
い
〕 

③
「…

針
に
て
見
ゆ
る
子
は
、
い
と
か
し
こ
き
孝
の
子
な
り
。
嫗
の
、
丹
波
に
侍
る
女
の
童
生
ま
む
と
て
見

給
へ
し
や
う
は
、『
い
と
使
ひ
よ
き
手
作
り
の
針
の
、
耳
い
と
明
ら
か
な
る
に
、
信
濃
の
は
つ
り
を
い
と
よ

き
ほ
ど
に
挿
げ
て
、
嫗
の
衣
に
縫
ひ
つ
く
」
と
見
給
へ
し
」
と
言
へ
ば
、（
宇
津
保
・
俊
蔭
）〔「
針
の
夢
を

見
て
生
ま
れ
た
子
は
、
非
常
に
賢
い
孝
行
の
子
で
す
。
私
が
丹
波
に
お
り
ま
す
娘
を
産
み
ま
す
と
き
に
見
ま

し
た
夢
で
は
、
じ
つ
に
使
い
よ
さ
そ
う
な
手
作
り
の
針
の
穴
が
お
お
き
く
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
信
濃
の 



24 

 

は
つ
り
糸
を
ほ
ど
よ
い
長
さ
に
通
し
て
、
私
の
着
物
に
縫
い
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
ま
し
た
」
と
老
女
は

言
う
〕 

（
一
七
七
頁
～
一
七
八
頁
）  

 

鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
は
、
①
～
③
に
つ
い
て
、
ど
れ
も
継
続
的
な
意
味
で
あ
る
と
し
て
お
り9

、
そ
の
姿

勢
は
、
示
さ
れ
た
現
代
語
訳
に
も
現
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
現
代
語
訳
は
、
内
容
解
釈
自
体
は

成
功
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
特
に
①
の
「
つ
く
ろ
ひ
は
べ
る
ぞ
」
に
対
す
る
「
つ
く
ろ
っ
て
お
り
ま
す
」

や
②
「
造
ら
せ
た
ま
ふ
」
と
「
お
つ
く
ら
せ
に
な
っ
て
い
る
」
は
、
内
容
解
釈
だ
け
で
な
く
〈
基
本
形
〉
＝

不
完
成
相
と
い
う
形
式
面
も
う
ま
く
対
応
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
③
を
見
た
場
合
、
現
代
語
訳
で
引
用
符
ト
が
避
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

こ
こ
で
は
、
そ
も
そ
も
純
粋
に
「
不
完
成
相
」
な
い
し
「
継
続
的
意
味
」
と
見
る
と
、
現
代
語
に
は
う
ま
く

訳
せ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。「「
～
縫
い
つ
け
て
い
る
」
と
見
ま
し
た
」
と
な
り
、
文
の
落
ち
着
き
が
悪
く
な

る
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
文
脈
的
に
、
尾
上
（
二
〇
〇
一
）
の
言
う
「（A

）
時
間
性
を
持
つ
用
法
」
の
「
物
語

中
の
歴
史
的
現
在
」
や
、「
日
記
、
記
録
の
中
で
の
過
去
の
事
態
」
に
あ
た
る
可
能
性
も
あ
れ
ば
、「（B

）
時

間
性
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
用
法
」
の
「
眼
前
描
写
」
に
あ
た
る
可
能
性
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
ト
で
マ
ー

ク
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
素
材
概
念
的
に
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
尾
上

（
二
〇
〇
一
）
の
分
類
に
強
い
て
あ
て
は
め
る
な
ら
、「（B

）
時
間
性
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
用
法
」
の
「
提

示
」
に
な
る
だ
ろ
う
か
。 

 

「（A

）
時
間
性
を
持
つ
用
法
」
で
あ
れ
ば
、「
不
完
成
相
」
や
「
継
続
的
意
味
」
と
捉
え
る
こ
と
は
難
し

く
な
る
だ
ろ
う
。「
（B

）
時
間
性
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
用
法
」
の
「
眼
前
描
写
」
で
あ
れ
ば
、「
③
は
見
た

夢
の
報
告
を
し
た
も
の
で
、
夢
の
な
か
で
は
情
報
は
め
の
ま
え
で
展
開
し
て
い
く
の
だ
か
ら
、「
縫
い
つ
く
」

と
い
う
運
動
も
そ
の
過
程
が
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
表
わ
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
」
と
言
う
鈴
木
（
二

〇
〇
九
）
の
立
場
か
ら
は
、「
不
完
成
相
」
や
「
継
続
的
な
意
味
」
と
言
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、

「（B

）
時
間
性
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
用
法
」
の
「
提
示
」
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
の

認
め
る
と
こ
ろ
で
な
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。 
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で
は
、
代
わ
り
に
古
典
語
〈
基
本
形
〉
か
ら
現
代
語
〈
基
本
形
〉
に
置
き
換
え
る
と
い
う
方
法
で
訳
し
た

と
す
れ
ば
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。「
「
～
縫
い
つ
け
る
」
と
見
ま
し
た
」
と
な
り
、
依
然
文
の
落
ち
着
き
は

悪
い
。 

 

要
す
る
に
、
③
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、〈
基
本
形
〉
の
時
間
的
意
味
・
機
能
が
不
完
成
相
か
ら
完
成
相
に

時
代
を
経
て
変
わ
っ
た
と
考
え
て
み
て
も
、
そ
の
よ
う
な
時
代
的
変
化
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
み
て
も
、
い

ず
れ
に
せ
よ
結
局
は
、〈
基
本
形
〉
と
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
だ
け
で
現
代
語
訳
を
す
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
然
な
現
代
語
訳
を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
ト
コ
ロ
と
い
っ
た
そ
の
他
の
形
式
を
用
い

た
り
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。 

 

こ
こ
ま
で
考
え
れ
ば
、
ま
ず
、
古
典
語
〈
基
本
形
〉
は
不
完
成
相
の
意
味
・
機
能
を
持
ち
、
現
代
語
〈
基

本
形
〉
は
完
成
相
の
意
味
・
機
能
を
持
つ
と
い
う
壮
大
な
変
化
の
発
想
を
わ
ざ
わ
ざ
取
る
メ
リ
ッ
ト
が
失
わ

れ
て
く
る
。
そ
れ
よ
り
も
、〈
基
本
形
〉
は
ず
っ
と
完
成
相
な
の
で
あ
り
、
不
完
成
相
は
そ
の
他
の
形
式
に

担
わ
れ
て
き
た
と
考
え
て
し
ま
う
方
が
、
話
は
単
純
に
済
ま
せ
ら
れ
る
。 

 

例
え
ば
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
は
、
そ
も
そ
も
〈
基
本
形
〉
を
ア
ス
ペ
ク
ト
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
考
え

る
こ
と
に
批
判
的
な
研
究
で
あ
る
が
、「
通
時
的
に
も
、
特
に
〈
不
完
成
相
〉（
＝
〈
継
続
相
〉）
か
ら
〈
完

成
相
〉
へ
とφ

の
価
値
が
逆
転
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
本
研

究
も
、
こ
の
疑
問
は
共
感
す
る
所
で
あ
り
、
加
え
て
、
無
標
形
式
が
不
完
成
相
と
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
的
に
積

極
的
な
性
質
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
こ
と
の
不
思
議
さ
や
、〈
基
本
形
〉
＝
不
完
成
相
と
し
た
場
合
の
、
タ

ク
シ
ス
で
の
現
れ
方
を
説
明
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
も
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
代

日
本
語
の
〈
基
本
形
〉
は
完
成
相
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
形
式
が
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り

不
完
成
相
の
意
味
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
自
然
で
あ
る
。〈
基
本
形
〉
と
い
う
の
は
、
文

法
的
要
素
が
取
り
払
わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
動
詞
や
形
容
詞
の
概
念
が
そ
の
ま
ま
宿
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、「
そ
の
ま
ま
宿
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
概
念
ま
る
ご
と
が
ど
こ
も
失
わ
れ
ず
に
存
在
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。〈
基
本
形
〉
と
は
、
素
直
に
考
え
れ
ば
、
完
成
相
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
自

然
で
は
な
い
か
。
ま
た
例
え
ば
、
次
の
例
を
見
て
み
た
い
。 

 

○
日
暮
る
る
ほ
ど
、
例
の
集
り
ぬ
。
あ
る
い
は
笛
を
吹
き
、
あ
る
い
は
歌
を
う
た
ひ
、
あ
る
い
は
声
歌
を
し
、

あ
る
い
は
嘯
を
吹
き
、
扇
を
鳴
ら
し
な
ど
す
る
に
、
翁
、
い
で
て
、
い
は
く
、「
か
た
じ
け
な
く
、
穢
げ
な

る
所
に
、
年
月
を
経
て
も
の
し
た
ま
ふ
こ
と
、
き
は
ま
り
た
る
か
し
こ
ま
り
」
と
申
す
。「『
翁
の
命
、
今
日
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明
日
と
も
知
ら
ぬ
を
、
か
く
の
た
ま
ふ
君
達
に
も
、
よ
く
思
ひ
さ
だ
め
て
仕
う
ま
つ
れ
』
と
申
せ
ば
、『
こ

と
わ
り
な
り
。
い
づ
れ
も
劣
り
優
り
お
は
し
ま
さ
ね
ば
、
御
心
ざ
し
の
ほ
ど
は
見
ゆ
べ
し
。
仕
う
ま
つ
ら
む

こ
と
は
、
そ
れ
に
な
む
さ
だ
む
べ
き
』
と
い
へ
ば
、『
こ
れ
よ
き
こ
と
な
り
。
人
の
御
恨
み
も
あ
る
ま
じ
』」

と
い
ふ
。
五
人
の
人
々
も
、「
よ
き
こ
と
な
り
」
と
い
へ
ば
、
翁
入
り
て
い
ふ
。
か
ぐ
や
姫
、
石
作
の
皇
子

に
は
、「
仏
の
御
石
の
鉢
と
い
ふ
物
あ
り
。
そ
れ
を
取
り
て
賜
へ
」
と
い
ふ
。
く
ら
も
ち
の
皇
子
に
は
、「
東

の
海
に
蓬
莱
と
い
ふ
山
あ
る
な
り
。
そ
れ
に
、
銀
を
根
と
し
、
金
を
茎
と
し
、
白
き
玉
を
実
と
し
て
立
て
る

木
あ
り
。
そ
れ
一
枝
折
り
て
賜
は
ら
む
」
と
い
ふ
。
い
ま
一
人
に
は
、「
唐
土
に
あ
る
火
鼠
の
皮
衣
を
賜
へ
」。

大
伴
の
大
納
言
に
は
、「
龍
の
頸
に
五
色
に
光
る
玉
あ
り
。
そ
れ
を
取
り
て
賜
へ
」。
石
上
の
中
納
言
に
は
、

「
燕
の
持
た
る
子
安
の
貝
取
り
て
賜
へ
」
と
い
ふ
。（
竹
取
物
語
） 

  

こ
れ
ら
の
「
い
ふ
」
が
、
仮
に
不
完
成
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
タ
ク
シ
ス
と
し
て
前
文
脈
と
同
時
性
を
意
味

す
る
と
解
釈
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
通
る
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、〈
基
本
形
〉

が
「
完
成
的
」
に
は
た
ら
い
て
い
て
、
継
起
的
に
文
が
繋
が
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
方
が
自
然
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 

 

そ
し
て
、〈
基
本
形
〉
は
ず
っ
と
完
成
相
な
の
で
あ
り
不
完
成
相
は
そ
の
他
の
形
式
に
担
わ
れ
て
き
た
と

考
え
る
場
合
は
、
同
時
に
、
古
典
語
と
現
代
語
と
で
は
、「
か
た
り
」
方
の
癖
が
変
化
し
て
き
た
と
考
え
る

こ
と
に
繋
が
る
。
す
な
わ
ち
、
現
代
語
で
は
素
材
的
・
概
念
的
に
提
示
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
な
場

合
で
も
、
古
典
語
で
は
素
材
的
・
概
念
的
に
提
示
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
先

程
の
③
を
こ
の
例
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
「
か
た
り
」
方
の
癖
の
変
化
と
い
う
の
も
、
大
き
な
変
化
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際

に
は
〈
基
本
形
〉
が
不
完
成
相
か
ら
完
成
相
へ
変
化
し
た
と
考
え
る
よ
り
は
無
理
の
な
い
変
化
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
か
た
り
」
方
の
癖
の
変
化
の
方
で
は
、
先
程
見
た
「
通
時
的
に
も
、
特
に
〈
不

完
成
相
〉（
＝
〈
継
続
相
〉）
か
ら
〈
完
成
相
〉
へ
とφ

の
価
値
が
逆
転
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
可
能
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
問
題
や
無
標
形
式
が
不
完
成
相
と
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
的
に
積
極
的
な
性
質
を
持
っ
て
い
た

と
す
る
こ
と
の
不
思
議
さ
や
、〈
基
本
形
〉
＝
不
完
成
相
と
し
た
場
合
の
、
タ
ク
シ
ス
で
の
現
れ
方
を
説
明

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
を
考
え
な
く
て
済
む
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
な
ぜ
、
古
典
語
で
は

素
材
的
・
概
念
的
な
提
示
が
普
通
だ
っ
た
「
か
た
り
」
方
が
、
そ
う
で
な
く
な
っ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
に
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つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
文
法
形
式
や
副
詞
の
発
達
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
で
解
決
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
。 

本
研
究
で
は
、
そ
の
他
の
文
法
形
式
や
副
詞
の
発
達
ま
で
は
検
討
で
き
な
い
の
で
、〈
基
本
形
〉
の
意
味
・

機
能
が
不
完
成
相
か
ら
完
成
相
に
変
わ
っ
た
と
い
う
考
え
を
完
全
に
否
定
し
切
る
こ
と
と
、
古
典
語
で
は

現
代
語
よ
り
も
素
材
的
・
概
念
的
な
提
示
の
仕
方
が
好
ま
れ
て
い
た
と
い
う
考
え
を
主
張
し
切
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
た
だ
、
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
の
指
摘
に
反
対
す
る
こ
れ
ら
の
発
想
は
、
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と

な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
立
場
に
は
立
っ
て
お
き
た
い
。〈
基
本
形
〉
の
時
間
的
意
味
・
機
能
が
不
完
成
相

か
ら
完
成
相
に
変
化
し
た
と
見
る
べ
き
か
、
素
材
的
・
概
念
的
に
提
示
し
が
ち
だ
っ
た
の
が
そ
う
で
は
な
く

な
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
「
か
た
り
」
方
の
癖
が
変
化
し
た
と
見
る
べ
き
か
と
考
え
た
場
合
に
、
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
後
者
の
方
が
無
理
が
な
い
と
考
え
る
。 

 

以
上
の
検
討
か
ら
、
本
研
究
で
は
、
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
が
言
う
（
行
為
動
詞
の
）〈
基
本
形
〉
＝
「
不

完
成
相
」
と
い
う
見
方
に
疑
義
を
呈
し
、〈
基
本
形
〉
の
用
例
に
対
し
て
、
素
材
的
・
概
念
的
に
提
示
さ
れ

て
い
る
も
の
と
し
て
、
脱
時
間
的
な
用
法
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
、
よ
り
多
く
の
場
合
で
可
能
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
を
考
え
る
。〈
基
本
形
〉
に
対
す
る
扱
い
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
ど

ち
ら
の
可
能
性
も
捨
て
な
い
立
場
を
取
る
こ
と
に
す
る
。 

 

第
一
章
の
ま
と
め 

 

本
章
で
は
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
体
系
や
そ
の
変
遷
を
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
を
先
に
見
据
え
つ
つ
、

日
本
語
の
文
に
お
け
る
テ
ン
ス
範
疇
の
姿
の
把
握
と
、〈
基
本
形
〉
の
位
置
付
け
を
決
め
る
た
め
に
、
関
連

す
る
先
行
研
究
を
検
討
し
、
取
る
べ
き
立
場
を
決
定
し
た
。 

 

各
節
か
ら
次
の
結
論
が
導
か
れ
た
。 

 

「
一
．
二 

テ
ン
ス
の
内
実
と
テ
ン
ス
と
〈
基
本
形
〉
の
関
係
に
つ
い
て
」
よ
り 

○
テ
ン
ス
と
は
時
間
軸
と
「
基
準
時
」
と
事
態
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 

○
テ
ン
ス
は
主
体
的
な
範
疇
で
あ
る
と
考
え
る
。 

○
文
は
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
な
い
も
の
と
あ
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。 

○
〈
基
本
形
〉
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
素
材
的
・
概
念
的
で
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
な
い
状
態
を
想
定
し
、
場
合
に

よ
っ
て
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
意
味
・
機
能
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 
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○
テ
ン
ス
に
は
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
と
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 

「
一
．
三 

テ
ン
ス
が
見
え
や
す
い
時
・
見
え
に
く
い
時
」
よ
り 

○
〈
基
本
形
〉
に
お
い
て
、
テ
ン
ス
が
際
立
つ
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
、
す
な
わ
ち
、〈
基

本
形
〉
の
テ
ン
ス
的
意
味
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
曖
昧
さ
が
あ
り
、
は
っ
き
り
と
決
め
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
る
と
考
え
る
。 

 

「
一
．
四 

「
は
な
し
あ
い
」
と
「
か
た
り
」
と
タ
ク
シ
ス
」
よ
り 

○
「
は
な
し
あ
い
」
と
「
か
た
り
」
の
違
い
と
関
係
性
及
び
タ
ク
シ
ス
に
つ
い
て
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。 

 

「
一
．
五 

古
典
語
の
〈
基
本
形
〉
と
テ
ン
ス
の
関
係
」
よ
り 

○
古
典
語
の
〈
基
本
形
〉
も
「
現
在
」
以
外
の
テ
ン
ス
的
意
味
合
い
を
持
ち
得
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
テ
ン
ス

的
範
疇
か
ら
離
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
る
。 

○
〈
基
本
形
〉
の
時
間
的
意
味
・
機
能
が
不
完
成
相
か
ら
完
成
相
に
変
化
し
た
と
見
る
べ
き
か
、
素
材
的
・

概
念
的
に
提
示
し
が
ち
だ
っ
た
の
が
そ
う
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
「
か
た
り
」
方
の
癖
が
変
化
し

た
と
見
る
べ
き
か
と
考
え
た
場
合
に
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
後
者
の
方
が
無
理
が
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
つ

つ
、
断
言
は
保
留
す
る
。 

  

こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
テ
ン
ス
と
は
時
間
軸
と
「
基
準
時
」
と
事
態
で
構

成
さ
れ
る
主
体
的
な
範
疇
で
あ
る
が
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
（
現
実
的
）
な
場
合
と
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
（
非
現
実

的
）
な
場
合
が
あ
り
、
あ
る
文
や
形
式
が
テ
ン
ス
で
あ
る
か
ど
う
か
は
曖
昧
な
場
合
が
あ
る
。
そ
し
て
、〈
基

本
形
〉
は
、
も
と
も
と
素
材
的
・
概
念
的
で
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
な
い
状
態
だ
が
、
場
合
に
よ
っ
て
テ
ン
ス
レ

ベ
ル
で
意
味
・
機
能
を
発
揮
す
る
。
た
だ
し
、
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
至
る
か
ど
う
か
は
、
や
は
り
曖
昧
で
あ
る
。

こ
れ
ら
〈
基
本
形
〉
の
事
情
は
、
古
典
語
で
も
確
認
さ
れ
た
。
更
に
、〈
基
本
形
〉
の
時
間
的
意
味
・
機
能

が
不
完
成
相
か
ら
完
成
相
に
変
化
し
た
と
見
る
べ
き
か
、
素
材
的
・
概
念
的
に
提
示
し
が
ち
だ
っ
た
の
が
そ

う
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
「
か
た
り
」
方
の
癖
が
変
化
し
た
と
見
る
べ
き
か
と
考
え
た
場
合
に
、
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ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
後
者
の
方
が
無
理
が
な
い
と
考
え
つ
つ
、
断
言
は
保
留
す
る
。
な
お
、「
は
な
し
あ
い
」

と
「
か
た
り
」
の
違
い
と
関
係
性
及
び
タ
ク
シ
ス
に
つ
い
て
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
次
の
問
題
が
導
出
さ
れ
た
。 

 

「
一
．
三 

テ
ン
ス
が
見
え
や
す
い
時
・
見
え
に
く
い
時
」
よ
り 

○
従
来
、
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
と
し
て
の
意
味
・
機
能
が
記
述
さ
れ
て
き
て
お
り
、
か
つ
、
テ
ン
ス
と
し
て
の

機
能
も
一
部
に
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
ツ
、
ヌ
に
つ
い
て
も
、「
テ
ン
ス
か
否
か
」
と
い
う
よ
り
、「
テ
ン

ス
ら
し
く
振
舞
う
の
は
ど
ん
な
時
か
」
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
問
題
が
出
て
く
る
。 

 

こ
の
問
題
は
、
第
三
章
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。 

 

次
章
以
降
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
議
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。 

 

第
一
章
の
参
考
文
献 

井
島
正
博
（
二
〇
〇
五
）「
中
古
和
文
の
時
制
と
語
り―

―

「
今
は
昔
」
の
解
釈
に
及
ぶ
」『
日
本
語
学
』
第

二
四
巻
第
一
号
、
明
治
書
院 

井
島
正
博
（
二
〇
一
一
）
『
中
古
語
過
去
・
完
了
表
現
の
研
究
』
ひ
つ
じ
書
房 

糸
井
善
太
郎
（
一
九
三
七
）『
万
葉
集
語
法
私
論
』
非
売
品 

大
木
一
夫
（
一
九
九
七
）「
古
代
日
本
語
に
お
け
る
表
現
意
図
に
つ
い
て
」『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
（
人

文
・
社
会
科
学
）
第
四
六
巻
第
一
号 

大
木
一
夫
（
二
〇
〇
九
）「
古
代
日
本
語
動
詞
基
本
形
の
時
間
的
意
味
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
六
巻
第
一

一
号
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

大
木
一
夫
（
二
〇
一
五
）「
現
代
日
本
語
動
詞
基
本
形
の
時
間
的
意
味
」『
東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年
報
』

六
四
巻
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

奥
田
靖
雄
（
一
九
七
七
）「
ア
ス
ペ
ク
ト
の
研
究
を
め
ぐ
っ
て―

―

金
田
一
的
段
階―

―

」『
国
語
国
文
』
第
八

号
、
宮
城
教
育
大
学
（
奥
田
靖
雄
一
九
八
四
『
こ
と
ば
の
研
究
・
序
説
』
む
ぎ
書
房
掲
載
分
） 

尾
上
圭
介
（
二
〇
〇
一
）「
ス
ル
・
シ
タ
・
シ
テ
イ
ル
の
叙
法
論
的
把
握
」『
文
法
と
意
味
Ⅰ
』
く
ろ
し
お
出

版 
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加
藤
康
秀
（
一
九
九
三
）「
古
今
集
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
八
巻
第
七
号 

川
端
善
明
「
用
言
」『
岩
波
講
座 

日
本
語 

6 

文
法
Ⅰ
』
岩
波
書
店 

木
枝
増
一
（
一
九
二
九
）
『
高
等
国
文
法
講
義
』
東
洋
図
書 

金
水
敏
（
一
九
九
五
）「「
進
行
態
」
と
は
な
に
か
」『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
〇
巻
七
号
、
至
文
堂 

工
藤
真
由
美
（
一
九
九
五
）『
ア
ス
ペ
ク
ト
・
テ
ン
ス
体
系
と
テ
ク
ス
ト―

―

現
代
日
本
語
の
時
間
の
表
現―

―

』
ひ
つ
じ
書
房 

黒
田
徹
（
一
九
九
二
）「
万
葉
集
に
お
け
る
動
詞
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
」『
日
本
文
学
研
究
』
第
三
一
号
、

大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
研
究
会 

黒
田
徹
（
一
九
九
三
）「
古
代
語
動
詞
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
研
究
の
た
め
に
」『
研
究
会
報
告
』
第
一
四

号
、（
大
東
文
化
大
学
）
日
本
語
文
法
研
究
会 

佐
久
間
鼎
（
一
九
四
一
）『
日
本
語
の
特
質
』
育
英
書
院 

鈴
木
重
幸
（
一
九
七
九
）「
現
代
日
本
語
の
動
詞
の
テ
ン
ス―

―

終
止
的
な
述
語
に
使
わ
れ
た
完
成
相
の
叙

述
法
断
定
の
ば
あ
い
」
言
語
学
研
究
会
編
『
言
語
の
研
究
』
む
ぎ
書
房 

鈴
木
泰
（
一
九
九
二
）『
古
代
日
本
語
動
詞
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト―

―

源
氏
物
語
の
分
析―

―

』
ひ
つ
じ

書
房
（
改
訂
版
（
一
九
九
九
）
ひ
つ
じ
晝
房
） 

鈴
木
泰
（
一
九
九
三

b

）
二
月
一
五
日 

「
源
氏
物
語
会
話
文
に
お
け
る
動
詞
基
本
形
の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
意

味
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
第
二
四
巻
第
二
・
三
号
、
武
蔵
大
学
人
文
学
会 

土
岐
留
美
江
（
二
〇
〇
三
）「
古
代
語
と
現
代
語
の
動
詞
基
本
形
終
止
文―

―

古
代
語
資
料
に
よ
る
「
会
話

文
」
分
析
の
問
題
点
」『
社
会
言
語
科
学
』
第
六
巻
第
一
号
、
社
会
言
語
科
学
会 

土
岐
留
美
江
（
二
〇
〇
九
）「
古
典
語
の
テ
ン
ス
に
お
け
る
動
詞
基
本
形
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
六
巻
第

一
一
号 

土
岐
留
美
江
（
二
〇
一
〇
）「
古
代
語
と
現
代
語
の
動
詞
基
本
形
終
止
文―

―

古
代
語
資
料
に
よ
る
「
会
話

文
」
分
析
の
問
題
点―

―

」『
意
志
表
現
を
中
心
と
し
た
日
本
語
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
通
時
的
研
究
』
ひ
つ
じ
書
房 

土
岐
留
美
江
（
二
〇
一
四
）「
動
詞
基
本
形
終
止
文
の
表
す
意
味―

―

古
代
語
か
ら
現
代
語
へ―

―

」
『
日
本

語
文
法
』
一
四
巻
二
号
、
日
本
語
文
法
学
会 

野
村
剛
史
（
一
九
九
四
）「
上
代
語
の
リ
・
タ
リ
に
つ
い
て
」『
国
語
国
文
』
第
六
三
巻
第
一
号
、
中
央
図
書

出
版
社 

芳
賀
綏
（
一
九
五
四
）「「
陳
述
」
と
は
何
も
の
？
」『
国
語
国
文
』
第
二
三
巻
第
四
号
、
中
央
図
書
出
版
社 
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益
岡
隆
志
（
一
九
九
一
）「
物
語
文
の
テ
ン
ス
」『
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
文
法
』
第
六
章
、
く
ろ
し
お
出
版 

松
尾
捨
治
郎
（
一
九
三
六
）『
国
語
法
論
攷
』
文
学
社 

三
矢
重
松
（
一
九
三
二
）
『
国
語
の
新
研
究
』
中
文
館
書
店 

山
口
佳
紀
（
一
九
八
五
）
『
古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
』
第
三
節
・
第
四
節
、
有
精
堂
出
版 

山
口
佳
紀
（
一
九
八
八
）「
万
葉
集
に
お
け
る
時
制

テ

ン

ス

と
文
の
構
造
」『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
三

三
巻
第
一
号 

山
口
佳
紀
（
一
九
九
七
）「『
万
葉
集
』
に
お
け
る
動
詞
基
本
形
の
用
法―

―

テ
ン
ス
の
観
点
か
ら
」
伊
藤
博
、

稲
岡
耕
二
編
『
万
葉
集
研
究
』
第
二
一
集
、
塙
書
房
（
山
口
佳
紀
二
〇
一
一
『
古
代
日
本
語
史
論
究
』
風
間

書
房
所
収
） 

山
口
佳
紀
（
二
〇
〇
〇
）「
志
賀
白
水
郎
歌
群
に
お
け
る
〈
袖
振
り
〉
の
歌
の
解
釈―

―

動
詞
基
本
形
の
用
法

と
の
関
わ
り
に
お
い
て
」
西
宮
一
民
編
『
上
代
語
と
表
記
』
お
う
ふ
う
（
山
口
佳
紀
二
〇
一
一
『
古
代
日
本

語
史
論
究
』
風
間
書
房
所
収
」 

𠮷
田
茂
晃
（
一
九
八
九
）「「
け
り
」
の
時
制
面
と
主
観
面―

―

万
葉
集
を
中
心
と
し
て
」『
国
語
学
』
第
一
五

七
集 

𠮷
田
茂
晃
（
一
九
九
一
）「『
大
鏡
』
に
お
け
る
時
制
表
現
の
一
特
徴―

―

時
制
助
動
詞
の
な
い
場
合
に
つ
い

て
」『
島
大
国
文
』
第
二
〇
号
、
島
大
国
文
会 

 C
o

m
rie, B

. 

（
一
九
八
五
）『
テ
ン
ス
』（
久
保
修
三
訳
、
二
〇
一
四
、
開
拓
社
） 

J. L
yo

n
s

（
一
九
六
八
）『
理
論
言
語
学
』（
國
廣
哲
彌
監
修
、
國
廣
哲
彌
・
杉
浦
茂
夫
・
東
信
行
共
訳
、
一

九
七
三
、
大
修
館
書
店
） 
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第
二
章 

キ
・
ケ
リ 

二
．
一 
本
章
の
目
的 

本
章
で
は
、
キ
、
ケ
リ
の
時
に
関
わ
る
文
法
形
式
と
し
て
の
モ
デ
ル
化
を
行
う
。
そ
の
た
め
に
、
キ
、
ケ

リ
の
意
味
・
機
能
に
関
す
る
先
行
研
究
か
ら
、
具
体
的
に
本
研
究
が
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
を
導

出
す
る
必
要
が
あ
る
。 

キ
、
ケ
リ
の
意
味
・
機
能
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
概
要
を
示
す1

0

。
先
行
研
究
の
意
見
、

主
張
は
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
そ
れ
ぞ
れ
が
複
合
さ
せ
る
よ
う
な
形
と
な
っ
て
お
り
入
り
乱
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
解
き
ほ
ぐ
せ
ば
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
ず
、
キ
に
つ
い
て
は
、「
過
去
的
な
意
味
・
機
能
」
を
持
つ
も
の
と
し
て
見
解
が
共
通
し
て
い
る
と
見

ら
れ
る
が
、
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
「
過
去
」
を
意
味
す
る
と
い
う
だ

け
の
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
主
体
的
な
経
験
に
基
づ
く
「
回
想
」
を
意
味
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
は
、
テ
ン
ス
と
い
う
枠
組
み
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
立
場
の
問
題
が
絡
ん
で
い
る
。
ま
た
、

こ
の
二
つ
以
外
に
、
傍
系
の
指
摘
と
し
て
、
キ
が
表
す
過
去
の
範
囲
を
「
発
話
時
か
ら
見
て
お
よ
そ
昨
日
以

前
に
限
る
」
と
い
う
意
見
や
、「
キ
で
示
せ
る
過
去
の
範
囲
は
、
基
準
時
か
ら
見
て
お
よ
そ
人
の
一
生
の
期

間
ま
で
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
。 

そ
し
て
、
ケ
リ
に
つ
い
て
は
、
ど
の
時
点
の
事
態
を
指
す
か
と
い
う
観
点
か
ら
、「
現
在
の
こ
と
」
を
指

す
、「
過
去
」
を
指
す
、「
過
去
か
ら
現
在
に
わ
た
る
期
間
」
を
指
す
、「
未
来
」
を
指
す
、
と
い
う
言
及
が

あ
り
、
特
に
古
い
用
法
で
は
、「
継
続
」
と
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
意
味
・
機
能
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
指
摘
が
あ
り
、「
か
た
り
」
の
構
造
内
や
物
語
中
の
地
の
文
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
的
機
能
を
把
握
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
ケ
リ
の
意
味
・
機
能
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
立
場
も
あ
る
。
加
え
て
、「
確
認
判
断
」
や

「
気
づ
き
」「
詠
嘆
」
等
の
ム
ー
ド
的
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。 

 

先
行
研
究
の
実
像
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
発
想
が
絡
み
合
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
わ
け
だ
が
、
本
章
で
は
、

こ
れ
ら
か
ら
、
時
に
関
わ
る
部
分
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
キ
、
ケ
リ
の
時
に
関
わ
る
意
味
・
機
能
を
把
握
し

た
い
。 

 

次
節
以
降
、
ま
ず
、
キ
に
つ
い
て
、
単
な
る
「
過
去
」
と
見
る
先
行
研
究
と
「
回
想
」
的
な
も
の
と
見
る

先
行
研
究
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
問
題
を
導
出
す
る
。
次
に
、
キ
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
時
間
範
囲
が
、
基
準

時
か
ら
見
て
お
お
よ
そ
昨
日
以
前
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
と
、
お
お
よ
そ
人
の
一
生
の

ス
ケ
ー
ル
に
収
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
を
確
認
し
、
問
題
を
導
出
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
導
出
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さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
し
、
キ
の
意
味
・
機
能
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
化
を
行
う
。
そ
の
後
、
ケ
リ
に

つ
い
て
考
え
る
。
ま
ず
、
ケ
リ
が
ど
の
時
点
を
指
す
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
議
論
を
踏
ま

え
て
検
討
す
る
。
次
に
、
「
継
続
」
用
法
が
あ
っ
た
か
、
先
行
研
究
の
指
摘
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
す
る
。 

 

二
．
二 

キ
に
関
す
る
問
題
の
導
出 

 

キ
が
「
過
去
」
か
「
回
想
」
か
と
い
う
論
争
は
、
ま
ず
、
テ
ン
ス
と
い
う
範
疇
を
主
体
的
な
も
の
と
見
る

か
、
主
体
的
な
も
の
と
は
見
な
い
か
と
い
う
立
場
上
の
問
題
が
関
わ
り
、
次
い
で
、
テ
ン
ス
を
主
体
的
な
範

疇
の
も
の
と
捉
え
る
立
場
内
で
は
、
キ
が
主
体
の
実
体
験
に
関
わ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
が
関
わ
る
。 

 

キ
を
単
な
る
「
過
去
」
と
見
る
も
の
は
、
三
矢
（
一
九
二
八
）、
大
坪
（
一
九
七
七
）、
𠮷
田
（
一
九
九
七
）、

山
口
明
穂
（
一
九
九
七
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

三
矢
（
一
九
二
八
）
は
、
キ
が
動
詞
述
語
、
形
容
詞
述
語
、
名
詞
述
語
に
わ
た
っ
て
過
去
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
と
言
及
し
て
い
る
。
大
坪
（
一
九
七
七
）
は
、
訓
点
資
料
を
対
象
と
し
、
キ
を
過
去
の
意
味
で
あ

る
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
𠮷
田
（
一
九
九
七
）
は
、
中
古
の
形
容
詞
の
用
例
を
検
討
し
、
キ
を
過
去
の
意
味

で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

以
上
は
、「
過
去
」
と
い
う
意
味
に
特
別
深
い
意
味
合
い
・
ニ
ュ
ア
ン
ス
・
制
限
等
を
含
め
ず
に
言
及
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
山
口
明
穂
（
一
九
九
七
）
は
、
キ
が
「
過
去
」
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、「
今
は
無
い
」
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
り
、
現
代
語
の
タ
の
よ
う
に
未
来
の
事
態
に
使
わ
れ
る
用
法
は

な
い
と
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
、
キ
は
、
必
ず
話
者
の
立
場
が
関
わ
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
。 

 

対
し
て
、
キ
の
意
味
・
機
能
を
「
回
想
」
と
い
う
概
念
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
は
、
山
田
孝

雄
（
一
九
〇
八
）
が
あ
り
、
そ
れ
を
追
認
す
る
形
で
、
松
尾
（
一
九
三
六
）、
山
崎
（
一
九
六
三
、
一
九
六

五
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

山
田
孝
雄
（
一
九
〇
八
）
は
、「
統
覚
作
用
の
運
用
を
助
く
る
複
語
尾
」
に
「
陳
述
の
確
め
に
関
す
る
も

の
」
と
「
思
想
の
特
殊
の
状
態
を
あ
ら
は
す
も
の
」
の
二
つ
を
立
て
、「
思
想
の
特
殊
の
状
態
を
あ
ら
は
す

も
の
」
の
内
に
、「
回
想
を
あ
ら
は
す
も
の
」
と
「
非
経
験
の
回
想
を
あ
ら
は
す
も
の
」
を
立
て
た
。
更
に
、

「
非
経
験
の
回
想
を
あ
ら
は
す
も
の
」
の
中
に
、「
非
現
実
性
の
思
想
を
あ
ら
は
す
も
の
」
と
「
非
経
験
な

れ
ど
現
実
に
存
す
と
思
惟
し
た
る
も
の
」
を
立
て
た
。
キ
に
つ
い
て
は
、「
こ
は
過
去
を
あ
ら
は
す
と
い
ふ

よ
り
も
、
過
去
時
に
あ
り
し
出
来
事
を
心
内
に
回
想
し
た
る
そ
の
回
想
作
用
を
言
語
に
て
発
表
し
た
る
も

の
な
り
」
と
し
て
い
る
。 
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こ
こ
で
言
う
「
回
想
」
と
は
、「「
過
去
」
と
は
客
体
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
か
ら
来
る
も
の
で

あ
り
、
す
な
わ
ち
、
文
法
上
の
「
作
用
」
と
し
て
現
れ
て
い
る
キ
は
、
主
体
的
な
「
統
覚
作
用
」
の
現
れ
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
正
確
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

時
点
で
は
、
先
に
挙
げ
た
山
口
明
穂
（
一
九
九
七
）
と
、
本
質
的
に
は
似
た
立
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。 

 

こ
こ
か
ら
更
に
考
え
が
進
ん
で
、「
主
体
の
直
接
体
験
」
と
い
う
積
極
的
な
ア
イ
デ
ア
で
キ
を
説
明
し
よ

う
と
す
る
も
の
に
、
細
江
（
一
九
三
二
）
が
あ
り
、
そ
れ
を
追
認
す
る
も
の
と
し
て
、
佐
伯
（
一
九
五
九
）、

湯
澤
（
一
九
五
九
）、
浅
野
（
一
九
六
九
）、
鶴
田
（
一
九
八
二
）、
中
西
（
一
九
八
二
）、
髙
山
（
一
九
八
八
）、

加
藤
（
一
九
九
八
）
が
あ
る
。
ま
た
、
部
分
的
に
追
認
す
る
形
で
、
時
枝
（
一
九
五
四
）、
岩
井
（
一
九
七

〇
）
が
あ
る
。 

 

細
江
（
一
九
三
二
）
は
、
キ
の
意
味
・
機
能
を
「
目
睹
回
想
」
と
呼
ん
だ
。「
目
睹
回
想
」
と
は
、
言
語

使
用
者
が
直
接
的
に
体
験
し
た
こ
と
を
「
回
想
」
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
発
想
を
追
認
す
る
髙
山
（
一
九
八
八
）
は
、『
平
家
物
語
』
を
中
心
資
料
と
し
、
平
安
時
代
か
ら
中

世
の
キ
の
変
容
の
実
態
を
示
そ
う
と
し
て
お
り
、
平
安
時
代
に
お
け
る
キ
は
、
体
験
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
前
提
に
し
て
い
る
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
史
実
や
伝
説
紹
介
の
際
に
、
非
体
験
の
事
柄

に
つ
い
て
キ
を
用
い
た
例
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
漢
文
訓
読
語
の
用
法
な
る
も
の
を
想
定
し
て
お
り
、
か

つ
、
そ
れ
は
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
用
法
の
存
在
を
も
っ
て
し
て
新
し
い
用
法
で
あ

る
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
、
キ
は
「
主
体
の
直
接
体
験
」
の
マ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
い
う
立
場

を
取
り
な
が
ら
、
主
体
が
直
接
体
験
し
て
い
な
い
事
柄
に
キ
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
キ
の
「
直
接
体
験
」
と

い
う
主
体
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
逆
手
に
取
っ
た
新
し
い
用
法
な
の
だ
と
説
明
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。『
源

氏
物
語
』
と
『
平
家
物
語
』
の
地
の
文
の
文
体
的
特
徴
に
つ
い
て
、
違
い
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
「
見
え
し
」「
聞
え
し
」
と
い
う
表
現
で
、
物
語
に
現
実
性
を
与
え
た
り
、
躍
動
感
、
臨

場
感
を
与
え
よ
う
と
す
る
手
法
は
『
源
氏
物
語
』
に
は
見
ら
れ
な
い
手
法
で
あ
る
。…

…

（
中
略
）…

…

し
か
し
、
係
結
の
「
ぞ…

…

見
え
し
」「
ぞ…

…

聞
え
し
」
に
よ
る
表
現
は
み
ら
れ
な
い
か
ら
こ
れ

は
『
平
家
物
語
』
に
み
ら
れ
る
一
つ
の
強
調
表
現
の
特
徴
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。（
五
一
頁
） 
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な
お
、
会
話
文
に
お
い
て
キ
は
、
平
安
時
代
に
引
き
続
き
、
体
験
に
よ
る
過
去
の
用
法
で
あ
る
と
し
て
い

る
。 た

し
か
に
、『
源
氏
物
語
』
と
『
平
家
物
語
』
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
文
体
的
特
徴
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
の
は
、
そ
の
通
り
だ
ろ
う
。 

中
西
（
一
九
八
二
）1

1
は
、
キ
の
意
味
・
機
能
に
つ
い
て
、
話
者
の
体
験
回
想
で
あ
り
、
神
話
の
中
で
用

い
ら
れ
る
場
合
は
、
話
者
の
体
験
に
よ
ら
な
い
回
想
で
あ
る
と
し
、
神
話
の
中
で
キ
を
用
い
る
の
は
、「
そ

れ
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
述
べ
よ
う
と
す
る
立
場
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。 

宇
都
宮
（
一
九
九
七
）
は
、『
海
道
記
』
を
対
象
と
し
、
キ
の
意
味
・
機
能
が
目
睹
回
想
で
あ
る
と
い
う

前
提
に
立
ち
、
そ
の
説
に
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
は
「
誤
用
」
と
見
て
い
る
。 

加
藤
（
一
九
九
八
：
二
〇
七
～
二
〇
八
、
二
一
〇
）
は
、
研
究
の
結
論
と
し
て
、
キ
の
基
本
的
な
意
味
・

機
能
は
、「
そ
の
事
象
が
生
起
す
る
の
を
そ
の
時
点
で
自
分
自
身
が
直
接
目
撃
し
た
り
明
確
に
意
識
し
た
り

し
た
と
い
う
視
覚
的
・
感
覚
的
記
憶
を
伴
う
も
の
を
表
現
す
る
の
に
用
い
る
」
と
し
、
テ
ン
ス
に
関
し
て
は
、

「
事
象
が
生
起
し
た
時
点
と
表
現
主
体
が
そ
の
事
象
を
認
識
し
た
時
点
と
は
同
じ
」
と
し
て
い
る
。 

こ
の
「
目
睹
回
想
」
説
に
は
、
反
対
論
も
あ
る
。
山
口
佳
紀
（
一
九
八
五
）
は
、
次
の
用
例
を
挙
げ
、
キ

＝
「
目
睹
回
想
」
説
を
批
判
し
て
い
る
。 

 ○
香
具
山
は
畝
傍
雄
雄
し
と
耳
梨
と
相
争
ひ
き
（
相
諍
競
伎
）
神
代
よ
り
か
く
に
あ
る
ら
し
古
も
然
に
あ
れ

こ
そ
う
つ
せ
み
も
妻
を
争
ふ
ら
し
き
（
万
葉
集
・
巻
第
一
・
一
三
） 

○
音
に
聞
き
目
に
は
い
ま
だ
見
ず
佐
用
姫
が
領
巾
振
り
き
（
布
理
伎
）
と
ふ
君
松
浦
山
（
万
葉
集
・
巻
第
五
・

八
八
三
） 

 

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
用
例
は
、「
直
接
体
験
」
し
た
こ
と
で
は
な
い
内
容
を
キ
で
表
示
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
反
例
と
な
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に
お
い
て
、
先
の
、
中
西
（
一
九
八
二
）
や
加
藤
（
一
九
九
八
）
の
主
張
と
の
立
場
上
の
違
い
が
見

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
の
意
味
を
「
目
睹
回
想
」
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
反
例
が
あ
る
か
ら
間
違
っ
て
い

る
と
す
る
の
か
、
反
例
に
見
え
る
も
の
は
キ
の
意
味
・
機
能
を
逆
手
に
取
っ
た
表
現
で
問
題
は
な
い
と
す
る

か
の
違
い
で
あ
る
。 
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キ
＝
「
目
睹
回
想
」
に
反
す
る
も
の
と
し
て
は
、
他
に
も
、
鈴
木
泰
（
一
九
八
四
）
や
独
自
の
テ
ン
ス
理

論
を
主
張
す
る
井
島
（
二
〇
〇
五
）
が
あ
る
。
鈴
木
泰
（
一
九
八
四
）
は
、
キ
、
ケ
リ
に
関
す
る
学
説
史
を

見
な
が
ら
、
キ
＝
「
目
睹
回
想
」
説
を
、
説
明
力
が
弱
い
と
批
判
す
る
。『
源
氏
物
語
』
に
対
す
る
吉
岡
論

説
や
、『
今
昔
物
語
集
』
に
対
す
る
桜
井
論
説
（
用
法
分
類
）
を
見
、『
徒
然
草
』
つ
い
て
も
妥
当
で
あ
る
か
、

諸
先
行
研
究
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
で
、
ど
の
場
合
に
も
キ
＝
「
目
睹
回
想
」
と
し
て
は
、
十
分
に
説

明
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。 

こ
の
他
に
も
、
西
田
（
二
〇
〇
五
）
の
批
判
が
あ
り
、
ま
た
、
田
中
（
一
九
七
〇
）
は
、『
万
葉
集
』『
古

今
和
歌
集
』『
新
古
今
和
歌
集
』
を
対
象
と
し
、
キ
の
意
味
に
つ
い
て
、「
そ
の
本
原
的
意
味
は
、
確
実
で
あ

る
と
信
じ
ら
れ
る
過
去
の
事
柄
を
叙
述
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」

と
し
、
批
判
を
し
て
い
る
。 

 

高
山
（
一
九
八
八
）
や
加
藤
（
一
九
九
八
）
に
言
わ
れ
て
い
る
、
漢
文
訓
読
文
の
文
体
的
性
格
の
問
題
が

正
し
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
本
研
究
に
直
接
的
に
は
関
わ
ら
な
い
。
本
研
究
で
主
に
扱
っ
て
い
る
和

文
系
と
文
体
的
特
徴
が
違
う
か
ら
キ
の
用
法
が
特
別
な
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
キ
の
意
味
・
機

能
自
体
に
違
い
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
言
語
使
用
者
の
直
接
体
験
と
い
う
説
明
は
、
キ
の

本
質
的
な
意
味
・
機
能
を
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
キ
の
指
す
時
間
幅
に
つ
い

て
の
モ
デ
ル
化
に
影
響
す
る
の
で
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

キ
に
つ
い
て
は
、
表
現
で
き
る
過
去
の
幅
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
り
、
そ
の
背
景
を
見
出
す

先
行
研
究
も
あ
っ
た
。
細
江
逸
記
の
時
制
論
が
代
表
的
な
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
モ
デ
ル
は
、
加
藤
（
一
九

九
八
）
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
加
藤
（
一
九
九
八
）
は
、
キ
の
本
質
的
な
意
味
・
機
能
を
言
語
使
用
者
の

体
験
に
置
く
こ
と
で
、
キ
の
表
わ
す
時
間
的
な
範
囲
は
基
本
的
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。 

 

加
藤
（
一
九
九
八
）
の
対
象
範
囲
は
、
漢
文
訓
読
文
を
含
み
、
本
研
究
の
対
象
範
囲
と
ず
れ
が
あ
る
わ
け

だ
が
、
本
研
究
の
対
象
範
囲
で
も
、
加
藤
（
一
九
九
八
）
の
立
場
を
と
っ
た
場
合
、
キ
の
テ
ン
ス
中
で
の
意

味
・
機
能
を
限
定
的
な
も
の
と
し
て
描
く
こ
と
に
な
る
し
、
そ
の
立
場
を
と
ら
な
い
場
合
、
限
定
を
か
け
ず

に
描
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
加
藤
（
一
九
九
八
）
の
説
の
検
討
は
、
キ
が
ど
れ
ほ
ど
遠
い
過
去
ま
で

表
わ
す
か
と
い
う
こ
と
を
左
右
す
る
。 
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こ
れ
に
加
え
、
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
は
、「
キ
は
当
日
中
の
過
去
は
表
さ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
基
準
時
と
同
日
中
の
過
去
を
、
キ
が
表
わ
す
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
を
左
右
す
る
。 

鈴
木
（
二
〇
〇
九
：
一
六
七
）
は
、
鈴
木
（
一
九
九
二
）
で
の
「
会
話
文
で
キ
形
が
実
際
に
発
話
時
か
ら

ど
れ
く
ら
い
へ
だ
た
っ
た
時
点
の
で
き
ご
と
を
表
わ
す
こ
と
が
お
お
い
か
を
、
年
代
な
ど
を
た
よ
り
に
調

査
し
た
結
果
」
か
ら
、
キ
の
指
し
示
す
時
間
的
範
囲
を
検
討
し
て
い
る
。「
時
間
状
況
語
」
と
の
関
連
も
踏

ま
え
な
が
ら
調
査
結
果
を
分
析
し
て
お
り
、
キ
は
、「
昨
夜
か
ら
数
十
年
前
ま
で
の
か
な
り
ひ
ろ
い
時
間
的

範
囲
に
お
こ
っ
た
こ
と
を
表
わ
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
調
査
の
範
囲
は
、「
源
氏
物
語
の
角
川

文
庫
・
巻
五
の
藤
裏
葉
ま
で
」
で
あ
る
と
い
う
。 

こ
の
調
査
研
究
に
呼
応
す
る
研
究
と
し
て
、
加
藤
（
一
九
九
八
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
加
藤
（
一
九
九
八
：

二
〇
七―

二
〇
八
、
二
一
〇
）
は
、
研
究
の
結
論
と
し
て
、「
事
象
が
生
起
し
た
時
点
と
表
現
主
体
が
そ
の

事
象
を
認
識
し
た
時
点
と
は
同
じ
。
こ
れ
と
発
話
時
点
と
の
間
に
は
、
夜
間
の
睡
眠
一
回
等
の
、
比
較
的
長

い
時
間
的
隔
た
り
が
存
在
す
る
」
と
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
山
口
明
穂
（
一
九
九
六
）
は
、
キ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

「
き
」
の
表
す
も
の
は
、
現
在
か
ら
見
れ
ば
時
間
の
隔
り
の
あ
る
時
の
事
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
と

え
、
実
際
に
は
近
い
過
去
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、「
き
」
を
付
け
た
形
で
表
す
こ
と
で
、
心
理
的
に
遠

い
時
代
の
こ
と
と
な
り
、…

…

（
後
略
）（
一
〇
～
一
一
頁
） 

  

こ
れ
ら
の
言
及
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
本
研
究
で
は
、「
キ
が
発
話
時
か
ら
見
て
当
日
中
の
過
去
を
指
せ
る

か
ど
う
か
」
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
指
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

キ
の
テ
ン
ス
形
式
と
し
て
の
モ
デ
ル
は
、
限
定
の
か
か
っ
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
せ
る
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
限
定
の
な
い
「
過
去
」
テ
ン
ス
形
式
と
し
て
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

な
お
、
こ
れ
ら
の
言
及
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
が
ツ
、
ヌ
を
併
せ
て
見
て
い
る
わ
け
だ
が
、

〈
基
本
形
〉
や
ケ
リ
、
タ
リ
、
リ
で
発
話
時
以
前
の
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
と

い
う
こ
と
も
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
キ
が
テ
ン
ス
の
形
式
で
あ
り
、「
過
去
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と

結
論
付
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
、
発
話
時
以
前
の
事
柄
は
全
て
キ
で
マ
ー
ク
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
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意
味
し
な
い
。
第
一
章
で
先
行
研
究
を
踏
ま
え
確
認
し
た
よ
う
に
、
内
容
的
に
は
発
話
時
以
前
の
事
柄
で
も
、

述
べ
方
次
第
で
、
テ
ン
ス
形
式
で
マ
ー
ク
せ
ず
に
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
本
研
究
の
目
的
上
、
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
、
以
下

の
三
つ
を
検
討
す
る
。
な
お
、
鈴
木
（
一
九
九
二
、
二
〇
〇
九
）
が
調
査
研
究
に
よ
り
①
②
を
主
張
し
て
お

り
、
加
藤
（
一
九
九
八
）
が
①
②
③
④
を
主
張
し
て
い
る
。 

 

①
キ
の
表
わ
す
過
去
の
幅
は
基
本
的
に
、「
今
日
よ
り
以
前
」
で
あ
る
。 

②
キ
の
表
わ
す
過
去
の
幅
は
基
本
的
に
、「
お
よ
そ
人
の
一
生
分
で
あ
る
数
十
年
前
ま
で
」
で
あ
る
。 

③
キ
は
、
事
態
の
生
起
を
直
接
体
験
し
た
と
い
う
こ
と
の
マ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
い
る
。 

④
宗
教
的
事
実
・
歴
史
的
事
実
な
ど
、
何
ら
か
の
権
威
に
よ
っ
て
事
実
と
さ
れ
て
い
る
過
去
の
事
象
を
表
現

す
る
際
に
は
、
例
外
的
に
キ
が
用
い
ら
れ
る
。 

 

た
だ
し
、
加
藤
（
一
九
九
八
）
は
、「
宗
教
的
事
実
・
歴
史
的
事
実
な
ど
、
何
ら
か
の
権
威
に
よ
っ
て
事

実
と
さ
れ
て
い
る
過
去
の
事
象
を
、
ま
さ
し
く
事
実
で
あ
る
と
し
て
あ
ら
た
ま
っ
て
述
べ
る
場
合
に
限
り
、

表
現
主
体
に
と
っ
て
、
た
と
え
そ
れ
が
生
起
す
る
の
を
自
分
自
身
で
目
撃
し
た
と
い
う
記
憶
の
伴
わ
な
い

も
の
で
あ
っ
て
も
、
キ
を
用
い
て
表
現
す
る
」（
同
書
二
〇
八
頁
）
と
い
う
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
は
、
キ
の
基
本
的
意
味
・
機
能
は
事
態
の
生
起
を
直
接
体
験
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

逆
手
に
取
っ
た
用
法
な
の
で
あ
り
（「
権
威
あ
る
過
去
の
事
実
を
本
当
に
あ
っ
た
と
証
言
す
る
際
の
特
殊
な

用
法
」（
同
書
二
一
三
頁
））、
キ
の
基
本
的
な
意
味
・
機
能
と
矛
盾
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る1

2

。 

加
藤
（
一
九
九
八
）
は
要
す
る
に
、
③
を
論
理
の
根
本
に
し
、
③
に
従
っ
て
②
の
「
お
よ
そ
人
の
一
生
分

で
あ
る
数
十
年
前
ま
で
」
と
い
う
規
定
と
、
④
の
規
定
が
成
立
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
キ
の

基
本
的
な
意
味
・
機
能
は
「
事
態
の
生
起
を
直
接
体
験
し
た
と
い
う
こ
と
の
マ
ー
カ
ー
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ

え
に
キ
の
表
わ
す
過
去
の
幅
は
基
本
的
に
、「
お
よ
そ
人
の
一
生
分
で
あ
る
数
十
年
前
ま
で
」
に
限
定
さ
れ

て
お
り
、
一
見
③
や
②
の
例
外
と
も
見
え
る
用
例
は
、
事
態
の
生
起
を
直
接
体
験
し
た
わ
け
で
も
な
い
こ
と

を
、
あ
た
か
も
直
接
体
験
し
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
体
で
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
の
で
あ
る 

。 

以
上
の
先
行
研
究
か
ら
、
本
研
究
で
は
、
キ
が
主
体
の
体
験
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
キ
が
言
語
使
用
者
の
直
接
体
験
と
関
係
な
く
使
用
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
キ
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は
、
テ
ン
ス
の
「
過
去
」
の
マ
ー
カ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
に
な

り
、
関
係
が
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
テ
ン
ス
の
「
過
去
」
の
マ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
か
つ
、
指
せ
る
時
間
幅
に

限
定
が
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

二
．
三 

キ
の
モ
デ
ル
化 

キ
の
モ
デ
ル
化
を
行
う
た
め
に
、
前
節
で
導
出
さ
れ
た
問
題
を
考
え
た
い
。
直
接
体
験
し
た
わ
け
で
も
な

い
事
態
の
生
起
を
い
う
場
合
に
使
わ
れ
る
キ
も
含
め
て
、
キ
の
意
味
・
機
能
を
記
述
す
る
に
は
、
加
藤
（
一

九
九
八
）
の
主
張
の
よ
う
な
立
場
も
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
立
場
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
に
は
、

直
接
体
験
し
た
と
い
う
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
な
く
、
か
つ
、
直
接
体
験
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
過
去
の
事

態
と
し
て
断
定
的
に
述
べ
た
て
る
こ
と
は
ふ
つ
う
し
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
直
接
体
験
し

て
い
な
い
過
去
の
事
態
を
断
定
的
に
述
べ
た
て
る
と
き
は
、
ふ
つ
う
、
そ
の
事
態
は
「
何
ら
か
の
権
威
に
よ

っ
て
事
実
と
さ
れ
て
い
」
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。 

前
者
の
立
場
を
と
る
べ
き
か
、
後
者
の
立
場
を
と
る
べ
き
か
を
考
え
た
際
に
、
本
研
究
は
、
後
者
の
立
場

を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
後
者
の
立
場
の
方
が
、
本
研
究
の
対
象
範
囲
に
含
ま
れ
る
キ
の

用
例
を
自
然
に
説
明
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』
の
「
奈
良―

万
葉

集
」
コ
ア
デ
ー
タ
と
「
平
安―

仮
名
文
学
」
コ
ア
デ
ー
タ
に
お
け
る
キ
全
般
と
い
う
範
囲
で
見
た
場
合
に
通

用
す
る
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
、
キ
に
つ
い
て
の
解
釈
を
示
し
た
い 

。 

 

（
１
）
酒
の
名
を
聖
と
負
せ
し
（
負
師
）
古
の
大
き
聖
の
言
の
宜
し
さ
（
万
葉
集
・
巻
第
三
・
三
三
九
） 

（
２
）
古
の
小
竹
田
壮
士
の
妻
問
ひ
し
（
妻
問
石
）
菟
原
処
女
の
奥
つ
城
ぞ
こ
れ
（
万
葉
集
・
巻
第
九
・
一

八
〇
二
） 

（
３
）
い
に
し
へ
に
あ
り
き
あ
ら
ず
は
知
ら
ね
ど
も
千
年
の
た
め
し
君
に
は
じ
め
む
（
古
今
和
歌
集
・
三
五

三
） 

 

こ
れ
ら
の
用
例
は
、「
お
よ
そ
人
の
一
生
分
で
あ
る
数
十
年
前
ま
で
」
と
い
う
範
囲
を
超
え
た
過
去
を
表

わ
し
て
い
る
が
、
キ
の
使
用
者
は
「
事
態
の
生
起
を
直
接
体
験
」
し
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
い
て
読
み
と
る
こ
と
も
難
し
い
。
ち
な
み
に
、
た
し
か
に
「
今
日
よ
り
以
前
」
で
は

あ
る
よ
う
で
あ
る
。 
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（
１
）
の
用
例
の
場
合
、
故
事
に
よ
っ
て
お
り
、
人
の
一
生
分
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
を
超
え
た
過
去
に
位
置

す
る
も
の
で
あ
る
し
、「
何
ら
か
の
権
威
に
よ
っ
て
事
実
と
さ
れ
て
い
る
過
去
」
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
通

る
。
こ
こ
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
詠
み
手
が
「
事
態
の
生
起
を
直
接
体
験
」
し
た
と
い
う
体
を
と
っ
て
い
る
と
解

釈
せ
ず
と
も
、「
故
事
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
直
接
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
過
去
の
事
態
で
あ
っ
て

も
、
断
定
的
に
述
べ
た
て
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
」
と
い
う
程
度
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る 

 

（
２
）
の
用
例
の
場
合
、
説
話
上
の
人
物
の
墓
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
人
物
の
行
為

は
、
詠
み
手
た
ち
か
ら
見
て
、
人
の
一
生
分
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
を
超
え
た
過
去
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。「
何
ら
か
の
権
威
に
よ
っ
て
事
実
と
さ
れ
て
い
る
過
去
」
で
あ
る
か
ど
う
か

と
い
う
点
だ
け
で
考
え
た
場
合
、
説
話
で
あ
る
か
ら
あ
て
は
ま
る
と
い
う
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も

そ
も
、
詠
み
手
が
「
事
態
の
生
起
を
直
接
体
験
」
し
た
と
い
う
よ
う
な
体
を
と
っ
て
い
る
と
も
解
釈
し
が
た

い
。
加
藤
（
一
九
九
八
）
の
考
え
を
敷
衍
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
疑
問
が
残
る
が
、
本
研
究
の
立
場
か
ら
は

無
理
の
な
い
説
明
が
で
き
る
。（
２
）
は
、
詠
み
手
か
ら
見
た
過
去
の
事
態
で
あ
る
の
で
キ
が
現
れ
て
お
り
、

か
つ
、
説
話
に
よ
っ
て
得
た
情
報
で
あ
る
か
ら
断
定
的
に
述
べ
た
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

説
話
上
の
出
来
事
を
あ
た
か
も
「
直
接
体
験
」
し
た
と
い
う
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
全
く
な
い
の
で
あ
っ
て
、

た
だ
、
説
話
上
の
、
昔
の
出
来
事
を
事
実
的
な
過
去
の
出
来
事
と
し
て
述
べ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
キ
に
は
た
だ
過
去
を
表
わ
す
と
い
う
テ
ン
ス
的
な
意
味
・
機
能
が
あ
る
だ
け
で
、

「
断
定
的
に
述
べ
る
」
と
い
う
要
素
は
、
キ
そ
の
も
の
が
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

（
３
）
の
用
例
の
場
合
、
歌
意
か
ら
、「
お
よ
そ
人
の
一
生
分
で
あ
る
数
十
年
前
ま
で
」
と
い
う
範
囲
を

超
え
た
過
去
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
あ
っ
た
か
ど
う
か
知
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
か
ら
、
当
然
、
詠
み
手
は
「
事
態
の
生
起
を
直
接
体
験
」
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。「
何
ら
か
の
権
威
に
よ
っ
て
事
実
と
さ
れ
て
い
る
過
去
」
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点

か
ら
見
た
場
合
も
、
同
じ
く
歌
意
よ
り
考
え
て
、
説
明
を
通
し
に
く
い
。
強
い
て
、
先
行
研
究
の
立
場
か
ら

説
明
を
通
そ
う
と
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
論
理
に
な
る
。 

 

（
３
）
の
「
あ
り
き
」
は
、
詠
み
手
が
「
直
接
体
験
」
し
た
こ
と
の
な
い
遠
い
過
去
の
事
態
で
あ
る
が
、

「
何
ら
か
の
権
威
に
よ
っ
て
事
実
と
さ
れ
て
い
る
過
去
」
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
直
接
体
験
」
し
た

こ
と
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
キ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。 
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し
か
し
、
歌
意
を
考
え
て
み
る
と
、「
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
知
ら
な
い
が
」
と
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
っ

て
、「
権
威
あ
る
事
実
を
そ
れ
と
し
て
あ
ら
た
ま
っ
て
述
べ
る
」
と
い
う
詠
み
手
の
態
度
と
表
現
内
容
が
そ

ぐ
わ
な
い
。
あ
る
い
は
、
不
定
の
意
味
に
お
い
て
は
事
情
が
変
わ
っ
て
く
る
と
す
れ
ば
、
先
行
研
究
の
立
場

を
通
す
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
、「
直
接
体
験
し
た
」
と
い
う
意
味
そ
の
も

の
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
、
そ
れ
は
も
は
や
、
先
行
研
究
の
立
場
を
根
本
か
ら
変
更
す
る
こ
と
に

な
る
は
ず
で
あ
る
。（
３
）
に
つ
い
て
も
や
は
り
、
キ
が
果
た
し
て
い
る
機
能
は
、
過
去
を
表
わ
す
と
い
う

こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

以
上
の
議
論
か
ら
、
本
研
究
の
検
討
範
囲
で
は
、
キ
の
基
本
的
な
意
味
・
機
能
は
「
事
態
の
生
起
を
直
接

体
験
し
た
と
い
う
こ
と
の
マ
ー
カ
ー
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
根
本
に
据
え
た
論
理
を
通
す
こ
と
に
無
理

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
キ
は
人
の
一
生
の
ス
ケ
ー
ル
に
縛
ら
れ
な
い
範
囲
の
過
去
を
射

程
に
入
れ
る
、
か
つ
、
直
接
体
験
し
て
い
な
い
こ
と
を
過
去
の
事
態
と
し
て
断
定
的
に
述
べ
た
て
る
こ
と
は

ふ
つ
う
し
な
い
と
い
う
立
場
に
立
て
ば
自
然
な
説
明
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
た
。 

 

次
に
、
残
り
の
、
キ
が
「
今
日
中
の
過
去
」
を
指
さ
な
い
と
い
う
説
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
い
。 

「
中
納
言
」
を
用
い
、『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』
で
、
短
単
位
検
索
、「
キ
ー
、
語
彙
素
：
今
日
」「
後
方

共
起
１
、
キ
ー
か
ら
一
〇
語
以
内
、
語
彙
素
：
きA

N
D

品
詞
の
大
分
類
が
助
動
詞
」
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、

二
〇
件
ヒ
ッ
ト
し
た1

3

。 

 

そ
の
内
、「
今
日
」
が
キ
を
含
む
句
に
係
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
二
例
確
認
さ
れ
た1

4

。 

 

（
４
）
今
日
降
り
し
（
零
之
）
雪
に
競
ひ
て
我
が
や
ど
の
冬
木
の
梅
は
花
咲
き
に
け
り
（
万
葉
集
・
巻
第
八
・

一
六
四
九
） 

（
５
）
か
な
ら
ず
今
日
奉
る
べ
き
と
思
し
け
る
御
下
襲
は
、
色
も
織
り
ざ
ま
も
世
の
常
な
ら
ず
心
こ
と
な
る

を
、
か
ひ
な
く
や
は
と
て
着
か
へ
た
ま
ふ
。
来
ざ
ら
ま
し
か
ば
口
惜
し
う
思
さ
ま
し
と
心
苦
し
。
御
返
り
に

は
、「
春
や
来
ぬ
る
と
も
ま
づ
御
覧
ぜ
ら
れ
に
な
ん
参
り
は
べ
り
つ
れ
ど
、
思
ひ
た
ま
へ
出
で
ら
る
る
こ
と

多
く
て
、
え
聞
こ
え
さ
せ
は
べ
ら
ず
、 

あ
ま
た
年
今
日
あ
ら
た
め
し
色
ご
ろ
も
き
て
は
涙
ぞ
ふ
る
心
地
す
る 

（
源
氏
物
語
・
葵
） 
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こ
れ
ら
の
用
例
に
見
ら
れ
る
「
降
り
し
」「
あ
ら
た
め
し
」
と
い
う
事
態
は
、
リ
ア
ル
な
も
の
（
＝
キ
を

述
べ
る
話
者
や
詠
み
手
の
い
る
世
界
の
時
間
軸
に
定
位
す
る
も
の
）
で
あ
り
、
詠
み
手
か
ら
見
た
「
今
日
」

中
の
「
過
去
」
で
あ
る
だ
ろ
う
。 

短
単
位
検
索
、「
キ
ー
、
語
彙
素
：
今
朝
」「
後
方
共
起
１
、
キ
ー
か
ら
一
〇
語
以
内
、
語
彙
素
：
きA

N
D

品
詞
の
大
分
類
が
助
動
詞
」
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
六
件
ヒ
ッ
ト
し
た
。
そ
の
内
、「
今
朝
」
が
キ
を
含
む

句
に
係
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
四
例
確
認
さ
れ
た
。 

 

（
６
）
含
め
り
と
言
ひ
し
梅
が
枝
今
朝
降
り
し
（
零
四
）
沫
雪
に
あ
ひ
て
咲
き
ぬ
ら
む
か
も
（
万
葉
集
・
巻

第
八
・
一
四
三
六
） 

（
７
）
言
繁
き
里
に
住
ま
ず
は
今
朝
鳴
き
し
（
鳴
之
）
雁
に
た
ぐ
ひ
て
行
か
ま
し
も
の
を
（
万
葉
集
・
巻
第

八
・
一
五
一
五
） 

（
８
）
今
朝
の
朝
明
雁
が
音
寒
く
聞
き
し
（
聞
之
）
な
へ
野
辺
の
浅
茅
そ
色
付
き
に
け
る
（
万
葉
集
・
巻
第

八
・
一
五
四
〇
） 

（
９
）
今
朝
鳴
き
て
行
き
し
（
行
之
）
雁
が
音
寒
み
か
も
こ
の
野
の
浅
茅
色
付
き
に
け
る
（
万
葉
集
・
巻
第

八
・
一
五
七
八
） 

  

こ
れ
ら
も
詠
み
手
か
ら
見
た
「
今
日
」
中
の
「
過
去
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

用
例
数
と
し
て
は
、
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
キ
が
「
今
日
中
の
過
去
」
を
指
す
も
の
は
見
つ
け
ら
れ
る
。

上
代
・
中
古
の
キ
は
い
わ
ゆ
る
近
過
去
も
指
す
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
。 

 

最
後
に
、
こ
の
節
の
ま
と
め
と
し
て
、
キ
の
テ
ン
ス
的
意
味
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
示
し
た
い
。

キ
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
過
去
的
な
も
の
」
な
い
し
「
回
想
的
な
も
の
」
を
表
現
す
る
形
式
と
し
て
考
え
ら
れ
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
テ
ン
ス
範
疇
の
形
式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
第
一
章
で
示
し
た
よ
う
に
、
コ
ム

リ
ー
（
一
九
八
五
）
の
テ
ン
ス
モ
デ
ル
を
よ
り
具
体
的
な
レ
ベ
ル
に
落
と
し
込
む
形
で
、
モ
デ
ル
化
を
行
う
。 

ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
レ
ベ
ル
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
か
と
い
う
と
、
第
一
章
で
示
し
た
よ
う
に
、「
時

間
軸
」
お
よ
び
「
基
準
時
」
が
言
語
使
用
者
の
認
識
に
よ
っ
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
、

ま
ず
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
整
理
す
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、「
時
間
軸
」
が
当
該
言
語
使
用
者
に

と
っ
て
の
現
実
世
界
の
時
間
軸
と
同
じ
も
の
で
、「
基
準
時
」
が
発
話
時
で
、「
ひ
と
ま
と
ま
り
の
事
態
も
し

く
は
事
態
の
開
始
点
」
が
発
話
時
よ
り
も
前
の
ど
こ
か
だ
っ
た
場
合
、
た
だ
一
つ
の
テ
ン
ス
的
把
握
が
行
な
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わ
れ
る
わ
け
で
、
こ
の
例
は
、
一
般
的
に
は
、「
絶
対
テ
ン
ス
」
の
「
過
去
」
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
ま

た
、
例
え
ば
、「
時
間
軸
」
が
当
該
言
語
使
用
者
に
と
っ
て
の
仮
想
世
界
の
時
間
軸
と
同
じ
も
の
で
、「
基
準

時
」
が
主
節
時
で
、「
ひ
と
ま
と
ま
り
の
事
態
も
し
く
は
事
態
の
開
始
点
」
が
主
節
時
よ
り
も
前
の
ど
こ
か

だ
っ
た
場
合
も
、
た
だ
一
つ
の
テ
ン
ス
的
把
握
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
、
こ
の
例
は
、
一
般
的
に
は
、「
相
対

テ
ン
ス
」
の
「
過
去
」
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。「
時
間
軸
」
は
、「
現
実
世
界
の
時
間
軸
」
と
「
非
現
実
世

界
の
時
間
軸
」
が
あ
り
え
る
。「
基
準
時
」
は
「
発
話
時
」
や
「
主
節
時
」
が
あ
り
え
る
。 

 

（

10

）
か
か
ら
む
と
か
ね
て
知
り
せ
（
知
勢
婆
）
ば
大
御
船
泊
て
し
泊
ま
り
に
標
結
は
ま
し
を
（
万
葉
集
・

巻
第
二
・
一
五
一
） 

（

11

）
古
の
小
竹
田
壮
士
の
妻
問
ひ
し
（
妻
問
石
）
菟
原
処
女
の
奥
つ
城
ぞ
こ
れ
（
万
葉
集
・
巻
第
九
・

一
八
〇
二
） 

（

12

）
さ
は
れ
、
よ
ろ
づ
に
こ
の
世
の
こ
と
は
あ
い
な
く
思
ふ
を
、
去
年
の
春
、
呉
竹
植
ゑ
む
と
て
乞
ひ

し
を
、
こ
の
ご
ろ
「
奉
ら
む
」
と
言
へ
ば
、「
い
さ
や
、
あ
り
も
遂
ぐ
ま
じ
う
思
ひ
に
た
る
世
の
中
に
、
心

な
げ
な
る
わ
ざ
を
や
し
お
か
む
」
と
言
へ
ば
、「
い
と
心
せ
ば
き
御
こ
と
な
り
。（
蜻
蛉
日
記
） 

（

13

）
含
め
り
と
言
ひ
し
梅
が
枝
今
朝
降
り
し
（
零
四
）
沫
雪
に
あ
ひ
て
咲
き
ぬ
ら
む
か
も
（
万
葉
集
・

巻
第
八
・
一
四
三
六
） 

  

（

11

）
は
キ
使
用
者
の
「
基
準
時
」
か
ら
見
て
人
の
一
生
を
超
え
る
ス
ケ
ー
ル
の
遠
距
離
過
去
、（

12

）

は
キ
使
用
者
の
「
基
準
時
」
か
ら
見
て
人
の
一
生
に
収
ま
る
が
今
日
以
前
の
中
距
離
過
去
、（

13

）
は
キ
使

用
者
の
「
基
準
時
」
か
ら
見
て
今
日
中
に
収
ま
る
近
距
離
過
去
で
あ
る
。「
基
準
時
」
は
、
キ
使
用
者
が
当

該
表
現
を
行
な
っ
た
時
で
あ
り
、「
発
話
時
」
や
「
詠
唱
時
」、「
記
述
時
」
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
の
時

間
軸
は
、
キ
使
用
者
か
ら
見
た
「
現
実
世
界
」
の
時
間
軸
と
同
一
と
な
る
。 

 

（

10

）
と
（

11

）（

12

）（

13

）
と
の
違
い
は
、「
非
現
実
的
な
時
間
軸
」
に
定
位
す
る
も
の
か
、「
現

実
的
な
時
間
軸
」
に
定
位
す
る
も
の
か
と
い
う
違
い
で
あ
る
。（

10

）
は
反
実
仮
想
の
表
現
で
あ
り
、
表
現

者
に
と
っ
て
の
現
実
世
界
で
は
な
く
、
可
能
世
界
の
時
間
軸
に
お
け
る
「
基
準
時
」
か
ら
見
た
「
過
去
」
に

「
知
り
せ
」
が
定
位
さ
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
現
実
的
」
と
い
う
の
は
、「
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
」
と
同
義
で
、

「
非
現
実
的
な
」
と
い
う
の
は
、「
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
」
と
同
義
で
あ
る
。 
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以
上
の
議
論
か
ら
、
キ
は
、「
基
準
時
」
か
ら
見
た
過
去
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、「
時
間
軸
」
は
「
現

実
的
な
時
間
軸
」
も
「
非
現
実
的
な
時
間
軸
」
も
あ
り
う
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
現
実
的
な
時
間
軸
」
の

場
合
、「
基
準
時
」
は
、「
発
話
時
」
や
「
詠
唱
時
」、「
記
述
時
」
が
あ
り
え
、「
非
現
実
的
な
時
間
軸
」
の

場
合
、「
基
準
時
」
は
、
反
実
仮
想
に
よ
る
「
可
能
世
界
の
基
準
時
」
と
な
る
。 

            

二
．
四 

ケ
リ
に
関
す
る
問
題
の
導
出 

ケ
リ
の
意
味
が
他
か
ら
得
た
情
報
を
「
回
想
」
す
る
と
い
う
「
伝
承
回
想
」
論
は
、
細
江
（
一
九
三
二
）

に
端
を
発
す
る
が
、
そ
の
後
の
研
究
で
は
、
追
認
す
る
も
の
と
批
判
す
る
も
の
が
あ
る
。
中
西
（
一
九
八
二
）

は
、
ケ
リ
に
つ
い
て
、「
人
々
に
よ
っ
て
今
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
古
に
あ
り
け
る
こ
と
」
を
回
想
す
る
も

の
」、「
今
に
お
け
る
気
づ
き
」
と
し
、「
も
の
ご
と
の
真
実
の
あ
り
様
を
自
覚
す
る
」
こ
と
が
本
質
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
更
に
、
中
西
（
一
九
六
三
、
一
九
九
六
）
は
、
ケ
リ
の
用
法
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。 

 ケ
リ 

伝
承
回
想 

間
接
的
回
想 

 
 

 

気
付
き 

 
 

 

確
信
的
な
判
断 

 
 

 

一
般
的
判
断 

 

過去    基準時     未来 

 

図 2 キのモデル 

キ 
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ま
た
、
宇
都
宮
（
一
九
九
七
）
は
、
ケ
リ
＝
伝
承
回
想
説
を
正
し
い
と
し
、『
海
道
記
』
の
分
析
を
行
っ

て
い
る
。 

 

ケ
リ
＝
「
伝
承
回
想
」
論
に
批
判
的
な
研
究
は
多
い
が
、
例
え
ば
、
山
口
明
穂
（
一
九
九
六
）
が
平
安
期

の
用
例
に
つ
い
て
、
ケ
リ
は
、「
現
在
の
事
実
を
も
と
に
過
去
を
思
う
も
の
」
と
説
明
し
、
鈴
木
泰
（
一
九

八
四
）
や
、
井
島
（
二
〇
〇
五
）
も
違
う
形
で
ケ
リ
の
説
明
を
し
て
お
り
、「
伝
承
回
想
」
論
の
弱
さ
＝
例

外
用
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

 

次
に
、「
継
続
」
用
法
が
あ
っ
た
と
い
う
先
行
研
究
を
確
認
す
る
。 

ケ
リ
に
つ
い
て
、
関
根
（
一
八
九
一
）
は
、「
過
ぎ
去
り
し
動
作
の
今
ま
で
続
き
て
存
せ
る
に
云
ひ
」
と

述
べ
、
吉
田
（
一
九
三
〇
）
は
、「
過
去
を
現
在
へ
継
続
的
に
又
動
作
作
用
を
連
続
的
に
叙
述
す
る
に
用
ふ

る
」
と
述
べ
、
新
井
（
一
九
三
三
）
は
、「
過
去
の
動
作
が
現
在
に
存
続
す
る
助
辞
」
と
し
て
い
る
。
北
条

（
一
九
七
〇
）
は
、「
継
承
態
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

新
井
（
一
九
三
三
）
は
、 

 

単
に
「
け
り
」
を
過
去
辞
と
称
す
る
け
れ
ど
、
時
の
標
準
と
な
る
べ
き
自
己
の
現
在
的
立
場
よ
り
以
前

の
動
作
的
事
実
が
、
諸
種
の
形
態
と
結
果
を
齎
し
て
眼
前
に
到
達
し
現
存
す
る
意
義
を
成
す
か
ら
、
過

去
の
動
作
が
現
在
に
存
続
す
る
助
辞
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。（
八
三
頁
） 

 

と
し
て
お
り
、
ま
た
、
時
枝
（
一
九
五
四
）
は
、
過
去
の
動
作
・
作
用
が
現
在
に
及
ぶ
と
い
う
も
の
だ
け
で

は
な
く
、
現
在
に
ま
で
は
及
ば
な
い
例
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
継
続
し
た
事
実
の
判
断
」
に
用

い
ら
れ
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。 

 

「
け
り
」
は
、「
あ
り
」
の
複
合
し
た
「
た
り
」「
り
」
と
同
様
に
、
過
去
に
始
ま
つ
た
動
作
作
用
が
継

続
し
て
ゐ
る
事
実
の
判
断
に
用
ゐ
ら
れ
、
そ
の
継
続
が
、
過
去
に
お
い
て
消
滅
し
た
か
、
な
ほ
現
在
（
話

手
の
立
場
に
お
け
る
）
に
及
ん
で
ゐ
る
か
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
回
想
の
助
動
詞
と
す
る
説
と
、
現
在
を

表
は
す
説
と
に
分
れ
る
が
、
主
要
な
点
は
、
継
続
し
た
事
実
の
判
断
に
用
ゐ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
つ
て
、

過
去
に
属
す
る
か
、
現
在
に
属
す
る
か
は
、
問
題
で
な
い
や
う
で
あ
る
。（
一
六
五
頁
） 

 

こ
れ
に
つ
い
て
、「
過
去
よ
り
現
在
に
及
ぶ
回
想
さ
れ
た
事
実
の
判
断
に
用
ゐ
ら
れ
た
」
例
と
し
て
、 
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 ○
昔
よ
り
言
ひ
け
る
こ
と
の
韓
国
の
辛
く
も
こ
こ
に
別
れ
す
る
か
も
（
万
葉
集
・
巻
第
一
五
・
三
六
九
五
） 

 

を
挙
げ
、
次
の
「
住
み
け
る
」
に
つ
い
て
は
、
「
事
実
は
継
続
し
た
事
実
で
あ
る
が
、
全
く
過
去
に
属
し
」

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

○
常
磐
な
す
岩
屋
は
今
も
あ
り
け
れ
ど
住
み
け
る
（
住
家
類
）
人
そ
常
な
か
り
け
る
（
万
葉
集
・
巻
第
三
・

三
〇
八
） 

  

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
過
去
か
ら
現
在
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い
る
」
も
の
は
、「
継
続
」
だ
と
い

う
ラ
ベ
ル
を
貼
る
こ
と
が
で
き
て
も
、「
現
在
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
」
も
の
に
は
、「
継
続
」
だ
と
い
う
ラ

ベ
ル
を
貼
っ
て
よ
い
も
の
か
否
か
、
判
断
の
仕
様
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
事
態
が
「
過
去
か
ら

現
在
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い
る
」
場
合
は
、
そ
の
「
継
続
」
と
い
う
要
素
を
重
視
し
て
「
継
続
」
と
い
う

ラ
ベ
ル
を
貼
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
事
態
が
「
現
在
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
」
場
合
に
は
、

そ
の
事
態
が
過
去
に
生
起
し
た
こ
と
だ
け
を
言
っ
て
い
て
特
別
「
継
続
」
の
意
味
合
い
は
な
い
の
か
、
そ
れ

と
も
過
去
に
継
続
し
て
い
た
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
の
か
、
判
断
の
仕
様
が
な
い
。 

 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
北
条
（
一
九
七
〇
）、
春
日
政
治
（
一
九
四
二
）
が
、
継
続
的
意
味
を
表
わ
す

タ
リ
が
、
後
世
過
去
的
意
味
を
表
わ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
と
似
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し

て
お
り
、
す
な
わ
ち
、
も
と
も
と
「
継
続
」
と
い
う
意
味
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
「
過
去
」
の
意
味
に
転
じ
て

い
っ
た
（「
過
去
」
の
意
味
も
併
せ
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
）
の
で
あ
っ
て
、
確
認
で
き
る
用
例
の
最

も
古
い
時
期
に
は
、
既
に
二
つ
の
意
味
・
機
能
が
共
存
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。 

山
口
佳
紀
（
一
九
八
五
）
は
、
ケ
リ
が
も
と
も
と
は
「
継
続
的
存
在
」
だ
っ
た
と
い
う
説
に
賛
成
し
て
お

り
、
確
認
の
意
味
を
含
め
て
上
代
の
ケ
リ
用
法
を
次
の
六
つ
に
分
類
し
て
い
る
（
五
一
二
～
五
一
三
頁
）
。 

 

①
超
時
的
事
態
（
状
態
）
を
、
初
め
て
気
づ
い
た
こ
と
、
改
め
て
痛
感
し
た
こ
と
と
し
て
述
べ
る
。 

隼
人
の
瀬
戸
の
巌
も
鮎
走
る
吉
野
の
滝
に
な
ほ
及
か
ず
け
り
（
不
及
家
里
）（
万
葉
集
・
巻
第
六
・
九
六
〇
） 

み
や
び
を
に
我
は
あ
り
け
り
（
有
家
里
）
や
ど
貸
さ
ず
帰
し
し
我
そ
み
や
び
を
に
は
あ
る
（
万
葉
集
・
巻
第

二
・
一
二
七
） 
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②
恒
常
的
事
態
を
、
初
め
て
気
づ
い
た
こ
と
、
改
め
て
痛
感
し
た
こ
と
と
し
て
述
べ
る
。 

…
…

天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
照
る
月
も
満
ち
欠
け
し
け
り
あ
し
ひ
き
の
山
の
木
末
も
春
さ
れ
ば
花
咲
き

に
ほ
ひ
秋
付
け
ば
露
霜
負
ひ
て
風
交
じ
り
黄
葉
散
り
け
り
（
落
家
利
）…

…

（
万
葉
集
・
巻
第
一
九
・
四
一

六
〇
） 

 

③
過
去
に
起
こ
っ
て
結
果
の
残
っ
て
い
る
動
作·

作
用
を
、
初
め
て
気
づ
い
た
こ
と
と
し
て
述
べ
る
。 

家
に
来
て
我
が
屋
を
見
れ
ば
玉
床
の
外
に
向
き
け
り
（
向
来
）
妹
が
木
枕
（
万
葉
集
・
巻
第
二
・
二
一
六
） 

田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
ま
白
に
そ
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る
（
零
家
留
）（
万
葉
集
・
巻
第

三
三
一
八
） 

 

④
過
去
に
起
こ
っ
た
動
作
・
作
用
を
、
初
め
て
気
づ
い
た
こ
と
と
し
て
述
べ
る
。 

我
が
大
君
天
知
ら
さ
む
と
思
は
ね
ば
凡
に
そ
見
け
る
（
見
絡
流
）
和
束
柚
山
（
万
葉
集
・
巻
第
三
・
四
七
六
） 

ま
す
ら
を
と
思
へ
る
も
の
を
大
刀
き
て
可
波
の
田
居
に
芹
そ
摘
み
け
る
（
都
美
家
流
）（
万
葉
集
・
巻
第
二

〇
・
四
四
五
六
） 

 

⑤
過
去
ま
た
は
現
在
の
事
態
の
原
因
・
理
由
に
気
づ
い
て
、
事
態
の
必
然
性
に
初
め
て
納
得
し
た
こ
と
を
表

わ
す
。 

朝
髪
の
思
ひ
乱
れ
て
か
く
ば
か
り
な
ね
が
恋
ふ
れ
そ
夢
に
見
え
け
る
（
所
見
家
留
）（
万
葉
集
・
巻
第
四
・

七
二
一
四
） 

嘆
き
つ
つ
ま
す
ら
を
の
こ
の
恋
ふ
れ
こ
そ
我
が
結
ふ
髪
の
潰
ち
て
ぬ
れ
け
れ
（
奴
礼
計
礼
）（
万
葉
集
・
巻

第
一
二
・
一
一
八
） 

 

⑥
過
去
の
事
態
を
伝
聞
と
し
て
述
べ
る
。 

…

も
も
し
き
の
大
宮
人
の
罷
り
出
て
漕
ぎ
け
る
（
栃
来
）
舟
は
棹
梶
も
な
く
て
さ
ぶ
し
も
漕
が
む
と
思
へ
ど

（
万
葉
集
・
巻
第
三
・
二
六
〇
） 

鶏
が
鳴
く
東
の
国
に
古
に
あ
り
け
る
（
有
家
留
）
こ
と
と
今
ま
で
に
絶
え
ず
言
ひ
け
る
葛
飾
の
真
間
の
手
児

名
が
麻
衣
に
青
衿
着
け…

（
万
葉
集
・
巻
第
九
・
一
八
〇
七
） 
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そ
し
て
、
山
口
佳
紀
（
一
九
八
五
）
は
、
こ
れ
ら
の
用
例
分
類
に
つ
い
て
、 

 

今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
、
或
い
は
意
識
し
て
な
か
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
意
識
す

る
と
い
う
共
通
の
意
味
合
い
が
感
取
さ
れ
る
。
ケ
リ
に
そ
う
し
た
用
法
の
あ
る
こ
と
は
、
従
来
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
た
所
で
あ
る 

 

と
述
べ
る
。 

ケ
リ
は
、
も
と
も
と
継
続
的
な
意
味
だ
っ
た
と
い
う
話
を
す
る
た
め
に
こ
の
用
法
分
類
を
し
た
は
ず
だ

が
、
一
つ
一
つ
取
り
上
げ
て
説
明
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
⑥
だ
け
過
去
に
限
ら
れ
た
も
の
で
、
④
か
ら

展
開
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
い
う
言
及
は
あ
る
。 

 

用
例
が
得
ら
れ
る
時
代
よ
り
も
昔
の
こ
と
は
何
と
も
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
用
例
が
得
ら
れ

る
時
代
以
降
、
少
な
く
と
も
外
形
上
は
、「
過
去
か
ら
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る
事
柄
」
と
「
過
去
に
生
起

し
現
在
は
も
う
な
い
事
柄
」
の
両
方
を
カ
バ
ー
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
本
研
究
で
は
、

事
態
の
開
始
が
非
未
来
に
位
置
付
く
と
い
う
形
で
、
テ
ン
ス
形
式
と
し
て
モ
デ
ル
化
が
で
き
る
こ
と
に
は

な
る
。
従
っ
て
、「
継
続
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
立
ち
入
ら
な

い
こ
と
に
す
る
。 

 

次
に
、
ケ
リ
に
未
来
を
指
す
用
法
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
議
論
を
見
る
。 

山
岸
（
一
九
四
〇
）
は
、
ケ
リ
に
「
未
来
」
用
法
を
認
め
て
い
る
。
未
来
の
事
象
を
取
り
上
げ
て
、
ケ
リ

を
使
う
も
の
も
少
数
な
が
ら
あ
る
と
し
、
次
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。 

 ○
式
部
卿
宮
、
明
け
ん
年
ぞ
、
五
十
に
な
り
給
ひ
け
る
（
源
氏
物
語
・
乙
女
） 

 

こ
れ
に
対
し
、
山
口
明
穂
（
一
九
九
六
）
は
、
時
を
示
す
副
詞
成
分
の
指
定
と
述
語
の
時
は
、
古
語
の
場

合
は
一
致
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
と
他
に
も
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
。 

 

○
「
あ
き
ら
け
き
鏡
に
あ
へ
ば
過
ぎ
に
し
も
今
ゆ
く
末
の
こ
と
も
見
え
け
り
」（
大
鏡
） 

○…
…

永
き
世
に
あ
り
け
る
（
有
家
留
）
も
の
を
世
の
中
の…

…

（
万
葉
集
・
巻
第
九
・
一
七
四
〇
） 
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木
之
下
（
一
九
六
四
）
も
、
ケ
リ
が
未
来
を
表
わ
す
と
す
る
説
を
批
判
す
る
。「…

…

未
来
時
の
事
象
に

「
け
り
」
を
用
い
る
と
い
う
意
見
に
は
従
え
な
い
。
山
岸
博
士
や
竹
岡
氏
が
、「
け
り
」
が
未
来
時
の
事
象

に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。（
九
～
一
〇
頁
）
」
と
し
、
次
の
用
例
を
挙

げ
て
い
る
。 

 

○
式
部
卿
の
宮
、
明
け
む
年
ぞ
五
十
に
な
り
給
ひ
け
る
。（
源
氏
物
語
・
乙
女
） 

○
昨
日
今
日
と
思
ひ
給
ふ
る
程
に
、
御
は
て
も
や
う
や
う
近
う
な
り
待
り
に
け
り
（
源
氏
物
語
・
幻
） 

○
よ
か
め
り
。
憎
げ
に
押
し
立
ち
け
る
こ
と
な
ど
は
あ
る
ま
じ
か
め
り
（
源
氏
物
語
・
若
菜
上
） 

  

た
し
か
に
、
例
え
ば
「
五
十
に
な
り
給
ひ
け
る
」
と
い
う
の
は
、
地
の
文
で
あ
り
、
物
語
で
語
ら
れ
る
内

容
を
過
去
の
も
の
と
し
て
扱
う
語
り
手
の
視
点
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
れ
ば
、
ケ
リ
は

過
去
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。「
御
は
て
も
や
う
や
う
近
う
な
り
待
り
に
け
り
」
と
い
う

の
は
、「
御
は
て
」
が
発
話
時
か
ら
見
て
未
来
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ケ
リ
は
あ
く
ま
で
「
近
う
な
り
待
り

に
」
に
接
続
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
事
態
そ
の
も
の
は
過
去
に
生
起
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
が
自
然

で
あ
る
。「
今
は
ま
だ
近
く
な
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
押
し
立
ち
け
る
」

は
、
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
で
は
、
ケ
リ
で
な
く
タ
リ
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
不
審
な
用
例
で
あ
る
。 

 

ケ
リ
に
特
別
、
未
来
の
意
味
・
機
能
が
あ
っ
た
と
は
認
め
が
た
い
。 

 

以
上
の
言
及
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ケ
リ
の
モ
デ
ル
化
を
行
う
。 

 

二
．
五 

ケ
リ
の
モ
デ
ル
化 

 

ケ
リ
は
、
様
々
な
先
行
研
究
で
そ
の
意
味
・
機
能
、
あ
る
い
は
用
法
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

中
か
ら
、
本
研
究
の
目
的
上
、
立
場
を
決
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ケ
リ
を
テ
ン
ス
の
範
疇

で
捉
え
て
も
問
題
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

鈴
木
（
二
〇
〇
九
：
三
八
一
）
は
、
ケ
リ
を
テ
ン
ス
に
入
れ
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
た
だ
、

次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。 

 

ツ
・
ヌ
形
、
キ
形
、
ケ
リ
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
で
き
ご
と
を
時
間
軸
上
に
な
ら
べ
る
と
、
発
話
時
を
基

準
に
す
る
と
、
そ
の
日
の
あ
け
が
た
ま
で
が
ツ
・
ヌ
形
、
昨
夜
以
前
か
ら
ほ
ぼ
人
間
の
一
生
の
範
囲
内
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ま
で
が
キ
形
、
人
間
の
一
生
の
範
囲
を
こ
え
た
そ
れ
よ
り
以
前
は
ケ
リ
形
で
表
わ
さ
れ
る
と
い
う
分

担
が
一
見
成
立
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
過
去
で
も
キ
形
で
は
表
せ
な
い
は
る
か
と
お

い
過
去
の
で
き
ご
と
を
ケ
リ
形
が
あ
ら
わ
す
の
は
、
伝
承
や
物
語
り
な
ど
に
依
拠
し
て
そ
の
内
容
を

と
り
あ
げ
る
と
い
う
、
あ
と
で
の
べ
る
よ
う
に
ケ
リ
形
の
〈
言
及
〉
の
用
法
と
し
て
説
明
す
る
の
が
適

当
で
あ
っ
て
、
単
純
に
時
間
軸
上
の
位
置
の
問
題
と
し
て
は
処
理
で
き
な
い
。
鈴
木
（
二
〇
〇
九
：
三

八
一
） 

  

ケ
リ
の
持
つ
本
質
的
な
意
味
・
機
能
は
、
あ
く
ま
で
テ
ン
ス
と
は
違
う
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
に
は
テ
ン

ス
の
形
式
と
し
て
は
認
め
て
い
な
い
と
い
う
程
度
で
あ
ろ
う
か
。 

鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
の
立
場
は
さ
て
お
き
、
本
研
究
で
は
、
た
と
え
ケ
リ
の
本
質
的
意
味
・
機
能
が
テ
ン

ス
と
は
違
う
範
疇
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ケ
リ
を
テ
ン
ス
の
枠
組
み
の
中
で
捉
え
る
と
い
う
立
場
を
と
る

こ
と
に
し
た
い 

。
そ
れ
は
、
た
と
え
消
極
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ケ
リ
は
非
未
来
の
事
態
を
言
う
際
に

用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
テ
ン
ス
体
系
の
全
体
像
を
描
こ
う
と
い
う
場
合
に
は
、
含

ま
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。 

 

ケ
リ
が
現
れ
て
い
る
と
き
、
表
現
主
体
が
事
象
を
認
識
し
た
時
点
は
事
象
が
生
起
し
た
時
点
よ
り
も

後
。
た
だ
し
、
事
象
が
生
起
後
に
も
継
続
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
同
時
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も

あ
る
。
そ
の
場
合
に
も
表
現
主
体
は
認
識
し
た
時
点
よ
り
も
事
象
の
生
起
時
点
の
方
が
前
だ
と
意
識

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
加
藤
一
九
九
八
：
二
一
〇
） 

 

ケ
リ
が
非
未
来
の
事
態
を
言
う
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。
本
研
究
の

対
象
と
す
る
用
例
に
お
い
て
も
こ
れ
は
適
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
研
究
の
想
定
す
る
テ

ン
ス
の
枠
組
み
に
も
適
合
す
る
。「
表
現
主
体
が
事
象
を
認
識
し
た
時
点
は
事
象
が
生
起
し
た
時
点
よ
り
も

後
」
と
い
う
規
定
は
、
ケ
リ
使
用
者
の
認
識
レ
ベ
ル
で
「
基
準
時
か
ら
見
て
、
事
態
が
時
間
的
に
ど
こ
に
位

置
付
け
ら
れ
る
か
を
表
わ
し
わ
け
る
」
こ
と
に
あ
て
は
ま
る
。
と
り
も
な
お
さ
ず
、
本
研
究
の
言
う
テ
ン
ス

の
マ
ー
カ
ー
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。 
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先
の
言
及
に
賛
成
し
た
上
で
、
本
研
究
の
方
法
に
従
っ
た
記
述
を
行
な
う
。
具
体
的
に
は
、
用
例
に
あ
た

り
な
が
ら
、
ケ
リ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
事
態
と
時
間
軸
お
よ
び
基
準
時
と
の
関
係
性
、
時
間
軸
お
よ

び
基
準
時
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
記
述
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

（
１
４
）
右
大
臣
住
ま
ず
な
り
に
け
れ
ば
、
か
の
昔
お
こ
せ
た
り
け
る
文
ど
も
を
と
り
集
め
て
返
す
と
て
、

よ
み
て
お
く
り
け
る
（
古
今
和
歌
集
・
七
三
六
・
詞
書
） 

（

15

）
む
か
し
、
た
け
と
り
の
翁
と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
。（
竹
取
物
語
） 

（

16

）
式
部
卿
の
親
王
、
閑
院
の
五
の
御
子
に
住
み
わ
た
り
け
る
を
、
い
く
ば
く
も
あ
ら
で
女
御
子
の
身

ま
か
り
に
け
る
時
に
、
か
の
御
子
の
住
み
け
る
帳
の
か
た
び
ら
の
紐
に
文
を
結
ひ
つ
け
た
り
け
る
を
と
り

て
見
れ
ば
、
昔
の
手
に
て
こ
の
歌
を
な
む
書
き
つ
け
た
り
け
る
（
古
今
和
歌
集
・
八
五
七
・
詞
書
） 

（

17

）
昔
よ
り
言
ひ
け
る
（
伊
比
祁
流
）
こ
と
の
韓
国
の
辛
く
も
こ
こ
に
別
れ
す
る
か
も
（
万
葉
集
・
巻

第
一
五
・
三
六
九
五
） 

（

18

）
今
の
世
に
も
昔
の
世
に
も
、
こ
の
皮
は
、
た
や
す
く
な
き
物
な
り
け
り
。（
竹
取
物
語
） 

  

（

14

）（

15

）
の
場
合
、
ケ
リ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
事
態
は
、
書
き
手
の
「
記
述
時
」
を
「
基

準
時
」
と
考
え
て
、
そ
れ
よ
り
過
去
の
事
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
遠
い
昔
の
出
来
事
を
記

述
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
作
り
話
を
す
る
場
合
、「
遠
い
昔
」
と
し
な
が
ら
、
可
能
世
界
を
想
定
し
、「
非
現

実
的
な
時
間
軸
」
に
事
態
を
定
位
す
る
こ
と
も
で
き
る
。 

 

（

16

）
は
、
時
間
的
な
距
離
は
わ
か
ら
な
い
が
、
先
と
同
じ
く
、
書
き
手
の
「
記
述
時
」
を
「
基
準
時
」

と
考
え
て
、
そ
れ
よ
り
過
去
の
事
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（

17

）
の
場
合
、
習
慣
的
に
「
昔
」
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、

「
昔
」
か
ら
現
在
近
く
に
わ
た
る
範
囲
が
射
程
と
な
っ
て
い
る
。 

 

（

18

）
は
、
ほ
と
ん
ど
発
話
時
現
在
と
捉
え
ら
れ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
加
藤
（
一
九
九
八
）
の
い

う
「
事
象
が
生
起
後
に
も
継
続
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
同
時
と
考
え
ら
れ
る
場
合
」
に
あ
て
は
ま
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

ケ
リ
が
表
わ
す
過
去
の
範
囲
は
、「
基
準
時
」
よ
り
過
去
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
キ
と
は
違
っ

て
、
事
態
が
現
在
も
続
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。 
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以
上
の
議
論
か
ら
、
ケ
リ
は
、「
基
準
時
」
か
ら
見
た
過
去
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
が
、
事
態
の
生
起
時

点
が
過
去
に
位
置
づ
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
キ
と
は
違
っ
て
、「
基
準
時
」
に
あ
っ
て
も
事
態

が
続
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
。「
時
間
軸
」
は
「
現
実
的
な
時
間
軸
」
も
「
非
現
実
的
な
時
間
軸
」
も
あ
り

う
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
現
実
的
な
時
間
軸
」
の
場
合
、「
基
準
時
」
は
、「
発
話
時
」
や
「
詠
唱
時
」、「
記

述
時
」
が
あ
り
え
、「
非
現
実
的
な
時
間
軸
」
の
場
合
、「
基
準
時
」
は
、
想
像
に
よ
る
「
可
能
世
界
の
基
準

時
」
と
な
る
。 

            

二
．
五
．
一 

「
あ
な
た
な
る
場
」
と
本
モ
デ
ル
と
の
関
係 

竹
岡
（
一
九
六
三
）
は
、「
あ
な
た
な
る
場
」
と
い
う
モ
デ
ル
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
に
素
直
に

従
え
ば
、
ケ
リ
は
「
未
来
」
す
ら
も
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
あ
り
、
時
制
と
は
関
わ
り
の
な
い
も
の
と
な
る
。 

「
あ
な
た
な
る
場
」
と
い
う
モ
デ
ル
は
、
叙
述
の
際
に
、
ど
こ
か
へ
メ
イ
ン
と
な
る
視
点
を
置
い
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
メ
イ
ン
の
対
象
を
非
ケ
リ
で
表
示
し
、
そ
の
メ
イ
ン
の
話
の
筋
か
ら
ず
れ
て
い
る
対
象
を
ケ

リ
で
マ
ー
ク
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
か
た
り
」
の
流
れ
の
中
で
、
メ
イ
ン
の
筋
を
追

っ
て
い
る
際
に
、
挿
入
句
的
に
、
焦
点
と
な
っ
て
い
る
対
象
と
は
別
の
事
柄
に
つ
い
て
情
報
を
提
示
す
る
際

に
現
れ
る
の
が
、
ケ
リ
な
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
名
称
に
つ
い
て
は
、
メ
イ
ン
対
象
の
場
を
「
現

場
」
と
呼
び
、
メ
イ
ン
で
は
な
い
方
の
場
を
「
あ
な
た
な
る
場
」
と
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

ケリ 

過去    基準時     未来 

 

図 3 ケリのモデル（パターン 1） 

ケリ 

過去    基準時     未来 

 

図４ ケリのモデル（パターン 2） 
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○
い
つ
し
か
と
心
も
と
な
が
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
急
ぎ
参
ら
せ
て
御
覧
ず
る
に
、
め
づ
ら
か
な
る
児
の
御
容
貌

な
り
。
一
の
皇
子
は
、
右
大
臣
の
女
御
の
御
腹
に
て
、
寄
せ
重
く
、
疑
ひ
な
き
ま
う
け
の
君
と
、
世
に
も
て

か
し
づ
き
き
こ
ゆ
れ
ど
、
こ
の
御
に
ほ
ひ
に
は
並
び
た
ま
ふ
べ
く
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
お
ほ
か
た
の
や
む

ご
と
な
き
御
思
ひ
に
て
、
こ
の
君
を
ば
、
私
物
に
思
ほ
し
か
し
づ
き
た
ま
ふ
こ
と
限
り
な
し
。（
源
氏
物
語
・

桐
壺
） 

○
風
の
音
、
虫
の
音
に
つ
け
て
、
も
の
の
み
悲
し
う
思
さ
る
る
に
、
弘
徽
殿
に
は
、
久
し
く
上
の
御
局
に
も

参
上
り
た
ま
は
ず
、
月
の
お
も
し
ろ
き
に
、
夜
更
く
る
ま
で
遊
び
を
ぞ
し
た
ま
ふ
な
る
。
い
と
す
さ
ま
じ
う

も
の
し
と
聞
こ
し
め
す
。
こ
の
ご
ろ
の
御
気
色
を
見
た
て
ま
つ
る
上
人
、
女
房
な
ど
は
、
か
た
は
ら
い
た
し

と
聞
き
け
り
。
い
と
お
し
立
ち
か
ど
か
ど
し
き
と
こ
ろ
も
の
し
た
ま
ふ
御
方
に
て
、
事
に
も
あ
ら
ず
思
し
消

ち
て
も
て
な
し
た
ま
ふ
な
る
べ
し
。（
源
氏
物
語
・
桐
壺
） 

○
ほ
ど
経
る
ま
ま
に
、
せ
む
方
な
う
悲
し
う
思
さ
る
る
に
、
御
方
々
の
御
宿
直
な
ど
も
絶
え
て
し
た
ま
は
ず
、

た
だ
涙
に
ひ
ち
て
明
か
し
暮
ら
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
見
た
て
ま
つ
る
人
さ
へ
露
け
き
秋
な
り
。「
亡
き
あ
と
ま

で
、
人
の
胸
あ
く
ま
じ
か
り
け
る
人
の
御
お
ぼ
え
か
な
」
と
ぞ
、
弘
徽
殿
な
ど
に
は
、
な
ほ
ゆ
る
し
な
う
の

た
ま
ひ
け
る
。
一
の
宮
を
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
に
も
、
若
宮
の
御
恋
し
さ
の
み
思
ほ
し
出
で
つ
つ
、
親

し
き
女
房
、
御
乳
母
な
ど
を
遣
は
し
つ
つ
あ
り
さ
ま
を
聞
こ
し
め
す
。（
源
氏
物
語
・
桐
壺
） 

  

竹
岡
（
一
九
六
三
）
の
説
明
で
は
、 

 

物
語
中
の
現
場
は
光
源
氏
と
桐
壷
帝
と
が
中
心
人
物
で
あ
る
に
対
し
、「
け
り
」
の
付
い
て
い
る
傍
線

部
は
「
一
の
御
子
」
に
つ
い
て
の
叙
述
で
あ
っ
て
、
今
、
こ
こ
の
物
語
中
に
展
開
さ
れ
て
い
る
現
場
か

ら
は
、「
あ
な
た
な
る
」
世
界
に
つ
い
て
の
叙
述
に
な
っ
て
い
る
。 

 

と
な
っ
て
い
る
。
先
の
用
例
に
つ
い
て
は
、「
物
語
中
の
現
場
は
、
桐
壷
帝
を
中
心
と
し
て
そ
の
側
か
ら
見

た
弘
徽
殿
の
人
柄
の
叙
述
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
」、
ケ
リ
の
付
い
て
い
る
文
で
は
、「
今
の
そ
う
い
う
現

場
か
ら
は
別
の
、
上
人
・
女
房
な
ど
の
作
者
の
側
か
ら
の
叙
述
に
な
っ
て
お
り
、
物
語
の
こ
の
辺
の
主
流
か

ら
は
挿
入
的
叙
述
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ど
れ
も
同
種
の
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

右
の
三
つ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
ケ
リ
で
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
叙
述
情
報
が
ま
さ
に
挿
入
句
的
で
あ
り
、

「
あ
な
た
な
る
場
」
の
モ
デ
ル
で
問
題
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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○
そ
の
屋
に
は
、
女
ひ
と
り
泣
く
声
の
み
し
て
、
外
の
方
に
法
師
ば
ら
二
三
人
物
語
し
つ
つ
、
わ
ざ
と
の
声

立
て
ぬ
念
仏
ぞ
す
る
。
寺
々
の
初
夜
も
み
な
行
ひ
は
て
て
い
と
し
め
や
か
な
り
。
清
水
の
方
ぞ
光
多
く
見
え
、

人
の
け
は
ひ
も
し
げ
か
り
け
る
。
こ
の
尼
君
の
子
な
る
大
徳
の
声
尊
く
て
経
う
ち
読
み
た
る
に
、
涙
の
残
り

な
く
思
さ
る
。（
源
氏
物
語
・
夕
顔
） 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
こ
の
物
語
中
の
現
場
か
ら
は
遥
か
別
の
「
あ
な
た
な
る
」
世
界
で
あ
る
か
の
よ
う

に
眺
め
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
作
者
の
「
目
」
が
物
語
中
の
「
現
場
」
の
人
物
と
重
な
っ
て

い
る
叙
述
の
仕
方
が
さ
れ
て
い
る
と
も
述
べ
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
の
「
メ
イ
ン
叙
述
の
中
に
別
の
時
間
帯
の
情
報
が
挿
入
句
的
に
入
っ
て
き
て
、

ケ
リ
で
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
と
は
や
や
違
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
、
メ
イ
ン
叙
述
の
中
の
一

連
の
話
の
中
の
一
つ
と
し
て
語
ら
れ
る
「
遠
景
」
の
情
報
に
ケ
リ
が
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、 

 

○
惟
光
と
く
参
ら
な
ん
と
思
す
。
あ
り
処
定
め
ぬ
者
に
て
、
こ
こ
か
し
こ
尋
ね
け
る
ほ
ど
に
夜
の
明
く
る
ほ

ど
の
久
し
さ
は
、
千
夜
を
過
ぐ
さ
む
心
地
し
た
ま
ふ
。（
源
氏
物
語
・
夕
顔
） 

 

に
つ
い
て
は
、「
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
継
続
」
と
い
う
従
来
あ
っ
た
説
に
も
合
致
す
る
用
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
竹
岡
（
一
九
六
三
）
の
論
理
で
は
、「
あ
な
た
な
る
場
」
の
事
で
あ
る
が

故
、
ケ
リ
で
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
す
る
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
よ
う
に
内
容
を
解
釈
す
る
こ
と

は
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
し
て
、
次
は
、
ケ
リ
が
前
文
脈
と
同
時
的
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
確
認
で
き
る
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。 

 

○
朱
雀
院
の
帝
、…

…

例
な
ら
ず
な
や
み
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
。…

…

さ
る
べ
き
御
心
ま
う
け
ど
も
せ
さ
せ
た

ま
ふ
。
御
子
た
ち
は
、
春
宮
を
お
き
た
て
ま
つ
り
て
、
女
宮
た
ち
な
む
四
と
こ
ろ
お
は
し
ま
し
け
る
、
そ
の

中
に
、
藤
壺
と
聞
こ
え
し・

は
、
先
帝
の
源
氏
に
ぞ
お
は
し
ま
し
け
る
、
ま
だ
坊
と
聞
こ
え
さ
せ
し・

と
き
参
り

た
ま
ひ
て
、
高
き
位
に
も
定
ま
り
た
ま
ふ
べ
か
り
し
人
の
、
と
り
た
て
た
る
御
後
見
も
お
は
せ
ず
、
母
方
も

そ
の
筋
と
な
く
も
の
は
か
な
き
更
衣
腹
に
て
も
の
し
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
御
ま
じ
ら
ひ
の
ほ
ど
も
心
細
げ
に
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て
、
大
后
の
、
尚
侍
を
参
ら
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
か
た
は
ら
に
並
ぶ
人
な
く
も
て
な
し
き
こ
え
た
ま

ひ
な
ど
せ
し・

ほ
ど
に
、
気
お
さ
れ
て
、
帝
も
御
心
の
中
に
い
と
ほ
し
き
も
の
に
は
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ

な
が
ら
、
お
り
さ
せ
た
ま
ひ
に
し
か

・

・

ば
、
か
ひ
な
く
口
惜
し
く
て
、
世
の
中
を
恨
み
た
る
や
う
に
て
亡
せ
た

ま
ひ
に
し・

、
そ
の
御
腹
の
女
三
の
宮
を
、
あ
ま
た
の
御
中
に
す
ぐ
れ
て
か
な
し
き
も
の
に
思
ひ
か
し
づ
き
き

こ
え
た
ま
ふ
。（
若
菜
上
） 

 

大
木
（
一
九
九
八
）
は
、
地
の
文
で
は
二
つ
の
時
間
の
流
れ
と
ケ
リ
が
絡
み
合
っ
て
い
る
と
し
、「
あ
な

た
な
る
場
」
説
を
考
え
る
価
値
を
示
唆
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
春
日
（
一
九
六
四
）
は
、「
迎
え
取
り
」
モ
デ
ル
を
提
示
し
、「
あ
な
た
な
る
場
」
モ
デ

ル
を
批
判
し
て
い
る
。「
あ
な
た
な
る
場
」
は
、
ケ
リ
と
関
係
な
く
成
立
し
う
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と

い
う
批
判
で
あ
る
。 

 

ケ
リ
の
関
与
す
る
時
が
未
来
に
も
わ
た
る
ば
あ
い
が
極
め
て
稀
に
存
す
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
常
在
必

至
な
い
し
超
時
間
的
真
理
に
対
し
て
そ
の
川
途
が
拡
大
さ
れ
た
例
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
「
い

ま
」
が
超
時
間
的
に
未
来
の
事
象
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
の
と
奇
し
く
も
共
通
す
る
所
で
あ
っ
て
、
つ

ま
り
今
と
い
う
現
在
点
に
立
っ
て
未
来
を
迎
え
取
る
程
の
も
の
で
あ
ろ
う
。「
け
り
」
の
時
に
お
け
る

定
位
は
現
在
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
過
去
を
常
に
迎
え
取
る
姿
勢
に
お
い
て
、
元
来
時
間
的
に
無
色
の
も

の
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
時
間
的
に
解
放
さ
れ
、
対
象
の
動
作
を
客
観
す
る
姿
勢
に
お
い
て

常
在
必
至
の
事
象
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、
こ
の
第
二
次
的
段
階
を
竹
岡
説
は
「
あ
な

た
な
る
場
」
の
叙
述
と
純
空
間
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。「
あ
な
た
な
る
場
」
の
叙
述
が
中
心

と
な
っ
て
種
々
な
る
意
義
が
付
会
形
成
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
は
説
明
の
便
宜
上
か
ら
は
都
合
の
よ
い

場
合
も
あ
る
が
、
実
は
原
理
的
に
は
方
向
が
逆
で
あ
り
、
一
方
的
な
見
方
で
あ
る
と
思
う
。 

  

し
か
し
、
先
の
用
例
や
そ
の
他
の
用
例
を
見
る
限
り
、
情
報
を
時
間
的
空
間
的
に
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
得

て
い
る
姿
勢
は
ケ
リ
に
読
み
取
れ
る
の
で
あ
り
、「
あ
な
た
な
る
場
」
の
モ
デ
ル
を
否
定
し
き
る
こ
と
は
難

し
い
と
思
し
い
。 

 

本
研
究
の
モ
デ
ル
か
ら
考
え
れ
ば
、「
あ
な
た
な
る
場
」
の
モ
デ
ル
と
齟
齬
を
来
し
う
る
の
は
、
ケ
リ
が

「
未
来
」
を
も
表
し
う
る
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
の
指
摘
を
見
る
限
り
、
事
態
そ
の
も
の
の
生
起
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が
絶
対
テ
ン
ス
上
の
「
未
来
」
に
位
置
付
い
て
い
る
と
見
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
す
な

わ
ち
、
竹
岡
（
一
九
六
三
）
自
身
が
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
語
り
手
の
視
点
と
い
う
の
は
、
登
場
人
物
の

視
点
と
重
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
戻
っ
て
き
て
「
語
り
手
」
と
し
て
の
視
点
そ
の
も
の
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
あ
り
、
「
未
来
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
例
は
、
作
品
世
界
を
客
観
的
に
見
て
い
る
「
語
り
手
」

の
視
点
な
の
で
あ
る
と
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
そ
う
す
れ
ば
、「
未
来
」
で
あ
る
と
い
う
必
要
は
な
く
な
る
。 

 

第
二
章
の
ま
と
め 

本
章
で
は
、
キ
、
ケ
リ
の
時
に
関
わ
る
文
法
形
式
と
し
て
の
モ
デ
ル
化
を
行
っ
た
。
キ
に
つ
い
て
、
単
な

る
「
過
去
」
と
見
る
先
行
研
究
と
「
回
想
」
的
な
も
の
と
見
る
先
行
研
究
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
問
題
を
導

出
し
、
次
に
、
キ
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
時
間
範
囲
が
、
基
準
時
か
ら
見
て
お
お
よ
そ
昨
日
以
前
に
限
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
と
、
お
お
よ
そ
人
の
一
生
の
ス
ケ
ー
ル
に
収
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指

摘
を
確
認
し
、
問
題
を
導
出
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
導
出
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
し
、
キ
の
意
味
・

機
能
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
化
を
行
っ
た
。 

 

キ
は
、「
基
準
時
」
か
ら
見
た
過
去
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、「
時
間
軸
」
は
「
現
実
的
な
時
間
軸
」
も
「
非

現
実
的
な
時
間
軸
」
も
あ
り
う
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
現
実
的
な
時
間
軸
」
の
場
合
、「
基
準
時
」
は
、「
発

話
時
」
や
「
詠
唱
時
」、「
記
述
時
」
が
あ
り
え
、「
非
現
実
的
な
時
間
軸
」
の
場
合
、「
基
準
時
」
は
、
反
実

仮
想
に
よ
る
「
可
能
世
界
の
基
準
時
」
と
な
る
。 

 

そ
の
後
、
ケ
リ
に
つ
い
て
考
え
た
。
ま
ず
、
ケ
リ
が
ど
の
時
点
を
指
す
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
先
行

研
究
の
議
論
を
踏
ま
え
て
検
討
し
。
そ
の
後
「
あ
な
た
な
る
場
」
と
の
関
係
性
に
触
れ
た
。 

 

ケ
リ
は
、「
基
準
時
」
か
ら
見
た
過
去
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
が
、
事
態
の
生
起
時
点
が
過
去
に
位
置
づ

く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
キ
と
は
違
っ
て
、「
基
準
時
」
に
あ
っ
て
も
事
態
が
続
い
て
い
る
場
合

が
あ
る
。「
時
間
軸
」
は
「
現
実
的
な
時
間
軸
」
も
「
非
現
実
的
な
時
間
軸
」
も
あ
り
う
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。「
現
実
的
な
時
間
軸
」
の
場
合
、「
基
準
時
」
は
、「
発
話
時
」
や
「
詠
唱
時
」、「
記
述
時
」
が
あ
り
え
、

「
非
現
実
的
な
時
間
軸
」
の
場
合
、「
基
準
時
」
は
、
想
像
に
よ
る
「
可
能
世
界
の
基
準
時
」
と
な
る
。 

 

「
あ
な
た
な
る
場
」
理
論
に
つ
い
て
は
、
未
来
の
こ
と
を
も
対
象
と
し
う
る
と
考
え
る
な
ら
ば
本
モ
デ
ル

と
齟
齬
を
来
す
が
、
語
り
手
の
視
点
に
着
目
す
れ
ば
、
未
来
の
こ
と
を
も
対
象
と
し
う
る
と
考
え
る
必
要
は

な
く
な
り
、
特
に
「
あ
な
た
な
る
場
」
理
論
と
本
研
究
の
モ
デ
ル
の
間
に
矛
盾
関
係
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。 
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岡
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史
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第
三
章 

ツ
、
ヌ 

三
．
一 
本
章
の
目
的 

本
章
で
は
、
ツ
と
ヌ
の
時
に
関
わ
る
意
味
・
機
能
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。
ツ
と
ヌ
に
つ

い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
基
本
的
に
ア
ス
ペ
ク
ト
の
観
点
か
ら
の
モ
デ
ル
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

な
お
、
こ
こ
で
言
う
「
ア
ス
ペ
ク
ト
」
と
は
、「
完
成
相
か
不
完
成
相
か
」「
ひ
と
ま
と
ま
り
か
ひ
と
ま
と
ま

り
で
な
い
か
」
と
い
う
観
点
に
限
ら
ず
、「
事
態
の
内
的
時
間
展
開
の
ど
の
部
分
を
指
す
か
」
と
い
う
広
め

の
観
点
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
議
論
さ
れ
て
い
る
内
容
を
検
討
し
、
そ

れ
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
ツ
と
ヌ
の
よ
り
正
確
な
モ
デ
ル
を
示
し
た
い
。 

ま
た
、
モ
デ
ル
化
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
発
想
の
モ
デ
ル
と
テ
ン
ス
と
の
関
係
性
を

明
ら
か
に
す
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
ま
ず
一
般
的
に
、
ア
ス
ペ
ク

ト
形
式
が
も
う
一
つ
の
時
間
的
意
味
・
機
能
範
疇
で
あ
る
テ
ン
ス
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
は
、
指
摘
さ
れ

続
け
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
文
法
形
式
の
時
間
的
側
面
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
必
ず
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
ツ
、
ヌ
は
テ
ン
ス
と
の
関
係
性
が
先
行
研
究
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
詳
細
な
説
明
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

更
に
、
ツ
、
ヌ
の
接
続
語
彙
の
偏
り
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
と
の
関
係
性
を
示
し
て
お
く
。
接
続
の
偏
り
は

ツ
、
ヌ
の
意
味
・
機
能
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
モ
デ
ル
と
の
齟
齬
が
な
い
か
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
本
研
究
の
主
眼
か
ら
見
れ
ば
傍
系
の
研
究
に
あ
た
る
が
、
先
行
研
究
で
残

さ
れ
て
い
る
問
題
の
一
部
に
、
本
モ
デ
ル
か
ら
一
定
の
説
明
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。 

 

三
．
二 

ツ
、
ヌ
の
意
味
・
機
能
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
概
観 

 

本
節
で
は
、
次
節
で
見
る
先
行
研
究
以
外
の
先
行
研
究
を
見
、
ツ
、
ヌ
の
時
に
関
わ
る
意
味
・
機
能
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
か
、
確
認
し
て
お
く
。
次
節
で
見
る
先
行
研
究
は
、
あ
る
一
定
の
共
通

し
た
方
向
性
を
持
ち
、
ツ
、
ヌ
の
時
に
関
わ
る
意
味
・
機
能
を
モ
デ
ル
化
し
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
以
外

に
も
多
く
の
研
究
、
指
摘
は
あ
る
の
で
、
本
研
究
の
研
究
史
上
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
触
れ

て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

 

ツ
と
ヌ
の
意
味
・
機
能
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
、
主
に
両
形
式
を
対
立
的
な
も
の
と
し
な
が
ら
、
多

く
の
言
及
・
主
張
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
お
お
よ
そ
い
く
つ
か
の
方
向
性
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
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で
き
る
。
先
行
研
究
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
松
尾
（
一
九
三
六
）、
桑
田
（
一
九
七
八
、
一
九
八
八
）、
井

手
（
一
九
九
五
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
一
つ
一
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
鈴
木
（
二
〇
〇

九
）、
井
島
（
二
〇
一
一
）
に
、
非
常
に
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

本
研
究
で
は
、
ツ
、
ヌ
に
纏
わ
る
個
別
具
体
的
な
研
究
史
を
見
る
（
＝
先
行
研
究
を
研
究
す
る
＝
先
行
研

究
の
主
張
内
容
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
主
張
が
導
か
れ
た
か
検
討
す
る
）
の
で
は
な
く
、
時
に
関
わ

る
意
味
・
機
能
の
面
で
の
言
及
（
＝
「
時
に
関
わ
る
観
点
か
ら
言
っ
て
、
ツ
、
ヌ
の
意
味
・
機
能
は…

…

と

い
う
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
類
の
言
及
）
と
、
ツ
、
ヌ
の
外
形
的
特
徴
（
＝
接
続
語
彙
の
偏
り
や
用
法
）
を

見
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ス
ペ
ク
ト
や
動
作
態
と
い
っ
た
用
語
・
概
念
で
表
さ
れ
る
範
疇
で
の
ツ
、

ヌ
の
意
味
・
機
能
に
つ
い
て
の
言
及
と
、
ツ
、
ヌ
の
使
用
に
関
す
る
数
量
的
調
査
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ツ
、
ヌ
の
意
味
・
機
能
に
つ
い
て
ア
ス
ペ
ク
ト
的
観
点
か
ら
言
及
す
る
も
の
は
数
多
い
が
、
議
論
の
前
提

と
な
る
事
態
の
内
的
時
間
展
開
の
捉
え
方
や
用
例
解
釈
の
態
度
が
異
な
る
と
い
う
問
題
が
絡
み
、
多
く
の

先
行
研
究
で
は
意
見
・
主
張
が
噛
み
合
わ
ず
、
方
向
性
の
あ
る
議
論
の
展
開
は
あ
ま
り
見
出
せ
な
い1

5

。 

ツ
、
ヌ
の
意
味
・
機
能
の
違
い
を
言
お
う
と
し
て
い
る
先
行
研
究
と
し
て
、
表
現
に
曖
昧
さ
は
あ
る
も
の

の
、
小
林
（
一
九
四
一
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

「
つ
」
は
動
作
の
完
了
と
共
に
動
作
の
惹
き
起
す
結
果
の
観
念
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。 

動
作
の
完
了
が
主
観
的
に
は
過
去
の
意
味
を
齎
す
こ
と
は
、「
ぬ
」
の
場
合
と
違
は
な
い
。
そ
の
差
は

唯
そ
の
結
果
の
観
念
を
伴
ふ
と
こ
ろ
に
在
る
（
三
一
七
頁
） 

 こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
井
手
（
一
九
九
五
）
は
、
ツ
の
つ
い
た
動
詞
は
、「
動
作
過
程
に
焦
点
が
お
か
れ
、

そ
の
動
作
過
程
を
中
心
に
把
え
ら
れ
た
動
作
自
体
を
表
現
」
す
る
と
し
、
動
作
の
完
了
、
終
結
の
意
味
で
あ

る
と
見
て
い
る
。
対
し
て
、
ヌ
の
つ
い
た
動
詞
は
、「
動
作
作
用
の
結
果
に
注
目
し
、
そ
の
結
果
で
あ
る
状

態
の
方
に
焦
点
を
お
い
た
動
作
作
用
を
表
現
」
す
る
と
し
、「
動
作
の
完
了
の
結
果
発
生
し
た
状
態
変
化
に

注
目
す
る
」、「
そ
の
結
果
で
あ
る
状
態
の
発
現
を
も
っ
て
そ
の
動
作
が
終
了
す
る
（
走
り
行
く
、
行
っ
て
し

ま
う
）
の
を
、
あ
と
か
ら
追
認
す
る
と
い
う
消
極
的
な
完
了
認
定
」
を
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
。 

次
に
、
よ
り
分
析
的
な
先
行
研
究
を
見
て
い
く
。
山
田
（
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
七
）
を
確
認

し
た
い
。
こ
の
一
連
の
研
究
は
、
ヌ
で
表
現
さ
れ
る
事
態
は
、
よ
り
大
き
な
事
態
の
行
程
に
位
置
付
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
、「
空
間
的
に
伸
張
す
る
事
態
」
の
場
合
、「
事
態
の
既
発
」
と
は
っ
き
り
わ
か
る
も
の
、「
事
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態
の
既
済
」
と
は
っ
き
り
わ
か
る
も
の
、
曖
昧
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
捉
え
て
い
る
。
山
田
（
二
〇

〇
七
）
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る1

6

。 

 

（

1

）
事
態
の
既
発
を
示
す
場
合
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
事
態
の
行
程
は
事
態
が
終
焉
す
る
ま
で
形
成
さ

れ
る
。 

○
「（
ク
ラ
モ
チ
ノ
皇
子
ハ
蓬
莱
ノ
玉
ノ
枝
ヲ
取
リ
ニ
）
お
は
し
ぬ
」
と
人
に
は
見
え
給
て
、
三
日
ば
か
り

あ
り
て
、（
難
波
ニ
）
漕
ぎ
か
へ
り
た
ま
ひ
ぬ
。（
竹
取
物
語
） 

 

（

2

）
事
態
の
既
済
を
示
し
、
事
態
の
行
程
が
完
成
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。 

○
（
弁
ガ
薫
ニ
）「…

…

、
年
ご
ろ
よ
か
ら
ぬ
人
の
（
私
ニ
）
心
を
つ
け
た
り
け
る
が
、
人
〈
弁
〉
を
は
か

り
ご
ち
て
、
西
の
海
の
は
て
ま
で
と
り
も
て
ま
か
り
に
し
か
ば
、
京
の
こ
と
さ
へ
跡
絶
え
て
、
そ
の
人
も
か

し
こ
に
て
亡
せ
侍
に
し
後
、
十
年
あ
ま
り
に
て
な
ん
、（
私
ハ
）
あ
ら
ぬ
世
の
心
ち
し
て
ま
か
り
の
ぼ
り
た

り
し
を
、…

…

」
な
ど
聞
こ
ゆ
る
ほ
ど
に
、（
源
氏
物
語
・
橋
姫
） 

 

（

3

）
事
態
の
既
済
を
示
し
、
事
態
の
行
程
が
完
成
し
て
い
る
か
否
か
が
不
定
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。 

○
正
身
〈
浮
舟
〉
の
心
ち
は
さ
は
や
か
に
、
い
さ
さ
か
も
の
お
ぼ
え
て
見
ま
は
し
た
れ
ば
、
一
人
見
し
人
の

顔
は
な
く
て
、
み
な
老
い
ほ
う
し
、
ゆ
が
み
衰
へ
た
る
物
の
み
多
か
れ
ば
、（
浮
舟
ハ
）
知
ら
ぬ
国
に
来
に

け
る
心
ち
し
て
い
と
か
な
し
。（
源
氏
物
語
・
手
習) 

 

（

4

）
事
態
の
既
済
を
示
す
も
の
の
、
事
態
の
行
程
は
完
成
す
る
こ
と
な
く
、
既
済
の
事
態
と
同
趣
の
事

態
が
引
き
続
い
て
生
起
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
当
該
事
態
は
そ
の
行
程
が
延
長
さ
れ
た
よ
り
大
き

な
事
態
の
全
行
程
の
中
途
（
経
由
地
）
ま
で
を
行
程
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

○
今
は
和
泉
の
国
に
来
ぬ
れ
ば
、
海
賊
も
の
な
ら
ず
。（
土
佐
日
記
） 

 

（

5

）「
お
は
す
」
や
「
参
る
」
な
ど
の
「
行
く
」「
来
」
の
意
を
有
す
る
敬
語
動
詞
が
用
い
ら
れ
た
表
現

の
言
及
す
る
事
態
で
は
、
事
態
の
既
発
と
事
態
の
既
済
の
い
ず
れ
を
示
す
の
か
不
分
明
で
あ
り
、
事
態
の
行

程
の
完
成
に
つ
い
て
も
不
分
明
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。 
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○
（
源
氏
ハ
左
大
臣
邸
内
ノ
）
わ
が
御
方
に
て
、
御
な
を
し
な
ど
は
た
て
ま
つ
る
。
（
源
氏
ハ
紫
上
邸
へ
）

惟
光
ば
か
り
を
馬
に
乗
せ
て
お
は
し
ぬ
。（
紫
上
邸
ノ
）
門
う
ち
た
た
か
せ
給
へ
ば
、
心
知
ら
ぬ
物
開
け
た

る
に
、
御
車
を
や
を
ら
引
き
入
さ
せ
て
、（
源
氏
物
語
・
若
紫
） 

  

以
上
、
五
パ
タ
ー
ン
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
移
動
動
詞
に
お
け
る
「
既
発
」
と
「
既
済
」
な
る
も
の
が

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
モ
デ
ル
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
た
め
に
、「
既
発
」
と
「
既
済
」
と
い
う
正
反

対
の
意
味
合
い
が
出
て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
し
か
に
、（

1

）
の
用
例
「
お
は
し
ぬ
」
に
つ

い
て
、「（
蓬
莱
ノ
玉
ノ
枝
ヲ
取
リ
ニ
）
出
発
し
た
」
と
い
う
解
釈
を
し
、
そ
の
「
出
発
」
と
い
う
概
念
の
内

容
自
体
か
ら
「
既
発
」
と
い
う
捉
え
方
を
す
る
こ
と
は
、
文
章
の
内
容
解
釈
自
体
と
し
て
は
、
可
能
な
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、（

2

）
に
つ
い
て
も
同
様
に
、「
西
の
海
の
は
て
ま
で
と
り
も
て
ま
か
り
に
」

に
つ
い
て
、「
ま
か
り
に
」
の
到
達
点
で
あ
る
「
西
の
海
の
は
て
」
が
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

文
章
の
内
容
解
釈
と
し
て
、「
既
済
」
と
い
う
捉
え
方
を
す
る
こ
と
は
、
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
お
は
し
ぬ
」
に
つ
い
て
は
、「
出
発
す
る
前
」
か
ら
「
出
発
し
た
後
」
の
段
階
へ
の
移
行
と
見
て
「
既
発
」

と
言
い
、「
ま
か
り
に
」
は
、「
移
動
中
」
の
段
階
と
「
移
動
が
終
わ
っ
て
ス
ト
ッ
プ
し
た
後
」
の
段
階
と
見

て
「
既
済
」
と
言
う
こ
と
は
、
文
章
の
内
容
解
釈
上
は
、
成
り
立
ち
う
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
な

ら
ば
、「
西
の
海
の
は
て
ま
で
と
り
も
て
ま
か
り
に
」
と
い
う
の
は
、「
西
の
海
の
は
て
ま
で
至
る
前
」
の
段

階
と
「
西
の
海
の
は
て
ま
で
至
っ
た
後
」
と
い
う
捉
え
方
も
可
能
な
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
既
発
」

と
ラ
ベ
リ
ン
グ
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
同
じ
く
、
小
田
（
二
〇
〇
七
）
は
、
次
の
用
例
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
ヌ
の
意
味
に
「
変
化
の
始

発
の
局
面
」
と
「
変
化
の
完
成
の
局
面
」
の
二
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

（A

）
渡
守
、「
は
や
船
に
乗
れ
、
日
も
暮
れ
ぬ
」
と
い
ふ
に
（
伊
勢
物
語
） 

（B

）
秋
来
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
（
古
今
和
歌
集
・
一
六
九
） 

（C

）
は
か
な
く
暮
れ
ぬ
れ
ば
、
そ
の
夜
は
と
ど
ま
り
た
ま
ひ
ぬ
。（
源
氏
物
語
・
宿
木
） 

（D

）
秋
は
来
ぬ
今
や
ま
が
き
の
き
り
ぎ
り
す
夜
な
夜
な
鳴
か
む
風
の
寒
さ
に
（
古
今
和
歌
集
・
四
三
二
） 

 

小
田
（
二
〇
〇
七
）
は
、（A

）（B

）
を
「
変
化
の
始
発
の
局
面
」、（C

）（D

）
を
「
変
化
の
完
成
」
で

あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
文
章
内
容
上
の
解
釈
と
し
て
、（A

）
を
「
日
が
暮
れ
始
め
る
」
と
読
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み
、(C

)

を
「
日
が
暮
れ
終
わ
る
」
と
読
む
こ
と
は
、
可
能
で
あ
ろ
う
。(B

)

を
「
秋
が
来
始
め
る
」
と
読
み
、

(D
)

を
「
秋
が
来
終
わ
る
（
す
っ
か
り
秋
に
な
っ
て
い
る
）」
と
読
む
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
の

に
よ
っ
て
は
逆
に
し
て
、（A

）
を
「
日
が
暮
れ
終
わ
る
」
と
読
み
、(D

)

を
「
秋
が
来
始
め
る
」
と
読
む
こ

と
も
、
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
ヌ
だ
け
で
は
な
く
、
ツ
の
分
析
に
お
い
て
も
起
こ
り
う
る
。
竹
内
（
二
〇
一
四
）

は
、
上
代
の
用
例
を
対
象
と
し
、
ツ
、
ヌ
を
変
化
の
表
現
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
ヌ
は
、
テ
イ
ナ
イ
状
態
か

ら
テ
イ
ル
状
態
へ
の
変
化
を
、
ツ
は
、
テ
イ
ナ
イ
状
態
か
ら
テ
イ
ル
状
態
へ
の
変
化
と
テ
イ
ル
状
態
か
ら
テ

イ
ナ
イ
状
態
へ
の
変
化
の
ど
ち
ら
も
あ
り
う
る
と
し
て
い
る
。
ツ
の
用
例
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ

て
い
る
。 

 a. 

我
も
見
つ
（
吾
毛
見
都
）
人
に
も
告
げ
む
勝
鹿
の
真
間
の
手
児
名
が
奥
つ
城
処
（
万
葉
集
・
巻
三
・
四
三

二
） 

b
. 

剣
大
刀
身
に
取
り
副
ふ
と
夢
に
見
つ
（
夢
見
津
）
何
の
兆
そ
も
君
に
逢
は
む
た
め
（
万
葉
集
・
巻
四
・

六
〇
四
） 

c. 

霜
雪
も
い
ま
だ
過
ぎ
ね
ば
思
は
ぬ
に
春
日
の
里
に
梅
の
花
見
つ
（
梅
花
見
都
）（
万
葉
集
・
巻
八
・
一
四

三
四
） 

d
.

思
ひ
つ
つ
来
れ
ど
来
か
ね
て
三
尾
の
崎
真
長
の
浦
を
ま
た
か
へ
り
見
つ
（
又
顧
津
）
（
万
葉
集
・
巻
九
・

一
七
三
三
） 

 

こ
の
う
ち
、ab

は
、
テ
イ
ル
状
態
か
ら
テ
イ
ナ
イ
状
態
へ
の
変
化
の
用
例
で
あ
り
、cd

は
、
テ
イ
ナ
イ

状
態
か
ら
テ
イ
ル
状
態
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
も
、cd

な
ど
は
、
テ
イ
ル
状
態
か
ら
テ
イ
ナ
イ
状
態

へ
の
変
化
と
し
て
も
、
用
例
解
釈
上
、
不
可
能
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。 

以
上
の
先
行
研
究
が
示
唆
し
て
い
る
の
は
、
事
態
毎
の
内
的
時
間
展
開
の
モ
デ
ル
化
を
よ
り
精
緻
化
し

て
示
さ
な
け
れ
ば
、
ツ
、
ヌ
に
つ
い
て
、
一
貫
性
の
あ
る
モ
デ
ル
化
を
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る1
7

。 

 

こ
れ
ら
、
ツ
と
ヌ
の
表
現
す
る
ア
ス
ペ
ク
ト
的
意
味
合
い
が
説
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
状
況
の
中
、
基

本
的
な
考
え
・
姿
勢
が
一
致
し
て
お
り
、
ツ
、
ヌ
で
意
味
・
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
一
本
化
さ
せ
た
モ
デ
ル
を
提

示
し
て
い
る
先
行
研
究
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
中
西
（
一
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九
五
七
）、
𠮷
田
（
一
九
九
二
）、
大
木
（
一
九
九
三
）、
竹
内
（
一
九
九
三
）、
井
島
（
二
〇
一
一
）
が
あ
る

1
8

。
特
に
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
は
、
事
態
毎
の
内
的
時
間
展
開
を
精
緻
に
モ
デ
ル
化
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

本
研
究
と
し
て
は
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

次
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
提
示
す
る
モ
デ
ル
を
把
握
し
、
モ
デ
ル
に
残
さ
れ
た
問
題
を
把
握
す

る
。 

 

三
．
三 

井
島
モ
デ
ル
に
至
る
ま
で
の
先
行
研
究 

三
．
三
．
一 

中
西
モ
デ
ル
か
ら
井
島
モ
デ
ル
へ 

 

中
西
（
一
九
五
七
）、
𠮷
田
（
一
九
九
二
）、
竹
内
（
一
九
九
三
）、
井
島
（
二
〇
一
一
）
で
は
、
ヌ
の
意

味
を
「
状
態
の
発
生
」
や
「
発
生
」、「
過
程
の
始
発
」
な
ど
と
規
定
し
、
ツ
の
意
味
を
「
動
作
の
完
了
」
や

「
完
了
」、「
過
程
の
終
結
」
な
ど
と
規
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
竹
内
（
一
九
九
三
）
は
、「
「
ぬ
」
は
発
動
・

移
行
性
の
完
了
を
外
面
的
（
話
し
手
不
関
与
・
傍
観
的
）
に
表
す
」
と
し
、「「
つ
」
は
完
結
性
の
完
了
を
内

面
的
（
話
し
手
関
与
・
確
認
的
）
に
表
す
」
と
し
て
い
る
。 

 

ま
ず
、「
状
態
の
発
生
」、「
発
生
」、「
過
程
の
始
発
」、「
動
作
の
完
了
」
、「
完
了
」
、「
過
程
の
終
結
」
の

内
実
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
ど
の
よ
う
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
で
は
、「
状
態
の

発
生
」、「
発
生
」、「
過
程
の
始
発
」
と
は
す
な
わ
ち
事
態
の
開
始
局
面
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
動
作
の
完
了
」、

「
完
了
」、「
過
程
の
終
結
」
と
は
す
な
わ
ち
事
態
の
終
了
局
面
そ
の
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
例
え
ば

中
西
（
一
九
五
七
）
は
、
図
五
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

           

図５ 
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「
見
つ
」、
ヌ
、
ツ
に
あ
た
る
の
が
そ
れ
ぞ
れ
矢
印
な
の
か
、
斜
線
部
な
の
か
は
っ
き
り
せ
ず
、
ヌ
は
「
変

化
」
前
の
局
面
や
後
に
続
く
中
途
局
面
と
は
切
り
離
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
、
ツ
は
そ

の
前
の
局
面
で
あ
る
中
途
局
面
や
後
に
続
く
「
完
了
」
後
の
局
面
と
切
り
離
さ
れ
て
考
え
て
い
る
の
か
ど
う

か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。 

 

ま
た
、
中
西
（
一
九
八
二
）
は
、「
ひ
と
」
の
動
作
な
る
も
の
と
「
も
の
ご
と
」
の
作
用
・
状
態
な
る
も

の
の
区
分
の
中
で
ツ
、
ヌ
、
タ
リ
、
リ
の
付
い
た
動
詞
述
語
を
解
釈
し
よ
う
と
い
う
モ
デ
ル
を
考
え
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、「
う
ぐ
い
す
鳴
き
ぬ
」
は
「
う
ぐ
い
す
が
鳴
く
季
節
に
な
っ
た
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
解
釈

を
し
て
お
り
、
後
の
井
島
モ
デ
ル
な
ど
と
比
べ
る
と
、
未
だ
十
分
な
分
析
的
態
度
を
と
り
き
れ
て
い
な
い
段

階
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
内
容
の
解
釈
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
言
語
の
機
能
・
意
味
と

い
う
観
点
か
ら
は
、
精
緻
化
の
余
地
が
あ
る
。 

ま
た
、
𠮷
田
（
一
九
九
二
）
は
、
中
西
（
一
九
五
七
）
の
ヌ
、
ツ
に
対
す
る
意
味
規
定
の
内
実
は
正
し
い

と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、「
状
態
の
発
生
」
と
「
動
作
の
完
了
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
そ
の
内
実
を
宿

す
語
と
し
て
相
応
し
く
な
い
と
考
え
た
た
め
、
ヌ
は
「
過
程
の
始
発
」、
ツ
は
「
過
程
の
終
結
」
を
表
わ
す

も
の
で
あ
る
と
呼
び
替
え
て
い
る
。 

井
島
（
二
〇
一
一
）
は
、
ヌ
、
ツ
の
意
味
規
定
に
関
し
て
、
基
本
的
に
中
西
（
一
九
五
七
）
に
従
う
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヌ
の
意
味
を
「
状
態
の
発
生
」、
ツ
の
意
味
を
「
動
作
の
完
了
」
と
す
る
発
想
に
従

い
、
そ
れ
を
よ
り
分
析
的
に
発
展
さ
せ
て
い
る
。
な
お
、
先
の
𠮷
田
（
一
九
九
二
）
で
触
れ
た
「
状
態
」
、

「
動
作
」
と
い
う
名
称
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
も
「
事
態
」
と
い
う
呼
び
方
に
一
本
化

し
て
お
り
、
解
消
さ
れ
て
い
る
。 

井
島
（
二
〇
一
一
）
は
図
表
一
を
挙
げ
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る  
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た
だ
し
、
相
対
テ
ン
ス
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
事
態
同
士
の
全
体
と
し
て
の
前
後
関
係
を
表
わ
す
こ
と
は

で
き
る
が
、
事
態
の
時
間
的
展
開
の
内
部
に
立
ち
入
っ
て
、
あ
る
時
点
（
以
後
「
基
準
時
」
と
呼
ぶ
）

に
お
い
て
、
当
該
の
事
態
が
時
間
的
展
開
の
ど
の
段
階
に
あ
る
か
（
以
後
「
局
面
」
と
呼
ぶ
）
を
表
わ

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
機
能
を
担
っ
た
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を
、「
ア
ス
ペ
ク
ト
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
、
局
面
を
順
に
「
開
始
以
前
」「
開
始
」「
継
続
」「
終
了
」「
終
了
以
後
」
と

呼
べ
ば
、
ア
ス
ペ
ク
ト
は
、
基
準
時
に 

事
態
が
開
始
局
面
に
あ
る
こ
と
を
「
発
生
」、
継
続
局
面
に
あ

る
こ
と
を
「
動
作
の
進
行
」、
終
了
局
面
に
あ
る
こ
と
を
「
完
了
」、
そ
し
て
事
態
か
ら
は
み
出
す
こ
と

に
な
る
が
、
開
始
以
前
の
局
面
に
あ
る
こ
と
を
と
り
あ
え
ず
「
発
生
以
前
」、
終
了
以
後
の
局
面
に
あ

る
こ
と
を
「
結
果
の
存
続
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。…

…

（
中
略
）…

…

結
論
先
取
り
的
で
は
あ
る
が
、

発
生
を
表
わ
す
形
式
は
、
現
代
語
で
は
タ
（
・φ

ト
コ
ロ
ダ
）、
古
典
語
で
は
ヌ
、
動
作
の
進
行
を
表

わ
す
の
は
、
現
代
語
で
は
テ
イ
ル
（
・
テ
イ
ル
ト
コ
ロ
ダ
）、
古
典
語
で
は
タ
リ
・
リ
、
完
了
を
表
す

終
了 

局
面 

終
了
以
後 

開
始
以
前 

開
始 

継
続 

（
発
生
以
前
） 

な
し 

 
 

な
し 

発
生
…
…
… 

 

タ 
 

 
 

ヌ 

動
作
の
進
行 

テ
イ
ル 

 

タ
リ
・
リ 

完
了
…
…
… 

 

タ 
 

 
 

ツ 

結
果
の
存
続 

テ
イ
ル 

 

タ
リ
・
リ 

ア
ス
ペ
ク
ト 

現
代
語 

 

古
典
語 

基準時 

事態 

図表１ 
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の
は
、
現
代
語
で
は
タ
（
・
タ
ト
コ
ロ
ダ
）、
古
典
語
で
は
ツ
、
結
果
の
存
続
を
表
わ
す
の
は
、
現
代

語
で
は
テ
イ
ル
、
古
典
語
で
は
タ
リ
・
リ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
一
三
四
頁
） 

 

井
島
（
二
〇
一
一
）
は
、
事
態
と
い
う
も
の
の
内
的
時
間
展
開
を
考
え
、
そ
の
う
ち
開
始
局
面
を
表
わ
す

の
が
ヌ
で
あ
り
、
終
了
局
面
を
表
わ
す
の
が
ツ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

中
西
（
一
九
五
七
）、
井
島
（
二
〇
一
一
）
で
あ
ま
り
気
に
さ
れ
て
い
な
い
問
題
と
し
て
、
ヌ
と
ツ
が
指

す
先
や
、
指
す
意
味
内
容
に
つ
い
て
の
記
述
な
い
し
モ
デ
ル
の
正
確
さ
が
今
一
歩
不
足
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
特
に
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
の
モ
デ
ル
で
見
た
場
合
、
ヌ
が
指
す
も
の
は
「
事
態
開
始
局
面
」

と
い
う
点
的
な
も
の
で
あ
り
、
ツ
が
指
す
も
の
は
「
事
態
終
了
局
面
」
と
い
う
点
的
な
も
の
で
あ
り
、
ヌ
は

事
態
の
終
了
局
面
や
継
続
局
面
を
表
わ
す
こ
と
に
関
与
せ
ず
、
ツ
が
事
態
の
開
始
局
面
や
継
続
局
面
を
表

わ
す
こ
と
に
関
与
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
含
む
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヌ
は
開
始
局

面
の
み
を
表
わ
し
、
ツ
は
終
了
局
面
の
み
を
表
わ
す
、
と
い
う
の
が
井
島
（
二
〇
一
一
）
の
主
張
で
あ
る
と

読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
中
西
（
一
九
五
七
）
の
モ
デ
ル
図
の
方
が
や
や
緩
や

か
か
も
し
れ
ず
、
ヌ
は
「
変
化
」
と
い
う
局
面
か
ら
「
現
在
」
と
い
う
局
面
に
か
か
り
、
ツ
は
「
過
去
」
と

い
う
局
面
か
ら
「
変
化
」
と
い
う
局
面
に
か
か
る
も
の
で
、
ど
ち
ら
も
少
し
幅
が
意
識
さ
れ
て
い
る
可
能
性

は
あ
る1

9

。 

た
だ
し
、
中
西
（
一
九
五
七
）
の
モ
デ
ル
も
、「「
つ
」
に
お
け
る
完
了
動
作
は
過
去
よ
り
変
化
時
ま
で
に

亘
り
」
と
い
う
と
こ
ろ
と
、「「
ぬ
」
に
お
け
る
発
生
状
態
は
変
化
時
よ
り
現
在
、
さ
ら
に
未
来
に
亘
っ
て
そ

の
状
態
を
持
続
す
る
も
の
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
、「
変
化
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
内
実
に
幅
を
認
め
て

い
る
の
か
ど
う
か
、
曖
昧
で
あ
る
。 

ま
た
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
モ
デ
ル
が
他
の
先
行
研
究
と
大
き
く
違
っ
て
い
る
点
と
し
て
、
ツ
、
ヌ
の
モ

デ
ル
に
（
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
の
モ
デ
ル
に
）、「
基
準
時
」
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
も
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
次
節
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。 

以
上
を
概
説
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
中
西
（
一
九
五
七
）、
𠮷
田
（
一
九
九
二
）、
井
島
（
二
〇
一
一
）
は
ヌ
を

事
態
の
開
始
な
い
し
開
始
局
面
を
意
味
す
る
も
の
、
ツ
を
事
態
の
終
了
な
い
し
終
了
局
面
を
意
味
す
る
も

の
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、
ツ
、
ヌ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
に
関
わ
る
意
味
・
機
能
を
統
一
的
に
理
解
す
る
た
め
の
有

効
な
モ
デ
ル
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
中
西
（
一
九
五
七
）
の
モ
デ
ル
と
井

島
（
二
〇
一
一
）
の
モ
デ
ル
を
併
せ
見
た
と
き
、
そ
こ
に
は
精
緻
化
の
余
地
が
今
尚
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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三
．
三
．
二 

井
島
（
二
〇
一
一
）
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
事
態
の
内
的
時
間
展
開
モ
デ
ル 

 

本
節
で
は
、
先
行
研
究
の
中
で
も
比
較
的
精
緻
な
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る
井
島
（
二
〇
一
一
）
を
見
る
。

井
島
（
二
〇
一
一
）
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ツ
、
ヌ
自
体
の
意
味
・
機
能
だ
け
を
単
純
に
提
示
す
る
だ

け
で
な
く
、
事
態
の
内
的
時
間
展
開
の
タ
イ
プ
分
け
を
し
、
事
態
の
タ
イ
プ
ご
と
の
ツ
、
ヌ
の
使
わ
れ
方
を

提
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
変
更
す
べ
き
点
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
節
で
は
変
更
す
べ
き
点
を
整
理
し
、

次
節
に
繋
げ
る
。 

 

ま
ず
、
ツ
、
ヌ
自
体
の
意
味
・
機
能
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
ツ
が
事
態
終
了
局
面
を
指
し
、

ヌ
が
事
態
開
始
局
面
を
指
す
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ツ
、
ヌ
の
意
味
・
機
能
に
は
、
本
質
的
に
「
基

準
時
」
が
備
わ
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
先
に
掲
載
し
た
図
表
一
に
表
現
さ
れ
て
い

る
。 

 

井
島
（
二
〇
一
一
）
は
、
事
態
の
内
的
時
間
展
開
の
タ
イ
プ
と
し
て
、「
行
為
事
態
」、「
変
化
事
態
」、「
複

合
事
態
」
の
三
タ
イ
プ
を
考
え
て
い
る
。
井
島
（
二
〇
一
一
）
が
そ
の
三
タ
イ
プ
を
導
出
す
る
に
至
っ
た
過

程
を
見
て
お
き
た
い
。 

 

井
島
（
二
〇
一
一
）
は
、
現
代
語
で
考
え
た
非
能
格
自
動
詞
と
非
対
格
自
動
詞
と
他
動
詞
が
語
彙
的
に
持

つ
時
間
構
造
を
考
え
、
そ
の
モ
デ
ル
を
中
古
語
の
事
態
の
時
間
構
造
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
形
で
応
用

し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
、
こ
の
述
語
構
造
を
、
ア
ス
ペ
ク
ト
理
論
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 
 
…
…

（
中
略
）…

…
 

こ
れ
ま
で
の
現
代
語
の
議
論
を
中
古
語
に
あ
て
は
め
て
考
え
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
現
代
語
の
動
作
ア

ス
ペ
ク
ト
の
議
論
か
ら
、
中
古
語
の
事
態
ア
ス
ペ
ク
ト
の
議
論
に
シ
フ
ト
し
た
段
階
で
、
も
は
や
非
能

格
自
動
詞·

非
対
格
自
動
詞·

他
動
詞
、
あ
る
い
は
使
役
動
作·

基
幹
動
作
と
い
う
概
念
を
用
い
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
こ
こ
で
は
、
お
よ
そ
使
役
動
作
に
対
応
す
る
「
行
為
事
態
」、
基
幹
動
作
に
対
応
す
る

「
変
化
事
態
」
と
い
う
も
の
を
考
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、
行
為
事
態
は
典
型
的
に
は
人
間
の
意
志
的
行

為
を
表
わ
す
が
、
意
志
的
で
は
な
い
場
合
、
人
間
で
は
な
い
場
合
な
ど
も
あ
る
。
ま
た
、
変
化
事
態
も

典
型
的
に
は
事
物
の
変
化
を
表
わ
す
が
、
事
物
で
な
く
人
間
で
あ
る
場
合
、
変
化
で
な
く
動
き
で
あ
る

場
合
な
ど
も
あ
る
。 
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さ
て
、
あ
る
具
体
的
な
出
来
事
は
、
行
為
事
態
、
変
化
事
態
単
独
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
行

為
事
態
と
変
化
事
態
と
が
複
合
し
た
も
の
（
以
後
こ
れ
を
「
複
合
事
態
」
と
呼
ぶ
）
と
し
て
表
現
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
複
合
し
た
事
態
は
、
他
動
詞
に
あ
た
る
場
合
が
多
い
と
は
い
え
、
他

動
詞
で
あ
っ
て
も
行
為
事
態
の
み
の
場
合
（
打
撃
動
詞
な
ど
）
も
あ
り
、
自
動
詞
で
あ
っ
て
も
複
合
事

態
の
場
合
（
移
動
動
詞
な
ど
）
も
あ
る
。（
一
八
一
～
一
八
三
頁
） 

                       

行為事態 

基準時 

ヌ タ
リ
・
リ 

ツ 

開
始 

継
続 

終
了 

図６ 中古語の行為事態 

行為事態 

基準時 

ヌ タ
リ
・
リ 

継
続 

開
始 

図７ 中古語の変化事態 
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こ
れ
が
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
の
考
え
る
「
ア
ス
ペ
ク
ト
」
で
あ
り
、
ツ
、
ヌ
の
位
置
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
で
作
成
し
た
モ
デ
ル
を
中
古
語
に
当
て
は
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
や

や
飛
躍
が
あ
る
と
思
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
モ
デ
ル
の
導
出
過
程
に
問
題
が
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
た
だ
、
結
果
と
し
て
は
、
中
西
（
一
九
五
七
）
と
比
べ
て
も
、
よ
り
正
し
い
方
向
に
モ
デ
ル
が
精
緻
化

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
「
飛
躍
」
と
言
っ
た
の
は
、「
現
代
語
の
動
作
ア
ス
ペ
ク
ト

の
議
論
か
ら
、
中
古
語
の
事
態
ア
ス
ペ
ク
ト
の
議
論
に
シ
フ
ト
し
た
段
階
で
」
、
動
詞
の
話
か
ら
「
事
態
」

の
話
に
移
行
し
て
い
る
点
や
、
そ
れ
に
付
随
し
て
、
現
代
語
の
モ
デ
ル
の
方
で
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
〈
意
志
性
〉

の
要
素
を
取
り
消
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
結
果
、
な
ぜ
、
こ
の
「
現
代
語
の
モ
デ
ル
」
を
こ
の
「
中
古
語
の

モ
デ
ル
」
に
当
て
は
め
れ
ば
話
が
う
ま
く
進
む
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
の
方
の
動
詞
の
構
造
に
つ
い
て
の
議
論
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
思

し
く
、
本
研
究
の
関
心
か
ら
は
や
や
ず
れ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
は
立
ち
入
ら
な
い
。 

行為事態 

変化事態 

基準時 

タ
リ
・
リ 

タ
リ
・
リ 

ツ 

継
続 

開
始 

終
了 

開
始 

継
続 

図８ 中古語の複合事態 
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こ
れ
ら
事
態
の
内
的
時
間
展
開
の
タ
イ
プ
別
に
場
合
分
け
さ
れ
た
モ
デ
ル
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題

が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

①
「
行
為
事
態
」
と
い
う
名
称
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
。 

②
ツ
、
ヌ
の
指
す
対
象
が
点
的
理
解
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、「
動
作
態
」
形
式
と
の
違
い
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
。 

  

①
に
つ
い
て
は
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
自
身
、「
行
為
事
態
は
典
型
的
に
は
人
間
の
意
志
的
行
為
を
表
わ

す
が
、
意
志
的
で
は
な
い
場
合
、
人
間
で
は
な
い
場
合
な
ど
も
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
自
然
現

象
の
事
態
に
ツ
が
接
続
し
た
場
合
に
、
自
然
現
象
の
事
態
を
「
行
為
事
態
」
と
呼
ば
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

不
適
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、「（
雨
や
雪
な
ど
が
）
降
る
」
と
い
う
動
詞
に
ツ
の
接
続
す
る
用
例
が
あ
る
が
、

こ
の
用
例
解
釈
の
際
に
、「（
雨
や
雪
な
ど
が
）
降
る
」
と
い
う
の
は
、「
行
為
事
態
」
で
あ
る
と
言
う
こ
と

に
な
り
、
奇
妙
な
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、 

 

（
１
）
我
が
袖
に
降
り
つ
る
（
零
鶴
）
雪
も
流
れ
行
き
て
妹
が
手
本
に
い
行
き
触
れ
ぬ
か
（
万
葉
集
・
巻
第

一
〇
・
二
三
二
〇
） 

（
２
）
秋
の
夜
に
雨
と
き
こ
え
て
ふ
り
つ
る
は
風
に
み
だ
る
る
も
み
ぢ
成
け
り
（
後
撰
和
歌
集
・
和
歌
下
） 

（
３
）
今
年
い
た
う
荒
る
る
と
な
く
て
、
斑
雪
ふ
た
た
び
ば
か
り
ぞ
降
り
つ
る
。（
蜻
蛉
日
記
） 

（
４
）
日
ご
ろ
降
り
つ
る
な
ご
り
の
雨
す
こ
し
そ
そ
き
て
、
を
か
し
き
ほ
ど
に
月
さ
し
出
で
た
り
。（
源
氏

物
語
・
蓬
生
） 

 

等
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。「（
雪
や
雨
が
）
降
る
」
と
い
う
、「
行
為
」
と
は
呼
べ
な
い
現
象
に
ツ
が
接
続

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
の
更
な
る
精
緻
化
と
い
う
観
点
か
ら
、「
行
為
事
態
」
と
い
う
名
称
の

変
更
は
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
次
節
で
行
う
こ
と
と
す
る
。 

 

②
に
つ
い
て
は
、
前
提
と
し
て
、 

井
島
（
二
〇
〇
五
・
一
一
、
二
〇
〇
七
・
一
一
、
二
〇
一
一
・
二
）

は
、
ハ
ジ
メ
ル
、
ツ
ヅ
ケ
ル
、
オ
ワ
ル
等
の
補
助
動
詞
的
形
式
群
が
表
現
す
る
、
時
に
関
わ
る
文
法
的
な
意

味
・
機
能
を
「
動
作
態
」
と
い
う
レ
ベ
ル
に
置
き
、
現
代
語
で
い
う
タ
、
テ
イ
ル
、
古
典
語
で
い
う
ツ
、
ヌ
、
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タ
リ
、
リ
が
表
現
す
る
時
に
関
わ
る
文
法
的
な
意
味
・
機
能
を
「
ア
ス
ペ
ク
ト
」
と
い
う
レ
ベ
ル
に
置
い
て

い
る
（
先
の
図
表
一
）。
そ
し
て
、「
ア
ス
ペ
ク
ト
」
は
「
基
準
時
」
と
必
ず
関
係
を
結
ぶ
も
の
で
あ
り
、「
動

作
態
」
は
「
基
準
時
」
と
は
そ
の
ま
ま
で
関
係
せ
ず
、
純
粋
に
事
態
の
内
的
時
間
展
開
を
表
わ
し
わ
け
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
ア
ス
ペ
ク
ト
」
と
「
動
作
態
」
と
の
意
味
・
機
能
の
違
い
は
、「
基
準

時
」
を
持
つ
か
否
か
で
あ
り
、
ツ
、
ヌ
と
オ
ワ
ル
、
ハ
ジ
メ
ル
は
ど
ち
ら
も
事
態
を
点
的
に
取
り
上
げ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

「
基
準
時
」
を
持
つ
か
否
か
で
違
う
と
言
う
が
、
し
か
し
実
際
は
、「
動
作
態
」
形
式
も
、
例
え
ば
ア
ク

チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
に
定
位
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、「
ア
ス
ペ
ク
ト
」

形
式
と
「
動
作
態
」
形
式
と
で
意
味
・
機
能
が
違
っ
て
く
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
説
明
を
与
え
る

の
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、「
動
作
態
」
形
式
と
「
ア
ス
ペ
ク
ト
」
形
式
が
共
起
す
る
場
合
は
、
モ
デ
ル
を
ど

う
解
釈
し
て
よ
い
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。 

例
え
ば
、
現
代
語
で
考
え
れ
ば
、「
太
郎
が
走
り
始
め
る
」
と
「
太
郎
が
走
っ
た
」、「
太
郎
が
走
り
続
け

る
」
と
「
太
郎
が
走
っ
て
い
る
」、「
太
郎
が
走
り
終
わ
る
」
と
「
太
郎
が
走
っ
た
」
が
あ
り
、
実
際
は
、
こ

れ
ら
の
表
現
に
は
意
味
・
用
法
の
面
で
差
が
生
ま
れ
う
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
差
が
こ
の
モ
デ
ル
で
ど
う
理
解

で
き
る
か
、
説
明
し
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

 

「
太
郎
が
走
り
始
め
る
」
と
「
太
郎
が
走
っ
た
」
の
違
い
は
、
「
基
準
時
」
の
あ
る
な
し
だ
け
で
な
く
、

事
態
の
内
的
時
間
展
開
を
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
る
か
、
ど
こ
を
指
す
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
あ
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
し
て
、
実
際
に
用
例
を
見
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
点
的
解
釈
が
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
も
の
が
出
て
く
る
。 

 

（
５
）
む
ぐ
ら
は
ふ
下
に
も
年
は
経
ぬ
る
身
の
な
に
か
は
玉
の
う
て
な
を
も
見
む
（
竹
取
物
語
） 

（
６
）
む
か
し
、
男
あ
り
け
り
。
女
を
と
か
く
い
ふ
こ
と
月
日
経
に
け
り
。
岩
木
に
し
あ
ら
ね
ば
、
心
苦
し

と
や
思
ひ
け
む
、
や
う
や
う
あ
は
れ
と
思
ひ
け
り
。（
伊
勢
物
語
） 

 

（
５
）
の
「
経
ぬ
る
」
は
井
島
（
二
〇
一
一
）
の
モ
デ
ル
に
従
え
ば
、「
経
始
め
た
」
と
い
っ
た
こ
と
と

同
じ
内
的
時
間
展
開
の
捉
え
方
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、「
長
年
を
経
始
め
た
」
な
り
「
長
年
を
経
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出
し
た
」
な
り
、「
長
年
を
経
る
こ
と
」
の
内
的
時
間
展
開
の
開
始
部
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
よ
う
に
は

思
わ
れ
な
い
。（
６
）
の
「
月
日
が
経
る
こ
と
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

 （
７
）
君
が
行
き
日
長
く
な
り
ぬ
（
成
奴
）
山
尋
ね
迎
へ
か
行
か
む
待
ち
に
か
待
た
む
（
万
葉
集
・
巻
第
二
・

八
五
） 

（
８
）
大
船
の
泊
つ
る
泊
ま
り
の
た
ゆ
た
ひ
に
物
思
ひ
痩
せ
ぬ
（
物
念
痩
奴
）
人
の
児
故
に
（
万
葉
集
・
二
・

一
二
二
） 

（
９
）
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
て
な
が
ら
ふ
る
に
、
そ
の
司
召
に
も
か
か
ら
ず
な
り
に
け
る
に
、
深
く
世
の
中
憂
き

こ
と
と
思
ひ
憂
じ
は
て
て
、
帝
の
御
母
后
の
お
も
と
人
、
こ
の
知
れ
る
人
の
な
か
に
い
ひ
や
る
。（
平
中
物

語
） 

  

（
７
）
も
、「
久
し
く
な
り
始
め
た
」
や
「
久
し
く
な
り
出
し
た
」
等
、
事
態
開
始
部
に
焦
点
を
当
て
る

よ
う
な
解
釈
は
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（
８
）
も
、「
痩
せ
始
め
た
」
な
ど
と
い
う
、
事
態
の
内
的

時
間
展
開
上
の
開
始
部
に
焦
点
を
当
て
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
取
る
の
は
、
歌
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
だ
ろ
う
。（
９
）

の
「
か
か
ら
ず
な
り
に
け
る
」
は
、
望
み
を
か
け
て
い
た
司
召
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を

い
う
も
の
で
、
あ
る
状
況
が
確
定
的
に
な
っ
た
も
の
と
わ
か
る
。（
９
）
も
、「
か
か
ら
ず
な
り
」「
始
め
た

／
出
し
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
解
釈
で
は
変
に
な
る
。 

 

（

10

）
雲
の
上
に
鳴
く
な
る
雁
の
遠
け
ど
も
君
に
逢
は
む
と
た
も
と
ほ
り
来
つ
（
来
津
）（
万
葉
集
・
八
・

一
五
七
四
） 

（

11

）「
い
で
見
む
。
誰
が
子
ぞ
。
わ
れ
い
ま
は
老
い
に
た
り
と
て
、
若
人
求
め
て
わ
れ
を
勘
当
し
た
ま
へ

る
な
ら
む
」
と
あ
る
に
、
い
と
を
か
し
う
な
り
て
、「
さ
は
、
見
せ
た
て
ま
つ
ら
む
。
御
子
に
し
た
ま
は
む

や
」
と
も
の
す
れ
ば
、「
い
と
よ
か
な
り
。
さ
せ
む
。
な
ほ
な
ほ
」
と
あ
れ
ば
、
わ
れ
も
、
と
う
い
ぶ
か
し

さ
に
、
呼
び
出
で
た
り
。
聞
き
つ
る
年
よ
り
も
い
と
小
さ
う
、
い
ふ
か
ひ
な
く
幼
げ
な
り
。
（
蜻
蛉
日
記
） 

 

（

10

）
は
、「
た
も
と
ほ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
来
つ
」
が
「
来
終
わ
っ
た
」
な
ど
と
事
態
の
終
結

部
に
焦
点
を
当
て
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
は
苦
し
い
。（

11

）
も
「
聞
き
終
わ
り
」
と
い
う

事
態
の
終
結
部
を
わ
ざ
わ
ざ
分
析
的
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。 
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引
き
続
い
て
、「
逃
が
し
つ
」
の
場
合
を
考
え
た
い
。 

 

（

12

）「
何
ご
と
ぞ
や
。
童
べ
と
腹
立
ち
た
ま
へ
る
か
」
と
て
、
尼
君
の
見
上
げ
た
る
に
、
す
こ
し
お
ぼ
え

た
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
、
子
な
め
り
と
見
た
ま
ふ
。「
雀
の
子
を
犬
君
が
逃
が
し
つ
る
、
伏
籠
の
中
に
籠
め
た

り
つ
る
も
の
を
」
と
て
、
い
と
口
惜
し
と
思
へ
り
。（
源
氏
物
語
・
若
紫
） 

  

従
来
、
主
体
動
作
客
体
変
化
動
詞
の
「
逃
が
す
」
の
内
的
時
間
展
開
は
、「
逃
が
す
前
の
局
面
」、「
逃
が

す
と
い
う
行
為
中
の
局
面
」、「
逃
が
し
た
後
の
局
面
」
と
い
う
「
動
作
的
」
側
面
と
、
対
象
物
の
「
逃
が
さ

れ
る
前
の
局
面
」「
逃
が
さ
れ
た
後
の
局
面
」
と
い
う
「
変
化
的
」
側
面
の
複
合
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
複
合
の
在
り
方
と
し
て
は
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
の
モ
デ
ル
で
は
、「
逃
が
す
と

い
う
行
為
中
の
局
面
」
の
終
了
点
と
、「
逃
が
さ
れ
た
後
の
局
面
」
の
開
始
点
が
重
な
る
と
捉
え
ら
れ
る
は

ず
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
実
際
は
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
モ
デ
ル
の
よ
う
に
点
的
な
解
釈
が
で
き
る
も
の
で
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。「
逃
が
す
」
の
場
合
、
主
体
の
「
逃
が
す
前
の
局
面
」
が
あ
り
、
そ
の
次
に
、「
逃
が
す
と
い
う
行

為
中
の
局
面
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
主
体
の
「
逃
が
す
前
の
局
面
」
は
、
客
体
の
「
逃
げ
る
、
逃
が
さ
れ
る

前
の
局
面
」
と
重
な
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
従
来
と
変
わ
り
は
な
い
。
次
に
、
主
体
の
「
逃
が
す
と
い
う
行
為

中
の
局
面
」
が
始
ま
っ
た
段
階
で
、
客
体
の
「
逃
げ
て
い
る
、
逃
が
さ
れ
て
い
る
最
中
の
局
面
」
が
始
ま
る
。

こ
こ
の
「
逃
が
す
と
い
う
行
為
中
の
局
面
」
と
「
逃
げ
て
い
る
、
逃
が
さ
れ
て
い
る
最
中
の
局
面
」
の
複
合

体
は
、
実
際
の
事
態
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
ろ
う
。
客
体
が
積
極
的
な
意
志
性
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
「
逃
げ

て
い
る
」
様
子
が
際
立
ち
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
「
逃
が
さ
れ
て
い
る
」
様
子
が
際
立
つ
。（
７
）
の
用
例

で
あ
れ
ば
、「
犬
君
」
が
「
鳥
」
を
逃
が
す
に
あ
た
っ
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
行
っ
た
か
（
＝

「
鳥
」
が
「
犬
君
」
に
逃
が
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
た
か
）
に
よ
っ
て
、
様
々
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
鳥
」
が
「
逃
が
さ
れ
る
」
過
程
と
い
う
の
は
、
そ
の
開
始
の
部
分
か
ら
、
徐
々
に

変
化
し
て
い
く
様
相
で
あ
っ
て
、
「
逃
げ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
」
と
こ
ろ
か
ら
「
逃
げ
お
お
せ
た
と
こ
ろ
」

ま
で
の
間
に
、
わ
か
り
や
す
い
点
が
（
瞬
間
的
な
点
が
）
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、「
逃

が
す
と
い
う
行
為
中
の
局
面
」
と
「
逃
が
し
終
わ
っ
た
後
の
局
面
」
と
の
間
に
も
わ
か
り
や
す
い
点
（
瞬
間

的
な
点
）
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 



77 

 

井
島
（
二
〇
一
一
）
自
身
、「
典
型
的
に
は
」
と
但
し
書
き
を
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
全
て
点
的
・

瞬
間
的
な
も
の
と
見
て
し
ま
う
の
は
、
問
題
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
モ
デ
ル
化
を
し
て
い
る
わ
け
な
の
で
、

あ
る
程
度
の
様
相
は
捨
象
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ツ
と
ヌ
の
モ
デ
ル
に
関
し
て

は
、
点
的
・
瞬
間
的
な
も
の
の
よ
う
に
ま
で
捨
象
し
て
し
ま
っ
て
は
、
正
確
な
分
析
が
困
難
に
な
る
。 

次
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
克
服
す
る
形
で
（
井
島
二
〇
一
一
の
モ
デ
ル
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る

形
で
）、
本
研
究
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。 

 

三
．
四 

本
研
究
の
モ
デ
ル 

本
節
で
は
、
前
節
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
モ
デ
ル
に
調
整
を
入
れ
て
い
く
形
で
本
研

究
の
ツ
、
ヌ
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。
そ
の
前
に
、
便
宜
上
、
各
「
局
面
」
の
名
称
を
改
め
て
お
き
た
い
。

「
開
始
以
前
」
を
「
事
態
開
始
前
局
面
」、「
開
始
」
を
「
事
態
開
始
局
面
」、「
継
続
」
を
「
事
態
中
途
局
面
」
、

「
終
了
」
を
「
事
態
終
了
局
面
」、「
終
了
以
後
」
を
「
事
態
終
了
後
局
面
」
と
呼
び
か
え
て
お
き
た
い
。
こ

れ
は
、
元
の
名
称
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
便
宜
上
の
変
更
で
あ
る
。 

ま
ず
、
①
の
、「
行
為
事
態
」
と
い
う
名
称
を
改
め
る
件
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。 

要
は
、「
行
為
」
か
「
行
為
」
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
モ
デ
ル
で
は
考
え
な
く
て
大
丈
夫
な

の
で
あ
り
、
名
称
に
つ
い
て
は
、「
変
化
事
態
」
の
方
の
モ
デ
ル
と
区
別
が
つ
き
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
と
い

っ
て
安
直
に
「
不
変
化
事
態
」
な
ど
と
し
て
し
ま
う
と
、
こ
れ
は
こ
れ
で
ま
た
内
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
名
称
と

な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。 

「
変
化
事
態
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
モ
デ
ル
と
「
行
為
事
態
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
モ
デ
ル
そ
の
も
の
の
形
に

着
目
す
れ
ば
、
前
者
は
「
事
態
開
始
前
局
面
」
と
「
事
態
開
始
局
面
」
と
「
事
態
中
途
局
面
」
を
持
つ
も
の

で
あ
り
、
後
者
は
「
事
態
開
始
前
局
面
」
と
「
事
態
開
始
局
面
」
と
「
事
態
中
途
局
面
」
と
「
事
態
終
了
局

面
」
と
「
事
態
終
了
後
局
面
」
を
持
つ
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
こ
の
点
に
着
目
し
、「
変
化
事
態
」
は
、「
三

局
面
事
態
」、「
行
為
事
態
」
は
、「
五
局
面
事
態
」
と
呼
び
か
え
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、「
複
合
事
態
」
に

つ
い
て
は
、「
三
局
面
事
態
」
と
「
五
局
面
事
態
」
の
「
複
合
」
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
、「
複
合
事
態
」

と
い
う
名
称
の
ま
ま
で
よ
い
だ
ろ
う2

0

。
な
お
、「
変
化
事
態
」
の
方
ま
で
名
称
を
変
更
し
た
の
は
、
呼
び
方

を
一
貫
性
の
あ
る
や
り
方
で
統
一
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
。 

 

次
に
、
②
の
、
ツ
と
ヌ
の
指
す
も
の
が
点
的
に
表
現
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
改

善
案
を
提
示
す
る
。 
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本
研
究
で
は
、
ツ
と
ヌ
が
指
し
て
い
る
局
面
を
点
的
な
も
の
と
見
る
の
で
は
な
く
、
ツ
は
「
事
態
中
途

局
面
」
か
ら
「
事
態
終
了
後
局
面
」
へ
の
移
行
関
係
を
指
し
、
ヌ
は
「
事
態
開
始
前
局
面
」
か
ら
「
事
態
中

途
局
面
」
へ
の
移
行
関
係
を
指
す
も
の
で
あ
る
考
え
る
。
そ
れ
を
図
に
し
た
も
の
が
、
図
六
～
図
八
で
あ
る
。

な
お
、
更
に
正
確
な
こ
と
を
言
え
ば
、
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
事
態
開
始
局
面
」
と
「
事
態
終
了
局

面
」
は
見
出
し
に
く
い
も
の
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
こ
と
ま
で
場
合
分
け
し
て
モ
デ
ル
に
示
し
た
方
が
精
緻

な
わ
け
だ
が
、
本
研
究
で
検
討
す
る
内
容
に
と
っ
て
は
、
描
き
分
け
な
く
て
も
困
ら
な
い
の
で
、
割
愛
す
る
。 

                      

図９ 五局面事態 

事
態
終
了
後
局
面 

事
態
開
始
前
局
面 

事
態
中
途
局
面 

五局面事態の 

内的時間展開 

図１０ 三局面事態 

事
態
開
始
前
局
面 

事
態
中
途
局
面 

三局面事態の 

内的時間展開 

ヌ ツ 

ヌ 
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こ
れ
に
よ
っ
て
、
ツ
、
ヌ
は
、
事
態
の
内
的
時
間
展
開
の
捉
え
方
と
い
う
点
で
「
動
作
態
」
と
違
う
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
以
下
の
用
例
の
よ
う
に
、
開
始
や
終
了
を
意
味
す
る
「
動
作
態
」
は
、
点
的
に
「
事
態
開

始
局
面
」
と
「
事
態
終
了
局
面
」
を
指
し
て
い
る
。 

 

（

13

）
妹
が
紐
解
く
と
結
び
て
竜
田
山
今
こ
そ
も
み
ち
は
じ
め
て
あ
り
け
れ
（
黄
葉
始
而
有
家
礼
）（
万
葉

集
・
巻
第
一
〇
・
二
二
一
一
） 

（

14

）
さ
て
、
十
日
あ
ま
り
な
れ
ば
、
月
お
も
し
ろ
し
。
船
に
乗
り
始
め
し
日
よ
り
、
船
に
は
紅
濃
く
、

よ
き
衣
着
ず
。（
土
佐
日
記
） 

（

15

）
世
に
ふ
る
を
う
き
身
と
思
ふ
わ
が
袖
の
ぬ
れ
は
じ
め
け
る
宵
の
雨
か
な
（
落
窪
物
語
） 

（

16

）
あ
る
人
、
県
の
四
年
五
年
果
て
て
、
例
の
こ
と
ど
も
皆
し
終
へ
て
、
解
由
な
ど
取
り
て
、
住
む
館

よ
り
出
で
て
、
船
に
乗
る
べ
き
と
こ
ろ
へ
わ
た
る
。（
土
佐
日
記
） 

 

事
態
開
始
前
局
面 

事
態
中
途
局
面 

三局面事態の 

内的時間展開 

ヌ ツ 

図１１ 五局面事態と三局面事態の複合事態 

事
態
終
了
後
局
面 

事
態
開
始
前
局
面 

事
態
中
途
局
面 

五局面事態の 

内的時間展開 
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な
お
、
こ
れ
ら
の
図
で
は
、「
基
準
時
」
を
表
現
し
て
い
な
い
が
、「
基
準
時
」
を
省
く
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ツ
、
ヌ
と
「
基
準
時
」
と
の
関
係
性
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、

こ
の
こ
と
は
、
後
の
議
論
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
新
モ
デ
ル
が
井
島
（
二
〇
一
一
）
の
モ
デ
ル
と
比
べ
て
、
ど
う
良
く
な
っ
た
か
説
明
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
①
の
名
称
に
関
し
て
は
、
も
は
や
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
②
の
問
題
に
関
し

て
は
、
前
節
の
（
５
～

12

）
の
ツ
、
ヌ
の
用
例
解
釈
が
自
然
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
他
の
用
例
に

対
し
て
も
支
障
な
く
解
釈
で
き
る
。
同
じ
用
例
を
以
下
に
再
掲
し
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 

（
前
節
の
用
例
再
掲
） 

（
５
）
む
ぐ
ら
は
ふ
下
に
も
年
は
経
ぬ
る
身
の
な
に
か
は
玉
の
う
て
な
を
も
見
む
（
竹
取
物
語
） 

（
６
）
む
か
し
、
男
あ
り
け
り
。
女
を
と
か
く
い
ふ
こ
と
月
日
経
に
け
り
。
岩
木
に
し
あ
ら
ね
ば
、
心
苦
し

と
や
思
ひ
け
む
、
や
う
や
う
あ
は
れ
と
思
ひ
け
り
。（
伊
勢
物
語
） 

（
７
）
君
が
行
き
日
長
く
な
り
ぬ
（
成
奴
）
山
尋
ね
迎
へ
か
行
か
む
待
ち
に
か
待
た
む
（
万
葉
集
・
巻
第
二
・

八
五
） 

（
８
）
大
船
の
泊
つ
る
泊
ま
り
の
た
ゆ
た
ひ
に
物
思
ひ
痩
せ
ぬ
（
物
念
痩
奴
）
人
の
児
故
に
（
万
葉
集
・
二
・

一
二
二
） 

（
９
）
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
て
な
が
ら
ふ
る
に
、
そ
の
司
召
に
も
か
か
ら
ず
な
り
に
け
る
に
、
深
く
世
の
中
憂
き

こ
と
と
思
ひ
憂
じ
は
て
て
、
帝
の
御
母
后
の
お
も
と
人
、
こ
の
知
れ
る
人
の
な
か
に
い
ひ
や
る
。（
平
中
物

語
） 

（

10

）
雲
の
上
に
鳴
く
な
る
雁
の
遠
け
ど
も
君
に
逢
は
む
と
た
も
と
ほ
り
来
つ
（
来
津
）（
万
葉
集
・
八
・

一
五
七
四
） 

（

11

）「
い
で
見
む
。
誰
が
子
ぞ
。
わ
れ
い
ま
は
老
い
に
た
り
と
て
、
若
人
求
め
て
わ
れ
を
勘
当
し
た
ま
へ

る
な
ら
む
」
と
あ
る
に
、
い
と
を
か
し
う
な
り
て
、「
さ
は
、
見
せ
た
て
ま
つ
ら
む
。
御
子
に
し
た
ま
は
む

や
」
と
も
の
す
れ
ば
、「
い
と
よ
か
な
り
。
さ
せ
む
。
な
ほ
な
ほ
」
と
あ
れ
ば
、
わ
れ
も
、
と
う
い
ぶ
か
し

さ
に
、
呼
び
出
で
た
り
。
聞
き
つ
る
年
よ
り
も
い
と
小
さ
う
、
い
ふ
か
ひ
な
く
幼
げ
な
り
。
（
蜻
蛉
日
記
） 

（

12

）「
何
ご
と
ぞ
や
。
童
べ
と
腹
立
ち
た
ま
へ
る
か
」
と
て
、
尼
君
の
見
上
げ
た
る
に
、
す
こ
し
お
ぼ
え

た
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
、
子
な
め
り
と
見
た
ま
ふ
。「
雀
の
子
を
犬
君
が
逃
が
し
つ
る
、
伏
籠
の
中
に
籠
め
た

り
つ
る
も
の
を
」
と
て
、
い
と
口
惜
し
と
思
へ
り
。（
源
氏
物
語
・
若
紫
） 
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（
５
）
の
「
経
ぬ
る
」
は
、
自
身
の
地
上
で
の
生
ま
れ
や
、
今
ま
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
表
現
す
る
も
の
で
、

「
未
だ
長
く
経
て
は
い
な
い
局
面
」
と
「
す
で
に
長
く
経
て
い
る
局
面
」
を
把
握
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
の

移
行
関
係
を
指
す
マ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ヌ
が
現
れ
て
い
る
。（
６
）
も
「
未
だ
月
日
が
経
て
い
な
い
局
面
」

と
「
す
で
に
月
日
が
経
て
い
る
局
面
」
お
よ
び
そ
れ
ら
の
移
行
関
係
を
指
す
マ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ヌ
が
用
い

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
７
）
も
、「
未
だ
久
し
く
な
っ
て
い
な
い
局
面
」
か
ら
「
久
し
く
な
っ
て
い

る
局
面
」
へ
の
移
行
関
係
を
ヌ
が
表
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
８
）
の
場
合
、「
未
だ
痩
せ
て
い
な
い

局
面
」
と
「
す
で
に
痩
せ
て
い
る
局
面
」
の
移
行
関
係
を
表
わ
す
マ
ー
カ
ー
と
し
て
ヌ
が
現
れ
て
い
る
の
だ

と
説
明
す
れ
ば
、
無
理
は
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。（
９
）
は
、「
望
み
を
か
け
て
司
召
の
機
会
を
う
か
が

っ
て
い
た
局
面
」
が
事
態
開
始
前
局
面
で
、「
司
召
の
機
会
を
既
に
失
っ
て
い
る
局
面
」
が
事
態
中
途
局
面

で
あ
る
。 

（

10

）
の
「
来
つ
」
は
「
君
」
の
も
と
ま
で
来
た
と
い
う
こ
と
で
、「
来
る
」
と
い
う
移
動
の
実
行
中
局

面
で
あ
る
「
事
態
中
途
局
面
」
と
辿
り
着
い
た
後
の
「
事
態
終
了
後
局
面
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の

移
行
関
係
を
ツ
が
指
さ
れ
て
い
る
。（

11

）
の
「
聞
き
つ
る
」
と
い
う
の
は
、「
聞
い
て
い
た
」
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
聞
く
と
い
う
事
態
は
終
了
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
聞
く
こ
と
」
の
実
行
中
と
終
了
後
局
面

の
移
行
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。（

12

）
の
「
逃
が
し
つ
」
は
、「
逃
が
す
と
い
う
行
為
中
の
局
面
」
で
あ

る
事
態
中
途
局
面
と
「
逃
が
し
終
え
た
後
の
局
面
」
＝
「
事
態
終
了
後
局
面
」
の
移
行
関
係
で
あ
る
と
捉
え

ら
れ
る
。 

 

以
上
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
の
モ
デ
ル
か
ら
の
解
釈
で
は
不
審
さ
が
あ
っ
た
用
例
に
つ
い
て
、
本
研
究
の

モ
デ
ル
か
ら
解
釈
を
試
み
た
。
以
下
で
は
、
本
研
究
の
モ
デ
ル
の
有
効
性
を
確
認
す
る
た
め
、
そ
の
他
の
用

例
に
つ
い
て
も
解
釈
し
て
お
き
た
い
。 

 

ヌ
の
場
合 

（

17

）
翁
い
ふ
や
う
、「
我
朝
ご
と
夕
ご
と
に
見
る
竹
の
中
に
お
は
す
る
に
て
知
り
ぬ
。（
竹
取
物
語
） 

（

18

）
た
け
と
り
の
翁
、
竹
を
取
る
に
、
こ
の
子
を
見
つ
け
て
後
に
竹
取
る
に
、
節
を
へ
だ
て
て
、
よ
ご

と
に
、
黄
金
あ
る
竹
を
見
つ
く
る
こ
と
か
さ
な
り
ぬ
。（
竹
取
物
語
） 

（

19

）
散
り
ぬ
と
も
香
を
だ
に
の
こ
せ
梅
の
花
恋
し
き
と
き
の
思
ひ
い
で
に
せ
む
（
古
今
和
歌
集
・
四
八
） 

（

20

）
君
来
む
と
い
ひ
し
夜
ご
と
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
頼
ま
ぬ
も
の
の
恋
ひ
つ
つ
ぞ
経
る
（
伊
勢
物
語
） 

（

21

）
こ
の
あ
ひ
だ
に
、
雨
降
り
ぬ
。（
土
佐
日
記
） 
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（

22

）「
大
殿
油
ま
ゐ
れ
」
な
ど
言
ふ
ま
ぎ
れ
に
、
這
ひ
よ
り
て
、
遣
戸
の
片
の
樋
に
添
へ
て
、
え
さ
ぐ
ら

す
ま
じ
く
、
さ
し
て
さ
り
ぬ
。（
落
窪
物
語
） 

  

（

17

）
の
「
知
り
ぬ
」
は
、「
翁
」
が
竹
の
中
に
か
ぐ
や
姫
の
い
た
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
を
指
し
、
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、「
ま
だ
知
ら
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

「
す
で
に
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
へ
の
移
行
関
係
と
し
て
読
み
取
れ
る
。（

18

）
の
「
か
さ
な
り
ぬ
」

は
、「
た
け
と
り
の
翁
」
が
か
ぐ
や
姫
を
見
つ
け
た
後
、「
黄
金
あ
る
竹
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
度
重
な
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
し
、「
か
さ
な
る
」
と
い
う
事
態
が
ま
だ
な
い
局
面
と
、
既
に
実
現
し
て
い
る
局
面

が
読
み
取
れ
る
。（

19

）
の
「
散
り
ぬ
」
は
、
咲
い
て
い
た
「
梅
の
花
」
が
散
る
こ
と
を
指
し
植
物
の
様
子

の
移
り
変
わ
り
に
お
け
る
局
面
の
内
、「
ま
だ
散
っ
て
い
な
い
局
面
」
と
「
既
に
散
っ
て
い
る
局
面
」
が
捉

え
ら
れ
て
い
る
。（

20

）
の
「
過
ぎ
ぬ
れ
」
は
、
相
手
が
来
る
と
約
束
し
た
夜
ご
と
に
、
待
っ
て
は
み
る
も

の
の
、
い
つ
も
来
な
い
で
過
ぎ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
ま
だ
過
ぎ
て
い
な
い
局
面
」
と
「
既
に
過

ぎ
て
い
る
局
面
」
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。（

21

）
の
「
降
り
ぬ
」
は
、「
こ
の
間
に
」
と
い
う
期
間
に
「
降

っ
て
い
な
い
局
面
」
か
ら
「
降
っ
て
い
る
局
面
」
へ
移
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
れ
は
、
三
局
面

事
態
に
お
い
て
ヌ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。（

22

）
の
「
さ
り
ぬ
」
は
、
動
作
主
が
場
所
を
去
る
こ

と
を
指
し
、「
ま
だ
去
っ
て
い
な
い
局
面
」
か
ら
「
も
う
す
で
に
去
っ
て
い
る
局
面
」
へ
の
移
行
が
表
現
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ツ
の
場
合 

（

23

）
た
け
ば
ぬ
れ
た
か
ね
ば
長
き
妹
が
髪
こ
の
こ
ろ
見
ぬ
に
掻
き
入
れ
つ
ら
む
か
（
掻
入
津
良
武
香
）

（
万
葉
集
・
巻
第
二
・
一
二
三
） 

（

24

）
夏
葛
の
絶
え
ぬ
使
ひ
の
よ
ど
め
れ
ば
事
し
も
あ
る
ご
と
思
ひ
つ
る
（
念
鶴
鴨
）
か
も
（
万
葉
集
・

巻
第
四
・
六
四
九
） 

（

25

）「
御
前
に
御
遊
び
な
ど
し
た
ま
へ
る
を
、
か
ら
う
じ
て
な
む
聞
え
つ
れ
ば
、『
た
が
も
の
し
た
ま
ふ

な
ら
む
。
い
と
あ
や
し
き
こ
と
。
た
し
か
に
問
ひ
た
て
ま
つ
り
て
来
』
と
な
む
の
た
ま
ひ
つ
る
」（
大
和
物

語
） 
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（

23

）
の
「
搔
き
入
れ
る
こ
と
」
は
、
終
了
の
あ
る
動
作
で
あ
り
、「
搔
き
入
れ
つ
ら
む
か
」
は
、
も
う

搔
き
入
れ
て
し
ま
っ
た
か
ど
う
か
を
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
掻
き
入
れ
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
実
行

中
の
「
事
態
中
途
局
面
」
と
、
実
行
後
の
「
事
態
終
了
後
局
面
」
が
ツ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

 

（

24

）
の
場
合
、「
思
っ
て
い
る
最
中
の
局
面
」
と
「
も
う
思
い
終
わ
っ
た
後
の
局
面
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
言
う
「
も
う
思
い
終
わ
っ
た
熱
尾
の
局
面
」
と
い
う
の
は
、「
今
は
そ
の
よ

う
な
思
考
は
し
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
は
含
ま
な
い
。
あ
く
ま
で
五
局
面
事
態
の
「
思
ふ
」
で
あ

っ
て
、
あ
る
時
間
の
流
れ
で
「
何
か
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
思
考
を
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
態
中

途
局
面
は
当
該
思
考
が
は
た
ら
い
て
い
る
段
階
の
こ
と
で
あ
り
、
事
態
終
了
後
局
面
は
当
該
思
考
を
は
た

ら
か
せ
て
い
な
い
段
階
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
人
は
、
何
か
考
え
事
を
す
る
時
間
と
、
そ
の
考
え
事
を

切
り
上
げ
た
後
の
時
間
と
い
う
の
が
あ
り
得
る
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

以
上
、
見
た
よ
う
に
、
ツ
は
「
事
態
中
途
局
面
」
と
「
事
態
終
了
後
局
面
」
の
移
行
を
捉
え
る
ア
ス
ペ
ク

ト
形
式
で
あ
り
、
ヌ
は
「
事
態
開
始
前
局
面
」
と
「
事
態
中
途
局
面
」
の
移
行
を
捉
え
る
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式

で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（

25

）
は
、「
～
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」
と
い
う
意
味
だ
が
、「
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
最
中
の
局
面
」

と
「
お
っ
し
ゃ
り
終
わ
っ
た
後
の
局
面
」
と
の
移
行
関
係
を
ツ
が
指
し
て
い
る
と
見
て
大
丈
夫
だ
ろ
う
。 

 

以
上
、
本
研
究
の
モ
デ
ル
の
有
効
性
を
示
し
た
。 
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三
．
五 

テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
機
能
す
る
ツ 

 

本
節
で
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
で
あ
る
ツ
が
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、

本
研
究
の
モ
デ
ル
か
ら
説
明
す
る
。
ま
ず
ツ
が
テ
ン
ス
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し

て
い
る
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
の
言
及
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
用
例
を
見
、
ツ
そ
の
も
の
が
テ
ン
ス
形
式
だ

と
言
え
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
る
。
次
に
、
実
際
に
ツ
が
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
過
去
を
表
現

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
用
例
を
確
認
し
、
そ
の
過
去
の
射
程
が
近
過
去
に
収
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
後
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
の
モ
デ
ル
で
は
、
ツ
が
テ
ン
ス
的
に
過
去
を
指
す
よ

う
に
な
る
こ
と
を
説
明
し
に
く
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
最
後
に
、
本
研
究
の
モ
デ
ル
で
は
、
ツ
が
テ
ン
ス
的

に
過
去
を
指
す
よ
う
に
な
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
こ
と
を
示
す
。 

 

鈴
木
（
二
〇
〇
九
：
一
六
八
）
は
、
テ
ン
ス
体
系
に
ツ
は
含
ま
れ
、
テ
ン
ス
的
に
「
非
遠
過
去
」
を
表
わ

す
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
言
及
し
て
い
る2

1

。
鈴
木
（
二
〇
〇
九
：
一
六
八
）
は
、

「
会
話
文
に
お
い
て
ツ
形
、
ヌ
形
が
発
話
時
か
ら
ど
れ
く
ら
い
前
の
で
き
ご
と
を
表
わ
し
て
い
る
か
」
を
調

査
し
、
そ
の
結
果
、
「
ツ
形
、
ヌ
形
の
三
分
の
二
以
上
が
発
話
時
と
同
日
の
で
き
ご
と
を
表
わ
し
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
ツ
形
、
ヌ
形
が
発
話
時
と
同
日
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
「
今
、

今
日
、
今
朝
」
な
ど
の
表
現
と
共
起
す
る
こ
と
が
多
い
一
方
で
、「
昨
日
、
ひ
と
ひ
、
昔
」
な
ど
の
表
現
と

共
起
し
た
例
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、「
ツ
形
、
ヌ
形
は
発
話
時
と
お
な
じ
日
に
お
こ
っ
た
で
き
ご
と

を
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
の
に
た
い
し
て
、
キ
形
は
そ
う
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
発
話

時
、
ま
た
は
そ
れ
と
お
な
じ
日
に
お
こ
っ
た
で
き
ご
と
と
い
う
の
は
、
当
然
発
話
時
に
な
ん
ら
か
の
効
力
や

影
響
を
お
よ
ば
し
て
い
る
」
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
ツ
形
、
ヌ
形
は
「
現
在
と
つ
な
が
っ
た
過
去
、
す
な
わ

ち
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
的
過
去
」
を
表
わ
す
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、「
キ
形
が
発
話
時
か
ら
と
お
い
過

去
の
で
き
ご
と
を
表
わ
す
の
に
た
い
し
て
、
ツ
形
、
ヌ
形
が
発
話
時
に
ち
か
い
過
去
の
で
き
ご
と
を
表
わ
す
」

と
主
張
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
調
査
の
範
囲
は
、「
源
氏
物
語
の
角
川
文
庫
・
巻
五
の
藤
裏
葉
ま
で
」
で

あ
る
と
い
う
。 

鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
の
主
張
は
、
ツ
、
ヌ
が
「
基
準
時
」
よ
り
以
前
で
そ
の
日
中
の
事
態
を
表
わ
す
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
ツ
が
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
、
検
討
し
た
い
（
ヌ

の
詳
細
な
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
）。 

 

ツ
が
過
去
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
例
を
見
る
前
に
、
ツ
そ
の
も
の
が
テ
ン
ス
形
式
だ
と
言
え

る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
次
の
用
例
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。 
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（

26

）
こ
の
座
に
て
申
す
は
、
は
ば
か
り
あ
る
こ
と
な
れ
ど
、
か
つ
は
、
若
く
さ
ぶ
ら
ひ
し
ほ
ど
、
い
み

じ
と
身
に
し
み
て
思
う
た
ま
へ
し
罪
も
、
今
に
失
せ
は
べ
ら
じ
。
今
日
、
こ
の
伽
藍
に
て
、
懺
悔
つ
か
う
ま

つ
り
て
む
と
な
り
。（
大
鏡
） 

  

（

26

）
は
、
こ
れ
か
ら
懺
悔
話
を
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
り
、
テ
ン
ス
的
に
は
未
来
で
あ
る
。

ム
の
は
た
ら
き
と
関
連
を
も
ち
つ
つ
未
来
テ
ン
ス
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
ツ

が
テ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
説
明
に
困
難
を
き
た
す
。
ツ
が
テ
ン
ス
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ム
、
キ
、
ケ

リ
と
共
起
し
た
場
合
の
競
合
に
つ
い
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、（
６
）
に
つ
い
て
未
来
テ

ン
ス
に
な
る
こ
と
に
説
明
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ツ
そ
の
も
の

が
テ
ン
ス
形
式
だ
と
言
え
る
わ
け
で
は
な
い
。 

次
に
、
ツ
が
使
用
者
か
ら
見
て
そ
の
日
よ
り
以
前
の
事
態
を
表
わ
す
際
に
用
い
ら
れ
る
例
を
見
た
い
。 

 

（

27

）
さ
て
、
七
八
日
ば
か
り
あ
り
て
、
初
瀬
へ
出
で
立
つ
。
巳
の
時
ば
か
り
、
家
を
出
づ
。
人
い
と
多

く
、
き
ら
ぎ
ら
し
う
て
も
の
す
め
り
。
未
の
時
ば
か
り
に
、
こ
の
按
察
使
大
納
言
の
領
じ
た
ま
ひ
し
宇
治
の

院
に
い
た
り
た
り
。
人
は
か
く
て
の
の
し
れ
ど
、
わ
が
心
は
は
つ
か
に
て
、
見
め
ぐ
ら
せ
ば
、
あ
は
れ
に
、

心
に
入
れ
て
つ
く
ろ
ひ
た
ま
ふ
と
聞
き
し
と
こ
ろ
ぞ
か
し
、
こ
の
月
に
こ
そ
は
、
御
は
て
は
し
つ
ら
め
、
ほ

ど
な
く
荒
れ
に
た
る
か
な
と
思
ふ
。（
蜻
蛉
日
記
） 

（

28

）
御
火
取
召
し
て
、
い
よ
い
よ
た
き
し
め
さ
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。
み
づ
か
ら
は
、
萎
え
た
る
御

衣
ど
も
に
、
う
ち
と
け
た
る
御
姿
、
い
と
ど
細
う
か
弱
げ
な
り
。
し
め
り
て
お
は
す
る
、
い
と
心
苦
し
。
御

目
の
い
た
う
泣
き
腫
れ
た
る
ぞ
、
す
こ
し
も
の
し
け
れ
ど
、
い
と
あ
は
れ
と
見
る
と
き
は
、
罪
な
う
思
し
て
、

い
か
で
過
ぐ
し
つ
る
年
月
ぞ
と
、
な
ご
り
な
う
移
ろ
ふ
心
の
い
と
軽
き
ぞ
や
と
は
思
ふ
思
ふ
、
な
ほ
心
げ
さ

う
は
進
み
て
、
そ
ら
嘆
き
を
う
ち
し
つ
つ
、
な
ほ
装
束
し
た
ま
ひ
て
、
小
さ
き
火
取
と
り
寄
せ
て
、
袖
に
引

き
入
れ
て
し
め
ゐ
た
ま
へ
り
。（
源
氏
物
語
・
真
木
柱
） 

（

29

）「
お
も
と
は
、
今
宵
は
上
に
や
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ひ
つ
る
。
一
昨
日
よ
り
腹
を
病
み
て
、
い
と
わ
り
な

け
れ
ば
下
に
は
べ
り
つ
る
を
、
人
少
な
な
り
と
て
召
し
し
か
ば
、
昨
晩
参
上
り
し
か
ど
、
な
ほ
え
堪
ふ
ま
じ

く
な
む
」
と
憂
ふ
。（
源
氏
物
語
・
空
蝉
） 

（

30

）
七
月
に
も
な
り
ぬ
。
御
は
て
と
て
の
の
し
り
あ
ふ
。
そ
の
日
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
去
年
の
御
法
事
お

な
じ
こ
と
、
百
僧
な
り
。
有
様
、
お
な
じ
こ
と
な
れ
ば
と
ど
め
つ
。
去
年
よ
り
の
ち
、
女
房
六
人
を
と
ど
め
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つ
。
宮
の
御
か
た
に
あ
つ
か
は
せ
た
ま
へ
る
が
、「
今
は
ま
か
で
な
ん
ず
る
が
、
あ
は
れ
に
か
な
し
き
こ
と
。

…
…

（
讃
岐
典
侍
日
記
） 

  

（

27

）
の
用
例
は
、「
按
察
使
大
納
言
」
の
「
宇
治
の
院
」
に
到
着
し
た
一
行
が
騒
い
で
い
る
中
、
筆
者

で
あ
る
主
人
公
は
対
照
的
に
思
い
に
ふ
け
り
な
が
ら
荒
れ
て
し
ま
っ
た
周
り
を
見
や
る
場
面
で
あ
り
、「
按

察
使
大
納
言
」
の
一
周
忌
は
今
月
も
う
行
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。
時
系
列
を
考
え
れ
ば
、
ツ

使
用
者
（
＝
主
人
公
）
か
ら
見
て
、
そ
の
日
よ
り
も
以
前
で
、
そ
の
月
以
内
の
事
態
を
表
現
す
る
の
に
ツ
を

使
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

（

28

）
の
用
例
は
、
玉
鬘
に
心
移
り
し
て
し
ま
っ
た
髭
黒
が
、
泣
い
て
い
る
北
の
方
を
見
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
に
し
て
長
年
結
婚
生
活
を
続
け
て
き
た
も
の
か
、
と
考
え
る
場
面
で
あ
る
。
ツ
の
射
程
は
、
長
年
を

収
め
て
お
り
、
一
日
に
収
ま
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

（

29

）
は
、
あ
る
女
房
が
、
病
に
よ
り
一
昨
日
か
ら
休
ん
で
い
た
が
、
召
集
さ
れ
、
昨
晩
は
参
上
し
た

が
、
や
は
り
が
ま
ん
で
き
そ
う
に
な
い
と
述
べ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。「
一
昨
日
よ
り
～
下
に
は
べ
り
つ
る
」

→

「
召
し
し
か
ば
、
昨
晩
参
上
り
し
か
ど
」
と
い
う
時
系
列
で
あ
り
、
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
の
キ
、
ツ
の
テ

ン
ス
分
掌
の
説
明
に
反
し
て
い
る
。
ツ
単
独
で
見
て
も
、「
一
昨
日
よ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
そ
の
日
中
」

と
い
う
限
定
を
超
え
て
い
る
。 

 

（

30

）
も
「
去
年
よ
り
の
ち
」
と
い
う
表
現
が
「
と
ど
め
つ
」
に
係
っ
て
お
り
、
ツ
の
射
程
が
一
日
を

超
え
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

以
上
か
ら
、
ツ
が
テ
ン
ス
と
し
て
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
用
例
で
は
、「
近
過
去
」
の
み
な
ら
ず

「
遠
過
去
」
ま
で
も
を
射
程
に
し
う
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

次
に
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
の
モ
デ
ル
で
は
、
ツ
が
テ
ン
ス
的
に
過
去
を
指
す
よ
う
に
な
る
こ
と
を
説
明

し
に
く
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
見
」
の
用
例
で
こ
れ
を
確
か
め
て
み
た
い
。 

 

（

31

）
う
ち
臥
し
た
れ
ど
目
も
あ
は
ず
、
見
つ
る
夢
の
さ
だ
か
に
あ
は
む
こ
と
も
難
き
を
さ
へ
思
ふ
に
、

か
の
猫
の
あ
り
し
さ
ま
、
い
と
恋
し
く
思
ひ
出
で
ら
る
。（
源
氏
物
語
・
若
菜
下
） 

  

こ
の
用
例
の
「
見
つ
る
夢
」
と
い
う
の
は
、
先
刻
見
た
夢
と
い
う
意
味
で
、
テ
ン
ス
的
に
「
過
去
」
の
も

の
と
し
て
解
釈
が
通
る
。 
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井
島
（
二
〇
一
一
）
の
モ
デ
ル
か
ら
、
ツ
が
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
機
能
す
る
様
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
場
合
、

「
見
る
」
と
い
う
事
態
の
終
了
点
が
基
準
時
に
位
置
付
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
で
は
、「
今
、

見
終
わ
っ
た
瞬
間
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
合
い
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
こ
の
用
例
に
、
そ
の
よ
う
な
唐
突
感

は
表
わ
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、「
見
る
」
と
い
う
事
態
の
終
了
点
は
、
発
話
時
以
前
に
位
置

付
け
ら
れ
る
の
だ
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
が
、
基
準
時
で
な
く
、
そ
し
て
、「
基
準

時
以
後
」
で
も
な
い
「
基
準
時
以
前
」
に
位
置
付
く
こ
と
に
な
る
の
か
、
説
明
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、

こ
れ
は
困
難
で
あ
る
と
思
し
い
。
す
な
わ
ち
、
点
的
に
捉
え
ら
れ
、
時
間
的
ギ
ャ
ッ
プ
が
備
え
ら
れ
て
い
な

い
モ
デ
ル
で
は
、
ツ
が
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
ま
で
は
、
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

最
後
に
、
本
研
究
の
モ
デ
ル
で
は
、
ツ
が
テ
ン
ス
的
に
過
去
を
指
す
よ
う
に
な
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
こ

と
を
示
す
。 

 

本
研
究
の
モ
デ
ル
で
は
、
ま
ず
、「
夢
」
を
「
ま
だ
見
て
い
な
い
局
面
」、「
見
て
い
る
最
中
の
局
面
」、「
見

終
わ
っ
た
後
の
局
面
」
が
事
態
そ
の
も
の
の
内
的
時
間
展
開
構
造
と
し
て
想
定
で
き
、「
見
て
い
る
最
中
の

局
面
」
と
「
見
終
わ
っ
た
後
の
局
面
」
の
移
行
関
係
を
指
す
マ
ー
カ
ー
と
し
て
ツ
が
機
能
し
て
い
る
と
い
う

解
釈
を
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
し
て
、（

31

）
の
「
見
」
と
い
う
の
は
、
物
語
世
界
中
の
現
実
世
界
の
事
態
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
物

語
世
界
中
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
上
で
の
話
で
あ
る
。 

 

「
見
て
い
る
最
中
の
局
面
」
と
「
見
終
わ
っ
た
後
の
局
面
」
の
移
行
関
係
を
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
上

に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、「
見
終
わ
っ
た
後
の
局
面
」
を
事
実
的
な
も
の
、
既
知
の
も
の
と
し
て

把
握
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
、「
見
て
い
る
最
中
の
局
面
」
か
ら
「
見
終
わ
っ
た
後
の
局
面
」

に
移
行
し
た
と
い
う
こ
と
は
仮
想
的
な
こ
と
と
な
り
、
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
に
定
位
す
る
し
か
な

く
な
る
。 

 

す
な
わ
ち
、「
見
つ
」
と
い
う
事
態
を
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
に
定
位
す
る
と
い
う
態
度
で
表
示
し
た

場
合
、
必
ず
基
準
時
に
は
既
に
事
態
終
了
後
局
面
に
至
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
必
ず
、
事
態
中

途
局
面
が
時
間
軸
上
の
基
準
時
よ
り
左
（
＝
過
去
）
に
位
置
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。 
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こ
の
「
見
終
わ
っ
た
後
の
局
面
」
と
い
う
の
は
、
「
夢
の
内
容
に
つ
い
て
記
憶
が
あ
る
」
局
面
で
あ
る
。

「
見
終
わ
っ
た
後
の
局
面
」
と
い
う
の
は
、
実
際
は
様
々
あ
る
は
ず
だ
が
、
言
語
主
体
者
が
「
見
つ
」
と
知

覚
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
然
的
に
、「
見
終
わ
っ
た
後
の
局
面
」
と
い
う
の
は
、「
見
た
内
容
に
つ

い
て
記
憶
が
あ
る
局
面
」
と
い
う
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
見
た
内
容
に
つ
い
て
記
憶
が
あ
る
」

と
い
う
様
相
の
把
握
を
「
イ
マ
・
コ
コ
・
ワ
タ
シ
」
に
お
い
て
提
示
す
る
と
い
う
態
度
（
ム
ー
ド
）
で
表
示

さ
れ
れ
ば
、「
見
終
わ
っ
た
後
の
局
面
」
＝
「
見
た
内
容
に
つ
い
て
記
憶
が
あ
る
」
局
面
が
発
話
時
現
在
の

も
の
と
し
て
位
置
付
き
、
必
然
的
に
そ
れ
よ
り
も
以
前
に
あ
る
「
見
て
い
る
」
局
面
は
、
結
果
と
し
て
、
発

話
時
か
ら
見
た
「
過
去
」
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

時
間
軸
の
基
準
時
よ
り
過
去
に
事
態
中
途
局
面
が
位
置
付
き
、
事
態
終
了
後
局
面
は
、
基
準
時
に
覆
い
被

さ
る
形
で
位
置
付
く
。「
過
去
」
に
「
見
」
て
い
て
、「
今
」
は
も
う
「
見
」
て
い
な
い
と
い
う
形
で
あ
り
、

ま
さ
に
「
テ
ン
ス
の
過
去
」
ら
し
い
「
テ
ン
ス
の
過
去
」
で
あ
る
。 

 

次
に
、「
降
る
」
に
つ
い
て
見
た
い
。 

 

ツ 

図１２ アクチュアルな時間軸に定位する 

「三局面事態＋ツ」 

事態中途局面 

三局面事態の 

内的時間展開 

ツ 

「今」 

「今」 
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（

32

）
今
年
い
た
う
荒
る
る
と
な
く
て
、
斑
雪
ふ
た
た
び
ば
か
り
ぞ
降
り
つ
る
。
助
の
つ
い
た
ち
の
も
の

ど
も
、
ま
た
白
馬
に
も
の
す
べ
き
な
ど
、
も
の
し
つ
る
ほ
ど
に
、
暮
れ
は
つ
る
日
に
は
な
り
に
け
り
。
（
蜻

蛉
日
記
） 

（

33

）
十
二
月
二
十
四
日
、
宮
の
御
仏
名
の
半
夜
の
導
師
聞
き
て
出
づ
る
人
は
、
夜
中
ば
か
り
も
過
ぎ
に

け
む
か
し
。
日
ご
ろ
降
り
つ
る
雪
の
、
今
日
は
や
み
て
、
風
な
ど
い
た
う
吹
き
つ
れ
ば
、
垂
氷
い
み
じ
う
し

だ
り
、
地
な
ど
こ
そ
、
む
ら
む
ら
白
き
所
が
ち
な
れ
、
屋
の
上
は
た
だ
お
し
な
べ
て
白
き
に
、
あ
や
し
き
賤

の
屋
も
雪
に
み
な
面
隠
し
し
て
、
有
明
の
月
の
隈
な
き
に
、
い
み
じ
う
を
か
し
。（
枕
草
子
） 

  

こ
れ
ら
「
降
る
」
の
場
合
、「
降
る
前
」
の
局
面
、「
降
っ
て
い
る
最
中
」
の
局
面
、「
降
り
終
わ
っ
た
後
」

の
局
面
が
、
そ
の
内
的
時
間
展
開
と
し
て
想
定
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
用
例
で
は
、
テ
ン
ス
的
に
「
過

去
」
の
意
味
と
し
て
解
釈
で
き
る
。「
イ
マ
・
コ
コ
・
ワ
タ
シ
」
に
お
い
て
、「
も
う
降
っ
て
い
な
い
」
今
日

と
い
う
局
面
を
通
し
て
、「
降
っ
て
い
る
最
中
」
の
局
面
が
「
過
去
」
に
位
置
付
い
て
い
る
。 

ツ
は
、
事
態
の
内
的
時
間
展
開
を
指
す
の
み
で
は
な
く
、
さ
も
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
上
の
過
去
に
事

態
を
定
位
さ
せ
る
た
め
の
形
式
の
よ
う
に
は
た
ら
い
て
い
る
。
事
態
そ
の
も
の
の
内
的
時
間
展
開
の
一
部

で
あ
る
事
態
中
途
局
面
と
、
テ
ン
ス
範
疇
の
時
間
軸
上
の
「
今
」
に
お
け
る
話
し
手
・
書
き
手
の
記
憶
と
が

か
さ
な
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
形
が
生
ま
れ
て
い
る
。 

 

「
逃
が
し
つ
」
の
用
例
で
も
確
認
し
た
い
。 

 

（

34

）「
何
ご
と
ぞ
や
。
童
べ
と
腹
立
ち
た
ま
へ
る
か
」
と
て
、
尼
君
の
見
上
げ
た
る
に
、
す
こ
し
お
ぼ
え

た
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
、
子
な
め
り
と
見
た
ま
ふ
。「
雀
の
子
を
犬
君
が
逃
が
し
つ
る
、
伏
籠
の
中
に
籠
め
た

り
つ
る
も
の
を
」
と
て
、
い
と
口
惜
し
と
思
へ
り
。（
源
氏
物
語
・
若
紫
） 

 

こ
の
用
例
の
「
逃
が
し
つ
る
」
は
、
文
章
解
釈
上
、
紫
の
上
の
発
話
時
基
準
か
ら
見
た
「
過
去
」
の
意
味

で
あ
る
と
い
う
風
に
見
え
る
。
こ
こ
の
「
逃
が
し
つ
る
」
は
、
紫
の
上
が
、「
犬
君
」
が
「
鳥
」
を
「
逃
が

す
と
い
う
行
為
中
の
局
面
」
と
、「
逃
が
す
と
い
う
行
為
後
の
局
面
」
＝
「
逃
げ
る
と
い
う
過
程
が
十
分
に

進
ん
だ
と
い
え
る
局
面
」
を
実
際
に
見
た
と
思
し
い
。
こ
れ
は
、
紫
の
上
に
と
っ
て
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
世

界
で
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
逃
が
す
」
と
い
う
こ
と
を
、「
イ
マ
・
コ
コ
・
ワ
タ
シ
」
の
立
場
か
ら

断
定
判
断
的
な
述
べ
方
で
表
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
述
べ
方
を
す
る
際
は
、
言
明
さ
れ
た
事
態
は
テ
ン
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ス
レ
ベ
ル
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
位
置
付
き
方
は
、「
逃
が
す
と
い
う
行
為
後
の
局
面
」
＝
「
逃

げ
る
と
い
う
過
程
が
十
分
に
進
ん
だ
と
い
え
る
局
面
」
が
、
発
話
時
現
在
に
重
な
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
る
。
そ
れ
は
、「
逃
が
す
」
と
い
う
事
態
の
終
了
を
「
逃
が
す
と
い
う
行
為
後
」
の
局
面
＝
「
逃
げ
る
と

い
う
過
程
が
十
分
に
進
ん
だ
と
い
え
る
」
局
面
を
見
る
こ
と
で
把
握
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
断
定
的
判
断

と
は
、
こ
の
把
握
を
「
イ
マ
・
コ
コ
・
ワ
タ
シ
」
に
お
い
て
言
語
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
形
で
「
把
握
」
が
断
定
的
に
述
べ
ら
れ
た
場
合
、
先
の
モ
デ
ル
か
ら
、「
逃
が
す
」
と
い
う

事
態
は
、
必
然
的
に
「
発
話
時
か
ら
見
て
過
去
」
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、「
逃
が
す
」

と
い
う
事
態
の
終
了
は
、
必
ず
、「
逃
が
す
と
い
う
行
為
後
」
の
局
面
＝
「
逃
げ
る
と
い
う
過
程
が
十
分
に

進
ん
だ
と
い
え
る
」
局
面
に
先
行
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

本
研
究
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
何
か
を
表
現
す
る
際
は
、
必
ず
話
し
手
・
書
き
手
の
主

体
的
立
場
か
ら
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
事
態
を
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
に
定
位
さ
せ
る
時
と
い
う
の

は
、
主
体
的
な
立
場
か
ら
、
事
態
を
時
間
軸
に
定
位
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
事
態
を
ア
ク
チ
ュ

ア
ル
な
時
間
軸
に
定
位
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
事
態
が
確
実
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
行
わ

な
い
限
り
、
で
き
な
い
。
不
確
実
な
も
の
を
時
間
軸
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
そ
れ
即
ち
、
非
ア

ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
こ
と
に
す
り
替
わ
っ
て
し
ま
う
。
ツ
の
接
続
し
た
事
態

が
話
し
手
・
書
き
手
か
ら
「
確
実
で
あ
る
」
と
判
断
さ
れ
う
る
の
は
、
事
態
終
了
後
局
面
に
あ
た
る
部
分
ま

で
が
話
し
手
・
書
き
手
に
把
握
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
、
ツ
の
接
続
し
た
事
態
を
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
に
定
位
さ
せ
る
時
は
、
基
準
時
に
お
い
て
、

既
に
事
態
終
了
後
局
面
に
至
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
必
然
的
に
、
事
態
中
途
局
面

は
基
準
時
か
ら
見
て
過
去
に
定
位
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

本
研
究
の
モ
デ
ル
は
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
で
示
さ
れ
た
モ
デ
ル
と
、「
事
態
の
内
的
時
間
展
開
の
中
で
、

ツ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
、
時
間
的
ギ
ャ
ッ
プ
が
含
ま
れ
て
い
る
か
含
ま
れ
て
い
な
い
か
」
と
い
う

点
で
異
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
時
間
的
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
モ
デ
ル
化
し
て
お
く
こ
と
で
、
ツ
が
「
過
去
」
の

テ
ン
ス
と
し
て
機
能
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

   



91 

 

                            

ツ ヌ 

図１３ 「逃がす」事態のモデル 

事
態
終
了
後
局
面 

逃
が
す
と
い
う
行
為
前 

逃
が
す
と
い
う
行
為
中 

五局面事態の 

内的時間展開 

逃
げ
る
と
い
う
行
為
中 

十
分
に
逃
げ
た
局
面 

三局面事態の 

内的時間展開 
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三
．
六 

形
容
詞
に
対
す
る
本
研
究
の
モ
デ
ル 

 

形
容
詞
に
つ
い
て
は
、
特
殊
な
事
情
が
あ
る
の
で
、
個
別
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

形
容
詞
は
、
動
詞
で
示
さ
れ
る
事
態
と
同
じ
よ
う
な
「
内
的
時
間
展
開
」
の
構
造
は
持
た
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
本
研
究
の
モ
デ
ル
に
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
素
性
と
し
て
は
、「
一
局
面
」
し
か
持
た
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。 

             

動
詞
は
、
客
体
的
な
「
概
念
・
素
材
」
と
し
て
、「
内
的
時
間
展
開
」
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
各
局

面
を
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
で
指
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
形
容
詞
の
場
合
、
た
だ
で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
。

事
態
局
面
間
の
移
行
を
捉
え
よ
う
に
も
、
形
容
詞
そ
の
も
の
の
中
に
必
要
な
局
面
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
。 

形
容
詞
に
ヌ
が
接
続
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
𠮷
田
（
一
九
九
七
）2

2

が
、
接
続
面
の
特
徴
と
そ
の
背
景

を
説
明
し
て
い
る
。
𠮷
田
（
一
九
九
七
）
に
よ
れ
ば
、
形
容
詞
に
ヌ
が
接
続
す
る
場
合
は
、
更
に
ム
・
マ
シ
・

ベ
シ
の
い
ず
れ
か
が
例
外
な
く
後
続
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

 

確
認
の
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
パ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
中
納
言
」
を
用
い
、『
日
本
語
歴
史
コ

ー
パ
ス
』
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
（
短
単
位
検
索
、
キ―

：「
品
詞
の
大
分
類
が
形
容
詞
」、
後
方
共
起
１
：「
キ

ー
か
ら
１
語
、
語
彙
素
：
ぬ A

N
D

 

品
詞
の
大
分
類
が
助
動
詞
」、「
検
索
対
象
：
時
代
名
「
１
奈
良
」「
２

図１４ 一局面事態 

事
態
中
途
局
面 

一局面事態の 

内的時間展開 
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平
安
」「
３
鎌
倉
」「
４
室
町
」）、
一
〇
二
件
が
ヒ
ッ
ト
し
た
が
、
全
て
、
ム
や
ベ
シ
、
マ
シ
と
い
っ
た
推
量

に
関
わ
る
表
現
と
共
起
し
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
用
例
を
掲
載
す
る
。 

 

（

35

）
頭
弁
の
、
職
に
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
て
、
物
語
な
ど
し
た
ま
ひ
し
に
、
夜
い
た
う
ふ
け
ぬ
。「
明
日
御
物

忌
な
る
に
籠
る
べ
け
れ
ば
、
丑
に
な
り
な
ば
あ
し
か
り
な
む
」
と
て
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
ぬ
。（
枕
草
子
） 

（

36

）
「
こ
こ
か
し
こ
の
立
て
石
ど
も
も
み
な
転
び
失
せ
た
る
を
、
情
あ
り
て
し
な
さ
ば
を
か
し
か
り
ぬ

べ
き
所
か
な
。
か
か
る
所
を
わ
ざ
と
繕
ふ
も
あ
い
な
き
わ
ざ
な
り
。
（
源
氏
物
語
・
松
風
） 

（

37

）
ひ
と
り
引
き
籠
め
は
べ
ら
む
も
人
の
御
心
違
ひ
は
べ
る
べ
け
れ
ば
、
御
覧
ぜ
さ
せ
て
こ
そ
は
」
と

聞
こ
ゆ
れ
ば
、「
引
き
籠
め
ら
れ
な
む
は
か
ら
か
り
な
ま
し
。
袖
ま
き
ほ
さ
む
人
も
な
き
身
に
、
い
と
う
れ

し
き
心
ざ
し
に
こ
そ
は
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
こ
と
に
も
の
言
は
れ
た
ま
は
ず
。（
源
氏
物
語
・
末
摘
花
） 

  

推
量
助
動
詞
と
共
起
す
る
場
合
の
み
ヌ
が
接
続
し
う
る
と
す
れ
ば
、
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
に
定

位
す
る
場
合
に
だ
け
形
容
詞
に
ヌ
が
接
続
し
う
る
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
。 

 

形
容
詞
に
ヌ
が
接
続
す
る
場
合
は
、
そ
の
下
に
更
に
推
量
助
動
詞
も
接
続
す
る
と
い
う
現
象
に
対
し
て

𠮷
田
（
一
九
九
七
）
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
察
す
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
本
来
は
始
め
も
な
く
終
わ
り
も
な
い
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
形
容
詞
の
表
現
内
容
た
る

<

（
現
実
的
な
い
し
心
的
）
状
態>

が
、
ム
・
マ
シ
・
ベ
シ
に
よ
っ
て
、
未
来
を
中
心
と
す
る
非
現
実

的
な
時
点
へ
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
問
題
に
も
さ
れ
な
か
っ
た<

状

態
の
開
始
時
点>

が
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
時
間
の
流
れ
に
対
し
て
非
関
与
的
に
、
常
に

現
前
す
る
状
態
を
描
写
し
て
い
た
形
容
詞
が
、
後
続
の
ム
や
ベ
シ
な
ど
に
よ
っ
て
非
現
実
的
で
あ
る

こ
と
を
強
要
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
未
実
現
の
そ
の
状
態
が
い
つ

・

実
現

・

・

す
る

・

の・

か・

が
一
つ
の
論
点
と

し
て
俎
上
に
あ
げ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。（
六
三
頁
） 

  

𠮷
田
（
一
九
九
七
）
の
論
は
、
形
容
詞
の
表
現
内
容
が
、
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
で
、

未
実
現
の
状
態
が
い
つ
実
現
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
が
故
に
、
ヌ
が
表
示
さ
れ
う
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。 
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𠮷
田
（
一
九
九
七
）
は
、「
い
つ
実
現
す
る
の
か
」
が
問
題
と
な
る
と
強
調
し
て
い
る
が
、「
い
つ
」
と
言

う
と
、
時
間
軸
上
の
近
く
か
遠
く
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は

不
自
然
で
は
な
い
か
。
ま
た
仮
に
「
い
つ
実
現
す
る
の
か
」
が
本
当
に
問
題
に
な
る
と
し
て
、
そ
れ
が
ヌ
接

続
を
許
す
よ
う
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
、
論
理
的
な
飛
躍
が
あ
る
。「
い
つ
実
現
す
る
か
」
と
い
う

問
題
意
識
と
、
ヌ
が
用
い
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
の
間
に
、
関
係
性
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
。 

 

形
容
詞
が
推
量
助
動
詞
と
共
起
し
た
場
合
に
ヌ
が
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
現
象
に
対
し
て
は
、

本
研
究
の
モ
デ
ル
か
ら
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ま
ず
、
形
容
詞
に
ヌ
が
接
続
し
た
モ
デ
ル
を
想
定
す
る
。 

             

こ
の
ま
ま
で
は
、
ヌ
が
指
す
移
行
関
係
の
起
点
と
な
る
事
態
開
始
前
局
面
が
な
く
、
成
立
し
な
い
。
し
か

し
、
推
量
表
現
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
が
設
定
さ
れ
、
す
な
わ
ち
、

テ
ン
ス
が
設
定
さ
れ
、「
形
容
詞
＋
ヌ
」
が
そ
こ
に
定
位
す
る
。
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
に
定
位
し
た

形
容
詞
事
態
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う
な
モ
デ
ル
と
な
る
。 

   

一局面事態の 

内的時間展開 

ヌ 

図１５ 形容詞＋ヌのモデル 

事態中途局面 



95 

 

             

時
間
軸
上
の
基
準
時
が
擬
制
的
に
「
事
態
開
始
前
局
面
」
と
し
て
は
た
ら
き
、
結
果
、
ヌ
が
安
定
す
る
よ

う
に
な
る
。 

 

形
容
詞
に
ヌ
を
接
続
す
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
で
き
な
い
が
、
例
外
と
し
て
、
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時

間
軸
上
で
な
ら
ば
、
時
間
展
開
に
お
け
る
事
態
開
始
前
局
面
を
擬
制
的
に
持
つ
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
対
し

て
ヌ
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る2

3

。 

確
認
の
た
め
に
、
実
際
の
用
例
で
考
え
て
み
た
い
。 

 

（

35

）
に
つ
い
て
は
、「
も
し
丑
の
刻
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
具
合
が
悪
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
意
味
だ

が
、
頭
弁
が
「
も
し
丑
の
刻
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
」
と
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
未
来
を
想
像
し
、
そ
の
想
像

上
の
未
来
に
お
い
て
は
、「
具
合
が
悪
い
」
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
お
り
、「
ま
だ
具
合
が
悪
く
な
い
」
基
準
時

と
「
既
に
具
合
が
悪
い
」
局
面
の
移
行
関
係
表
示
と
し
て
、
ヌ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（

36

）
に
つ
い
て
は
、「
風
情
の
あ
る
よ
う
に
仕
上
げ
れ
ば
、
面
白
そ
う
な
所
だ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る

が
、「
も
し
風
情
の
あ
る
よ
う
に
仕
上
げ
れ
ば
」
と
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
未
来
を
想
像
し
、
そ
の
想
像
上
の

未
来
に
お
い
て
は
、「
面
白
い
」
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
お
り
、「
ま
だ
面
白
く
な
い
」
基
準
時
と
「
既
に
面
白

い
」
局
面
の
移
行
関
係
表
示
と
し
て
、
ヌ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。（

37

）
に
つ
い
て

は
、「
し
ま
い
こ
ん
で
し
ま
わ
れ
た
ら
、
つ
ら
い
だ
ろ
う
」
と
言
う
意
味
だ
が
、「
も
し
し
ま
い
こ
ん
で
し
ま

わ
れ
た
ら
」
と
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
未
来
を
想
像
し
、
そ
の
想
像
上
の
未
来
に
お
い
て
は
、「
つ
ら
い
」
だ

ヌ 

図１６ テンスに定位する「形容詞＋ヌ」 

事態中途局面 

一局面事態の 

内的時間展開 

ヌ 

基準時 

基準時 
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ろ
う
と
判
断
し
て
お
り
、「
ま
だ
つ
ら
く
な
い
」
基
準
時
と
「
既
に
つ
ら
い
」
局
面
の
移
行
関
係
表
示
と
し

て
、
ヌ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

続
い
て
、
ツ
に
つ
い
て
考
え
る
。 

           

 

こ
れ
で
は
、
や
は
り
ヌ
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
ツ
が
安
定
し
な
い
。
事
態
終
了
後
局
面
が
な
く
、
ツ
の

移
行
関
係
的
意
味
が
発
揮
で
き
な
い
。 

ツ
が
形
容
詞
に
接
続
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
そ
も
そ
も
「
事
態
終
了
後
局
面
」
を
持
た
な
い
形
容

詞
に
、
ツ
が
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
ど
ん
な
場
合
な
の
か
、
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ヌ
の
場
合

は
、
推
量
助
動
詞
が
必
ず
共
起
す
る
と
い
う
条
件
が
あ
り
、
ヌ
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
特
定
の

構
文
的
環
境
が
あ
っ
た
が
、
ツ
の
場
合
は
、
何
か
特
別
な
構
文
的
環
境
の
下
で
現
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え

な
い
。 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
𠮷
田
（
一
九
九
七
）
の
指
摘
が
参
考
に
な
る
。
𠮷
田
（
一
九
九
七
）
は
、
ツ
を

<

過
程
の
終
結>

を
示
す
の
が
本
来
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、 

 

そ
の
ツ
が
形
容
詞
に
下
接
し
た
場
合
に
は
、
本
来
は
変
化
と
い
う
も
の
を
予
想
し
な
い
形
容
詞
の
表

現
内
容
た
る
状
態
に
、
最
後
の
瞬
間
（
終
結
時
点
）
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
点
ま
で
は
そ

の
状
態
が
続
い
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
時
点
を
境
と
し
て
そ
れ
か
ら
後
は
そ
の
状
態
が
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
意
味
合
い
を
、［
形
容
詞
＋
ツ
］
型
の
述
語
は
表
現
す
る
わ
け
で
あ
る
。（
六
五
頁
） 

ツ 

図１７ 形容詞＋ツのモデル 

一局面事態の 

内的時間展開 事態中途局面 
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と
述
べ
、
更
に
、「
状
態
そ
の
も
の
が
終
結
と
い
う
変
化
を
迎
え
る
こ
の
よ
う
な
用
例
に
対
し
て
、
状
態
そ

の
も
の
の
成
り
行
き
は
不
問
の
ま
ま
、
そ
れ
へ
の
認
識
の
ほ
う
が
終
結
す
る
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
次
の

用
例
を
挙
げ
、 

 

○
か
か
る
こ
と
と
そ
は
あ
り
け
れ
、
と
を
か
し
く
て
、
何
人
な
ら
む
、
げ
に
い
と
を
か
し
か
り
つ
と
、
ほ
の

か
な
り
つ
る
を
、
な
か
な
か
思
ひ
出
づ
。（
源
氏
物
語
・
手
習
） 

○
道
す
が
ら
、
心
苦
し
か
り
つ
る
御
気
色
を
思
し
出
で
つ
つ
、
た
ち
も
返
り
な
ま
ほ
し
く
、
さ
ま
あ
し
き
ま

で
思
せ
ど…

（
源
氏
物
語
・
総
角
） 

 

認
識
対
象
に
ま
つ
わ
る
「
心
苦
し
」
と
い
う
状
態
そ
の
も
の
の
存
否
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
（
お
そ

ら
く
は
存
続
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）、
そ
れ
を
認
識
す
る
主
体
で
あ
る
話
手
が
現
場
を
離
脱
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
認
識
と
い
う
行
為
が
中
断
さ
れ
終
結
す
る
。
そ
の
認
識
行
為
の
終
結
を
、（
認
識

の
対
象
た
る
）
状
態
の
終
結
を
語
る
形
式
を
借
り
て
表
わ
し
た
の
が
、
こ
れ
ら
の
［
形
容
詞
＋
ツ
］
型

述
語
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。（
六
五
頁
） 

 

と
述
べ
る
。 

 

𠮷
田
（
一
九
九
七
）
の
指
摘
は
、
ツ
が
形
容
詞
に
接
続
す
る
場
合
は
、
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
機
能
し
て
い
る

時
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。「
認
識
す
る
主
体
で
あ
る
話
者
」
が
「
現
場
を
離
脱
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
認
識
と
い
う
行
為
が
中
断
さ
れ
」
終
結
す
る
と
い
う
の
は
、
素
材
的
・
概
念
的
レ
ベ
ル
で
な
く
、

主
体
的
な
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
営
み
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
し
て
、
一
見
、
ヌ
の
よ
う
な
特
別
な
構
文
的
環
境
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
「
形
容
詞
＋
ツ
」
だ
が
、
実

際
に
用
例
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
現
実
世
界
の
過
去
の
様
子
を
指
し
て
い
る
例
ば
か
り
の
よ
う
で
、
ア
ク
チ

ュ
ア
ル
な
時
間
軸
の
過
去
の
様
子
ば
か
り
の
よ
う
で
あ
る
。
ヌ
の
方
で
は
推
量
形
式
と
共
起
し
て
い
た
が
、

ツ
の
方
で
は
推
量
形
式
と
直
接
接
続
し
た
例
も
見
つ
か
ら
な
い
。 

 

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
形
容
詞
事
態
を
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
過
去
の
も
の
と
し
て
言
お
う
と
す
る
場
合

は
、
ツ
が
生
起
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
で
は
、
話
し
手
・
書

き
手
の
「
今
」
が
基
準
時
と
な
る
が
、
そ
の
基
準
時
か
ら
見
て
過
去
に
、
形
容
詞
で
表
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
の

様
子
が
存
在
し
た
と
い
う
形
で
、
ツ
が
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
話
し
手
・
書
き
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手
の
「
今
」
が
、
形
容
詞
事
態
の
事
態
終
了
後
局
面
に
あ
た
る
部
分
と
し
て
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。
形

容
詞
事
態
が
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
に
定
位
し
た
と
す
れ
ば
、
時
間
軸
上
の
形
容
詞
事
態
よ
り
右
側
に

「
今
」
が
あ
り
、
そ
こ
を
事
態
終
了
後
局
面
と
擬
制
で
き
る
よ
う
に
な
る
。 

 

こ
れ
を
ヌ
の
時
と
同
じ
順
番
で
説
明
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
形
容
詞
に
ツ
が
接
続
し
た
も
の
は
、
そ
の
ま

ま
で
は
安
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
形
容
詞
に
ツ
が
接
続
し
た
も
の
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
事
態
が
「
ア

ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
に
お
け
る
過
去
の
事
態
で
あ
る
」
と
い
う
態
度
で
示
さ
れ
よ
う
と
す
る
場
合
の
み
、

そ
う
判
断
す
る
話
者
・
書
き
手
の
「
今
」
が
形
容
詞
事
態
の
事
態
終
了
後
局
面
に
擬
制
的
に
あ
た
る
よ
う
に

な
り
、
使
用
が
許
さ
れ
る
。 

              

確
認
の
た
め
に
、
実
際
の
用
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。 

 

（

38

）
い
つ
し
か
と
い
ぶ
せ
か
り
つ
る
難
波
潟
葦
漕
ぎ
退
け
て
御
船
来
に
け
り
（
土
佐
日
記
） 

（

39

）
ま
た
、
こ
の
袈
裟
の
こ
の
か
み
も
法
師
に
て
あ
れ
ば
、
祈
り
な
ど
も
つ
け
て
頼
も
し
か
り
つ
る
を
、

に
は
か
に
亡
く
な
り
ぬ
と
聞
く
に
も
、
こ
の
は
ら
か
ら
の
こ
こ
ち
い
か
な
ら
む
、
わ
れ
も
い
と
口
惜
し
、
頼

み
つ
る
人
の
か
う
の
み
、
な
ど
思
ひ
乱
る
れ
ば
、
し
ば
し
ば
と
ぶ
ら
ふ
。
（
蜻
蛉
日
記
） 

ツ 

図１８ テンスに定位する「形容詞＋ツ」 

事態中途局面 

一局面事態の 

内的時間展開 

ツ 

「今」 

「今」 
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（

40

）
中
納
言
、
酔
ひ
て
出
で
た
ま
ふ
と
て
、「
世
に
今
ま
で
侍
り
つ
る
が
、
心
憂
か
り
つ
る
に
、
う
れ
し

き
契
り
に
」
な
ど
の
た
ま
ふ
。（
落
窪
物
語
） 

（

41

）
さ
て
も
、
い
と
あ
や
し
か
り
つ
る
ほ
ど
に
、
こ
と
な
し
び
た
る
、
し
ば
し
は
、
忍
び
た
る
さ
ま
に
、

内
裏
に
な
ど
言
ひ
つ
つ
ぞ
あ
る
べ
き
を
、
い
と
ど
し
う
心
づ
き
な
く
思
ふ
こ
と
ぞ
、
か
ぎ
り
な
き
や
。
（
蜻

蛉
日
記
） 

（

42

）
使
は
る
る
人
も
、
年
ご
ろ
慣
ら
ひ
て
、
立
ち
別
れ
な
む
こ
と
を
、
心
ば
へ
な
ど
あ
て
や
か
に
う
つ

く
し
か
り
つ
る
こ
と
を
見
慣
ら
ひ
て
、
恋
し
か
ら
む
こ
と
の
堪
へ
が
た
く
、
湯
水
飲
ま
れ
ず
、
同
じ
心
に
嘆

か
し
が
り
け
り
。（
竹
取
物
語
） 

  

形
容
詞
事
態
は
、
基
準
時
も
継
続
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
出
て
く
る
だ

ろ
う
。
モ
デ
ル
図
で
は
、
ま
る
で
基
準
時
に
は
そ
の
形
容
詞
事
態
は
消
失
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
ま
た
、

本
研
究
の
モ
デ
ル
で
は
、
こ
の
基
準
時
に
擬
制
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
、「
事
態
終
了
後
局
面
」
と

呼
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
疑
問
が
生
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、（

42

）
の
「
う
つ
く
し
か
り
つ

る
」
と
い
う
の
は
、「
今
」
の
評
価
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
𠮷
田
（
一
九
九
七
）
の
言
及
が
あ
る
。
𠮷
田
（
一
九
九
七
）
は
、
次
の 

 

○
よ
そ
に
思
ひ
つ
る
よ
り
も
こ
よ
な
う
心
と
ど
ま
り
て
、
と
み
に
も
立
ち
出
で
ら
れ
ぬ
程
に
、…

…
（
中
略
）

…
…

大
人
し
か
り
つ
る
人
、「
～
」
と
言
ひ
て
お
る
る
は
、
乳
母
な
る
べ
し
。（
狭
衣
日
記
） 

○
雨
の
わ
り
な
く
は
べ
り
つ
れ
ば
、
や
む
ま
で
は
か
く
て
な
む
。（
和
泉
式
部
日
記
） 

 

と
い
う
用
例
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

（
認
識
の
対
象
た
る
）
状
態
は
お
ろ
か
、
認
識
行
為
す
ら
終
結
し
て
い
な
い
。
が
、
こ
れ
ら
の
用
例
に

つ
い
て
は
、
そ
の
状
態
に
対
す
る
確
認
が
言
語
化
に
先
行
し
た
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
、
と
理
解
し
て

お
き
た
い
。
つ
ま
り
、
雨
の
激
し
い
状
態
に
対
す
る
認
識
が
い
っ
た
ん
完
成
（
終
結
で
は
な
い
）
し
て

お
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
す
で
に
得
ら
れ
て
い
る
情
報
を
基
に
、
雨
が
激
し
い
か
ら
や
む
ま
で
は…

と

い
う
発
言
が
企
図
さ
れ
る
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、
そ
の
発
言
に
対
し
て
そ
の
認
識
は
時
間
的
に
先
行
し
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て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
時
間
的
先
後
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、<

先
行
認
識
の
完
成>

を
助
動
詞
ツ
に
よ
っ
て
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

  

こ
の
説
明
は
、
従
え
る
も
の
で
あ
る
。
形
容
詞
に
ツ
が
付
け
ば
、「
事
態
中
途
局
面
」
に
あ
た
る
判
断
過

程
の
部
分
が
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
に
定
位
す
る
が
、
そ
の
時
間
軸
の
基
準
時
た
る
「
今
」
に
は
、
話
し

手
・
書
き
手
が
当
該
判
断
を
下
し
た
こ
と
を
客
観
視
す
る
形
で
認
識
を
は
た
ら
か
せ
て
い
る
。（

42

）
で
言

え
ば
、「
か
わ
い
ら
し
い
」
と
思
考
し
た
こ
と
が
過
去
に
あ
り
、
そ
の
過
去
の
思
考
経
験
を
客
観
視
す
る
形

で
「
今
」
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
形
容
詞
の
場
合
の
テ
ン
ス
の
あ
り
方
を
考
え
た
場
合
、
場
合
に
よ
っ
て
、「
テ
ン
ス
」
の
「
過

去
」
だ
と
見
え
や
す
い
も
の
か
ら
、
見
え
に
く
い
も
の
ま
で
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
過
去
」
だ
と
見
え
や
す
い
も
の
は
、
判
断
過
程
の
部
分
と
発
話
時
と
の
時
間
的
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
程
度
あ

る
と
い
う
特
徴
、
発
話
時
に
お
い
て
そ
の
判
断
は
も
う
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
、
正
反
対
の
判
断
を
す
る
こ

と
に
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
場
合
で
、
そ
の
よ
う
な
特
徴
が
薄
れ
て
い
く
ほ
ど
、「
テ
ン
ス
の
過
去
」
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く2

4

。
「
今
」
「
い
ぶ
せ
し
」
と
思
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
（

38

）
や
、
話

題
の
人
が
「
今
」
亡
く
な
っ
て
い
て
「
頼
も
し
」
と
は
思
え
な
い
（

39

）、「
今
」
正
反
対
の
心
持
で
い
る

（

40

）
は
、「
テ
ン
ス
の
過
去
」
ら
し
さ
が
強
い
だ
ろ
う
。（

41

）
は
、「
か
た
り
」
中
の
過
去
で
あ
ろ
う

が
、
物
語
を
し
て
い
る
と
い
う
態
度
か
ら
発
せ
ら
れ
る
表
現
は
、「
テ
ン
ス
の
過
去
」
ら
し
さ
が
出
て
い
る
。

（

42

）
や
、
先
の
𠮷
田
（
一
九
九
七
）
の
挙
げ
た
例
は
、「
今
」
も
そ
う
評
価
で
き
そ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た

り
、
判
断
し
た
の
が
「
今
」
に
非
常
に
近
い
位
置
だ
っ
た
り
す
る
の
で
、「
テ
ン
ス
の
過
去
」
ら
し
さ
が
薄

い
。 以

上
、
ヌ
で
も
ツ
で
も
、
形
容
詞
に
接
続
す
る
場
合
は
、
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
生
起
す
る
こ
と
、
ヌ
の
場
合

は
、
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
時
間
軸
に
定
位
し
、
基
準
時
よ
り
も
未
来
に
な
る
こ
と
、
ツ
の
場
合
は
、
ア
ク
チ

ュ
ア
ル
な
時
間
軸
に
定
位
し
、
基
準
時
よ
り
も
過
去
に
な
る
こ
と
を
モ
デ
ル
化
し
た
。
ま
た
、
ツ
の
場
合
で
、

「
テ
ン
ス
の
過
去
」
に
見
え
や
す
い
例
か
ら
見
え
に
く
い
例
ま
で
あ
る
こ
と
を
見
た
。 
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三
．
七 

ツ
、
ヌ
の
接
続
語
彙
の
偏
り
に
つ
い
て 

三
．
七
．
一 

ツ
、
ヌ
の
接
続
す
る
語
彙
の
偏
り
に
つ
い
て
の
先
行
研
究 

ツ
、
ヌ
の
接
続
語
彙
の
偏
り
に
つ
い
て
は
、
木
下
（
一
九
六
四
）
が2

5

、「
記
紀
万
葉
祝
詞
宣
命
風
土
記
を

は
じ
め
、
歌
経
標
式
琴
歌
譜
や
仏
足
石
歌
正
倉
院
文
書
に
至
る
ま
で
の
、
目
に
触
れ
た
限
り
の
ツ
・
ヌ
全
用

例
を
集
め
」、
ツ
、
ヌ
が
接
続
す
る
動
詞
を
分
類
し
た
と
こ
ろ2

6

、
ツ
は
お
よ
そ
他
動
詞
に
接
続
し
て
お
り
、

ヌ
は
お
よ
そ
自
動
詞
に
接
続
し
て
い
る
と
判
断
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ツ
は
他
動
詞
に
接
続
す
る
の
が
基

本
で
あ
り
、
ヌ
は
自
動
詞
に
接
続
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
み
て
、
そ
の
例
外
に
つ
い

て
、
例
外
た
る
所
以
を
説
明
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。 

例
外
た
る
所
以
に
つ
い
て
は
、
掛
詞
に
よ
る
要
請
が
働
い
た
と
い
う
も
の
や
、
誤
用
と
し
て
処
理
す
る
も

の
、
意
志
性
の
有
無
が
関
わ
っ
て
い
る
と
す
る
も
の
、
中
西
宇
一
の
「
ツ
は
動
作
の
完
了
、
ヌ
は
状
態
の
発

生
を
表
わ
す
」
と
い
う
説
で
解
消
す
る
し
か
な
い
と
い
う
も
の
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

接
続
語
彙
自
体
に
そ
も
そ
も
違
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
と
共
鳴
す
る
も
の
と
し
て
は
、

伊
藤
（
一
九
六
二
・
一
九
六
三
・
一
九
六
五
）
の
調
査2

7

が
挙
げ
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
他
多
く
の
研
究
で
調

査
・
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
意
味
・
機
能
を
考
え
る
上
で
、
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
後
の
節
で
、
ツ
、
ヌ
の
意
味
・
機
能
と
接
続
語
彙
の
偏
り
の
関
係
性
を
示
す
こ
と

と
す
る2

8

。
な
お
、
形
容
詞
に
つ
い
て
は
、
ヌ
が
ム
や
ベ
シ
、
マ
シ
と
共
起
す
る
形
の
用
例
し
か
見
当
た
ら

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
。 

 

三
．
七
．
二 

ヌ
の
承
接
が
起
こ
り
に
く
い
こ
と
の
背
景 

三
．
七
．
二
．
一 

「
ず
」
に
よ
っ
て
事
態
開
始
前
局
面
の
認
識
が
難
し
く
な
る
現
象 

助
動
詞
「
ず
」
は
、
ツ
が
直
接
承
接
し
た
用
例
が
平
安
期
で
九
七
例
確
認
さ
れ
る
が
、
ヌ
が
直
接
承
接
し

た
用
例
が
奈
良
・
平
安
期
で
確
認
さ
れ
な
い
。「
ず
」
に
上
接
す
る
語
が
、
た
ま
た
ま
ツ
を
下
接
す
る
も
の

ば
か
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
着
目
す
る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
着
目
し
た
い
。
例
え
ば
、

「
知
る
」
は
、
ヌ
が
直
接
承
接
し
た
用
例
が
平
安
期
だ
け
で
五
二
例
確
認
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
ツ
が
直
接

承
接
し
た
用
例
は
、
奈
良
・
平
安
期
を
通
し
て
確
認
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、「
知
ら
ず
」
に
ツ
が
直
接
承

接
し
た
用
例
は
、
平
安
期
に
四
例
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、「
知
る
」
に
ヌ
が
承
接
し
た
用
例
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 

（

43

）
ひ
と
り
寝
は
君
も
知
り
ぬ
や
つ
れ
づ
れ
と
思
ひ
あ
か
し
の
う
ら
さ
び
し
さ
を
（
源
氏
物
語
・
明
石
） 
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（

43

）
で
は
、「
ま
だ
知
ら
な
い
状
態
」
た
る
事
態
開
始
前
局
面
と
、「
す
で
に
知
っ
て
い
る
状
態
」
た

る
事
態
中
途
局
面
が
認
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

次
に
、「
知
ら
ず
」
に
ツ
が
承
接
し
た
用
例
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。 

 

（

44

）
今
朝
は
霜
お
き
け
む
方
も
知
ら
ざ
り
つ
思
ひ
い
づ
る
ぞ
消
え
て
悲
し
き
（
古
今
和
歌
集
・
巻
第
一

三
・
恋
歌
三
・
六
四
三
） 

（

45

）「
年
ご
ろ
は
世
に
や
あ
ら
む
と
も
知
ら
ざ
り
つ
る
人
の
、
こ
の
夏
ご
ろ
、
遠
き
所
よ
り
も
の
し
て
尋

ね
出
で
た
り
し
を
、
疎
く
は
思
ふ
ま
じ
け
れ
ど
、
ま
た
、
う
ち
つ
け
に
、
さ
し
も
何
か
は
睦
び
思
は
ん
と
思

ひ
は
べ
り
し
を
、
先
つ
こ
ろ
来
た
り
し
こ
そ
、
あ
や
し
き
ま
で
昔
人
の
御
け
は
ひ
に
通
ひ
た
り
し
か
ば
、
あ

は
れ
に
お
ぼ
え
な
り
に
し
か
。（
源
氏
物
語
・
宿
木
） 

  

（

44

）
は
、「
今
朝
」、
霜
が
降
り
て
い
た
様
子
も
、
自
身
が
ど
の
よ
う
に
起
き
た
か
も
知
ら
な
い
で
い

た
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。「
知
ら
な
い
状
態
」
た
る
事
態
中
途
局
面
と
、「
知
ら
な
い
状
態
」
へ
の
認
識
を

欠
い
て
い
た
事
態
終
了
後
局
面
が
認
識
さ
れ
た
結
果
、
ツ
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
知

ら
な
い
」
と
い
う
事
態
の
表
現
に
ヌ
が
承
接
し
う
る
か
ど
う
か
、
試
み
に
「
知
ら
な
い
状
態
」
の
前
に
存
在

す
る
事
態
開
始
前
局
面
を
想
定
し
よ
う
と
し
て
も
、
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
く
難
し
い
。 

（

45

）
は
、「
長
年
、
世
の
中
に
い
る
だ
ろ
う
と
も
知
ら
な
か
っ
た
人
」
が
訪
ね
に
来
た
こ
と
を
述
べ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、「
知
ら
な
い
状
態
」
た
る
事
態
中
途
局
面
と
、「
す
で
に
知
っ
て
い
る
状
態
」
た
る
事
態
終

了
後
局
面
が
認
識
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
や
は
り
、「
知
ら
な
い
状
態
」
の
前
の
段
階
を
想
定
し
よ

う
に
も
想
定
し
よ
う
が
な
い
。
事
態
開
始
前
局
面
の
想
定
の
難
し
さ
が
、「
知
る
」
に
「
ず
」
が
加
わ
っ
た

場
合
に
お
け
る
ヌ
、
ツ
の
逆
転
現
象
の
背
景
に
あ
る
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、「
ず
」
が
承
接
し
た
表
現
は
、
内
的
時
間
展
開
の
素
性
と
し
て
、
事
態
開
始

前
局
面
を
想
定
し
、
認
識
す
る
こ
と
が
難
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

他
に
も
、「
ず
」
に
ツ
が
承
接
し
た
用
例
を
見
て
み
た
い
。 

 

（

46

）「『
か
か
る
人
の
、
制
し
た
ま
へ
ば
、
雲
居
に
て
だ
に
も
え
』
な
ど
い
ひ
聞
か
せ
よ
と
て
な
む
、
迎

へ
る
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、「
今
ま
で
、
な
ど
か
お
の
れ
に
は
の
た
ま
は
ざ
り
つ
る
。
人
の
気
色
と
ら
ぬ
先
に
、
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月
見
む
と
て
、
母
の
方
に
来
て
、
わ
が
琴
弾
か
む
。
そ
れ
に
ま
ぎ
れ
て
、
簾
の
も
と
に
呼
び
寄
せ
て
、
も
の

は
い
へ
」（
平
中
物
語
） 

（

47

）
そ
れ
よ
り
立
ち
て
、
行
き
も
て
行
け
ば
、
な
で
ふ
こ
と
な
き
道
も
山
深
き
こ
こ
ち
す
れ
ば
、
い
と

あ
は
れ
に
水
の
声
す
。
例
の
杉
も
空
さ
し
て
立
ち
わ
た
り
、
木
の
葉
は
い
ろ
い
ろ
に
見
え
た
り
。
水
は
石
が

ち
な
る
中
よ
り
わ
き
か
へ
り
ゆ
く
。
夕
日
の
さ
し
た
る
さ
ま
な
ど
を
見
る
に
、
涙
も
と
ど
ま
ら
ず
。
道
は
こ

と
に
を
か
し
く
も
あ
ら
ざ
り
つ
。
紅
葉
も
ま
だ
し
、
花
も
み
な
失
せ
に
た
り
、
枯
れ
た
る
薄
ば
か
り
ぞ
見
え

つ
る
。（
蜻
蛉
日
記
） 

  

（

46

）
は
、「
今
ま
で
な
ぜ
私
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
す
か
」
と
述
べ
る
部
分
で
あ
る
。

「
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
状
態
」
た
る
事
態
中
途
局
面
と
、
話
を
聞
い
た
後
、
す
な
わ
ち
「
お
っ
し
ゃ
っ
た
後
の

状
態
」
た
る
事
態
終
了
後
局
面
が
認
識
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
「
お
っ
し
ゃ
ら
な
い

状
態
」
の
前
段
階
で
あ
る
事
態
開
始
前
局
面
は
、
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
く
想
定
し
に
く
い
。（

47

）
は
、「
こ

こ
ま
で
の
道
中
は
特
別
面
白
い
こ
と
も
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
と
「
こ
こ
は
風
情
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
。「
面
白
く
な
い
状
態
」
た
る
事
態
中
途
局
面
と
「
も
う
す
で
に
別
の
感
想
を
持
っ
て
い

る
状
態
」
た
る
事
態
終
了
後
局
面
が
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
例
に
お
い
て
も
、
「
面

白
く
な
い
状
態
」
の
前
段
階
で
あ
る
事
態
開
始
前
局
面
を
想
定
し
よ
う
に
も
、
想
定
し
に
く
い
。 

 

以
上
、
見
た
よ
う
に
、「
ず
」
が
承
接
し
た
表
現
は
、
事
態
開
始
前
局
面
が
想
定
し
に
く
く
、
こ
れ
が
ヌ

の
承
接
し
た
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
の
背
景
事
情
と
し
て
あ
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。 

 

三
．
七
．
二
．
二 

特
殊
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
際
に
生
じ
る
例
外 

 

「
見
る
」
は
、
ツ
が
直
接
承
接
し
た
用
例
が
多
く
、
平
安
期
の
み
で
一
〇
九
例
確
認
さ
れ
た 

の
に
対
し
、

ヌ
の
直
接
承
接
は
、
奈
良
期
、
平
安
期
を
通
し
て
、
一
例
し
か
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
次
の
（

33

）
の
よ

う
に
、「
～
し
て
み
る
」
に
あ
た
る
表
現
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

 

（

48

）
そ
れ
に
、「
は
や
、
た
ば
か
れ
」
な
ど
ぞ
責
め
け
る
。「
今
宵
、
も
し
、
月
お
も
し
ろ
く
は
、
来
か

し
。
た
ば
か
り
見
つ
べ
く
は
」
と
い
ひ
た
れ
ば
、「
な
に
の
よ
き
こ
と
」
と
、
来
に
け
り
。（
平
中
物
語
） 
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「
見
る
」
と
い
う
事
態
の
内
的
時
間
展
開
の
素
性
を
考
え
る
と
、「
見
る
前
の
状
態
」
た
る
事
態
開
始
前

局
面
、「
見
て
い
る
状
態
」
た
る
事
態
中
途
局
面
、「
見
終
わ
っ
た
後
の
状
態
」
な
い
し
「
見
て
い
る
こ
と
か

ら
す
で
に
認
識
が
離
れ
て
い
る
状
態
」
た
る
事
態
終
了
後
局
面
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

ゆ
え
に
、「
見
る
」
に
は
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、
ヌ
に
も
十
分
承
接
し
そ
う
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
偏

り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
ず
、
ツ
の
直
接
承
接
し
た
も
の
を
見
て
、
ツ
の
意
味
規
定
に
よ
っ
て
解
釈
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

く
。 

 

（

49

）「
こ
の
、
奉
る
文
を
見
た
ま
ふ
も
の
な
ら
ば
、
た
ま
は
ず
と
も
、
た
だ
『
見
つ
』
と
ば
か
り
は
の
た

ま
へ
」
と
ぞ
い
ひ
や
り
け
る
。
さ
れ
ば
、「
見
つ
」
と
ぞ
い
ひ
や
り
け
る
。（
平
中
物
語
） 

（

50

）
う
ち
臥
し
た
れ
ど
目
も
あ
は
ず
、
見
つ
る
夢
の
さ
だ
か
に
あ
は
む
こ
と
も
難
き
を
さ
へ
思
ふ
に
、

か
の
猫
の
あ
り
し
さ
ま
、
い
と
恋
し
く
思
ひ
出
で
ら
る
。（
源
氏
物
語
・
若
菜
下
） 

（

51

）
年
ご
ろ
か
か
る
こ
と
の
つ
ゆ
な
か
り
つ
る
を
、
風
こ
そ
げ
に
巌
も
吹
き
上
げ
つ
べ
き
も
の
な
り
け

れ
、
さ
ば
か
り
の
御
心
ど
も
を
騒
が
し
て
、
め
づ
ら
し
く
う
れ
し
き
目
を
見
つ
る
か
な
、
と
お
ぼ
ゆ
。（
源

氏
物
語
・
野
分
） 

  

（

49

）
は
、
男
が
手
紙
を
送
り
、
た
だ
「
見
た
」
と
だ
け
知
ら
せ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
と
伝
え
、
そ
れ
を

受
け
た
女
が
本
当
に
た
だ
「
見
た
」
と
だ
け
伝
え
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。（

50

）
は
、
先
ほ
ど
見
た
夢
に

つ
い
て
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（

51

）
は
、
珍
し
く
も
風
が
渡
殿
の
格
子
を
吹
き
上
げ
、
女
側
の
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
も
っ
て
、「
う
れ
し
き
目
」
を
見
た
と
表
現
し
て
い
る
。 

続
い
て
、
ヌ
が
直
接
承
接
し
た
も
の
を
見
て
、
用
例
が
一
例
し
か
な
い
こ
と
の
背
景
事
情
を
探
る
。 

 

（

52

）
二
十
三
日
、
は
か
な
く
雲
煙
に
な
す
夜
、
去
年
の
秋
、
い
み
じ
く
し
た
て
か
し
づ
か
れ
て
、
う
ち

添
ひ
て
下
り
し
を
見
や
り
し
を
、
い
と
黒
き
衣
の
上
に
、
ゆ
ゆ
し
げ
な
る
物
を
着
て
、
車
の
供
に
、
泣
く
泣

く
歩
み
出
で
て
ゆ
く
を
、
見
出
だ
し
て
思
ひ
い
づ
る
心
地
、
す
べ
て
た
と
へ
む
か
た
な
き
ま
ま
に
、
や
が
て

夢
路
に
ま
ど
ひ
て
ぞ
思
ふ
に
、
そ
の
人
や
見
に
け
む
か
し
。（
更
級
日
記
） 
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（

52

）
の
「
見
る
」
こ
と
の
動
作
主
た
る
「
そ
の
人
」
と
は
、
作
者
の
亡
く
な
っ
た
夫
の
こ
と
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
悲
嘆
に
く
れ
る
作
者
な
い
し
そ
の
子
供
の
様
子
や
心
持
を
「
そ
の
人
」
が
見
て
く
れ
て
い

た
だ
ろ
う
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。 

 

（

52

）
に
お
い
て
、
ヌ
が
現
れ
て
い
る
こ
と
は
破
格
で
は
な
い
と
考
え
よ
う
と
し
た
場
合
、
次
の
よ
う

な
解
釈
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「『
そ
の
人
』
が
ま
だ
見
て
い
な
い
状
態
」
た
る
事
態
開
始
前
局

面
と
「『
そ
の
人
』
が
見
て
い
る
状
態
」
た
る
事
態
中
途
局
面
が
認
識
さ
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
、「『
そ
の

人
』
が
も
う
見
て
い
な
い
状
態
」
や
「
『
そ
の
人
』
が
見
て
い
る
こ
と
を
す
で
に
認
識
し
て
い
な
い
状
態
」

た
る
事
態
終
了
後
局
面
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ツ
で
は
な
く
、
ヌ
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と

解
釈
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
た
だ
の
事
実
描
写
で
な
く
て
、
そ
の
場
に
お
い
て
効
力
を
も

つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
殊
更
に
帯
び
る
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、（

10

）
か
ら
は
、
悲

嘆
に
く
れ
て
い
た
時
、「
そ
の
人
」
の
見
守
っ
て
い
た
中
に
作
者
た
ち
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
特
別
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
生
じ
る
と
い
う
事
情
が
背
景
に
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

「
見
る
」
と
事
情
が
似
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
「
宣
ふ
」
が
あ
る
。「
宣
ふ
」
は
、
平
安
期
で
ツ

が
直
接
承
接
し
た
も
の
が
二
六
例
、
ヌ
が
直
接
承
接
し
た
も
の
が
一
例
確
認
さ
れ
た
。 

 

（

53

）「
他
子
ど
も
、〈
こ
れ
う
ら
や
ま
し
〉
と
だ
に
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
同
じ
や
う
に
力
入
り
、
親
に
孝
し

た
る
な
し
。
少
し
人
々
し
き
に
な
む
よ
ろ
し
き
物
取
ら
す
る
。
い
は
む
や
、
こ
こ
ら
の
年
ご
ろ
か
へ
り
み
る

を
、〈
恩
に
や
〉
と
思
へ
」
と
、
い
と
さ
か
し
う
の
た
ま
ふ
を
、
君
達
は
〈
こ
と
わ
り
〉
と
思
し
た
り
。「
こ

の
家
も
古
り
て
こ
そ
あ
め
れ
ど
、
広
う
よ
ろ
し
き
殿
な
り
」
と
て
、
大
将
殿
の
北
の
方
に
奉
り
た
ま
へ
ば
、

北
の
方
聞
き
て
泣
き
ぬ
。「
の
た
ま
ふ
こ
と
ど
も
は
、
さ
も
の
た
ま
ひ
ぬ
べ
け
れ
ど
、
ま
た
い
か
が
恨
み
聞

こ
え
ざ
ら
む
。（
落
窪
物
語
） 

  

（

53

）
は
、
遺
産
相
続
の
話
を
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。「
大
将
殿
」
の
発
言
を
指
し
て
、「
の
た
ま
ふ

こ
と
ど
も
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
で
ヌ
が
用
い
ら
れ
る
余
地
が
あ
っ
た
の
は
、「
大
将
殿
」
の
発
言
そ

の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
発
言
の
趣
旨
を
指
し
て
、「
の
た
ま
ひ
ぬ
べ
け
れ
ど
」
と
表
現
し
て
お
り
、
た
だ

「
宣
っ
た
」
と
事
実
を
描
写
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
宣
っ
た
内
容
」
が
「
北
の
方
」
の
発
話
時
現
在
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に
お
い
て
効
力
を
も
つ
も
の
と
し
て
、「
北
の
方
」
か
ら
殊
更
に
捉
え
ら
え
て
い
る
場
面
で
あ
る
か
ら
で
は

な
か
ろ
う
か
。 

 

対
し
て
次
の
（

54

）
は
、
発
言
を
そ
の
ま
ま
取
り
次
ぐ
場
面
で
、
発
言
者
は
た
だ
事
実
を
描
写
す
る
形

で
「
の
た
ま
ひ
つ
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。 

 

（

54

）
さ
て
い
ふ
や
う
、「
御
前
に
御
遊
び
な
ど
し
た
ま
へ
る
を
、
か
ら
う
じ
て
な
む
聞
え
つ
れ
ば
、『
た

が
も
の
し
た
ま
ふ
な
ら
む
。
い
と
あ
や
し
き
こ
と
。
た
し
か
に
問
ひ
た
て
ま
つ
り
て
来
』
と
な
む
の
た
ま
ひ

つ
る
」
と
い
へ
ば
、（
大
和
物
語
） 

  

も
ち
ろ
ん
、
ツ
は
当
該
事
態
が
「
今
は
も
う
効
力
が
な
い
」
な
ど
と
積
極
的
に
規
定
す
る
も
の
で
は
な
い

の
で
、「
見
つ
」
に
お
い
て
も
「
宣
ひ
つ
」
に
お
い
て
も
、
あ
る
時
点
に
お
け
る
「
見
る
こ
と
」「
宣
う
こ
と
」

の
効
力
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
わ
ざ
わ
ざ
ヌ
を
用
い
る
の
は
そ
の
場
に
お
け
る
「
見

る
こ
と
」「
宣
う
こ
と
」
の
効
力
を
殊
更
に
表
現
し
た
い
と
い
う
動
機
に
よ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
事
情
が
、「
見
る
」「
宣
ふ
」
に
ツ
が
直
接
承
接
し
た
用
例
が
あ
る
程
度
存
在
す
る
の
に

対
し
、
ヌ
が
直
接
承
接
し
た
用
例
が
一
例
ず
つ
し
か
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

三
．
七
．
三 

ツ
の
承
接
が
起
こ
り
に
く
い
こ
と
の
背
景 

三
．
七
．
三
．
一 

事
態
終
了
後
局
面
の
認
識
の
難
し
さ 

 

「
色
付
く
」「
咲
く
」「
枯
る
」「
散
る
」「
別
る
」「
絶
ゆ
」「
暮
る
」「
更
く
」
は
、
ヌ
が
直
接
承
接
し
た

用
例
を
複
数
確
認
で
き
る
が
、
ツ
が
直
接
承
接
し
た
用
例
を
確
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る 

。
こ
れ
ら
の
語

が
表
わ
す
事
態
は
、
内
的
時
間
展
開
の
素
性
の
面
か
ら
、
事
態
終
了
後
局
面
を
想
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
態
終
了
後
局
面
を
想
定
で
き
な
け
れ
ば
、
当
然
の
結
果
と
し
て
、
ツ
が
承
接

す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る 

。 

 

ま
ず
、「
色
付
く
」
の
用
例
を
見
て
み
た
い
。 

 

（

55

）
を
り
な
ら
で
色
づ
き
に
け
る
紅
葉
葉
は
時
に
あ
ひ
て
ぞ
色
ま
さ
り
け
る
（
蜻
蛉
日
記
） 
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（

56

）
日
の
い
と
う
ら
ら
か
な
る
に
、
い
つ
し
か
と
霞
み
わ
た
れ
る
梢
ど
も
の
、
心
も
と
な
き
中
に
も
、

梅
は
気
色
ば
み
ほ
ほ
笑
み
わ
た
れ
る
、
と
り
わ
き
て
見
ゆ
。
階
隠
の
も
と
の
紅
梅
、
い
と
と
く
咲
く
花
に
て
、

色
づ
き
に
け
り
。（
源
氏
物
語
・
末
摘
花
） 

  

「
色
付
く
」
は
、
葉
や
花
が
色
付
く
こ
と
を
表
わ
す
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
色
付
き
が
確
認
さ

れ
る
前
の
状
態
（
事
態
開
始
前
局
面
）
と
色
付
き
が
確
認
さ
れ
た
後
の
状
態
（
事
態
中
途
局
面
）
を
認
識
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
、
ヌ
が
承
接
し
う
る
。
し
か
し
、
色
付
き
が
確
認
さ
れ
た
状
態
の
そ
の
後

の
状
態
（
事
態
終
了
後
局
面
）
な
る
も
の
は
想
定
し
が
た
い
。
事
態
終
了
後
局
面
で
は
な
い
事
態
終
了
後
局

面
の
認
識
の
余
地
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
（

55

）
（

56

）
の
よ
う
に
、
色
付
い
た
こ
と
へ
の
感
動

を
述
べ
る
用
例
ば
か
り
が
得
ら
れ
る
。 

 

次
に
「
咲
く
」「
枯
る
」「（
花
や
葉
が
）
散
る
」 

の
用
例
を
見
て
み
た
い
。 

 

（

57

）
わ
が
屋
戸
の
池
の
藤
波
咲
き
に
け
り
山
郭
公
い
つ
か
来
鳴
か
む
（
古
今
和
歌
集
・
一
三
五
） 

（

58

）
い
つ
し
か
、
梅
咲
か
な
む
。
来
む
と
あ
り
し
を
、
さ
や
あ
る
と
、
目
を
か
け
て
待
ち
わ
た
る
に
、

花
も
み
な
咲
き
ぬ
れ
ど
、
音
も
せ
ず
。
思
ひ
わ
び
て
花
を
折
り
て
や
る
。（
更
級
日
記
） 

（

59

）
か
げ
広
み
た
の
み
し
松
や
枯
れ
に
け
ん
下
葉
散
り
ゆ
く
年
の
暮
か
な
（
源
氏
物
語
・
賢
木
） 

（

60

）
時
し
あ
れ
ば
か
は
ら
ぬ
色
に
に
ほ
ひ
け
り
片
枝
枯
れ
に
し
宿
の
桜
も
（
源
氏
物
語
・
柏
木
） 

（

61

）
散
り
ぬ
と
も
香
を
だ
に
の
こ
せ
梅
の
花
恋
し
き
と
き
の
思
ひ
い
で
に
せ
む
（
古
今
和
歌
集
・
巻
第

一
・
春
歌
上
・
四
八
） 

（

62

）
そ
の
日
に
な
り
て
、「
今
日
は
物
忌
」
と
聞
こ
え
て
と
ど
ま
り
た
れ
ば
、「
あ
な
口
惜
し
。
こ
れ
過

ぐ
し
て
は
か
な
ら
ず
」
と
あ
る
に
、
そ
の
夜
の
時
雨
、
つ
ね
よ
り
も
木
々
の
木
の
葉
残
り
あ
り
げ
も
な
く
聞

こ
ゆ
る
に
、
目
を
さ
ま
し
て
、「
風
の
前
な
る
」
な
ど
ひ
と
り
ご
ち
て
、「
み
な
散
り
ぬ
ら
む
か
し
。
昨
日
見

で
」
と
口
惜
し
う
思
ひ
明
か
し
て
、
つ
と
め
て
、
宮
よ
り
、「
神
無
月
世
に
ふ
り
に
た
る
時
雨
と
や
今
日
の

な
が
め
は
わ
か
ず
ふ
る
ら
む
さ
て
は
口
惜
し
く
こ
そ
」
と
の
た
ま
は
せ
た
り
。（
和
泉
式
部
日
記
） 

  

「
色
付
く
」
で
み
ら
れ
た
事
情
は
、「
咲
く
」「
枯
る
」「（
花
や
葉
が
）
散
る
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「（
花
が
）
咲
く
こ
と
」「（
植
物
が
）
枯
れ
る
こ
と
」「（
花
や
葉
）
散
る
こ
と
」

は
、
事
態
が
生
じ
る
前
の
様
子
と
、
事
態
が
生
じ
て
い
る
最
中
の
様
子
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
、
認
識
す
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る
こ
と
は
で
き
る
が
、「
そ
の
後
の
状
態
」
は
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
く
、
従
っ
て
認
識
し
に
く
い
。
言
い
換
え

れ
ば
、「
色
付
い
た
後
の
状
態
」
と
は
、「
色
付
い
て
い
な
い
状
態
」
と
捉
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
「
色

付
い
て
い
る
状
態
」
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、「
咲
い
た
後
の
状
態
」
と
は
、「
咲
い
て
い

な
い
状
態
」
と
捉
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
、「
咲
い
て
い
る
状
態
」
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
の
が
普

通
で
あ
り
、
そ
の
他
も
然
り
で
あ
る 

。
結
果
と
し
て
、
ツ
の
承
接
し
た
用
例
が
確
認
さ
れ
な
い
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

次
に
、「
別
る
」
を
見
る
。 

 

（

63

）
み
や
こ
出
で
て
君
に
あ
は
む
と
来
し
も
の
を
来
し
か
ひ
も
な
く
別
れ
ぬ
る
か
な
（
土
佐
日
記
） 

（

64

）
別
れ
に
し
今
日
は
来
れ
ど
も
見
し
人
に
ゆ
き
あ
ふ
ほ
ど
を
い
つ
と
た
の
ま
ん
（
源
氏
物
語
・
賢
木
） 

  

（

63

）（

64

）
は
、「（
人
と
）
別
れ
て
い
る
状
態
」
と
「（
人
と
）
別
れ
て
い
な
い
状
態
」
が
認
識
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
「（
人
と
）
別
れ
て
い
る
状
態
」
の
「
そ
の
後
の
状
態
」
を
考
え
よ
う

と
し
て
も
、「
も
っ
と
別
れ
て
い
る
状
態
」
な
ど
の
よ
う
に
、
事
態
中
途
局
面
が
無
限
に
拡
散
し
て
い
く
だ

け
で
、
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う2

9

。
事
態
終
了
後
局
面
で
は
な
い
事
態
終
了
後
局
面
の
認
識
の

余
地
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
用
例
は
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
や
は
り
何
と
も
言
え
な
い
。 

 

次
に
、「
絶
ゆ
」
を
見
た
い
。 

 

（

65

）
逢
ふ
こ
と
の
も
は
ら
絶
え
ぬ
る
時
に
こ
そ
人
の
恋
し
き
こ
と
も
知
り
け
れ
（
古
今
和
歌
集
・
巻
第

一
五
・
恋
歌
五
・
八
一
二
） 

（

66

）
六
月
に
な
り
ぬ
。
つ
い
た
ち
か
け
て
長
雨
い
た
う
す
。
見
出
だ
し
て
、
ひ
と
り
ご
と
に
、
わ
が
宿

の
な
げ
き
の
下
葉
色
ふ
か
く
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
な
が
め
ふ
る
ま
に
な
ど
い
ふ
ほ
ど
に
、
七
月
に
な
り
ぬ
。
絶

え
ぬ
と
見
ま
し
か
ば
、
か
り
に
来
る
に
は
ま
さ
り
な
ま
し
な
ど
、
思
ひ
つ
づ
く
る
を
り
に
、
も
の
し
た
る
日

あ
り
（
蜻
蛉
日
記
） 

（

67

）
水
無
瀬
河
あ
り
て
ゆ
く
水
な
く
は
こ
そ
つ
ひ
に
わ
が
身
を
絶
え
ぬ
と
思
は
め
（
古
今
和
歌
集
・
巻

第
一
五
・
恋
歌
五
・
七
九
三
） 

（

68

）
せ
か
な
く
に
絶
え
と
絶
え
に
し
山
水
の
た
れ
し
の
べ
と
か
声
を
聞
か
せ
む
（
大
和
物
語
） 
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（

69

）
河
原
の
左
大
臣
の
身
ま
か
り
て
の
の
ち
、
か
の
家
に
ま
か
り
て
あ
り
け
る
に
、
塩
竈
と
い
ふ
所
の

さ
ま
を
つ
く
れ
り
け
る
を
見
て
よ
め
る 

 

君
ま
さ
で
煙
絶
え
に
し
塩
竈
の
う
ら
さ
び
し
く
も
見
え
わ
た
る
か
な
（
古
今
・
巻
第
一
六
・
哀
傷
歌
・
八

五
二
） 

（

70

）「
さ
ら
ば
も
ろ
と
も
に
こ
そ
」
と
て
、
中
将
の
帯
を
ひ
き
解
き
て
脱
が
せ
た
ま
へ
ば
、
脱
が
じ
と
す

ま
ふ
を
、
と
か
く
ひ
こ
し
ろ
ふ
ほ
ど
に
、
綻
び
は
ほ
ろ
ほ
ろ
と
絶
え
ぬ
。（
源
氏
物
語
・
紅
葉
賀
） 

  

「
絶
ゆ
」
は
、「（
機
会
や
習
慣
、
自
然
現
象
、
命
、
結
び
目
が
）
絶
え
る
こ
と
」
の
よ
う
に
、
様
々
な
使

わ
れ
方
が
し
て
い
る
が
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
や
は
り
事
態
終
了
後
局
面
を
認
識
す
る
こ
と
は
難
し
そ
う
で

あ
る
。「
絶
え
る
こ
と
」
の
う
ち
に
、「
絶
え
た
後
の
次
な
る
段
階
」
は
想
定
し
が
た
い
。 

 

最
後
に
、「
暮
る
」「
更
く
」
を
見
た
い
。 

 

（

71

）「
さ
ら
に
、
夜
さ
り
、
こ
の
寮
に
ま
う
で
来
」
と
の
た
ま
う
て
、
つ
か
は
し
つ
。
日
暮
れ
ぬ
れ
ば
、

か
の
寮
に
お
は
し
て
見
た
ま
ふ
に
、
ま
こ
と
に
燕
巣
つ
く
れ
り
。（
竹
取
物
語
） 

（

72

）
か
れ
こ
れ
、
知
る
知
ら
ぬ
、
送
り
す
。
年
ご
ろ
よ
く
く
ら
べ
つ
る
人
々
な
む
、
別
れ
が
た
く
思
ひ

て
、
日
し
き
り
に
と
か
く
し
つ
つ
、
の
の
し
る
う
ち
に
夜
更
け
ぬ
。
二
十
二
日
に
、
和
泉
の
国
ま
で
と
平
ら

か
に
願
立
つ
。（
土
佐
日
記
） 

  

「（
日
が
）
暮
れ
る
こ
と
」「（
夜
が
）
更
け
る
こ
と
」
も
以
上
の
議
論
と
同
様
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
動
詞
は
、
一
般
に
「
変
化
動
詞
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
あ
た
り
、
ま
た
、
内
的
時
間
展
開
が
二

段
階
で
あ
り
、
三
段
階
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
点
で
、「
変
化
動
詞
」
ら
し
い
「
変
化
動
詞
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う 

。 

 

こ
れ
ら
の
動
詞
は
、
事
態
終
了
後
局
面
が
想
定
し
に
く
い
こ
と
が
、
ツ
の
承
接
し
た
用
例
が
見
当
た
ら
な

い
こ
と
の
背
景
と
し
て
あ
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
態
終
了
後
局
面
で
な
い
事
態
終
了
後
局

面
が
認
識
さ
れ
、
ツ
が
承
接
し
た
例
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
何
と
も
断
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 
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三
．
七
．
三
．
二 

特
殊
な
文
脈
に
支
え
ら
れ
て
生
じ
る
例
外 

 

先
の
動
詞
群
と
事
情
が
似
て
い
つ
つ
も
、
ツ
の
承
接
し
た
用
例
が
存
在
す
る
動
詞
と
し
て
、「
明
く
」
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
特
殊
な
文
脈
に
よ
っ
て
、
事
態
終
了
後
局
面
が
想
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

ツ
が
承
接
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

「
明
く
」
は
ヌ
が
直
接
承
接
し
た
用
例
が
多
数
確
認
さ
れ
る 

用
例
で
あ
り
、「
明
け
た
後
の
状
態
」
が
「
明

け
て
い
な
い
状
態
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
意
味
的
な
特
徴
を
持
つ
点
で
、
似
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ツ
の
直
接
承
接
し
た
用
例
が
平
安
期
に
一
例
確
認
さ
れ
る 

。
こ
の
一
例
を
破
格
で
あ
る
と
済
ま

し
て
し
ま
う
方
が
正
し
い
可
能
性
も
あ
る
が
、
本
研
究
で
は
、
破
格
で
は
な
い
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る

こ
と
を
示
し
て
お
き
た
い
。 

 

（

73

）
蜩
の
声
に
お
ど
ろ
き
て
、
山
の
蔭
い
か
に
霧
り
ふ
た
が
り
ぬ
ら
む
、
あ
さ
ま
し
や
、
今
日
こ
の
御

返
り
事
を
だ
に
、
と
い
と
ほ
し
う
て
、
た
だ
知
ら
ず
顔
に
硯
お
し
す
り
て
、
い
か
に
な
し
て
し
に
か
と
り
な

さ
む
と
な
が
め
お
は
す
る
。…

…

（
中
略
）…

…

胸
つ
ぶ
れ
て
、
一
夜
の
こ
と
を
、
心
あ
り
て
聞
き
た
ま
う

け
る
と
思
す
に
い
と
ほ
し
う
心
苦
し
。
昨
夜
だ
に
、
い
か
に
思
ひ
明
か
し
た
ま
う
け
む
、
今
日
も
今
ま
で
文

を
だ
に
、
と
言
は
む
方
な
く
お
ぼ
ゆ
。
い
と
苦
し
げ
に
言
ふ
か
ひ
な
く
書
き
紛
ら
は
し
た
ま
へ
る
さ
ま
に
て
、

お
ぼ
ろ
け
に
思
ひ
あ
ま
り
て
や
は
、
か
く
書
き
た
ま
う
つ
ら
む
、
つ
れ
な
く
て
今
宵
の
明
け
つ
ら
む
、
と
言

ふ
べ
き
方
の
な
け
れ
ば
、
女
君
ぞ
い
と
つ
ら
う
心
憂
き
。（
源
氏
物
語
・
夕
霧
） 

  

（

73

）
に
お
け
る
「
今
宵
」
と
は
、
文
脈
上
、「
昨
夜
」
の
意
味
で
あ
り
、（

73

）
の
場
面
は
蜩
の
鳴
い

て
い
る
夕
方
で
あ
る
。「
今
宵
」
が
明
け
た
時
に
「
明
け
た
」
と
認
識
し
、
夕
方
ま
で
時
間
が
開
い
て
か
ら

「
明
け
た
と
認
識
し
た
こ
と
」
を
客
観
視
し
、
ツ
を
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
今
宵
」
が
明
け
て
以

降
、
長
め
の
時
間
を
経
て
い
る
の
で
、「
明
け
た
後
の
局
面
」
を
「
今
」
に
定
位
す
る
存
在
と
し
て
把
握
す

る
余
地
が
生
ま
れ
、
ツ
が
現
れ
た
も
の
と
し
て
、
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
文
脈
設
定
は
珍
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
「
明
く
」
に
ヌ
が
承
接
し
た
用
例
を
み
て
み
る
と
、

単
純
に
「
明
け
る
前
の
状
態
」
と
「
開
け
た
後
の
状
態
」
が
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
解
釈
で
き
る
。 

 

（

74

）
明
け
ぬ
れ
ば
、
急
ぎ
立
ち
て
ゆ
く
に
、
贄
野
の
池
、
泉
川
、
は
じ
め
見
し
に
は
た
が
は
で
あ
る
を

見
る
も
、
あ
は
れ
に
の
み
お
ぼ
え
た
り
。（
蜻
蛉
日
記
） 
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特
殊
な
文
脈
が
、「
明
く
」
に
ツ
の
承
接
し
た
用
例
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
こ
れ
と
事
情
が
や
や
似
た
例
と
し
て
、「
忘
る
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ヌ
が
直
接
承
接
し
た
用
例
が

平
安
期
に
五
〇
例
確
認
さ
れ
、
ツ
の
直
接
承
接
し
た
用
例
が
平
安
期
に
一
例
の
み
確
認
さ
れ
る
点
で
、
先
の

動
詞
群
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
破
格
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
を
追
う
余
地
が
あ
り
、
そ

の
場
合
に
、
特
殊
な
文
脈
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（

75

）「
い
と
あ
や
し
。
同
じ
古
ご
と
と
い
ひ
な
が
ら
、
知
ら
ぬ
人
や
は
あ
る
。
た
だ
こ
こ
も
と
に
お
ぼ
え

な
が
ら
言
ひ
出
で
ら
れ
ね
ば
、
い
か
に
ぞ
や
」
な
ど
言
ふ
を
聞
き
て
、
前
に
ゐ
た
る
が
、「『
下
ゆ
く
水
』
と

こ
そ
申
せ
」
と
言
ひ
た
る
。
な
ど
か
く
忘
れ
つ
る
な
ら
む
。
こ
れ
に
教
へ
ら
る
る
も
、
を
か
し
。（
枕
草
子
） 

  

（

75

）
は
、
歌
の
上
の
句
が
思
い
出
せ
そ
う
で
思
い
出
せ
ず
、
苦
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
を
、
目
の
前
に

い
た
少
女
に
教
え
て
も
ら
い
、
思
い
出
せ
た
と
い
う
場
面
で
あ
る
。「
な
ど
か
く
忘
れ
つ
る
な
ら
む
」
と
認

識
し
た
場
面
で
は
、
す
で
に
思
い
出
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、「
忘
れ
て
い
る
状
態
」
た
る
事
態
中

途
局
面
と
「
も
う
忘
れ
て
い
な
い
状
態
」
た
る
事
態
終
了
後
局
面
が
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

ツ
が
現
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。 

 

「
忘
れ
た
後
の
状
態
」
た
る
「
忘
れ
て
い
な
い
状
態
」
が
想
定
で
き
る
点
で
、
一
見
、
意
味
的
に
先
の
動

詞
群
と
は
違
う
わ
け
で
あ
る
が
、
な
ぜ
一
例
し
か
確
認
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
蓋
し
、
そ
れ
は
、「
今
す

で
に
思
い
出
せ
て
は
い
る
が
、
な
ぜ
忘
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
よ
う
な
「
忘
れ
つ
」
を
用
い
て
表

現
す
る
べ
き
内
容
そ
の
も
の
の
希
少
さ
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、「
思
い
出
し
た
」
上

で
、「
思
い
出
し
た
」
こ
と
よ
り
も
「
忘
れ
て
い
た
」
こ
と
に
焦
点
を
当
て
る
よ
う
な
文
脈
が
珍
し
い
の
で

あ
る
。
「
忘
れ
ぬ
」
を
用
い
た
表
現
は
多
数
あ
る
が
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
単
に
「
忘
れ
て
し
ま
っ
た
」

と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
文
脈
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

（

76

）
ま
た
、
和
琴
な
ど
も
、
朽
目
、
塩
釜
、
二
貫
な
ど
ぞ
聞
ゆ
る
。
水
竜
、
小
水
竜
、
宇
多
の
法
師
、

釘
打
、
葉
二
つ
、
何
く
れ
な
ど
、
お
ほ
く
聞
き
し
か
ど
、
忘
れ
に
け
り
。（
枕
草
子
） 

（

77

）
こ
れ
が
返
し
ま
づ
せ
む
な
ど
、
硯
取
り
に
局
に
や
れ
ば
、「
た
だ
こ
れ
し
て
と
く
言
へ
」
と
て
、
御

硯
蓋
に
紙
な
ど
し
て
給
は
せ
た
る
。「
宰
相
の
君
、
書
き
た
ま
へ
」
と
言
ふ
を
、「
な
ほ
そ
こ
に
」
な
ど
言
ふ
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ほ
ど
に
、
か
き
く
ら
し
雨
降
り
て
、
神
い
と
お
そ
ろ
し
う
鳴
り
た
れ
ば
、
物
も
お
ぼ
え
ず
、
た
だ
お
そ
ろ
し

き
に
、
御
格
子
ま
ゐ
り
わ
た
し
ま
ど
ひ
し
ほ
ど
に
、
こ
の
事
も
忘
れ
ぬ
。（
枕
草
子
） 

 

（

76

）
は
、
様
々
な
楽
器
の
名
前
を
聞
い
た
が
、
も
う
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
（

77

）

は
、
返
事
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
他
の
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
て
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。 

 

や
は
り
、
特
殊
な
文
脈
が
、「
忘
る
」
に
ツ
の
承
接
し
た
用
例
が
存
在
す
る
こ
と
の
背
景
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
三
章
の
ま
と
め 

 

本
章
で
は
、
主
に
ツ
と
ヌ
の
意
味
・
機
能
を
ア
ス
ペ
ク
ト
の
観
点
か
ら
モ
デ
ル
化
し
よ
う
と
す
る
先
行
研

究
で
議
論
さ
れ
て
い
る
内
容
を
検
討
し
、
そ
れ
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
ツ
が
テ
ン
ス
レ
ベ
ル

で
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
に
精
緻
な
モ
デ
ル
を
提
示
し3

0

、
そ
し
て
、

実
際
に
ツ
が
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
お
い
て
機
能
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
し
、
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
は
た
ら
く

こ
と
を
確
認
し
た
。 

 

井
島
（
二
〇
一
一
）
で
示
さ
れ
た
三
種
類
の
事
態
の
内
的
時
間
展
開
構
造
に
つ
い
て
、「
変
化
事
態
」
を

「
三
局
面
事
態
」、「
行
為
事
態
」
を
「
五
局
面
事
態
」
と
名
称
を
改
め
た
。
ツ
、
ヌ
の
指
す
も
の
に
つ
い
て

は
、
点
的
解
釈
を
改
め
、
事
態
間
の
移
行
関
係
で
あ
る
と
捉
え
な
お
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
井
島
（
二
〇

一
一
）
に
は
な
か
っ
た
時
間
的
ギ
ャ
ッ
プ
構
造
を
ツ
、
ヌ
の
モ
デ
ル
の
中
に
生
み
出
し
、
ツ
が
テ
ン
ス
レ
ベ

ル
で
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
付
け
た
。
ま
た
、
一
局
面
し
か
内
的
時
間
展
開
を
持
た
な

い
と
考
え
ら
れ
る
形
容
詞
に
つ
い
て
、
テ
ン
ス
の
時
間
軸
に
定
位
す
る
形
で
ツ
、
ヌ
が
必
要
と
す
る
局
面
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
特
に
、
形
容
詞
に
ツ
が
接
続
す
る
場
合
は
、「
過
去
」
の
意
味

合
い
が
出
つ
つ
も
、
用
例
に
よ
っ
て
そ
の
「
過
去
」
ら
し
さ
の
強
弱
が
あ
る
こ
と
を
、
本
研
究
の
モ
デ
ル
か

ら
説
明
し
た
。 

 

ま
た
、
ヌ
の
承
接
が
起
こ
り
に
く
い
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、「
ず
」「
見
る
」「
宣
ふ
」
を
取
り
上
げ
た
。「
ず
」

は
、
事
態
開
始
前
局
面
の
認
識
の
難
し
さ
が
、
ヌ
の
承
接
が
起
こ
り
に
く
い
こ
と
の
背
景
に
あ
り
、「
見
る
」

「
宣
ふ
」
は
、
ヌ
、
ツ
ど
ち
ら
の
選
択
も
許
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
て
、
ヌ
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
特
殊
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
生
じ
る
こ
と
が
、
ヌ
の
承
接
が
起
こ
り
に
く
い
こ
と
の
背
景
に
あ
る
こ
と
を
見
た
。
ま
た
、
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ツ
の
承
接
が
起
こ
り
に
く
い
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、「
色
付
く
」「
咲
く
」「
枯
る
」「
散
る
」「
別
る
」「
絶
ゆ
」

「
暮
る
」「
更
く
」「
明
く
」「
忘
る
」
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
動
詞
は
、
事
態
終
了
後
局
面
の
認
識
の

難
し
さ
が
、
ツ
の
承
接
が
起
こ
り
に
く
い
こ
と
の
背
景
に
あ
り
つ
つ
も
、「
明
く
」「
忘
る
」
に
お
い
て
は
、

特
殊
な
文
脈
に
支
え
ら
れ
て
、
ツ
の
承
接
し
た
用
例
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
た
。 

 

第
三
章
の
参
考
文
献 

新
井
無
二
郎
（
一
九
三
三
）『
国
語
時
相
の
研
究
』
中
文
館
書
店 

井
島
正
博
（
二
〇
〇
五
）「
古
典
語
完
了
助
動
詞
の
研
究
史
概
観
」『
成
蹊
大
学
一
般
研
究
報
告
』
第
三
六
巻
、

成
蹊
大
学 

井
島
正
博
（
二
〇
〇
七
・
一
一
）「
中
古
語
完
了
助
動
詞
と
動
詞
の
自
他
」『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
第

三
九
巻
第
二
号
、
武
蔵
大
学
人
文
学
会 

井
島
正
博
（
二
〇
一
一
）
『
中
古
語
過
去
・
完
了
表
現
の
研
究
』
ひ
つ
じ
書
房 

井
手
至
（
一
九
六
六
）「
古
代
日
本
語
動
詞
の
意
味
類
型
と
助
動
詞
ツ
・
ヌ
の
使
い
わ
け
」『
国
語
国
文
』
第

三
五
巻
第
五
・
六
号 

井
手
至
（
一
九
九
五
）「
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
と
「
ぬ
」
の
使
い
わ
け
」『
遊
文
録 
国
語
史
篇
一
』
和
泉

書
院 

糸
井
善
太
郎
（
一
九
三
七
）『
万
葉
集
語
法
私
論
』
非
売
品 

糸
井
通
浩
（
二
○
○
九
）「
古
典
に
み
る
「
時
」
の
助
動
詞
と
相
互
承
接―

―

『
枕
草
子
』
日
記
章
段
に
お
け

る
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
六
巻
第
一
一
号 

大
木
一
夫
（
一
九
九
三
）「
古
代
語
助
動
詞
ツ
・
ヌ
と
ア
ス
ペ
ク
ト
の
決
ま
り
方
に
つ
い
て―

―

『
枕
草
子
』

を
例
と
し
て
」『
国
語
学
研
究
』
第
三
二
集
、
東
北
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
内
「
国
語
学
研
究
」
刊
行

会 大
坪
併
治
・
野
田
美
津
子
（
一
九
七
八
）「
説
話
の
叙
述
形
式
と
し
て
見
た
助
動
詞
キ
・
ケ
リ―

―

今
昔
物
語

を
中
心
に―

―

」『
大
谷
女
子
大
国
文
』
第
八
号 

長
船
省
吾
（
一
九
五
九
）「
助
動
詞
「
つ
」
と
「
ぬ
」―

―

ア
ス
ペ
ク
ト
の
観
点
か
ら
」『
国
語
国
文
』
第
二

八
巻
第
一
二
号 

小
田
勝
（
二
〇
〇
七
）『
古
代
日
本
語
文
法
』
お
う
ふ
う 
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鎌
倉
暄
子
（
一
九
九
九
）「
い
わ
ゆ
る
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」「
ぬ
」
の
本
質
に
つ
い
て―

―

「
ら
し
」「
け
ら

し
」
と
の
関
連
に
お
い
て―

―

」『
香
椎
潟
』
第
四
四
号
、
福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会 

川
上
徳
明
（
一
九
八
九
）「「
今
は
た
だ
思
ひ
絶
え
な
む
」
の
歌
の
解
〈
上
〉―

―

助
動
詞
「
ぬ
」
の
意
味
を

中
心
に―

―

」『
解
釈
』
第
三
五
巻
第
七
号 

川
上
徳
明
（
一
九
九
○
）「「
今
は
た
だ
思
ひ
絶
え
な
む
」
の
歌
の
解
〈
下
〉―

―

助
動
詞
「
ぬ
」
の
意
味
を

中
心
に―

―

」『
解
釈
』
第
三
六
巻
第
七
号 

木
枝
増
一
（
一
九
二
九
）
『
高
等
国
文
法
講
義
』
東
洋
図
書 

木
下
正
俊
（
一
九
六
四
）「
助
動
詞
「
ツ
」
と
「
ヌ
」
の
区
別
は
何
と
み
る
べ
き
か
」『
国
文
学 

解
釈
と
鑑

賞
』
至
文
堂 

桑
田
明
（
一
九
七
八
）『
日
本
文
法
探
求
下
』
風
間
書
房 

桑
田
明
（
一
九
八
八
）「
成
存
立
に
つ
な
が
る
意
味
の
語
形
式―

―
「
つ
・
ぬ
」「
た
り
・
り
」「
ず
・
ざ
り
」

「
き
・
け
り
」
の
意
味
」『
就
実
語
文
』
第
九
号
、
就
実
女
子
大
学
日
本
文
学
会 

国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
二
〇
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』http

s://p
j.n

in
jal.ac.jp

/co
rp

u
s_

cen
ter/ch

j/

（
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
日
確
認
） 

小
林
好
日
（
一
九
四
一
）
『
国
語
学
の
諸
問
題
』
岩
波
書
店 

近
藤
泰
弘
（
一
九
九
二
）「
丁
寧
語
の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
性
格―

―

中
古
語
の
「
は
べ
り
」
を
中
心
に
」
辻
村
敏

樹
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
『
辻
村
敏
樹
教
授
古
稀
記
念 

日
本
語
史
の
諸
問
題
』
明
治
書
院 

進
藤
義
治
（
一
九
八
四
）「
栄
花
物
語
の
「
つ
」
と
「
ぬ
」―
―

「
あ
り
」
に
承
接
す
る
例
を
中
心
に
」『
名

古
屋
平
安
文
学
研
究
会
会
報
』
第
一
一
号 

鈴
木
泰
（
二
○
○
九
・
二
）『
古
代
日
本
語
時
間
表
現
の
形
態
論
的
研
究
』
ひ
つ
じ
書
房 

竹
内
史
郎
（
二
〇
一
四
）「
事
象
の
形
と
上
代
語
ア
ス
ペ
ク
ト
」
青
木
博
史
・
高
山
善
行
・
小
柳
智
一
編
『
日

本
語
文
法
史
研
究
２
』
ひ
つ
じ
書
房 

竹
内
美
智
子
（
一
九
九
三
）「
土
佐
日
記
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
」『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
八
巻

第
七
号 

中
西
宇
一
（
一
九
五
七
）「
発
生
と
完
了―

―

「
ぬ
」
と
「
つ
」」『
国
語
国
文
』
第
二
六
巻
八
号 

中
央
図
書

出
版
社 

野
村
剛
史
（
一
九
八
九
）「
上
代
語
の
ツ
と
ヌ
に
つ
い
て
」『
国
語
学
』
一
五
八
集 
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野
村
剛
史
（
二
〇
〇
九
）「
ツ
と
ヌ
再
訪―

―

テ
ク
ル
・
テ
イ
ク
と
対
照
し
な
が
ら
」『
国
語
と
国
文
学
』
第

八
六
巻
第
一
一
号 

橋
本
進
吉
（
一
九
六
九
）『
助
詞
・
助
動
詞
の
研
究
』
岩
波
書
店 

浜
田
敦
（
一
九
五
七
）「
中
世
の
文
法
」『
日
本
文
法
講
座
３ 

文
法
史
』
明
治
書
院 

飛
田
良
文
（
一
九
七
二
）「
完
了
の
助
動
詞
」
鈴
木
一
彦
・
林
巨
樹
編
『
品
詞
別
日
本
文
法
講
座
第
八
巻 

助

動
詞
Ⅱ
』
明
治
書
院 

松
岡
靜
雄
（
一
九
三
六
）『
日
本
言
語
学
（
改
定
普
及
版
）』
刀
江
書
院 

松
尾
捨
治
郎
（
一
九
三
六
）『
国
語
法
論
攷
』
文
学
社 

松
下
大
三
郎
（
一
九
三
〇
）『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』（
一
九
三
〇
年
訂
正
版
、
徳
田
政
信
編
・
一
九
七
四
・

勉
誠
社
） 

麦
倉
達
生
（
一
九
八
八
）「
古
代
日
本
語
に
お
け
る
完
了
の
助
動
詞―

―

〈
ツ
〉
と
〈
ヌ
〉
の
使
い
わ
け
の
規

準―
―

」『
彦
根
論
叢
』
第
二
五
一
／
二
五
二
号
、
滋
賀
大
学
経
済
学
会 

森
野
宗
明
（
一
九
七
○
・
一
二
）「「
つ
」
と
「
ぬ
」
の
相
違
」『
月
刊
文
法
』
第
三
巻
第
二
号 

山
口
明
穂
（
一
九
九
七
）「
古
代
日
本
語
に
於
け
る
時
間
の
意
味
」『
紀
要
』
第
一
六
六
号
（
文
学
科
第
七
九

号
）、
中
央
大
学
文
学
部 

山
崎
良
幸
（
一
九
六
五
）
『
日
本
語
の
文
法
機
能
に
関
す
る
体
系
的
研
究
』
風
間
書
房 

山
田
裕
次
（
二
〇
〇
五
）「「
つ
」
と
「
ぬ
」―

―

「
見
つ
」「
見
え
つ
」「
見
ぬ
」「
見
え
ぬ
」
の
場
合
」『
解

釈
』
第
五
一
巻
第
五
・
六
号
、
解
釈
学
会 

山
田
裕
次
（
二
〇
〇
六
）「「
ぬ
」
小
考
」『
解
釈
』
第
五
二
巻
第
五
・
六
号
、
解
釈
学
会 

山
田
裕
次
（
二
〇
〇
七
）「「
つ
」「
ぬ
」
小
考
」『
解
釈
』
第
五
三
巻
第
一
一
・
一
二
号
、
解
釈
学
会 

山
田
孝
雄
（
一
九
〇
八
）
『
日
本
文
法
論
』
宝
文
館 

𠮷
田
茂
晃
（
一
九
九
二
）「「
完
了
の
助
動
詞
」
考―

―

万
葉
集
の
ヌ
と
ツ
」『
萬
葉
』
第
一
四
一
号
、
万
葉
学

会 𠮷
田
茂
晃
（
一
九
九
七
）「
古
代
日
本
語
に
お
け
る
形
容
詞
時
制
述
語
」『
山
辺
道
』
第
四
一
号
（
天
理
大
学
） 

    



116 

 

お
わ
り
に 

本
研
究
の
ま
と
め 

 

本
研
究
は
、「
文
法
形
式
は
な
ぜ
・
ど
の
よ
う
に
通
時
的
に
変
化
す
る
か
」、「
古
代
語
か
ら
現
代
語
に
わ

た
っ
て
、
時
に
関
わ
る
文
法
形
式
と
そ
の
体
系
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
」
、「
古
典
語
と
現
代
語
と

で
は
、「
体
質
」
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
」、「
形
式
群
の
変
遷
が
起
こ

る
準
備
的
段
階
と
し
て
、
上
代
・
中
古
に
ど
の
よ
う
な
環
境
が
整
っ
て
い
た
か
」
と
い
っ
た
関
心
を
持
っ
て

出
発
し
た
。
中
古
語
の
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
を
対
象
と
し
、
時
に
関
わ
る
文
法
的
観
点
か
ら
モ
デ
ル
化
を
行

っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
付
随
し
て
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
の
特
徴
的
な
ふ
る

ま
い
に
つ
い
て
説
明
し
た
。 

 

第
一
章
で
は
、
研
究
を
進
め
て
い
く
前
提
と
し
て
、〈
基
本
形
〉、
テ
ン
ス
、
ア
ス
ペ
ク
ト
の
扱
い
方
を
考

え
た
。
テ
ン
ス
と
は
時
間
軸
と
「
基
準
時
」
と
事
態
で
構
成
さ
れ
る
主
体
的
な
範
疇
で
あ
る
が
、
ア
ク
チ
ュ

ア
ル
（
現
実
的
）
な
場
合
と
非
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
（
非
現
実
的
）
な
場
合
が
あ
り
、
あ
る
文
や
形
式
が
テ
ン
ス

で
あ
る
か
ど
う
か
は
曖
昧
な
場
合
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、〈
基
本
形
〉
は
、
も
と
も
と
素
材
的
・
概

念
的
で
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
な
い
状
態
だ
が
、
場
合
に
よ
っ
て
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
意
味
・
機
能
を
発
揮
す
る
と

考
え
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
議
論
を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
な
術
語
を
導
入
し
た
り
、
第
三
章
で
の
議
論

を
行
う
た
め
の
準
備
を
し
た
。 

 

第
二
章
で
は
、
キ
、
ケ
リ
の
モ
デ
ル
化
を
行
っ
た
。
キ
は
、「
基
準
時
」
か
ら
見
た
過
去
を
表
わ
す
も
の

で
あ
る
と
結
論
し
、
ケ
リ
は
、「
基
準
時
」
か
ら
見
た
過
去
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
が
、
事
態
の
生
起
時
点

が
過
去
に
位
置
づ
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
う
る
時
間
軸
の
パ
タ
ー
ン

を
示
し
た
。 

そ
の
後
、「
あ
な
た
な
る
場
」
モ
デ
ル
と
本
研
究
の
モ
デ
ル
と
の
関
係
性
に
触
れ
た
。 

 

第
三
章
で
は
、
ツ
、
ヌ
の
モ
デ
ル
化
を
行
っ
た
。
先
行
研
究
で
は
ど
ち
ら
も
点
的
な
マ
ー
カ
ー
で
あ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
が
、
本
研
究
で
は
、
二
局
面
間
の
移
行
を
指
す
マ
ー
カ
ー
と
し
て
の
面
を
強
調
す
る
モ
デ

ル
に
変
更
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ツ
が
テ
ン
ス
ら
し
く
振
舞
う
現
象
や
形
容
詞
に
ツ
、
ヌ
が
接
続
し
た
場

合
の
解
釈
ま
で
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
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「
は
じ
め
に
」
に
こ
た
え
て 

 

以
上
の
検
討
を
ま
と
め
、
上
代
・
中
古
に
お
け
る
各
形
式
の
モ
デ
ル
を
考
え
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
後

の
変
遷
の
背
景
を
考
え
た
い
。 

ま
ず
、
各
モ
デ
ル
に
つ
い
て
だ
が
、
各
形
式
の
意
味
・
機
能
に
は
あ
る
部
分
で
重
な
り
が
あ
っ
た
よ
う
に

見
え
る
。 

キ
、
ケ
リ
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
図
を
比
較
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
テ
ン
ス
に
関
す
る
面
で
重
な
り
が

あ
り
、
こ
こ
に
加
え
て
、
ツ
が
テ
ン
ス
と
し
て
は
た
ら
く
場
合
に
、
同
じ
く
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
過
去
を
表
現

す
る
形
式
と
し
て
、
重
な
り
を
見
せ
て
い
た
。
一
つ
の
意
味
・
機
能
に
対
し
、
三
つ
の
形
式
の
競
合
が
見
ら

れ
た
わ
け
で
あ
る
。 

 

本
研
究
で
得
ら
れ
た
ツ
、
ヌ
の
意
味
規
定
は
、
そ
の
他
の
助
動
詞
、
と
く
に
リ
、
タ
リ
の
意
味
規
定
と
本

質
的
な
と
こ
ろ
で
重
な
り
を
み
せ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
井
島
（
二
〇
一
一
）
の
図
表
一
で
は
、
タ
リ
、

リ
と
ヌ
、
ツ
は
い
わ
ば
「
ア
ス
ペ
ク
ト
」
体
系
の
中
で
役
割
を
分
掌
す
る
関
係
と
し
て
捉
え
ら
え
て
い
た
。

し
か
し
、
本
研
究
の
ヌ
、
ツ
に
対
し
て
行
っ
た
意
味
規
定
は
、
タ
リ
、
リ
と
の
体
系
内
に
お
け
る
競
合
関
係

を
見
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
し
い
。 

 

こ
れ
ら
競
合
関
係
が
、
そ
の
後
の
形
式
淘
汰
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
と
見
て
よ
い
可
能
性
が
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
重
な
っ
て
い
な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
意
味
・
機
能
自
体
が
消
失
し
た
と
い
う
可
能
性
と
、

ま
だ
見
て
い
な
い
他
の
形
式
に
担
わ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
は
、「
は
じ
め

に
」
で
、
次
の
問
題
意
識
を
提
示
し
た
。 

 

古
典
語
と
現
代
語
と
で
は
、
「
体
質
」
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、「
意
味α

、β

、γ

、…

を
担
う
形
式
が
そ
れ
ぞ
れA

、B

、C

、…

だ
っ
た
の
が
、A

だ

け
に
代
わ
っ
た
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
意
味α

、β

、γ

、…

を
担
う
形
式
が
そ
れ
ぞ
れA

、B

、

C

、…

だ
っ
た
の
が
、
意
味α

、β

を
担
うA

だ
け
が
残
り
、
意
味γ

、…

は
消
失
し
た
」
と
い
う

よ
う
な
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。 

  

す
な
わ
ち
、
通
時
的
な
言
語
変
遷
の
中
で
、
消
え
て
し
ま
っ
た
意
味
・
機
能
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
キ
、
ケ
リ
、
ツ
、
ヌ
で
考
え
た
場
合
は
、
や
は
り
、
ケ
リ
の
「
あ
な
た
な
る
場
」
モ
デ
ル
で
示
さ
れ
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る
と
こ
ろ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
、
消
失
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
現
代
語
で
も
、
タ
の
「
発
見
」
用
法
が
あ
り
は

す
る
が
、
ケ
リ
ほ
ど
広
範
に
わ
た
る
用
法
で
は
な
い
よ
う
に
、
一
見
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
し
て
、
大
体
に
お
い
て
意
味
・
機
能
は
消
失
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
テ
ン
ス
の
過
去
の
意
味
は

も
ち
ろ
ん
、
ツ
、
ヌ
の
移
行
関
係
を
示
す
と
い
う
機
能
も
、
現
代
語
で
は
基
本
的
に
タ
が
果
た
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
の
モ
デ
ル
で
示
さ
れ
た
古
典
語
と
現
代

語
の
形
式
の
対
応
は
、
か
な
り
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

む
し
ろ
、
注
目
す
べ
き
は
、〈
基
本
形
〉
で
、
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
が
示
し
た
次
の
用
例
と
用
例
解
釈
が

象
徴
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
一
章
か
ら
再
掲
す
る
。 

 

③
「…

針
に
て
見
ゆ
る
子
は
、
い
と
か
し
こ
き
孝
の
子
な
り
。
嫗
の
、
丹
波
に
侍
る
女
の
童
生
ま
む
と
て
見

給
へ
し
や
う
は
、『
い
と
使
ひ
よ
き
手
作
り
の
針
の
、
耳
い
と
明
ら
か
な
る
に
、
信
濃
の
は
つ
り
を
い
と
よ

き
ほ
ど
に
挿
げ
て
、
嫗
の
衣
に
縫
ひ
つ
く
」
と
見
給
へ
し
」
と
言
へ
ば
、（
宇
津
保
・
俊
蔭
）〔「
針
の
夢
を

見
て
生
ま
れ
た
子
は
、
非
常
に
賢
い
孝
行
の
子
で
す
。
私
が
丹
波
に
お
り
ま
す
娘
を
産
み
ま
す
と
き
に
見
ま

し
た
夢
で
は
、
じ
つ
に
使
い
よ
さ
そ
う
な
手
作
り
の
針
の
穴
が
お
お
き
く
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
信
濃
の 

は
つ
り
糸
を
ほ
ど
よ
い
長
さ
に
通
し
て
、
私
の
着
物
に
縫
い
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
ま
し
た
」
と
老
女
は

言
う
〕 

  

こ
れ
が
単
純
に
現
代
語
の
〈
基
本
形
〉
や
テ
イ
ル
で
置
き
換
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
第
一
章
で
見
た
。
こ

こ
か
ら
、
古
典
語
と
現
代
語
と
で
は
「
か
た
り
」
方
の
癖
が
変
わ
っ
た
の
で
は
と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
古

典
語
で
は
、
素
材
的
・
概
念
的
な
表
現
が
多
か
っ
た
の
で
は
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
発
想
が
正

し
け
れ
ば
、
鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
の
現
代
語
訳
は
、
あ
く
ま
で
現
代
語
の
感
覚
で
意
味
内
容
を
解
釈
し
た
場

合
の
工
夫
に
過
ぎ
ず
、
あ
く
ま
で
「
近
い
意
味
」
で
あ
り
、「
同
じ
意
味
」
と
は
言
え
な
く
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。 
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今
後
の
課
題 

 

古
典
語
の
〈
基
本
形
〉
は
不
完
成
相
で
あ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
。〈
基

本
形
〉
そ
の
も
の
の
体
系
内
で
の
位
置
付
け
の
問
題
で
も
あ
る
し
、
特
に
、
タ
リ
、
リ
と
の
競
合
を
考
え
る

必
要
が
出
て
く
る
。 

従
来
の
こ
れ
ら
の
形
式
に
関
わ
る
研
究
で
は
、
形
式
同
士
の
違
い
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ

ら
の
共
通
性
＝
競
合
に
つ
い
て
意
識
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
は
じ
め
に
」
で

確
認
し
た
よ
う
に
、
言
語
の
通
時
的
変
遷
に
は
、
言
語
同
士
の
意
味
・
機
能
の
競
合
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
競
合
だ
け
が
言
語
消
失
の
要

因
な
の
か
」「
そ
の
ほ
か
に
要
因
は
な
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考

え
る
。 

 

ヌ
に
つ
い
て
は
、
テ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
ど
う
振
舞
う
か
、
あ
ま
り
観
察
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
調
査
し
、

整
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

ま
た
、
本
研
究
で
扱
っ
た
形
式
と
意
味
・
機
能
的
に
隣
接
す
る
形
式
と
し
て
タ
リ
、
リ
が
あ
り
、
ま
さ
に

こ
の
タ
リ
が
通
時
的
変
遷
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
、
本
研
究
で
扱
っ
た

形
式
と
比
較
を
し
つ
つ
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
通
時
的
変
遷
を
見
る
た
め
に
、
中
古
以
降
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
存
在
詞
系
の
新

し
い
形
式
や
、
そ
の
他
副
詞
の
発
達
と
の
連
動
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
が
ど
う
動
い
て
い
っ
た
か
、
捉

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

な
お
、
先
行
研
究
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
キ
、
ケ
リ
に
相
対
時
制
の
用

法
は
考
え
に
く
い
。
本
研
究
で
も
絶
対
時
制
の
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
し
た
。
し
か
し
、
現
代
語
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
は
、
相
対
時
制
を
用
い
な
け
れ
ば
説
明
し
に
く
い
現
象
が
あ
り
、
こ
の
辺
り
、
ど
う
事
情
が
違
う

の
か
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 

ケ
リ
の
「
あ
な
た
な
る
場
」
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
で
は
特
に
異
論
は
提
示
し
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
が
万
能
で
は
な
い
（
よ
う
に
見
え
る
）
こ
と
も
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。「
あ
な
た
な
る
場
」

が
一
見
見
当
た
ら
な
い
ケ
リ
の
用
例
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 
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1 

芳
賀
（
一
九
五
四
）
参
照
。 

2 

こ
こ
で
言
う
「
イ
マ
、
コ
コ
、
ワ
タ
シ
」
と
は
、
現
実
世
界
の
「
イ
マ
、
コ
コ
、
ワ
タ
シ
」
と
は
限
ら

ず
、
仮
想
世
界
の
こ
と
も
あ
り
得
る
。
ま
た
、「
か
た
り
」
の
中
の
タ
ク
シ
ス
と
し
て
働
い
て
い
る
形
式

の
場
合
は
、「
か
た
り
」
の
視
点
の
主
に
お
け
る
「
イ
マ
、
コ
コ
、
ワ
タ
シ
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。 

3 

こ
こ
で
い
う
「
態
」
は
ヴ
ォ
イ
ス
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、
念
の
た
め
付
言

し
て
お
く
。 

4 

加
え
て
、
そ
の
中
の
過
去
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
話
し
手
や
書
き
手
の
イ
マ
で
は
な
く
、「
か
た
り
」

の
中
で
一
度
過
去
が
導
入
さ
れ
た
後
に
い
わ
ゆ
る
「
現
在
形
」
で
過
去
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。 

5 

大
木
（
一
九
九
七
、
二
〇
〇
九
）
は
古
代
語
の
文
終
止
の
位
置
の
〈
基
本
形
〉
に
つ
い
て
考
え
て
お

り
、
大
木
（
二
〇
〇
九
）
は
、
時
間
的
意
味
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。 

①
存
在
の
継
続 

②
心
情
・
感
覚
の
持
続 

③
動
き
の
継
続 

④
変
化
の
結
果 

⑤
意
向 

⑥
動
作
同
時 

⑦
想
定 

⑧
一
般
論
・
繰
り
返
し
・
動
作
者
不
特
定
多
数 

6 

木
枝
（
一
九
二
九
）
は
、
定
時
・
不
定
時
の
別
を
発
想
し
て
お
り
、
定
時
に
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来

が
あ
る
と
し
つ
つ
、
そ
の
他
に
「
歴
史
的
現
在
」
を
認
め
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

 

な
ほ
こ
の
外
に
所
謂
歴
史
的
現
在
（H

isto
rical p

resen
t

）
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
。
様
式
は
現
在
で
あ

る
け
れ
ど
も
実
は
過
去
を
表
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
動
作
の
過
去
に
起
つ
た
も
の
を
、
力
強
く
表

現
す
る
た
め
に
わ
ざ
と
用
ひ
る
様
式
で
あ
つ
て
、
そ
の
表
現
は
む
し
ろ
修
飾
的
の
要
求
か
ら
来
た
も
の
で

あ
る
。 

 

そ
し
て
、
次
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

「
戦
は
愈
々
始
ま
つ
た
。
砲
声
が
ひ
ゞ
く
、
弾
丸
が
飛
ん
で
来
る
、
突
喚
の
声
が
聞
え
る
、
実
に
悽
愴
の

極
み
で
あ
つ
た
。」 
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7 

益
岡
（
一
九
九
一
）
は
、
物
語
に
お
け
る
時
制
表
現
の
移
り
変
わ
り
を
、「
ロ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ト
」
と

「
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
」
と
い
う
概
念
で
説
明
し
、
工
藤
（
一
九
九
五
）
も
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現

の
テ
ク
ス
ト
上
で
の
振
る
舞
い
を
「
タ
ク
シ
ス
」
と
い
う
概
念
で
説
明
し
て
い
る
。 

 8 

〈
基
本
形
〉
を
「
は
だ
か
の
形
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

9 

野
村
（
一
九
九
四
）
や
金
水
（
一
九
九
五
）
は
タ
リ
、
リ
と
の
比
較
の
中
で
、〈
基
本
形
〉
に
不
完
成
相

的
意
味
が
あ
る
と
し
て
よ
い
と
し
て
い
る
。 

1
0 

キ
、
ケ
リ
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
泰
（
一
九
八
四
）
が
非
常
に
詳
し
い
。 

1
1 

中
西
（
一
九
六
三
、
一
九
九
六
）
も
同
様
の
姿
勢
で
あ
る
。 

1
2 

加
藤
（
一
九
九
八
）
が
言
う
キ
の
基
本
的
な
意
味
・
機
能
に
つ
い
て
の
結
論
は
、
す
く
な
く
と
も
同
書

で
扱
わ
れ
た
資
料
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
例
外
的
な
現
象
も
、
キ
の
基

本
的
な
意
味
・
機
能
と
矛
盾
は
し
な
い
と
い
う
論
理
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、「…

何
ら
か
の
権
威
に
よ

っ
て
事
実
と
さ
れ
て
い
る
過
去
の
事
象
を
、…

」
と
い
う
例
外
規
定
に
つ
い
て
は
、
す
く
な
く
と
も
、
西

大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
の
古
点
、
三
宝
絵
詞
（
観
智
院
本
）、
今
昔
物
語
集
に
は
通
じ
る
も
の
で
あ
る

と
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

1
3 

こ
の
内
二
例
は
万
葉
集
の
も
の
で
、
キ
が
使
わ
れ
て
い
る
と
断
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。 

1
4 

次
の
二
例
は
、
反
実
仮
想
の
例
で
あ
る
。「
基
準
時
」
と
同
日
と
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
よ
り
も
、
非
リ
ア
ル
な
表
現
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
特
別
な
例
と
見
な
す
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

○
今
日
も
か
も
都
な
り
せ
（
奈
里
世
）
ば
見
ま
く
欲
り
西
の
御
馬
屋
の
外
に
立
て
ら
ま
し
（
万
葉
集
・
巻

第
一
五
・
三
七
七
六
） 

○
あ
し
ひ
き
の
山
縵
の
児
今
日
行
く
と
我
に
告
げ
せ
（
告
世
）
ば
帰
り
来
ま
し
を
（
万
葉
集
・
巻
第
一

六
・
三
七
八
九
） 

1
5 

本
研
究
で
は
、
力
を
入
れ
て
取
り
上
げ
は
し
な
い
が
、
松
下
（
一
九
三
〇
）、
長
船
（
一
九
五
九
）、
野

村
（
一
九
八
九
、
二
〇
〇
九
）
な
ど
の
流
れ
は
あ
る
。
ま
た
、
記
述
態
度
と
し
て
、
比
喩
的
表
現
を
用
い

て
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
三
矢
（
一
九
二
八
）
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。 

 

「
ツ 

動
作
的
故
意
的
に
し
て
急
、（
短
、
硬
）
対
話
体
の
文
に
多
い
」 

「
ヌ 

状
態
的
自
然
的
に
し
て
緩
、（
長
、
軟
）
叙
述
体
の
文
に
多
い
」 

 

徳
田
（
一
九
三
六
）
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。 

 （1

）
両
者
と
も
観
念
上
の
完
了
を
表
わ
す
こ
と
は
同
様
で
あ
る
が
、「
つ
」
は
「
ぬ
」
に
比
し
て
動
作
が

直
線
的
、
急
迫
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
主
体

・

・

（
自
己
の
意
識
）
の
関
心

・

・

が
対
象
に
対
し
て
直
接
的

・

・

・

で
強

い
と
き
、
用
い
ら
れ
る
。
（
世
上
、
意
志
的
と
い
う
の
は
一
部
的
で
不
可
） 



122 

 

 

（2

）「
ぬ
」
は
、
こ
れ
に
対
し
て
い
わ
ゆ
る
傍
観
的
で
ゆ
る
く
、
事
象
に
対
し
て
直
接
的

・

・

・

関
心

・

・

を・

示
さ
な
い

・

・

・

・

と
き
用
い
ら
れ
る
。
こ
と
が
ら
を
客
観
的
に
や
や
ゆ
と
り
を
も
っ
て
写
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
ゆ
え
に
「
つ
」
が
生
活
意
識
に
つ
な
が
り
キ
ビ
キ
ビ
し
て
い
る
が
味
わ
い
が
少
な
い
の
に
対
し
、

「
ぬ
」
は
婉
曲
で
や
や
詠
嘆
的
な
感
じ
を
与
え
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。 

（
九
七
～
九
八
頁
） 

 

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
は
、
他
に
も
、
山
崎
（
一
九
六
五
）
が
ヌ
も
ツ
も
確
認
判
断
の
表
現
で
、
完
了
で
は

な
い
と
し
つ
つ
、 

 

ヌ
：
凝
視
的
、
詠
嘆
的
性
格 

ツ
：
行
動
的
、
意
欲
的
性
格 

 

と
し
て
い
た
り
、
ま
た
、
新
井
（
一
九
三
三
）
は
、 

 

ツ （
一
）
突
破
的
。
折
伏
的
。
破
摧
的
。
衝
動
的
。 

（
二
）
達
成
的
。
遂
行
的
。 

（
三
）
語
勢
的
。 

 

ヌ 「
往
ぬ
」 

ツ
と
は
違
い
、
元
の
動
詞
で
あ
る
「
往
ぬ
」
そ
の
ま
ま
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。 

 

と
し
、 

「
ツ
ヌ
と
も
に
、「
未
来
の
想
像
に
も
、
到
来
の
意
に
も
、
完
了
の
意
に
も
、
過
去

ス
ギ
ユ
ク

意
に
も
使
用
さ
れ
る

か
ら
、
狭
い
意
味
の
一
の
名
称
を
以
て
、
詞
の
全
生
命
を
表
す
こ
と
は
出
来
が
た
い
。
故
に
本
書
で
は
其

の
性
質
及
び
用
法
の
意
義
に
本
づ
い
て
名
称
を
立
て
、「
つ
」
を
突
破
的
、「
ぬ
」
を
徐
行
的
と
名
づ
け
た

の
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
本
質
的
に
は
、
確
認
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
突
破
的
、
徐
行
的
と
い
う
の
は
、
音
声
的
感
覚
か
ら
そ
う
言
っ
て
い
る
（
一
二
七
頁
）。 

 1
6 

山
田
（
二
〇
〇
六
）
は
、
岩
波
書
店
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
『
竹
取
物
語
』『
伊
勢
物
語
』『
土
佐
日

記
』『
蜻
蛉
日
記
』『
紫
式
部
日
記
』『
更
級
日
記
』『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』
を
対
象
と
し
て
い
る
。 

1
7 

語
源
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
余
談
的
言
及
と
し
た
い
が
、
ツ
、
ヌ
が
現
代
語
で
い
う
「
テ
イ
ル
」
な

ど
と
は
違
っ
て
、
一
語
の
動
詞
由
来
で
あ
る
と
思
し
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
ア
ス
ペ
ク
ト
と
し
て
一
つ
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の
形
式
が
同
時
に
二
種
類
の
、
し
か
も
「
開
始
」
的
な
も
の
と
「
終
了
」
的
な
も
の
と
い
う
真
逆
の
概
念

構
造
を
併
せ
持
っ
て
い
る
と
い
う
姿
は
、
奇
妙
で
あ
る
。 

1
8 

こ
の
系
統
の
説
を
追
認
す
る
説
と
し
て
、
大
坪
（
一
九
七
八
）、
糸
井
（
二
〇
〇
九
）
等
も
挙
げ
ら
れ

る
。 

1
9 

中
西
（
一
九
五
七
）
の
論
上
、「
現
在
」「
過
去
」
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
絶
対
テ
ン
ス
の
「
現
在
」

「
過
去
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
事
態
の
内
的
時
間
展
開
中
の
局
面
を
言
い
分
け
る
手
段
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

2
0 

な
お
、「
局
面
」
と
い
う
用
語
の
使
い
方
は
、
井
島
（
二
〇
一
一
）
に
従
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
局
面
を

指
す
」
と
は
、
そ
の
他
の
局
面
の
排
除
を
同
時
に
指
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
開
始
局
面
を
指

す
」
と
い
う
の
は
、「
事
態
生
起
以
前
の
局
面
や
中
途
局
面
、
終
了
局
面
を
指
さ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
、「
終
了
局
面
を
指
す
」
と
い
う
の
は
、「
開
始
局
面
や
中
途
局
面
、
事
態
終
了
後
の
局
面
を
指
さ
な

い
」
と
い
う
意
味
合
い
を
含
む
こ
と
に
な
る
。 

2
1 

小
田
（
二
〇
一
〇
）
は
、
ツ
に
つ
い
て
「
完
成
相
＋
近
過
去
」
で
あ
る
と
し
、
状
態
性
用
言
に
つ
く
場

合
は
、
完
成
相
が
消
え
、
時
制
を
伴
う
と
近
過
去
が
消
え
る
と
し
て
い
る
。 

2
2 

進
藤
（
一
九
八
四
）
は
『
栄
花
物
語
』
の
ツ
、
ヌ
に
つ
い
て
接
続
の
性
質
を
比
率
調
査
し
て
い
る
が
、

と
く
に
存
在
表
現
、
形
容
詞
と
の
接
続
調
査
に
注
目
し
た
い
。 

2
3 

近
藤
（
一
九
九
二
）
は
、
確
言
の
ナ
ム 

ヌ
ベ
シ 

テ
ム 

ツ
ベ
シ
は
、
接
続
面
で
も
緩
く
な
る
こ
と

を
指
摘
し
て
お
り
、
意
味
が
中
和
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。 

2
4 

ツ
の
連
用
形
に
あ
た
る
テ
と
助
詞
の
テ
の
関
係
性
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
議
論
は
、
山
田
孝
雄
や
橋
本

進
吉
、
浜
田
敦
、
飛
田
（
一
九
七
二
）
な
ど
が
あ
る
が
、
本
研
究
の
議
論
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
ゆ
れ

て
い
て
当
然
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

2
5 

松
尾
（
一
九
三
六
）
は
、
ツ
と
ヌ
の
上
接
語
の
性
格
の
違
い
を
傾
向
と
し
て
言
及
し
て
い
る
が
、
意
味

的
機
能
的
な
違
い
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
タ
リ
、
リ
も
含
め
、
完
了
の
機
能
を
持
つ
と
は
言
っ
て
い

る
。
ま
た
、
森
野
（
一
九
七
〇
）
は
、
ツ
と
ヌ
の
違
い
に
つ
い
て
、
上
接
語
の
特
徴
と
い
う
観
点
か
ら
の

先
行
研
究
を
検
討
し
て
い
る
。 

2
6 

佐
竹
昭
広
氏
の
調
査
に
若
干
補
訂
し
た
も
の
だ
と
い
う
。 

2
7 

『
源
氏
物
語
』
の
ツ
、
ヌ
の
用
例
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
他
動
詞
に
ツ
、
自
動
詞
に
ヌ
が
つ
き
や

す
い
と
い
う
こ
と
、
意
思
的
作
為
的
動
詞
に
ツ
、
自
然
推
移
的
状
態
を
示
す
動
詞
に
ヌ
が
つ
き
や
す
い
と

い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
は
例
外
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

2
8 

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
パ
ス
検
索
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
中
納
言
」
を
用
い
、『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』

を
使
用
し
た
。
奈
良
期
、
平
安
期
、
鎌
倉
期
の
コ
ア
デ
ー
タ
を
見
た
が
、
鎌
倉
期
に
つ
い
て
は
、
非
コ
ア

デ
ー
タ
も
見
て
い
る
。
使
用
し
た
コ
ー
パ
ス
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。 

国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
一
七
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス 

奈
良
時
代
編
Ⅰ
万
葉
集
』

h
ttp

://p
j.n

in
jal.ac.jp

/co
rp

u
s_cen

ter/ch
j/n

ara.h
tm

l

（
二
〇
一
八
年
七
月
二
三
日
確
認
） 

国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
一
六
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス 

平
安
時
代
編
』

h
ttp

://p
j.n

in
jal.ac.jp

/co
rp

u
s_cen

ter/ch
j/h

eian
.h

tm
l

（
二
〇
一
八
年
七
月
二
三
日
確
認
） 
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国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
一
六
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス 

鎌
倉
時
代
編
Ⅰ
説
話
・
随
筆
』

h
ttp

://p
j.n

in
jal.ac.jp

/co
rp

u
s_cen

ter/ch
j/k

am
aku

ra.h
tm

l

（
二
〇
一
八
年
七
月
二
三
日
確
認
） 

2
9 

た
だ
し
、「
再
会
」
と
い
う
場
合
も
考
え
ら
れ
、
原
理
的
に
は
可
能
性
は
あ
る
が
、
用
例
と
し
て
は
そ

の
よ
う
な
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。 

3
0 

ヌ
、
ツ
を
「
完
成
相
」
と
捉
え
る
考
え
に
つ
い
て 

 

鈴
木
（
二
〇
〇
九
）
は
、
古
代
語
に
お
い
て
テ
ン
ス
、
ア
ス
ペ
ク
ト
に
関
わ
る
体
系
を
記
述
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
ヌ
、
ツ
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
な
意
味
に
つ
い
て
は
、
ヌ
は
、「
限
界
到
達
」
と
い
う
意
味
を

表
わ
す
も
の
と
し
、
ツ
は
、「
動
作
過
程
を
一
括
的
に
さ
し
だ
す
」
意
味
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
の
意
味
規
定
に
お
け
る
名
称
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
の
意
味
規
定
と
齟
齬
を
来
す
も
の
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
、
両
者
と
も
に
、「
完
成
相
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
で
き
る
と

い
う
考
え
は
、
受
け
入
れ
が
た
い
。
本
研
究
の
考
え
で
は
、
ツ
を
「
完
成
相
」
と
す
る
こ
と
に
抵
抗
は
な

い
が
、
ヌ
を
「
完
成
相
」
と
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
。 

 

本
研
究
の
ヌ
の
意
味
規
定
に
よ
れ
ば
、
ツ
に
お
い
て
は
、「
事
態
中
途
局
面
」
と
「
事
態
終
了
後
局

面
」
お
よ
び
そ
れ
ら
の
移
行
関
係
が
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
事
態
中
途
局
面
」
が
「
一
括
的
」

に
認
識
さ
れ
る
、
完
成
的
に
認
識
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
首
肯
で
き
る
。
し
か
し
、
ヌ
が
現
れ
た
場
合

に
、「
事
態
中
途
局
面
」
は
認
識
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
が
完
成
的
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る

保
証
は
な
い
。
と
く
に
こ
こ
で
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
体
系
は
、
ヌ
、
ツ
が
承
接
し
て
い
な
い
形
式
を
「
不
完

成
相
」
と
み
て
、
そ
れ
と
対
立
す
る
形
で
ヌ
、
ツ
を
位
置
付
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ヌ
が
承
接
す
れ
ば

完
成
的
で
、
ヌ
、
ツ
が
承
接
し
な
け
れ
ば
不
完
成
的
で
あ
る
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
難
し
い
。 

      




